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　序章







　惑星ドラング。

　かつて、そう呼ばれたこともあるこの世界には、一つの大きな大陸と、それを東西に分けた二つの国家が存在していた。

　東の半分を支配する東とう域いき国と、西の半分を支配する西せい域いき国である。

　東域国の首都「ランダール」は、大陸の東側を流れるいくつもの河が合流した水運が発達した場所にあり、東域王の居住する西宮と東宮の二つの建物に分かれた広大な王宮も、その半分は河に面して建てられている。

　そして、その二つの建物の間には、今から二百年ほど前に、高名な庭師の手によって造られたといわれている広大な中庭が設けられていた。

　その中庭の少し北寄りにあるあずまやに、一人の初老の男がたたずんで、小川に掛かる小さな木橋と、その下流にある大きく河が曲がるあたりをじっと見つめていた。

　北の岩場から激しく流れ落ちていた小川の流れは、このあたりで勾こう配ばいを無くしてあるのだろう、ゆるやかな流れに変わり、川面かわもの動きも、中央の澪みお筋すじ以外にほとんど見られない。

　静かに流れる川面に、突然小さな丸い波は紋もんが広がった。

　何かの弾みで、水面に落ちてしまったのだろう、波紋の中心には、小さな白い羽根を持つ蝶ちようのような虫が二匹、必死に羽をばたつかせてもがいているのが見える。

　河の中をゆっくり泳いでいた黒い魚が、ぴくん、と反応したのはそのときだった。

　魚は、水中を飛ぶ矢のような速さで一直線に虫に近づき、一瞬にしてその虫を飲み込んだ。

　小さな水しぶきと、大きな波紋だけを残して、魚は満足げに速度を落として泳ぎ去った。

　川面に残る波紋を見下ろして、初老の男は思った。

　……この世界は戦いに満ちている。

　この地球上に生きるすべての生き物には、生存競争という戦いが課せられている。何者もこの法則からは逃れることはできない。

　生き物にとって、この戦いは義務であり、それを放棄すればその種は絶滅する。

　この生存競争という冷酷非情なルールを定めたのは、自然そのものである。

　人は、自然が創り上げた雄大な景色や、野原一面に咲き乱れる花畑を見て、感動し心癒いやされる。

　しかし、それはあくまでも文明を作り上げるほどの余よ裕ゆうを持った人間が、勝手に抱く価値観でしかない。もし、人間が文明という庇ひ護ごを失い、衣、食、住、その一切を持たぬ裸の猿として、この自然の中に放り出されたとしたら、雄大な景色は自分の生命を脅おびやかす肉食獣の巣そう窟くつに、そして野原一面に咲き乱れる花々は食うことのできない雑草の群れにしか見えないだろう。

　人間は、この弱者が滅び、強者が生き残るという自然の価値観に対抗し、弱者を滅ぼすのではなく、弱者と強者が共存する道を探り出すという新しい価値観を求めた。

　その価値観を維持するために作り上げた人間の能力の総称が文明であり、文化というものなのかもしれない。

　……だとすれば。

　西せい域いき国と戦争を起こすことを決断したこの私は、人間が必死に築き上げてきた文明と文化を破壊する唾だ棄きすべき者なのだろう。

　戦争は悲惨だ、喪うしなうものは多く、得るものは少ない。しかし、その得るものの中に、より良い未来を国民に与えることができる可能性、というものがあるならば、それは選択する価値がある選択肢しだと私は信じる。

　……そして、それは勝った側にのみ得る権利がある。

「勝たねばならぬのだ、勝ってすべてを終わらせねば、意味がない」

　初老の男……東とう域いき王マオ・タイクーが、思わず内心のつぶやきを口に出したとき、脇に控えていた若い侍じ女じよが、ふっと顔を上げた。

「どうかしたか？」

　侍じ女じよはその場にひざまずいて答えた。

「人が参ります」

「人が？」

「ええ、あちらに……」

　ひざまずいたまま侍じ女じよが指差した方角に東とう域いき王が目をやると、その言葉のとおり王宮の建物の中から、侍じ従じゆう長ちようが急ぎ足でやって来るところだった。

「何事でございましょう、王の散策の時間は一切の報告などを禁じておりますのに」

　咎とがめるような口調の侍女に向かって東域王は首を振った。

「いや、良い。戦時報告については、一切の制限は無用と言い伝えてある。今は平時ではない戦時なのだ」

　見る人に疑心を抱かせてはならない、ということから、王宮の中では、いかに緊急の要件であっても走ることは禁じられている。そのため、侍従長は精一杯の早足で東域王の下にやってくると、その場に片膝ひざを付いて頭を下げた。

　ある意味、走るより早く歩く方が難しいのだろう、肩で息をしながら、侍従長が報告した。

「北部戦線のレゲマン鉄橋砲ほう撃げき作戦、予定通り開始、とのことでございます。軍務大臣より、詳しよう細さいについて大至急ご報告したいので、総司令部までお越し願いたい旨、お言付けがございました」

　東域王は小さくうなずいた。

「そうか、わかった。すぐに行く、と伝えろ」

「かしこまりました」

　一礼して去って行く侍従長の背中を追っていた視線を、再び中庭の池に移した東域王は、中庭の池の水面みなもに波は紋もんが立っているのに気が付いた。

　横に控えていた侍女が怯おびえたような声で言った。

「地震でございます……」

　確かに、足元が揺れていた。

　しかし、揺れは長く続くこともなく、やがて収まっていった。

　中庭を見回した東域王は、きっぱりと侍女に告げた。

「たいしたことはなかったようだが……心配だ。執務に戻る」

「かしこまりました」

　侍女は一礼すると、東域王の露払いをするように歩き始めた。

　その、背中から伸びる細い肩の線を見つめながら東域王は思った。

　……噴火や地震、そして台風や大雨という天災を前にして、人間ができることは、ただひたすらに頭を低くして、災害が通り過ぎるのを待つだけだ。

　それは被害を最小限に食い止める防戦一方の戦いであり、絶対に攻めることのできない戦いだ。

　我々には想像すらできないほどの高度な文明を発達させ、星から星に旅をしたと言われる偉大なる先人には、噴火や地震を止めたり、台風を消したりすることができたのだろうか？

　……それほどの文明を発達させることができた先人たちの世界には、きっと戦争などは存在しなかったに違いない。

　我々もいつか、その境地にまで達することができるかもしれん。しかし、今の我々は、それほど賢くは無い。試行錯さく誤ごを繰り返し、いくつもの過あやまちの中から少しでも良い方法を学び取るしか我々には道が無いのだな。

　このときの地震は、惑星の地表を構成するいわゆる大陸プレートが、ひずみを解消するために動いた地震だった。

　地震の規模は中程度であり、パレオ大陸のほとんどの都市では建物の戸ががたがたと揺れる程度の小規模な揺れしか感じなかった。

　しかし、このプレートのひずみの解消は、連鎖的にプレートの反対側に影響を及ぼしており、大海をはさんだ、惑星のちょうど反対側から動く、もう一つのプレートが潜もぐり込むあたりの海底で、大きな地震が起こる要素が揃いつつあった。

　しかし、パレオ大陸の上に暮らす人々は、地震のことよりも、目の前に突きつけられている大きな戦争に目を奪われていた。







　第一章　「伝令」







　王おう宮きゆうの西宮に隣接して建てられた灰色の屋根瓦がわらを持つ二階建ての建物が東とう域いき国の軍隊の運用を行う軍務局の建物であり、その屋根瓦の色から、人々は軍務局のことを「灰色館グレイハウス」と呼び習わしていた。

　しかし今、東域国における軍事に関するすべての情報と権限は、この灰色館ではなく、東域国王宮の西宮の奥にある作戦総司令部に集中していた。

　パレオ大陸の大きな地図が広げられたこの部屋に立てば、東域国が今、どういう戦いを行っているのか、それが一目でわかるようになっている。

　しかし、厳密に言えばその地図の上に示されている情報は、今、その瞬間のリアルタイムの情報ではない。東域国には無線機も電話も電信すらないのだ。情報はすべて人の手によって書かれた文章を伝令と呼ばれる人間の手で届けなくてはならない。

　人が走るのではなく馬を使い、一定の距離ごとに置かれた駅亭で、待機している伝令から伝令へと手渡しされた情報、つまり最前線で何が起こっているのか、その情報が東域国の首都ロンダールに届くには、レゲマン鉄橋のある渡し場から約十時間。シンルーたちが渡河作戦を展開しているバンドール河のターマレインの大おお曲まがりと呼ばれる地点からは二十時間を要する。

　これほどのタイムラグがあったのでは、この司令部では部隊を指揮することはできない。部隊指揮に関する権限は、すべて最前線の司令部に委い譲じようし、それぞれの最前線の指揮官の判断で部隊運用を行うのだ。

　この総司令部が作られた理由は、最前線から送られてくる情報を整理し、それを東とう域いき王に示すことにあった。

　大きく広げられた地図全体を見下ろせる位置に作られた玉ぎよく座ざに座り、戦況を示す概がい略りやく図を見下ろしていた東域王は、この部屋が完成したときに謁えつ見けんを受けたシンルーの言葉を思い出していた。

　地図の脇に立ち、玉座にいる東域王を見上げたシンルーは、その眠ねむそうな目つきのままこう言った。

『どの敵と、どう戦うのか、その戦い方はすべて最前線にある司令部にお任せ下さい。東域王陛へい下かは、ここで我々の戦い方をご覧になり、そして最後の命令を下すそのタイミングを決めて戴いただきます。我々は生きている限り戦い続けることができます、しかし、始まってしまった戦争を止めることはできません。戦争を始めるのも、それを終わらせるのも、それが可能なのは東域王陛下ただお一人でございます』

　東域王の唇くちびるの端に笑いが浮かんだ。

　……あのとき、あやつが余に投げかけた言葉。実に重いものであった。

　誰も気付かぬが、あれは正面から余に向かって意見したのだ。不敬を咎とがめるものも、色をなす者もおらぬのは、あの気の抜けたような目と顔のおかげだろう。

　シンルーのあの目と顔つきは、あの男が身につけた処しよ世せいの手段かもしれぬな。

　人は、見た目で判断する生き物だ。見るからにいいかげんで、やる気の無い顔つきをしていれば低く見られ、警戒されることがない。無用の摩ま擦さつを避け、名を捨てて実じつをとるには、ああいった顔つきと態度を取るのがいちばん良いのだろう。

　そして、東域王は、微笑を浮かべたまま小さく首を振った。

　いや……違うな。

　真に賢い者は、自分を偉く賢く見せる必要が無いということなのかもしれん。

　東域王の見ている前で、大きな地図を囲んでいた参さん謀ぼうたちが、前線から伝令が送ってきた情報を元に女性事務官に指示を与えた。

　事務官は小さくうなずくと、その指示通りに手に持った長い棒で、地図の上に置かれた部隊名の書かれた札の脇に戦闘行動を示す赤い小さな旗を動かした。

　赤い旗が置かれた部隊の札は、北部にあるレゲマン鉄橋に配置された砲兵部隊だった。

　東域王の脇に立っている参謀長が一礼してから小声で報告した。

「昨日午後三時三十五分に北部戦線のレゲマン鉄橋砲ほう撃げき部隊が砲撃を開始した、とのことです」

　東とう域いき王はうなずいた。

「うむ、砲兵部隊には陽動として大いに戦い西せい域いき国の戦力をひきつけて欲しいものだな。今回のこの戦争の主目的は南部にある製鉄の街グレンダランである。ここを占領し、この大陸で産する鉄を抑えることができるかどうかで、我が国の将来が決まる……シンルーならば、やってくれるだろう」

　そして、東域王は、南部戦線以外の場所に配置されている部隊の札を見て、眉まゆをひそめた。

「国内に、まだいくつか部隊が残っているようだが？」

「はい、兵力の一部を国境地帯に貼り付けてあります」

　東域王の顔つきが変わった。

「シンルーは先般の会議で、すべての兵力を南部戦線と、レゲマン鉄橋に振り向けるように命じたはずだ！　シンルーには軍の全権を委い譲じようしてある！　シンルーの命令は余の命令に等しい！　兵力の分散は、愚ぐ策さくの最たるものではないか！　この命令は誰が出したのだ！」

　参さん謀ぼう長は、顔色を失った。

「あ、いえ、私が……もしものことがあってはならないと考えまして……」

　東域王は参謀長を見み据すえて言った。

「貴様の言うところのもしものときとは、どういうときだ？　西域国が我が国に攻め込むとでもいうのか？　今の西域国の国力から見てもまずそんなことはありえない。百歩譲ゆずってそういうことがありえるとして、あの長い国境地帯に分散して配置された兵力にどれほどのことができる！　あれは、戦うための兵力ではない。貴様が安心したいために、自分の気休めのために配置された兵力だ！　五個連隊千名の兵力を、ただ無む駄だにしただけではないか！　あの兵力を直ただちに南部戦線に送れ！」

「か、かしこまりました！」

　参謀長はあわてて敬礼すると、逃げるように去って行った。

　その姿を見送った後で、視線を地図に戻した東域王は大きく息を吐はいた。

　……確かにあの男の不安もわからないではない。

　ここに立っていくら情報を集めたとしても、それは十時間も二十時間も前の出来事だ。

　伝令が「我が方優勢」の情報をここに伝えてきたそのとき、最前線ではすでに逆転され、大敗を喫きつしているかもしれないのだ。

　敵の動きが見えぬ中で、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられることはよくある。

　これが防衛戦ならば、ある意味楽だろう。戦力を内部に集中させて待機させておき、攻撃を受けたときに、その場所に部隊を差し向ければいいだけのことだ。しかし、攻勢に出ている今、我が国には防衛に回す戦力は無いに等しい。

　いわば自分の城を空からにして、よその城を攻めに行っている状態なのだ。敵は本当に正面にいるのか？　もしかしたら、こちらの予想もしないところから逆に攻撃を仕掛けてくるのではないか？　そう考え始めれば、疑ぎ心しんはますます強くなるだろう。

　我が国も西せい域いき国も、兵士になれるのは士族の一族のみであり、兵士の数は限られている。攻撃と防衛の両方に振り分けるだけの兵力はない。

　シンルーが、南部戦線にすべての兵力を集中させて、一気に河を渡り、短期でグレンダランを占領する作戦を立てた理由はそこにある。

　レゲマン鉄橋に敵の主力を引き付け、南部戦線が主力だと気取られないうちにグレンダランを陥かん落らくさせ占領する。

　グレンダランを抑えてしまえば、鉄の生産はストップし、西域国の優位は失われる。

　我が国が優位に立ったその上で、西域国と交渉すればよい。

　グレンダランを返還するかどうかは、西域国の出方次第だが……河を越えて補給を続けるリスクを考えれば、グレンダランを長期に渡って維持することは得とく策さくではないかもしれんな。

　東とう域いき王は、シンルーの言葉を思い出していた。

　……戦争を始めるのも止やめるのも、この東域王以外にはできぬこと……か。

　確かに、始めてしまった戦いの結末をどこにもって行くのか、その落としどころこそが最も重要な事柄であることに間違いはない。

　しかし……この戦いがどこに行くのか、まだわからぬ以上、私にできることは。ここでこうやって戦いの流れを見ていることだけなのだな。

　次の伝令が到着したのだろう、東域王の見ている前で、参さん謀ぼうが文書筒づつを開けて、中の報告用紙を取り出し、書記に渡した。

　一枚の情報用紙の中身は、六人の書記が写し取り、六枚の情報用紙となって各部署へと伝えられることになる。

　情報の共有によって、各部署間の齟そ齬ごを無くすこの方法は、シンルーが考えたものだった。

　参謀本部の中には、情報の拡散を危ぶむ声も多く、特に敗色濃厚といった不利な情報が拡大することを懸け念ねんする者が多かった。

　しかし、シンルーは、そういった者に対し。

『危機のときにこそ、すべての部署で力を合わせ、それを挽ばん回かいしなくてはなりません。失策を責められることを怖れて、悪い情報を隠す行為は、国の命運より自分の名誉を優先するという自己中心的な幼児にも等しいメンタリティを持った、実に恥ずかしい人間のやることです。自分がそういった人間であることをカミングアウトしたいのなら、別に止めはしませんが……いかがいたしますか？』

　と聞いたため、この方法が用いられることとなった。

　六人の書記が書き終わった六枚の情報用紙が、再び六本の文書筒に収められ、待機していた六人のメッセンジャーがそれを持って部屋から出て行った。

　東とう域いき王は、その光景を見ながらシンルーの顔を思い浮かべていた。

　……あの男は、この戦争に勝利するためという名目で、東域国の中にあった様々な壁に穴を開けてしまった。

　たとえば、あの蒼そう天てん隊という傭よう兵へい集団だ。

　あの傭兵隊の半分は平民階級の出身者だという。今まで平民が兵士になったことはない。しかし、兵士は士族である、という身分の常識をあの男はあっさり乗り越えてしまった。

　この戦争で功績を上げたものには、特別の計らいで士族の身分を与え、取り立てる、というあの男の掲げた約やく定じようは、功績を盾たてにすれば、他ほかの士族どもの文句を封じることができるという計算によるものだろうが、これによって平民たちは奮ふるい立ち、勇ゆう敢かんに戦うだろうという、もう一つの計算もあるに違いない。

　平民を兵士とする前例ができれば、兵士の数を一気に増やすことができる。そうすれば、東域国の兵力は西せい域いき国の比ではない。

　……シンルーが望んでいたのは、もしかすると、そういう軍隊なのかもしれないが、それは行き過ぎだ、許すべきではないだろう。

　……いや、シンルーを責めてはならぬ。

　あの男は、我が国に勝利をもたらすための方策を考えたに過ぎんのだ。

　戦いに勝つためには、より多くの兵士が必要になる、そしてその兵士を増やすには……と考えたその帰結するところがそれだったのだ。

　……もしかして、士族のみが兵士になるというこの制度こそが、偉大なる先人が考え出した平和のための装置だったのかもしれん。

　その装置を乗り越え、戦争を起こしたこの私に、シンルーを責める資格はない。




　東域王が、自じ嘲ちようするような微笑を唇くちびるの端に浮かべた、その頃。

　この戦争のもう片方の当事者である西域国の首都デメララにある軍務局の建物の中でも、東域国の総司令部とほとんど変わらない光景が繰り広げられていた。

　西域国の軍務局の一階の奥にある広い総合指揮室の中央には、パレオ大陸の大きな地図が広げられ、その上に部隊名を書いた札を置き、その周囲に立つ参さん謀ぼうと女性事務官。参謀が読み上げる情報に従って、女性事務官が長い棒で部隊名を書いた駒こまを動かすその光景は、ほとんど瓜うり二つと言ってもいい。

　これは、どちらかがどちらかのものを真ま似ねした、というものではない。

　東域国も西域国も、軍事関連の教本の元となった資料の出所は同じであり、資料に書かれている部隊の指揮運用という概念を具象化するときに、最も効率の良い方法を選択していったその結果たどりついたのが、この部隊運用概略地図だったということである。

　誰がどんな式を立てようとも、数学における一＋一の答えは最終的に二になるのと同じことであり、同じ答えを出すことが真ま似ねであり、それが許されないとしたら、テストで満点を取ることも許されないことになる。

　概がい略りやく地図の脇に立って、腕を組んだまま西せい域いき国の軍隊の配置図を見ていたキナリレー参さん謀ぼう長の目は、レゲマン鉄橋に注がれたまま微動だにしなかった。

　東とう域いき国が宣戦布告と共に、あそこに配置した新兵器の大砲で、こちら側の陣じん地ちに砲ほう弾だんを撃ち込んできたのは、昨日の……五月二十二日午後三時三十五分のことだ。

　東域国と我が国は、ついに戦争へと突入した。

　……これは、この世界の歴史における初めての全面戦争だ。

　東域国と我が国は百年前にも北部州の領土の帰属をめぐって、全面戦争になりかけた。しかし、そのときは知の教団が武力介入し、全面戦争になる前に双方の国家の軍隊に壊かい滅めつ的な打撃を与えたため、戦争は起こらなかった。

　だが今回、知の教団は百年前とは、まったく反対の行動を取っている。教団のやることはすべて戦争を防ぐためではなく、戦争を起こす方を向いている。その最たるものが、あのレゲマン鉄橋だ。

　東域国と西域国はバンドール河によって隔へだてられ、直接領土を接することが無かった。それによって両国は長年に渡って平和な関係を築いてきたが、レゲマン鉄橋はそのバンドール河の意味を失わせ、両国を地続きにしてしまったのだ。

　あの橋を支配下に置けば、渡船などを用意しなくとも、いつでも好きなときに、相手の領土に大量の兵力を送り込むことができる。東域国がまずあそこに兵力を集中させ、我が国に攻撃を仕掛けて来たのは当然と言えば当然のことだ。もし、私が攻める側に回っても目標はあの鉄橋だ。教団は東域国と我が国との間に鉄橋という名前の火ひ種だねを放り込んだに等しい。

　教団の真意がどこにあるのかそれはわからない。ただ、東域国の後ろに教団の影があることは間違いない。

　……我々の真の敵は、教団かもしれん。

　キナリレー参謀長がそう考えたとき、部下の参謀の一人が、通信用紙を持ってやって来た。

　その参謀は、一礼すると報告した。

「北部戦線総司令部のドランヴィ少しよう将しようより電鈴通信による報告が参りました。通信文を読み上げます」

「うむ」

　キナリレーが小さくうなずくと、参謀が通信用紙を読み上げた。

「未明よりバンドール河西岸を捜そう索さくするも、敵軍の上陸点発見できず。敵の夜間渡河は無きものと認む」

　参謀が差し出した通信用紙を受け取ったキナリレーは、再び小さくうなずいた。

「了解した旨を返電し、情報を各部に伝達せよ」

「了解しました」

　敬礼して去って行く参さん謀ぼうを見送ったあとで、キナリレー参謀長は再び視線を地図の上に落とした。

　……昨日の午後三時過ぎに始まったレゲマン鉄橋の戦闘は、すでに十二時間が経過したが、すでに膠こう着ちやく状態に陥っている。

　対岸から新兵器の大砲で砲ほう撃げきを加えてきた東とう域いき国の軍隊は、我が国の小型ロケット弾の集中反撃により、橋を渡ることができず、双方共に橋を挟はさんでにらみ合いが続いている。

　……昨夜のうちに夜の闇やみにまぎれて橋の上流か下流で渡河作戦を敢かん行こうするものと予想して、兵力を配置しておいたが、幾つかの場所で船の動きがあったようだが、結局渡河してくることは無かった。

　お互い、兵力は限られている。だとすれば、この戦争は損害が少ないほうが勝つだろう。東域国の大砲は、遠距離から敵を叩たたくにはもってこいの兵器だ。

　渡河する前にこちら側の防衛陣じん地ちを大砲で叩くに違いない。昨夜、夜間渡河作戦を敢行しなかった理由は、夜の闇やみの中では大砲の照準がつけられないのと、そしてなにより戦果の確認ができないために違いない。おそらく、東域国の攻勢は白昼の渡河戦となるだろう。

　キナリレーは手の中にあった通信用紙に目を落とした。

　……今朝の捜そう索さく結果が、たった数時間で私の手の元に届くとはな……今までの馬を使った伝令では考えられないスピードだ。

　この電鈴通信によって、我が国の指揮官は自分たちがどのような状況下にあるのかすぐにわかる。今までのように右手がやっていることを左手が知らない、ということは無くなるだろう。

　通信用紙に落としていた視線を上げて、キナリレーは広い指揮室の片隅を見た。

　そこに置かれた電鈴信号中継受信器とオペレーターの存在こそ、東域国とそっくりに作られた西せい域いき国の指揮室の中で大きく違う部分だった。

　西域国では、最前線の情報は、伝令による文書伝達と電線を使った電気信号による通信を併用してこの総司令部に伝えられるのだ。

　簡単な電源のオンオフの信号によって送られるこの通信方法は、長文のやり取りには適さないものの、簡単な内容を伝えるには充分であり、何よりタイムラグがほとんど存在しなかった。

　レゲマン鉄橋で始まった砲撃戦の第一報が、この部屋に届いたのは、東域国の砲ほう弾だんの最初の一弾が落下したその五分後であり、これは今までの伝令による文書の到達時間に比べれば、ほとんどリアルタイムと呼んでもいいほどの早さであった。

　この情報伝達の速さが、戦線全体にどんな影響を与えるのか、西域国の軍人たちの多くは、まだ理解していなかった。

　いや、このシステムを大急ぎで構築させ、そして運用させているキナリレー参謀長自身にも、実際のところはわかってはいない。彼はただ、今までの伝令による命令伝達では、演習で見せ付けられた速度を重視した電撃戦には対応できないということから、この通信装置を作り、使用することを決定したにすぎない。

　新規のシステムが組織に受け入れられ、そして定着するのには時間がかかる。

　この指揮室にいる参さん謀ぼうの多くにとって、それは単なる「早く届く伝令」というものでしかなかった。

　そして届けられた情報を理解し有効に使う能力が無ければ、いかに情報が早く届こうとも、それは意味を持たない。

　電鈴信号中継器は、西せい域いき国国内のあらゆる場所から送られて来た様々な情報をこの総合作戦指揮室の中に吐はき出していた。

　その膨ぼう大だいな情報の優先度を判断する責任者である参謀のところに、南部州の州都グレンダランの守備隊から一通の通信文が届いたのはそのときだった。

「六三三銃じゆう士し隊からの速報だと？」

　怪け訝げんな顔をする参謀に、中継器オペレーターは通信文を示しながら言った。

「はい、たった今、グレンダランから送られてきた文章です」

　電気中継器通信は、文字の一字を長い信号と、短い信号の組み合わせで表現し、それを並べることで文章を形成する。

　その信号をオペレーターが読み取って紙に書き出したものが通信文となる。

　参謀の手の中には、簡潔な四行の文章が書かれた通信用紙があった。

『東とう域いき国ノ目標ハ鉄ナリ』

『鉄橋ハ陽動ノ可能性高シ』

『敵本隊ハ南部ニテ渡河ノ可能性大』

『グレンダラン防衛ノ応援送ラレタシ』

　その通信文を読んだ参謀は眉まゆをひそめた。

　……何が言いたいんだ、この通信は。

　首都のデメララに近いレゲマン鉄橋の部隊が陽動で、グレンダランが主目標だと？

　そんな馬鹿な戦争があるものか。戦争とはお互いの首都を目指して軍を進め、王を倒し、もしくは降伏させるのが目的のはずだ。

　軍事演習もチェスも、敵の王を追い詰め王手をかけて、降伏させることに全力を注ぐものではないか。王を放置して地方都市を目標とする戦争などあるわけがない。

　そのとき、通信文に目を落としていた参謀の顔に嘲あざけりに似た笑いが浮かんだ。

　……そうか、要するにこの通信文の真意は、自分たちだけでは、敵の陽動部隊の攻撃を撃退できないから、援軍を送ってくれ、という泣き言なのだ。

　東域国が鉄を目標にしているだの、レゲマン鉄橋の攻撃が陽動だの、というのは、いわば泣き言に説得力を持たせるためにくっつけた、それらしく見せるための理屈に過ぎん。

　こんな通信文は、上層部に読ませる価値も必要も無いな、一般通信の中に入れておけばいいだろう。

　参さん謀ぼうは、小さくうなずくと、目の前に並んでいる各種報告文の仕分け箱を見た。

　そこには、前線や各地から送られてくる通信文の内容の緊急度によって赤、オレンジ、黄、白と塗り分けられた文章の仕分け箱が並んでいる。

　参謀は、悩む素振りも見せずに、Ｄデイー・Ｄデイーが送った通信文を一番右にある白い緊急性の無い一般通信の箱に放り込んだ。

　こうして、Ｄ・Ｄが総司令部に送った通信は、誰の目にも触れぬまま膨ぼう大だいな通信文の中に眠ねむり続けることとなった。







　第二章　「愚者と賢者」







　北部山岳地帯に降った雪が溶けるのは、平地の春の訪れよりも二ヶ月ほど遅れる。

　太陽が平野に初夏の日差しを投げかける頃、強くなった陽光が、やっと冬の間に降り積もった雪を溶かし始めるのだ。

　雪解けの水が沢を流れ下り、大河バンドールの水量を増やすのもまた初夏の頃である。

　冬の間は半分ほどしかなかった本流は、いま、河幅一杯にまで広がり、流速もまた冬とは比べ物にならないほど早かった。

　その、満々と水をたたえた大河バンドールが大きく褶しゆう曲きよくしている、通称ターマレインの大おお曲まがりと呼ばれているあたりの下流域には、河の流れが対岸を侵食した土砂が堆たい積せきした大きな中なか州すがある。

　今、その中州の上で聞こえるものは、静かに流れる河の音と、そして遠くで鳴いている水鳥の声だけだった。

　中州に立ったケリンは、川面かわもを渡ってくる風に紅あか毛げをなびかせながら、手に持った双眼鏡を目に当てて東岸を見ていた。

　川面かわもから立ち昇る白い靄もやが視界を閉ざし、四キロテほど先の東岸の景色は双眼鏡の中にぼんやり見えるだけだ。

　ケリンは、一時間半ほど前のことを思い出していた。

　東とう域いき国が、この南部州で陽動攻撃を仕掛けてくるかもしれないという情報がデメララの総司令部からもたらされたとき、Ｄデイー・Ｄデイーは、この陽動攻撃を仕掛けると言われている敵の部隊こそが本隊であると見抜いた。

　東域国の戦争目的は、領土でも、首都を攻めて国家主権を奪うことでもない、技術の進歩によって大量に必要となった鉄なのだ。そして、この世界で唯一まとまった量の鉄を産する場所、グレンダランこそが、その目標である。

　東域国は北部にあるレゲマン鉄橋を攻める振りをして、その主力兵力を密ひそかに南部州に送り、その圧倒的兵力を持って、このバンドール河を渡河し、一気にグレンダランを攻め落とすつもりなのだ。

　もし、このＤ・Ｄの仮説が正しければ、ケリン率いる六三三銃じゆう士し隊二百人では、到底防ぎきることはできない。

　しかし、手をこまねいて座して応援を待つわけにはいかないと判断したケリンは、敵の予想すらしない場所に部隊を配置し、これを伏ふく兵へいとして敵の出で鼻ばなを挫くじく作戦に出たのだ。

　敵の予想すらしない場所、それこそが、今、ケリンが立っているこの中なか州すである。

　中洲は河の流してきた土砂が堆たい積せきしてできたいわば孤島である。

　陣じん地ちを作りたくとも地面を掘ればすぐに河の水が湧わき出すために塹ざん壕ごうは掘れない。

　補給も、いざ、というときの撤てつ収しゆうも、船がなければ何もできない。

　誰がどう見ても、およそ兵を配置するのに向いていない場所である。そして、それがゆえにケリンはこの場所を選んだのだった。

　そして、一時間半前、東域国軍はＤ・Ｄの予想どおり、東岸の葦あし原はらに隠してあったおよそ三十隻せきの渡し舟に、馬車や兵士を満載して、一気にバンドール河を渡りはじめたのだ。

　中州にケリンたちが陣じん取どっているなどと夢にも思わなかった東域国軍の先せん遣けん隊は、六三三銃士隊の攻撃を受けて、渡し舟を破壊され、渡河に失敗し撤収して行った。

　こうして、ケリンたちは敵の出鼻を挫くことには成功した。しかし、この攻撃によって、東域国はケリンたちの存在を知った。

　もはや奇襲部隊としてのアドバンテージを失ったケリンたちには、撤収することもできぬまま孤軍として戦い続けるしか道は無かった。

　ケリンは、自分たちを東域国の足に刺さったトゲだと考えていた。トゲはしょせんトゲであり、壁でも城壁でもない。抜かれて捨てられてしまえばそれまでである。しかし、トゲが抜けない限りその人間は歩くことはできない。

　デメララに打った電報を見た総司令部が援軍をグレンダランに差し向けるまで、一分一秒でも長く東とう域いき国の進軍を足止めする。それがケリンたちの目的だった。




「動きはありやすか？」

　横に立っていたハンキーが、双眼鏡を覗のぞいていたケリンに聞いた。

「いや、特に動きは無いな。俺おれたちの奇襲が結構効果的だったみたいだ」

「まあ、確かに中なか州すなんて場所で待ち構えている、なんてこたあ考えてもいなかったでしょうからね、慌あわてふためくのも無理は無いってところですか……」

　双眼鏡を顔から降ろしてケリンはうなずいた。
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「ああ、とりあえず、敵の意表を突いて先せん遣けん部隊に一撃食らわせて出で鼻ばなを挫くじくことには成功した。でも次はこうはいかねえな、俺おれたちがここにいることが敵にわかっちまった……弾薬はあとどれくらいある？」

　ハンキーは、陣じん地ちの外れに中洲の石を積み上げて作った急増の弾薬集積所を振り返って見たあとで、小さく首を振って答えた。

「補給馬車に積んであった弾薬は全部運び込んでおきましたが、さっきの戦闘で結構派は手でにぶっ放しやしたから、あと一会戦か二会戦ぶんっすね」

　ケリンは、ちょっと考え込んだ。

「そうか……次の敵の攻撃が始まる前にＤデイー・Ｄデイーが帰って来ればなんとかなるかもしれねえけど、間に合わなけりゃちょいと辛つらいかもしれねえな」

「漁師の使う小船を何艘そうか調達して中なか州すの反対側に係けい留りゆうしてあります。そいつを使って弾薬補給をやりますか？」

　ケリンは首を振った。

「いや、船は負傷兵の輸送に使う。中州に陣じん取どると決めたときから、補給が続かないことは覚かく悟ごの上さ。できる限りここで粘ねばって、敵の渡河を遅らせて応援を待つ。それが俺おれたちの役目だ」

「応援が……来てくれますかねえ？」

　不安そうにつぶやいたハンキーの背中を叩たたいてケリンは言った。

「安心しろよ、今頃Ｄ・Ｄが電鈴通信で送った報告が総司令部に届いている頃だ」

「でも、参さん謀ぼうの石頭どもは、こっちが本隊でレゲマン鉄橋が陽動部隊だ、なんてことを信じねえかもしれませんぜ」

「そういうときのために、頭の柔らかいヤツにも報告が行くようにしてあるんだ。ちょいと時間はかかるかもしれねえけど、絶対に応援は来る……それよりもハンキーよ、お前も百人隊長になったからには、部下の前であんまり不安な顔はしねえ方がいいぞ。部下は上官の顔色を読んで動くモンだって、親父おやじから教わった」

　ハンキーは、にやっと笑って肩をすくめた。

「ええ、あっしは今まで読む方でしたから、そのことはよくわかってるつもりでしたが……いざ、人の上に立ってみると勝手が違いやすね……下したっ端ぱの方がはるかに気楽です。人に使われているときは責任がありやせんからね、いわば他人の作ったメシに美う味まいの不ま味ずいの勝手なこと言ってるようなモンです。ところが自分がフライパン持って他人にメシを食わせる身になりゃ、そんなことは言っていられやせん。文句を言われようがどうしようが、とりあえず食えるもの作って食わせなきゃなんねえっすからね」

　ケリンは、もう一度ハンキーの背中を叩たたくと、笑いながら答えた。

「そうそう、そういうことさ。メシの話で思い出した。まだ朝メシ食っていなかったよな、見張りを立てて交代でメシにしようぜ」

　焚たき火の方に向かって歩き始めたケリンの背中を見てハンキーは思った。

　……普通の人間なら、胃が痛くなって、とてもメシなど食えねえだろうが、こいつは馬鹿というか肝きもっ玉がでかいというか。

　もっとも、それくらいじゃなきゃ、この若さで荒あらくれ男二百人を従えて戦争なんかやれっこない。

　そう考えたとき、ハンキーは思い当たった。

　……そうか、こいつはただの馬鹿じゃない、スケールのでかい西せい域いき国一の馬鹿なんだ。

　大たい賢けんは大たい愚ぐに似る、という言葉があるが、もしかしたらその逆もあるのかもしれねえな。

　ハンキーがあらためてケリンの馬鹿さ加減に感じ入っていたその頃。

　バンドール河を挟はさんだ対岸にある小さな漁師小屋の中では、東とう域いき国一の賢人と呼ばれている、眠ねむそうな目と、とぼけたような顔をしている黒い髪の若い男が、難しい顔をした参さん謀ぼうたちとバンドール河の地図を囲んでいた。

　とぼけたような顔をしている若い男が、目の前にいる参謀に聞いた。

「河幅と、目標までの距離の測定は終わったかね？」

「はい、並行する二点からの測定により、対岸までの距離は約六キロテ、問題の中なか州すまでは約四キロテの距離にあります」

　参謀の答えを聞いたシンルーは腕を組んだまま忌いま々いましげにつぶやいた。

「大砲の射程距離ギリギリのところにあるわけか……偶然とは思うが、実に巧妙な場所に陣じんを張ったものだ……不用意に近づけば、第一次渡河部隊の二にの舞まいだ、兵士や馬車の損害より渡船の損害の方が問題だな……輸送参謀。渡船はあと何隻せき残っている？」

　いきなり呼ばれた輸送参謀は、あわてて手元にあった書類を見て答えた。

「大型台船が十二隻、小型渡船が十九隻です……本日の午後になりますと、上流の基地から水軍が渡船に補給物資を積んで回航してくるはずですが、現在のところはそれだけです」

　シンルーは、輸送参謀をちらっと見て答えた。

「確実を期するためだと思うが、自分の担当する件については何も見ずに答えるくらいの芸当を見せてほしいものですね……まあそれはいいとして、今現在あるのは三十一隻だけか……秘密裏りに作戦を遂行するために、おおっぴらに渡船を集めるわけにもいかなかったとはいえ、結構な損害だな……」

　そして、シンルーは顔を上げると、臨時の指揮所に使っている狭せまい猟師小屋の中にずらりと並んでいる参謀たちの顔を見回して聞いた。

「第一陣の生き残りの兵士の証言を集めてくれたと思うが、君たちの判断では、あの中州に陣じん取どっている兵力は、どれくらいと推察するかね……情報参謀は、どう判断する？」

　居並ぶ参謀の真ん中にいた、痩やせた、一見して根の暗そうな参謀が、ぼそぼそとした口調で答えた。

「第一次渡河部隊の兵士の証言によりますと、敵の火力はかなりのものであり、兵力は六百ないしは八百という声が大多数を占めておりますが、西せい域いき国の正規軍は連発銃じゆうと炸さく裂れつ弾だんを装備しており、東域国の兵士に比べるとはるかに高い火力を有しておりますので、そのあたりを勘かん案あんしますと証言の半分、つまり三百から四百というところではないかと思われます」

　その参謀の答えを聞いた隣の参謀が、難しそうな顔でつぶやいた。

「こちらで把は握あくしていた情報によると、グレンダランの守備隊の総数は、一個連隊二百名だったはずだ。これはその部隊が増強されているということを意味しているのではないのか？」

　その言葉を聞いた東とう域いき国の参さん謀ぼうたちの顔色が変わった。

「敵の部隊が増強されていたとしたら、それは北部戦線にあるレゲマン鉄橋で先制攻撃をかけて敵の主力をここに引き付け、手薄になった南部のグレンダランに奇襲攻撃をかけて攻略する、というこの侵攻作戦全体の根幹に関わる問題だぞ！」

「そうだ！　つまり、西せい域いき国は東域国のレゲマン鉄橋における欺ぎ瞞まん行動に引っかからなかっただけでなく、この南部における渡河侵攻作戦について迎撃体制を整えていた、ということを意味する。もっと簡単に言うならば、事前に何らかの形でこの作戦行動が漏もれていたということになる！」

　互いの顔を見合わせて、がやがや言い始めた参謀たちを見たシンルーは、やれやれ、という顔をしてから、その不安な空気を振り払うように大きく首を振って答えた。

「君たちが、どこを見ていたのか知らないが、私はあの中なか州すにいるのは当初の情報どおり、守備隊二百人だと判断する。第一次渡河部隊の損害報告を見て、そういう結論に達したのだよ。敵の攻撃はあくまでも渡船に集中しており、乗船している兵士や、河に転落した兵士には損害がほとんど無い。これはつまり、敵は渡船を攻撃するだけで手一杯だったということを意味している。もし、あそこに陣じん取どっている兵力が、三百、四百という数字だとしたら、第一次渡河部隊の損害は、こんなものでは済まなかったはずだ……それともう一つ。私の得ていた情報によるとだ、あの六三三銃じゆう士し隊を率いているのは、不良上がりの二は十た歳ち前の隊長らしい……もし、応援などで他ほかの部隊が来ているとすれば、中州に陣取るなどというあんな馬鹿な作戦を取るわけが無い。あれは単独部隊の仕し業わざだ」

　そして参謀たちを見回したシンルーは、面白そうに言った。

「……さて、諸君。我々は、あの中州に陣取った馬鹿どもに対し、どのような方策を取るべきだと思うかね？　ここらで私は諸君らの意見を聞いてみたいと思うのだが……」

　参謀たちは、互いの顔を見合わせた。

　やがて、この場にいる最年長者である参謀主任が手を上げた。

「我々のような凡ぼん人じんが、よってたかって無い知恵をひねり出したところで、シンルー殿どのお一人の智ち謀ぼうにかなうはずもございません。お戯たわむれはおやめ下さい」

　シンルーは少し怒ったように首を振った。

「諸君らの見ているとおり、私の作戦は緒戦で見事に敗退した。私が予想した三百一通りの方策に対し、敵は中州に陣取るという常識はずれの大馬鹿としか言いようの無い三百二番目の方策で対抗してきたからだ。作戦とはありとあらゆる可能性を考えて敵の出方を予想することだ……だとしたら、それを考えることに優劣は無い。私の思いつかなかった方策を考え付く人間が他ほかにもいるに違いない。私はそれを望んでいるのだ」

　参謀たちは再びお互いの顔を見合わせた。

　その戸惑ったような表情を見ていた参謀主任は、大きく息を吸うと地図の中にある中州より上流の部分を指さして言った。

「では、まず、私の意見を述べさせていただきます。敵は、この中なか州すに陣じん取どっております。いわばこの中州が渡河作戦の最大の障害となっているわけです。ならば、その障害に関わることなく、渡河地点を変更して、これをスルーしてしまえばいいわけです。中州は船のように動き回ることはありません」

　輸送参さん謀ぼうが手を上げた。

「確かに主任のおっしゃることはもっともです。しかし、この渡河地点の上流はバンドール河が大きく曲がる地点であり、流れが複雑に渦うずを巻いております。また下流は河底の岩が複雑に突き出して、これまた水流が複雑です。中州が生じるほど河の流れが緩ゆるやかな場所はここしかありません。今回の作戦は河を渡って補給物資を運ぶというリスクを負っており、作戦が長期化すれば、必ず補給の面で問題となることから、いわゆる短期決戦を仕掛けなくてはなりません。この段階で渡河地点を移動することは、作戦遂行の時間をさらに遅らせ、敵に増援を呼ぶ機会を与えることになると思し料りよういたします」

　参謀たちの間に賛同のつぶやきが漏もれるのを聞いたシンルーは、同じように小さくうなずいてから言った。

「渡河地点を変更するわけにはいかないだろう……となれば、我々は、渡船を連ねてもう一度あの中州の連中と一戦交えねばならないというわけだ。しかし渡船の数は限られている。これ以上の犠牲を出すわけにはいかない。だとすれば、どうすべきだろう？」

　砲兵部隊担当の参謀が手を上げた。

「敵の居座る中州は、我が砲の射程距離ギリギリのところにありますが、発射用の火薬の量を増やした強きよう装そう弾だんを使用すれば、敵てき陣じんを射程内に捉えることが可能だと思われます。渡河を行う前に敵に砲ほう撃げきを加え、これを叩たたくことにより、敵の反撃を回避できるものと確信いたします」

「強装弾だと？」

　補給担当の参謀は目を見開いた。

「大砲は、我が東とう域いき国の虎とらの子の兵器だ。規定以上の量の火薬を詰めて発射すれば、砲身の寿命がみじかくなるだけでは済まん。下へ手たをすれば砲身に亀き裂れつが入って砲そのものが使えなくなるおそれがある！　予備砲身の数は五本しかないのだぞ。ましてこのあとに控えている攻城戦に大砲は欠かせない兵器だ。もしここで大砲に万が一のことがあれば、この作戦本来の目的であるグレンダラン攻略が危うくなる。強装弾の使用は賛同できん！」

　砲兵部隊担当の参謀は引き下がらなかった。

「確かに我が軍の大砲は、威力は抜群だが数が少ない。ここで大砲を失えば、あとの作戦に支障をきたすことは承知の上で、私は強装弾の使用を提案している。作戦遂行にリスクはつきものであり、目的達成のためにはそのリスクをあえて負ってでもやらねばならないときがある。そしてそれが今だと信じるからだ。下げ世せ話わに言うならば、これは要するに『タマゴを割らねばオムレツはできない』ということだ！」

　補給担当の参さん謀ぼうもまた、自説を曲げようとはしなかった。

「タマゴを割って、それでオムレツが確実に作れるというのなら、そのリスクを背負うのもいいだろう。しかし戦いはまだ始まったばかりなのだぞ、タマゴは割りました、オムレツはできませんでした。では済まされないのだ。今はそのようなリスクを負うときではない！」

「では、どうすればよいのだ！　代案があるなら、それを出してもらおうではないか！」

「私は君の方策にあるリスクを指摘したまでのことだ。作戦案を提示する場合は、その作戦を取った結果において得ることのできる戦果と生じるであろうリスクを並行して提示すべきだ、と言っているのだ！」

　臨時の前線本部として借り上げられた狭せまい漁師小屋の中に、参さん謀ぼうたちの白熱した議論が飛び交いはじめるのを、シンルーは少し離れたところに立って興味深そうに見ていた。

　そのとき参謀の一人がつぶやくように言った。

「渡河作戦を展開する前に、大砲によってあの中なか州すの敵を叩たたくという作戦の有効性については誰も否定していないわけです。ということは、要するにこの距離をどうやって縮めるかというのが最大の問題なんですよね」

　砲兵部隊担当の参謀はうなずいた。

「そうだ、だから強きよう装そう弾だんにより、射程を延ばすべきだというのが私の主張だ」

「強装弾によって、射程を延ばす……その逆の発想はどうでしょうか？」

「逆の発想？」

「ええ、砲を敵に近づけるのです。そうすれば強装弾を使用する必要はありませんから、砲身の寿命を考えずに済むんじゃないでしょうか？」

　砲兵部隊担当の参謀と補給担当参謀はお互いの顔を見合わせてから笑った。

「どうやって砲を敵に近づけるのだ！　敵の陣じん取どっている中州との間には河があるのだぞ！　君は大砲が水に浮くとでも思っているのかね？」

「大砲は水に浮きません、でも、船は浮きますよね……馬車を乗せて河を渡ることのできる大型の渡船なら、大砲を載のせることもできます。船の上で大砲を発射することもできるのではないかと思うのですが……」

　居並ぶ参謀たちが目を見開いた。

「大砲を船に載せて撃つだと？　そんなことができるものか！」

「反動をどうするのだ！　大砲は撃てば反動で後ろに下がるのだ！　船から転がり落ちたらえらいことになる！」

「もし撃てたとしても、揺れる船の上では到底狙ねらいなどつけられないに違いない！」

　他ほかの参謀たちの集中攻撃が続く中で、シンルーだけがうなずいた。

「いや……それは面白い手かもしれないな」

　驚く参さん謀ぼうたちを見回してシンルーは微笑を浮かべながら言葉を続けた。

「船の上に大砲を載のせ、そこから敵を撃つというのは確かに突とつ拍びよう子しも無いアイディアだが、不可能なことではないと私は考える。どんなアイディアも失敗する要素は必ず含んでいる。だから何かを考え付いたときに『そんなことはできっこない』という結論を先に用意して、できないための理由を並べ立てることは簡単で、誰でもできる。しかし『できるようにするためにはどうすればいいのか』を考えることは実に大変なことなのだ……」

　参謀主任はシンルーと同じ微笑を浮かべてうなずいた。

「つまり、我々に、その大変なことをやれ、ということですな」




　中なか州すに陣じん取どったケリンたちは、流れ着いた流木などを組み合わせて、やぐらを組み、その上に双眼鏡を持つ見張り員を立たせた急きゆう造ぞうの見張り台を作り上げていた。

　もはや存在が明らかになった以上、目立つのは覚かく悟ごの上である。

　台の上に立ち、双眼鏡を目に当ててバンドール河の東岸を見ていた見張り要員の視界の中には、薄く霞かすみがかかったように白い靄もやが広がっていた。

　その白く霞んだ視界の中に、何か動くもの影が捉えられたのは、第一次渡河部隊を撃退して、およそ四時間ほど過ぎた頃だった。

　そして、突然、白い靄の向こうにいくつもの閃せん光こうが見えた。

　それは、銃じゆうの発砲炎以外の何ものでもなかった。

　見張り員は、確信を持って叫んだ。

「敵襲！　撃ってきました！」

　その言葉を聞いたケリンたちは、ばね仕掛けの人形が跳はね上がるように一気に行動を起こした。

「総員配置につけ！　炸さく裂れつ弾だん装そう填てん！　焚たき火の火を消せ！」

「敵の総数を確認しろ！」

「大砲の砲ほう撃げきを受ける可能性がある！　射程距離内に敵が接近するまでは遮しや蔽へい物の間に身を隠せ！」

　指揮官の指示が飛ぶのと、何かがひゅるひゅると音を立てて空気を切り裂さいて落下してくるのはほぼ同時だった。

　その落下してきた何かが、中州の東側の水面に大きな水柱を立てるのと前後して、河の東岸の方角から、どん！　どどん！　という腹の底に響くような火薬の爆発音が響いてきた。

「撃ってきやした！　あそこに落ちたのは、ありゃあ大砲ってやつの弾ですぜ！」

　眉まゆをひそめて東岸を見つめたハンキーに向かって、ケリンはうなずいた。

「ああ、今聞こえた腹に響くような音は、東とう域いき国の秘密兵器の大砲とやらの発射音だな。グレンダランの鉄鉱石鉱山でミントが発射実験をしていた大砲の発射音も、遠くで聞くとあんな音がしていたぜ」

「Ｄデイー・Ｄデイーの旦だん那なから聞いた話ですと、あの大砲とやらの最大射程距離は四キロテで、東岸で撃ってもここまで届かない、ということでしたが……ずいぶんと近くに落ちやしたね」

　ケリンは、ハンキーが持っている連発銃じゆうを指差した。

「大砲の原理は俺おれたちの銃と同じだ。原理が同じなら、弾を遠くまで飛ばす方法も同じさ。いわば強つよ薬ぐすりみたいに普段の倍の火薬を詰めて、遠くまで弾丸を飛ばすという方法もあるに違いねえ」

「どうしやすか？」

　ケリンは肩をすくめた。

「どうするもこうするもねえな、俺おれたちには敵の弾が命中しねえことを願って、頭を低くしておくことくらいしかやることはねえ。ま、腹をくくって運うん試だめしといこうや」

　ハンキーは目をむいた。

「運試しですか？」

「ああ、そうだ、あんな遠くから撃たれた弾は、誰かを狙ねらって撃ってるわけじゃない。俺たちの誰かをやっつければいい、と考えて撃った弾だ。だとしたら、当たるか当たらないかそれは運だ……世の中には運がいい人間と悪い人間の二種類しかいねえ。だとしたら自分は運がいいほうだ、と思い込むしかねえ……違うか？」

「そりゃあそうですけど、こういうとき指揮官ってのは、運試し、なんてことは言わねえ方がいいんじゃねえんですかい？」

「いまさらこいつらの前で取り繕つくろったって仕方ねえだろう？　こんなときはぶっちゃけて本当のことを言っちまったほうが、かえって信用されるもんだぜ……」

　ケリンはそう言って笑ったあとで、周りにいる部下を見回すと、連発銃のチャンバーを交換していた一人の兵士に声をかけた。

「なあ、そうは思わないか？」

　ケリンに声をかけられた兵士は、にやっと笑ってうなずいた。

「つまるところ人生ってのは運がいいか、悪いか、この二つしかねえ、というのは真理だと思いますよ。まあ自分の運を信じて戦って……生き延びることができたら宝くじでも買うとしますよ」

　横にいてその答えを聞いていた同どう僚りようが、笑いながら言った。

「宝くじなんか買ったって当たりっこないぞ……お前はきっと生き延びるだけで全部の運を使い果たしているからな」

「そうか、じゃあお前を保険に入れて俺が受取人になろう。星占いの今週の俺の金運欄に『あなたの投資は大きな利益を生むでしょう』って書いてあったんだ」

　兵士が、しれっとした顔で切り返すと、あたりに笑いが起こった。

　しかし、その笑い声をかき消すように、数発の砲ほう弾だんが中なか州すの水際に落ちてその場で爆発した。

　その場所は最初の砲弾が落下した地点より、ずっと近づいていた。

　ハンキーは、不安げな目で着弾地点を見ると、見張り台の上に立つ見張り員に向けて怒ど鳴なった。

「敵の位置はどうなってる！」

　見張り台に立って双眼鏡を目に当てていた見張り員は双眼鏡を下ろすと、訝いぶかしげな顔で答えた。

「それが……俺おれの気のせいだと思うんですが、さっきの発射炎の位置と、今の発射炎の位置が違うようなんです……なんというか、動いているように見えるんですが……」

「なんだと？」

　ハンキーは、自分の耳を疑った。

　……大砲ってのは、でっかくて重くて、そんなに簡単に動かせるものじゃねえって話だ。なのにどうして発射位置が違うんだ？

　そのとき、ハンキーの頭に浮かんだのは、一列に配置されている大砲が、一つおきに交互に撃つ光景だった。

　……これなら、確かに撃つたびに発射炎の位置が違って見えても不思議は無い。

　でも、見張り員の言っていることは、そういう事じゃねえみたいだな。

　ケリンに意見を聞こうと思ったハンキーは、振り返ろうとしたが、それより早くケリンは見張り台の所に走り寄った。そして、そこで振り返るとハンキーを呼んだ。

「おい！　ハンキー、ちょいと、この見張り台が倒れねえように支えていてくれねえか？　俺も敵の様子を見てくる」

「その見張り台は、枯かれた流木で作った間に合わせのシロモノですぜ、とても二人分の体重を支えきれるとは思えませんが」

「いいんだよ、ちょっとの間だけなら持つさ。双眼鏡で確認したらすぐに降りるからよ」

　ケリンはそう言い残すと、ぐらぐら揺れる見張り台をよじ登り始めた。

　ハンキーはあわてて見張り台に走り寄ると、あたりにいた兵士たちを呼び集めて、三本の材木を組み合わせて作った急ごしらえの見張り台の脚を支えて言った。

「危ないと思ったら、すぐに飛び降りてくだせえ、俺たちが下で受け止めますから」

　ケリンは不満そうな顔で答えた。

「おいおい、ガキ扱いすんなよ」

「お言葉ですが……隊長はれっきとした悪ガキですぜ」

「まあ、言われて見ればそのとおりだよな、否定できねえ」

　見張り台によじ登ったケリンはハンキーに向かって肩をすくめて見せたあとで、横にいる見張り員に聞いた。

「敵が動いているってのはどういう意味だ？」

　見張り員は東岸を指差して言った。

「二回目に敵が大砲を撃ってきたときの発射炎の光の位置が、最初に発射炎が光った位置よりも少し手前のような気がしたんです」

「なんだって？」

　ケリンは見張り台の柱につかまっていた右手を持ち替えて、首に下げていた双眼鏡を持ち上げると顔に当てた。

　中心にあるピントダイアルを人差し指で回して焦点を合わせると、視界の中に広がった白いもやが急に鮮明になった。

　双眼鏡をゆっくり右に動かしはじめたとき、白い靄もやの中に何やら灰色の動くものがいくつもあるのに気が付いた。それは河の上でゆっくりと動いているように見えた。

　……あれは……流木か？　いや、違う。流木にしては大きすぎる……あれは……船だ！

「渡船だ！　敵の渡河が始まったぞ！」

　双眼鏡を顔にあてたままケリンが叫んだそのとき、灰色の塊かたまりの中でいくつもの閃せん光こうがきらめいた。

　あの灰色の塊はきっと渡船だ、そしてその上で大砲の発射炎が光ったってことは……。

　ケリンが答えを出す前に、砲ほう弾だんが落下するひゅるるる、という音があたりに響き渡り、中なか州すの水際で爆発が起こった。

　灰色の爆煙が広がるのと同時に、飛び散った砲弾の破片が空気を切り裂さく鋭い音が聞こえた。

　ハンキーが、爆風を受けて揺れる見張り台を見上げて叫んだ。

「ケリン隊長！　早く降りて下せえ！　そこは危険です！」

　見張り台の柱を抱え込むようにして、しがみついたケリンは、双眼鏡を覗のぞいたまま、怒ど鳴なった。

「くそ！　東とう域いき国の連中め、渡船に大砲載のっけて撃ってきやがった！　このままじゃあっという間に射程距離に入っちまう……」

　そしてケリンは横にいた見張り員に向って言った。

「おい、見張りの仕事は終わりだ、さっさと降りようぜ」

「あ、はい……」

　見張り員は、少しほっとしたような顔でうなずいた。

　見張り台から降りたケリンは、下で待っていたハンキーと、各分隊長を見回して言った。

「東域国の連中は、渡船の上に大砲を載っけて撃っている……考えてみれば馬車が載るだけの大きさがあるんだから、大砲を載っけて撃つくらいは簡単なのかもしれねえ。まあとにかく、このあと砲撃が激しくなることは間違いねえな」

「どうします？」

　ハンキーが真顔で聞いたとき、再びひゅるるる、という音があたりに響き渡った。

　ケリンは右手で頭を押さえてその場に伏せると、大声で叫んだ。

「こっちの弾が届くところまで相手が来るまで、俺おれたちには何もやることがねえ！　戦闘準備の号令がかかるまで退たい避ひだ！　遮しや蔽へい物の影で頭を低くしてやりすごせ！　自分の運を信じて生き残るんだ！」

　その言葉の最後の方は、炸さく裂れつする砲弾の音でかき消され、部下の耳には届かなかったが、部下たちはそれぞれに散らばると、河原の石を積み上げて作った間に合わせの避難場所に飛び込んで、その場に伏せた。

　河の方から、どんどん、という腹に響く大砲の発射音が聞こえてくるのを聞きながらケリンは思った。

　……さすがに船の上で大砲を撃つという経験はやつらも積んじゃいないみたいだな。

　立て続けに、つるべ打ちに撃ってこられたらたまんねえけど、この間隔なら、何とかしのげるかもしれねえ。




　その頃、東岸に作られた対岸の弾着監かん視しし哨ようでは、砲兵の観測員が三脚で支えられた大型の双眼鏡を覗のぞいて、大砲の弾着の様子を監視し、報告していた。

「弾着しました！　……こんどは遠弾ですね……中なか州すの向こう側です」

　その脇で、双眼鏡を覗いていた参さん謀ぼうが、後ろにいたシンルーに振り向いて言った。

「やはり揺れる船の上では照準がつけられないようですね、弾着地点がバラバラです」

　シンルーは表情も変えずにうなずいた。

「まあ、予想されたことだ。もっと近づけばいい。距離と精度は反比例する。小しよう銃じゆうや炸さく裂れつ弾だんの射程に入らぬ程度の距離に近づいて撃てばいいだけのことだ」

「しかし、いくら近づいても、船の揺れを止めることができなければ、狙ねらいは不正確なままですが？」

「あの砲ほう撃げきの目的は、敵の戦闘能力を削そぐことだ。だとしたら、たとえ直撃弾を与えなくとも戦闘能力を削ぐことはできる」

　怪け訝げんそうな顔をする砲兵参謀に向ってシンルーは笑って見せた。

「正確には戦闘能力というより戦闘意欲だがな……反撃できない距離から一方的に撃たれ続ける、というのはつらいものだ。士気が高く、統率された兵士でも、人間には限界というものがある。いくら敵てき愾がい心しんを燃やしても、その敵愾心をぶつける相手がいなければ、その敵愾心は、指揮官へと向かう。指揮官の無能さを知り、統率を失った軍は弱体化する……つまり戦闘能力を削ぐことになるわけだ」

　やがて、シンルーの言葉のとおり、落下する砲弾の位置は徐々に正確になり、ついに中州の中で砲ほう弾だんが炸さく裂れつし始めた。

　腹に響く轟ごう音おんと、爆炎と、そしてチュンチュンと音を立てて飛び交う砲弾の破片の中で、ケリンたち六三三銃じゆう士し隊の隊員たちは、地面に伏せて、大砲を載のせた渡船が、小しよう銃じゆうの射程内に近づくのをじっと待っていた。

　石の間から双眼鏡で渡船を見ていたケリンが大声で怒ど鳴なった。

「いいか、小銃の射程距離に入ったら、一いつ斉せい射撃だ！　それまで我慢しろ！　勝手に死ぬんじゃねえぞ！　勝手に死んだヤツは罰として晩飯抜きだ！」

　中なか洲すに伏せた兵士たちの間に小さな笑いが広がった。

　その笑いを聞いたハンキーは、小さくうなずいた。

　……大砲に撃たれっぱなしで、こっちから手が出せねえこの状況で、笑いが出るってことは、まだまだ充分戦えるってことだな。

　このまま近づいてきたら、さっきの連中と同じ目に遭あわせてやれそうだ。

　しかし、ハンキーの予想は外れた。

　大砲を載せた渡船は、中州から約一キロテあたりの距離まで近づいたところに錨いかりを下ろし、その場に船を固定してそこから近づこうとはせず、砲ほう撃げきだけを加え始めたのだ。

　そこは河の本流の真上で河の流れが速く、渡船が時おり大きく揺れるために照準がぶれるのだろう、弾着地点はバラつきが多く、半分は中州から外れていた。

　だが、それは引っくり返して言えば半分は命中しているということである。

　ひゅるるるるる！

　空気を切り裂さいて砲弾が落下してくる音を聞くだけで、隊員たちはその弾丸が危険なものか、そうでないか判断ができるようになっていた。

「近いぞ！　伏せろ！」

　隊員たちの間に叫び声が上がった、その直後に、中州のど真ん中に地響きを立てて火柱が噴ふき上がり、地面に伏せた隊員たちの体の上を空気の塊かたまりで殴なぐりつけられたかのような衝しよう撃げき波はが走り抜ける。

　小石と炸さく裂れつした砲弾の断片がチュンチュンという金属音にも似た音を立てて飛び去ってゆく中で、隊員たちの上げる悲鳴が聞こえた。

　東とう域いき国の砲弾は、建造物破壊用の着発信管のついた榴りゆう弾だんだった。この砲弾は地上に落下して爆発するため、爆発のエネルギーは上に向かって拡散する。もしこれが、曳えい火か信管がついた榴りゆう霞さん弾だんだったら、ケリンたちは全滅していたかもしれない。榴霞弾は、歩兵を殺傷するために空中で爆発し、その破片を地上に撒まき散らすのだ。覆おおいの無い開けた中州に伏せていたのでは、逃れることができない。

　東域国軍の大砲工こう廠しようが、グレンダラン攻略用の榴りゆう弾だんの生産を最優先したため、砲兵隊には榴弾しか用意されていなかったのは、不幸中の幸いと言うべきだろう。

　しかし、榴りゆう弾だんであっても、直撃すれば、ただですむわけがない。

「損害を確認しろ！　重傷者は声を出せねえ！　分隊員どうしで確認するんだ！」

　ハンキーのどら声が響くと、それに答えるようにあちこちから傷の手当てを求める叫びが上がった。

「衛生兵！　こっちだ！　ミラーがやられた！」

「こっちもだ！　テルリットの右足が吹っ飛ばされている！　止血を頼む！」

　負傷者のうめき声と、衛生兵を呼ぶ声が飛び交う中で、ハンキーが匍ほ匐ふく前進でケリンに這はい寄って来た。

　ハンキーは小さく敬礼すると、報告を始めた。

「第二分隊長のウィリアムが負傷しやした！　伍ご長ちようのヘンリーが第二分隊を指揮します！」

　ケリンは、小さくうなずくと答えた。

「現在の損害は？」

「戦死一名、負傷者十二名、うち重傷者五名です」

「わかった、手はずどおり、負傷者を船に乗せて岸に運んでくれ、岸で応急処置を終えたら、待機している馬車でグレンダランに運ぶんだ」

「ええ、負傷者の搬ばん送そうは、順次行っておりやす……問題はこの先のことです……どうしやすか？　このままだとジリ貧ですぜ……」

　そしてハンキーは、顔を上げると、河の真ん中に浮かぶ渡船を見て、忌いま々いましげに言葉を継いだ。

「……くそ、こっちの弾が届かないと思って、のうのうと浮かんでやがるぜ」

　ケリンも同じように顔を上げて、渡船との距離を測るように視線を動かしながらハンキーに聞いた。

「こっちの弾は届かないかな？」

「昔の長ちよう銃じゆうなら、強きよう装そう薬やくを込めればなんとか届くかもしれませんが、今の連発銃には無理でさあ。チャンバーに入る火薬の量は限られてますし、銃の後ろに薬室用の大きな切り欠きがありますから、火薬の反動に耐えられません」

　ケリンは、視線をハンキーの持っている炸さく裂れつ弾だん発射用の長銃に落とした。

「そいつなら届くんじゃねえのか？」

　ハンキーは抱え込んでいた、炸さく裂れつ弾だん発射用の長銃を持ち上げた。

　それは、銃身の先から棒つきの炸裂弾を差し込んで撃つために旧式の長銃を改造したもので、火薬の反動を受け止めるために、銃身と銃じゆう床しようとを何箇所か金属のバンドで締め付けて補強されていた。

「確かにこいつなら、強装弾の反動に耐えられます。でも、こいつは炸裂弾発射用に銃身の中に刻んだライフルを削けずって口径を広げてありやすから、とても狙ねらいなんかつけられません。ましてこいつに合う弾丸なんかどこにもありやせんぜ」

「じゃあ、作ればいい。連発銃じゆう用の弾だん頭とうは鉛なまりだから、それを溶かして、適当な大きさの円筒に流し込んで固めろ、んでもってナイフで先っちょを削けずって尖とがらせるんだ。火薬は定量の倍込めろ。なに、当たらなくてもいい。こっちの弾丸が届くんだってことを教えてやればいいんだ」

　ハンキーは怪け訝げんな顔をした。

「当たらなくちゃ意味がねえんじゃねえんですかい？」

「いや、当たらなくたって、弾が飛んで来ることを知れば、どんな人間だってびびる。今までみたいにのほほんとはしてられねえ、腰が引ければ、狙ねらいだって甘くなるものさ」

「そりゃあ、まるっきり嫌いやがらせと変わんねえっすね」

　ケリンはにやっと笑ってうなずいた。

「嫌がらせだって立派な戦法だぜ」

　ハンキーはうなずいた。

「わかりやした、整備班の連中に大至急取り掛からせます」

「ああ、頼むぜ、こっちにも反撃の手段があるってことを教えてやらなきゃなんねえからな」

「敵にっすね」

「そう、それとこっちの連中にもな……」

　ケリンが、そう言ってうなずいたとき、中なか州すに再び砲弾の落下する音が響き渡った。

　ひゅるるるるる！

　砲ほう弾だんは、中州を跳び越して反対側の水際で炸さく裂れつし、派は手でな水柱を上げた。

　首をひっこめていたハンキーは、落下してきた砲弾が外れたのを見て首を伸ばすと、大きくうなずいた。

「なるべく急がせやす……」




　河の中ほどの本流に錨いかりを打って停船している渡船の上では、東とう域いき国軍の砲兵隊の指揮官が、双眼鏡を覗のぞいて着弾地点を確認していた。

　この戦いが始まった頃には、東の空にあった太陽は今は天頂を少し過ぎたあたりにある。

　明るい初夏の陽光に照らされた川面かわもの靄もやは薄くなり、双眼鏡の中に、敵の陣じん取どる中州の光景がくっきりと見えていた。

　砲撃を始めてからしばらくは、マニュアルどおりに観測員が報告する着弾地点に合わせて照準を調整していたのだが、船の揺れが激しくて修正に意味が無いことから照準を固定して、撃つようになっていた。つまり、当たるか当たらないか、それは船の揺れ任せということである。

　砲兵隊の指揮官は、自分が、なんとなく手持ち無ぶ沙さ汰たのような気分になっていることに気が付いた。

　……砲兵の仕事の中で一番気を使うのは、いかに照準を合わせるか、ということなのかもしれない。大砲に砲ほう弾だんを込めて撃つ、という仕事は、単なる労働であって仕事ではないということなのかもしれないな。

　その気の抜けたような気分は、部下にも伝わっているのだろう、大砲を操作する部下の動きもなんとなく気の抜けたような緩かん慢まんな動きに見えた。

　そのとき、いきなり正面から殴なぐられたようなショックが指揮官の頭を襲った。

　思わず双眼鏡を取り落として、その場にのけぞるように倒れた指揮官の身体からだの上に、士官帽ぼうが落ちてきた。

「大丈夫ですか！」

　あわてて走り寄って来た部下に身体からだを支えられて、上半身を起こした指揮官は、腹の上に落ちている士官帽を持ち上げた。

　帽子の上の部分に大穴が開いていた。

「敵の弾が当たったんだ！」

「西せい域いき国の銃じゆうは、ここまで届くのか！」

　船に乗っていた砲兵たちの間に動揺が走った。

　大砲の据え付けられている渡船は、いわゆる台船と呼ばれるもので、馬車や人を乗せて運ぶために大きな平ひら甲かん板ぱんを持っている。その平甲板の周囲には普通の船のように舷げん側そくが高く持ち上がっているわけではない。つまり身を隠すような遮しや蔽へい物ぶつが何もないのだ。

　砲兵たちが不安げな顔を見合わせたそのとき。

　ぴゅん！

　空気を切り裂さく音とともに、頭上に張られた帆ほに握りこぶしほどの穴が開いた。

　間違いなかった。それは敵の弾丸が、この船まで届くということの証明だった。

　敵の弾丸は、他ほかの船にも飛んできたのだろう、隣の船から、悲鳴のようなものが聞こえてきた。

　その声を聞いたとき、砲兵の一人がたまりかねたようにその場に伏せた。

　その姿につられるように砲兵たちが一いつ斉せいに甲板に伏せたのを見た指揮官は、あわてて立ち上がった。

「こら！　伏せるな！　伏せていないで砲を操作しろ！　敵に向けて撃つんだ！　敵は適当に撃っているだけだ！　あんな弾なんか当たりはしない！」

　しかし、指揮官の頭に載のっている士官帽に開いた大穴を見た砲兵たちにとって、その言葉は何一つ説得力を持たなかった。




　どっこーん！

　中なか州すに轟ごう音おんが響き渡るのと同時に白煙が立ち込めた。

　銃じゆう口こうから硝しよう煙えんを立ち昇らせた炸さく裂れつ弾だん発射用の長ちよう銃じゆうを肩から下ろしたハンキーは、無造作にその長銃を脇にいた装そう填てん係の兵士に投げて言った。

「次！」

　ハンキーの隣にいた別の装そう填てん係が装填済みの長銃を差し出すと、ハンキーはそれを肩に当てて構え、いくぶん銃身を持ち上げて仰ぎよう角かくをつけると、ゆっくりと引き金を引いた。
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　カチリ！

　ハンマーが落ちる音がしたその一瞬後に。

　どっこーん！

　長銃の銃口から、轟ごう音おんと共にオレンジ色の炎ほのおと真っ白な硝煙が噴ふき出した。

　流木と石を積み上げて作った胸壁の後ろで仁に王おう立だちしたハンキーの上半身が、銃の反動で動くが、腰と足はびくともしない。

　ハンキーの右足が地面に少しめり込んでいるのは、立て続けの発射の反動によるものだろう。

　その姿を見ていたケリンは感心したように小さく首を振った。

　……並みの人間じゃあ一発か二発ぶっ放したら、肩の骨が外れちまう強きよう装そう薬やくを込めた銃を、数十発たて続けに撃っても平気なのは、ハンキーぐらいのものだな。

「よし、次！」

　ハンキーが発射済みの長銃を差し出したとき、輪になって弾丸を削けずっていた整備班の兵士が首を振った。

「弾丸の加工が間に合いません！　ちょっと待って下さい！」

　ハンキーは、整備班の手元を見ると、少し不満そうな顔でうなずいた。

「一発一発手作りだから、時間を食うのは仕方ねえけど……なるべく急げよ、向こうに頭を上げる時間をやると、今度はこっちが撃たれちまうんだからな」

　ケリンは、整備班の兵士たちの手元を覗のぞき込んだ。

　兵士たちは、ナイフで円筒状の鉛なまりの先を尖とがらせ、そして周囲にらせん状の切込みを入れていた。

「弾丸にライフルマークを刻み込んでいるのか？」

　整備班の兵士は顔を上げてうなずいた。

「ええ、銃じゆう身しんにライフルマークが入ってませんから代わりに弾丸の方に入れてみたら、結構効果があるみたいでして、何も無い弾丸より直進性がいいんです」

「猟師が使う一粒弾スラツグシヨツトみたいなものだな」

「全部人間の手でやらなくちゃならないんで、生産が追いつかないんですけど、手を抜けばてきめんに当たらなくなりますから……」

　整備班の兵士が、そう言って肩をすくめたとき。

　ひゅるるるるる！

　砲ほう弾だんが落下する音が中なか州すに響いた。

「伏せろ！」

　叫び声が上がるのと、中州の北のあたりで砲弾が炸さく裂れつするのは同時だった。

「くそ、こっちが撃ってねえと、あっちが撃ってきやがる……当分はこの繰り返しだな」

　頭を押さえて屈かがみ込んだケリンが、そうつぶやいた頃。

　グレンダランを出発したミントたちの乗った馬車の隊列がバンドール河の西岸に近づきつつあった。







　第三章　「秘密兵器」







　最初、遠い雷のように聞こえていた東とう域いき国の大砲の音は、ミントが乗る馬車が河に近づくに連れて、だんだんと大きくそして鮮明に聞こえ始めた。

　馬車の中で、その音を聞いたミントは、膝ひざの上に置いた両手をぎゅっと握り締めていた。

　ミントの脳のう裏りには、ケリンから見せられた東域国の大砲のデータが、ぐるぐると回っていた。

　射程距離、命中精度、そしてその砲ほう弾だんの破壊力。

　頭の中に浮かぶデータが、そのまま空想の光景となって脳裏に浮かぶ。

　そして、炸さく裂れつする東域国の砲弾の下にいる人物のデティールを思い浮かべそうになるたびにミントは小さく首を振ってその空想を払いのけた。

　しかし、払いのけても払いのけても、想像する人物は、ケリンの姿となって戻ってくる。

　やがて、馬車の揺れが急に激しくなった。

　……道を外れたんだわ……と、いうことは河が近づいたってことね。

　ミントは手すりにつかまって、揺れる窓から身体からだを乗り出して前方を見た。

　馬車が向かう先には、背の低い灌かん木ぼくが連なって生はえていた。そして灌木の先に、灰色の煙がたなびいているのが見えた。

　……あの灌木が河岸に違いないわ。Ｄデイー・Ｄデイーさんの話によれば、ケリンたちが陣じんを張っているのはあそこから二キロテほど沖合いの中なか洲すのはずだ。

　そのとき、灌木の向こうに、勢いよく灰色の雲が噴ふき上がった。そして一呼吸ほどの間をおいて、どん！　という轟ごう音おんが響き渡った。

　……着弾したんだ！

　ミントは思わず馬車の窓枠わくを握り締めた。

　やがて、視界の中に白いテントが見えてきた。それはケリンたちが河のこちら側に作った野戦病院とそして補給用の物資集積所のテントだった。

　隊列の先頭馬車がテントの前で停止するのと同時に、双眼鏡を抱えて飛び降りたミントは、そのまま転がるように走って、目の前にある灌木の列を抜け河岸に立った。

　そこは川面かわもから三メルテほど高くなった自然堤防の端だった。

　目の前に見えたのは、灰色の煙がたなびく中州と、その中に陣取った二百人ほどの兵士の姿だった。

　応戦しているのだろう、灰色の煙の中に、ときおりぱっと白煙が浮かぶ。

　ミントは、中州の沖合いに停船している船の上で光る大砲の発射炎の閃せん光こうを見て驚いた。

　……大砲を船の上に置いて撃っているんだ！

　ミントが目を見開くのと、中なか州すの向こう側にぱっと灰色の煙が上がり、大きな白い水柱が立つのは同時だった。

　水中爆発したためだろう、砲ほう弾だんの炸さく裂れつ音おんは籠こもったような音がした。

　ミントは、手に持っていた双眼鏡を目に当てて、中州を見た。

　ピントを合わせる手も、もどかしげに視線を走らせる。

　そして、ピントが合うのと同時に、双眼鏡の中に見覚えのある紅あかい髪の毛が映った。

　それはケリンだった。

　ケリンは、横に立っているハンキーに向って何か言っているようだった。

　その姿を見たミントは、大きな息を吐はくと肩から力を抜いた。

　……良かった……無事だったんだ。

　しかし、次の瞬間、ミントの見ている視界の中に、灰色の爆ばく炎えんと、吹き飛ばされる兵士の姿が見えた。

　ミントの心臓が一瞬止まった。

　やがて、煙が晴れると、ケリンが部下に何か指示を下している姿が見えた。

　ミントは奥歯を噛かみ締めた。

　……ケリンが無事だった、なんて喜んでいる場合じゃなかったんだ！　戦争は続いている。あの大砲を積んだ船をなんとかしなくちゃケリンは無事では済まないんだ！

　双眼鏡を下ろしたミントは、何かを決心したように小さくうなずくと、くるりと振り返って、馬車の隊列に向かって走り出した。

　後続の馬車の周りでは、ミントと共に大砲の試作を行っていた王立銃じゆう器き研究所の所員たちが、積み込んであった試作品の大砲やロケット弾を降ろし始めていた。

　ミントは、さっき堤防の上から見た、河の真ん中で大砲を撃っていた船と、河岸との距離を思い浮かべた。

　……だいたい三キロテくらいかしら……それだけの射程距離があるものといえば、試作大砲と、大型化して射程と破壊力を増強した大型試作ロケット弾ね。

　馬車に駆かけ寄ったミントは、積つみ荷にの中にある試作大砲と、大型ロケット弾を指差して言った。

「最初にこの二つを使います！　まずこれを設置して下さい！」




　中洲に陣じん取どっているケリンのところに、ミントたちが到着したという知らせが届いたのは、それから約三十分ほど過ぎた頃だった。

　負傷兵を岸に届けて補給物資を積み込んで帰って来た小船から降り立った兵士は、ケリンの前でこう報告した。

「西岸にミント殿どのの率いる銃じゆう器き研究所の方々が応援に駆かけ付け、試作大砲を据すえ付けております！　これより東とう域いき国の大砲に対し攻撃を加えこれを撃破する、とのことです！」

「なんだって？　ミントが？」

　目を見開いたケリンは、あわてて双眼鏡を覗のぞいてバンドール河の西岸を見た。

　河岸に並んで生えている灌かん木ぼくの向こうに木を組んで作った枠わくのような何かが置かれ、その周囲を動き回る何人もの人影が見えた。

　その中に、あきらかに他ほかの人間より一回り小さな人影があった。

　ケリンは灌木の茂みの向こうに見え隠れするその人影に意識を集中したが、その人影は葉の生い茂った枝の向こうにいるためによく見えなかった。

　……くそ、木の枝が邪魔でよく見えねえ、ちょっとでいいからこっちを向いてくれねえかな。

　そのとき、その人影はケリンの気持ちを感じ取ったかのように、二、三歩動くと、枝の隙間から姿を現して、ケリンの方を振り返った。

　ケリンの双眼鏡の中にいたのは、ミントだった。

　ミントは、今にも泣きそうなほどに思い詰めた表情でケリンを見ていた。

　……あいつ、また心配してやがるな。

　きっと、悪いほう悪いほうへと考えがいってしまういつもの癖くせが出てやがるに違いねえ。

　ケリンは双眼鏡を下ろすと、あたりを見回した。

　そして一本の流木を見つけると、それを拾い上げ、二、三回左右に振ってから小さくうなずいた。

「よし、こいつだ」




　西岸で試作大砲と大型ロケット弾の据すえ付つけが終わり、発射準備が整ったという報告を聞いたミントは、大きくうなずくと研究所の所員に向って指示を出した。

「では、まずロケットから発射します！　目標は河の中央に浮かぶ六隻せきの船。距離は三千二百メルテ！」

　所員が、大型のロケット発射台に近づいて、仰ぎよう角かくを調整した。

　材木を組んで作ったその発射台には、直径三十センテ、長さ二メルテほどのロケットが十二発並んでいた。

　それは、レゲマン鉄橋の防衛部隊が使っているものの倍はある大きさだった。

　もっとも、倍の大きさがあれば射程も威力も倍になるわけではない。大型化すればそれだけ重量が増すことになり、射程は延びない。このロケット弾の本体の中に詰まっているのは推進用の火薬であり、炸さく薬やくの量はそれほど増えてはいない。

　ミントは首に下げていた双眼鏡を顔に当てた。そして、河の中ほどに停泊して大砲を撃っている渡船の群れを見るために視線を移そうとしたとき、視界の中で何か動くものがあった。

　……あれ？　何だろう、今のは。

　双眼鏡を下に振ったミントの視界に飛び込んできたのは、左右に振られている六三三銃じゆう士し隊の隊旗だった。

　そして、その旗を振っているのはケリンだった。

　見覚えのある紅あかい髪を川風になびかせて、白い歯を見せたケリンが旗を振っていた。

　視界が突然滲にじんだ。

　あわてて双眼鏡を外して目をこすったミントの指先が涙で濡ぬれた。

　……涙？　なんで？　なんで急に涙が出たんだろう？

　そしてミントは気が付いた。

　そうだ、ケリンの笑顔を見たからだ。あの、いつもの白い歯を見せて笑うケリンの顔を見たからだ。

　ミントは、大きく息を吸って、そして吐はいた。

　自分を駆かり立てていた得体の知れない焦しよう燥そう感が、身体からだの中からすうっと消えていくような気がした。

　顔を上げたミントの頬ほおを、川風が撫なでていった。

　……風？

　そうだ！　忘れていた！　あの試作型大型ロケット弾は風の影響を受けやすいんだ！　距離だけじゃなくて風も考えて方向を修正してやらなくちゃいけない。

　こんな肝かん心じんなことを忘れているなんて……ダメだなあ私って。

　ミントは右手のげんこつで自分の頭をこん、と叩たたくと、大型ロケット弾の発射台を操作している所員に向き直った。




　その頃、バンドール河の東側の河岸に張られた前線指揮所の天幕の下では、シンルー以下の東とう域いき国の作戦参さん謀ぼうたちが、深刻な顔をして意見を交わしていた。

「敵からの遠距離狙そ撃げきにより、砲兵の中に負傷者が出ております！」

「このため砲兵の動きがとれず、砲撃の間隔が開いております。砲撃を始めて四時間が経過しておりますが、どの砲も当初の目標数の半分も発射できておりません」

　眉まゆを寄せて考え込んでいたシンルーは、砲兵担当参謀の報告を受けながら、すこし苛いら立だったような口調で言った。

「砲撃というのは、要するにどれだけの量の砲弾を敵てき陣じんの中に送り込むか、その密度が効果となって現れるものだが、敵に撃たれている状況では、発射速度を上げるわけにはいかない、ということだな……敵にも心理効果を考えている人間がいるのかもしれん……あながち馬鹿ではないということか」

　シンルーの言葉を聞いていた作戦参謀の一人が、テーブルの上に広げられた地図を指差して言った。

「当初の予定では、本日中に渡河を終了し、対岸に物資集積所を設け、明朝をもってグレンダランに進撃を開始する予定になっておりました。しかし、すでに日は西に傾きつつあるのにもかかわらず、我が軍は未いまだに渡河すら終えておりません！　我が軍の大砲は、当初の目標数の砲撃は行えませんでしたが、すでに四時間に渡って砲撃を加えております！　ここは強攻策に出るべきではありませんか？」

　数人の参さん謀ぼうが同意するようにうなずいたが、シンルーの表情は変わらなかった。

「シンルー殿どの！　ここで無む為いに時を失っては、取り返しのつかぬ事になりかねません！　多少の犠牲は覚かく悟ごの上で、渡河を強行すべきです！」

　なおも言いつのる参謀たちを見て、やれやれ、という口調でシンルーは言った。

「渡河は行わねばならん……それが目的なのだ……問題は、敵の行動の目的だな」

「目的？」

　怪け訝げんな顔をする参謀たちに、シンルーは地図の上にある中なか州すを指差して見せた。

「諸君らは、自分たちがどうするか、だけを考えて、相手がなぜ、そうしたか、を考えない。西せい域いき国の六三三銃じゆう士し隊が、なぜ、この中州に陣じん取どって我々を迎え撃ったのか、その理由がすべて明らかにならぬ限り、軽々しく兵を動かすべきではない」

　シンルーは中州を指差したまま言葉を続けた。

「私は、今まであの中州に陣取る連中をただの馬鹿だと考えていた……いや、考えなくてもわかるだろうが、この中州に陣取るというのは愚ぐ作さく中の愚策だ。これほど不利な場所は他ほかに無い。塹ざん壕ごうは掘れない補給は続かない、撤てつ退たいするにも撤退できない。いわば決定的に不利な場所だ。なのになぜ、彼らはあそこに陣取り、我々を迎え撃ったのだと思う？」

　参謀の一人がつぶやくように答えた。

「伏兵……でしょうか？」

　シンルーはうなずいた。

「そうだな。彼らは伏兵となるためにあそこに陣取り、そして我々の渡河部隊の出鼻を挫くじいた……しかし、伏兵というのは奇襲攻撃を行うその瞬間にだけ価値がある。所在を明らかにしてしまった時点で、すべての利点を失う。その利点を失ってもなお、あそこに陣取ることを選択した理由は何だと考える？」

　参謀たちは黙り込んだ。

　やがて、一人の参謀が小さな声で言った。

「最後の一兵まで戦う死兵と化すために、あの中州に陣取ったのではないでしょうか？」

　シンルーはうなずいた。

「引くに引けない場所にみずからを置き戦うのは、そこに徹底抗戦する覚かく悟ごがあるからだ、というわけだな……私もそう思う。では、そうまでして……全滅する覚悟を持って我々に抵抗する理由は何だと考える？　彼らの本拠地であるグレンダランは、周囲を堅固な城壁で守られた城じよう砦さい都市だ。わざわざ、こんな所までやって来て、あんなところに陣じん取どらなくても、グレンダランに立て籠こもった方がよほど有利に戦えるのだ。なのに、彼らはそれをしなかった……その理由だ」

　一人の参さん謀ぼうが、何かに気付いたように目を見開いた。

「まさか……援軍が来る可能性があるとお考えなのですか？」

　シンルーは、やっと気が付いたのか、こいつらは、という顔をしてうなずいた。

「そう、その可能性を捨て切れない……」

　シンルーの答えを聞いた参謀たちの間に驚きよう愕がくが走った。

「しかし、西せい域いき国の主力は、レゲマン鉄橋に集中しているはずです！　グレンダランには、あの六三三銃じゆう士し隊しかいないという事前情報が密みつ偵ていから……」

「確かにそういった情報が寄せられていたことは事実だ。しかし、現実に彼らはあの場所で我々を待ち伏せていた……我々の渡河地点を知っていたかのように……さらに言うならば我々の作戦目標がグレンダランであることを知っていたかのように……だ」

　シンルーは眉まゆをひそめたまま言葉を続けた。

「六三三銃士隊の取った行動のすべてに納得がいく説明が付くのは、その援軍の存在だ。伏兵となって奇襲をかけ、まず出で鼻ばなを挫くじく。そして不退転の決意を持って徹底抗戦する……これはすべて援軍が到着するまでの時間稼ぎとして最も効果的な行動である。

　中なか州すにいる彼らを数を頼みにして揉もみ潰つぶし、渡河することは簡単だ。いささかの損害は出るかもしれんが、それとて全体からみれば許容できる範囲だ。しかし、対岸に西域国の軍隊が控えているとすれば話は別だ……」

　シンルーの指先は、グレンダランと、バンドール河の対岸にある東とう域いき国の地方都市を直線でなぞった。

「河を挟はさんだこの線が渡河した我々の補給線となる。もし、西域国の主力部隊と遭そう遇ぐうし戦闘になれば、補給に無理のある我々の敗北は目に見えている。今回の作戦はあくまでもグレンダラを占せん拠きよすることにある！　恒こう久きゆう的な占拠は無理だとしても、鉄を産する都市を占領されたという事実は西域国首脳に衝しよう撃げきを与えるだろう。その衝撃によって、我が東域国に有利な条件を引き出すこと。それがこの作戦の目的なのだ」

　参謀たちがざわついた。

「もし、敵主力の応援がグレンダランに向かっているとしたら、我々に勝ち目は無いということだな」

「敵国の国土で戦い続けるには、継続的な補給と戦力の供給が必要だ。そのどれも我々には不足している」

「大砲の破壊力をもってすれば、緒戦は戦術的に勝つことはできるかもしれんが、結局はジリ貧で負けるということか」

　やがて、一人の参さん謀ぼうが、何かに気付いたように顔を上げた。

「シンルー殿どの……敵の増援が来るということをわかっていながら、なぜ、あなたは作戦を続行させているのですか？」

　参謀たちはあらためて顔を見合わせた。

　確かにその参謀の言うとおりだった。シンルーは、増援が来る可能性を指摘していながら、作戦を中止するとは一度も言わなかったのだ。

　シンルーは、いいところに気が付いたね、という顔で微笑ほほえんで見せた。

「敵の増援があるというのは、すべて推測にすぎない、具体的な情報は何一つ入ってない。単にあの中なか州すに陣じん取どった連中の行動から導かれた結論だ……」

　そしてシンルーは、小さく笑って付け足した。

「つまり、あの連中は、我々が『増援が来る』と判断するであろう行動を、わざとあそこで取っている可能性がある、ということだ」

　参謀の一人が、ぽかんと口を開けた。

「まさか……あの中州に陣取って、伏ふく兵へいとなったのも、不ふ退たい転てんの場所に自分たちを置き、徹底抗戦の構えを見せているのも、すべてハッタリだと言うのですか？」

「そうだ、その可能性もある……とことん真剣に命がけでかまされたハッタリは見破ることができん……だから私は、しばらく様子を見ようと思うのだ」

「しかし、ここで時間を浪費したのでは、当初の予定より、まる一日遅れることになります。我々がこの場所で渡河しようとしている、ということは、すでに西せい域いき国の知るところとなりました。このままでは本当に増援部隊が送られて来ることになります！　一刻も早く動いたほうがよろしいのではないかと……」

　心配そうな顔をする、その参謀に向って、シンルーは、わざとゆっくりと答えた。

「グレンダランと、西域国の首都デメララとの距離を考えたまえ。我々がここにいるという情報がデメララに届くのに、鉄道馬車でも三日、早馬でも二日はかかる。そして、西域国が増援部隊を送って来るのには、さらに三日はかかる。我々には、最低でもあと五日の余よ裕ゆうがある……実際には部隊の再編成に要する時間や、レゲマン鉄橋からデメララまでの距離を考えれば、とても五日では到着しない。今日一日のロスなどは許容範囲だ」

　余裕の表情で、シンルーが地図の上に書かれたグレンダランを指で突いたそのとき。

　前線指揮所の置かれた天幕の外で、三脚に載のせた大型双眼鏡を覗のぞいていた偵てい察さつ員が、裏返ったような声で叫んだ。

「西岸に白煙多数！　あああ！　昇っていく！　あれは……ロケットだ！」

　その叫びを聞いたシンルーたちは、一いつ斉せいに天幕を飛び出した。

　彼らがそこに見たものは、六キロテ向こうにある西岸からもくもくと立ち昇る白い煙と、その中から同じように白い煙を引いて天空に向かって伸びてゆく十数本の白い狼煙のろしだった。

　そして、その狼煙の先には、黒い棒状のものがかすかに見えた。

　持っていた双眼鏡を顔に当ててその狼煙の先を見上げた参さん謀ぼうの一人が叫んだ。

「先端に弾だん頭とうのようなものが見えます！　あれはロケット弾だ！」

　天空めがけて駆かけ昇ったロケット弾の白い煙が、頂上付近で途切れた。

「あああ、落ちてくる！」

「射程はどれくらいだ？」

「わからん！　しかし、かなり大型だぞ！」

　参謀たちの叫び声が上がる中で、ロケット弾は、ぐんぐんと大きさを増して、そのまま広範囲に広がって落下してきた。

　そして、その落下地点の真下に大砲を載のせた渡船の群れがいた。

　参謀たちの見ている前で、渡船の群れが、灰色の爆炎と何十という白い水柱に包まれた。

　固唾かたずを呑のんで見守る参謀たちの前で、水柱が消えた頃、河の方から、ずずずーん！　という轟ごう音おんが響いてきた。

「渡船はどうなってる？」

「それよりも大砲だ！　大砲は無事か！」

　驚き騒ぐ参謀たちとは裏うら腹はらに、シンルーだけがじっと対岸を見ていた。そして、しばらく経たっても対岸に動きが無いのを見て、大きく息を吐はいてつぶやいた。

「……そういうことか……敵のミスか、それとも連れん携けいが取れていないのか……どっちにしろ、このあとに動きが無ければ、作戦は続行だな……」

　シンルーは慌あわてふためく参謀たちに向かって、ぴしりとした声で命令を下した。

「これで、敵に増援がいないことが判明した！　明朝を待って渡河作戦を決行する！　渡船に乗せた砲兵部隊を下がらせろ！」

「渡河作戦を行うとして……中なか州すの敵はどうするのですか？」

　怪け訝げんな顔をした参謀を見て、シンルーは首を振った。

「明日の朝、あそこに敵はいない。私が敵の指揮官なら、今夜、闇やみにまぎれてあの場所を脱出するだろう」

「夜襲をかけて追撃すべきではありませんか？」

　シンルーは首を振った。

「いや、これ以上船を失うようなことがあれば、渡河作戦に支し障しようをきたす……それに、本来なら彼らには、逃げてもらわねばならないのだ。逃げてグレンダランに籠ろう城じようしてもらわねば、この侵攻作戦の本来の目的を達成できん……」

　そして、夕闇の迫る河の中州に視線を投げたシンルーは、唇くちびるの端に冷笑を浮かべて付け足した。

「……予定では、これほど粘ねばることなく、さっさとグレンダランに立て籠こもってくれると思っていたのだがな。馬鹿のやることは先が読めなくて困る」







　第四章　「グレンダラン」







　西せい域いき国と東とう域いき国が戦争に突入したという知らせを受けたグレンダランのセレス総そう督とくが、南部州全体に非常事態宣言を出したのは昨日の朝のことだった。

　この宣言により、物資の流通や交通機関などのすべての移動手段について国家機関に優先権が与えられることとなった。

　もっとも、非常事態宣言こそ出したものの、セレス総督以下の総督府の職員にとって、戦争とは遠いレゲマン鉄橋で行われている戦いのことであり、まさか自分たちのいるグレンダランが、その戦争の舞台になるとは夢にも思っていなかったというのが本当のところだろう。

　しかし、今日の早朝、セレス総督は、朝一番で総督府にやって来た守備隊の副官であるＤデイー・Ｄデイーから、とんでもない話を聞かされて、飛び上がった。

「この、グレンダランが東域国の軍隊の目標だと？」

「ええ、そうです、ターマレインの大おお曲まがりの下流で、大規模な渡河が行われる様々な兆ちよう候こうをキャッチしました」

　Ｄデイー・Ｄデイーの言葉を聞いて蒼そう白はくになったセレス総そう督とくは震え声で言った。

「し、しかし敵は昨日レゲマン鉄橋において激しい砲ほう撃げきを加えてきた、と言っておるではないか。首都デメララに近いのは、レゲマン鉄橋だ。敵はレゲマン鉄橋を渡り、首都を攻略するに決まっている！　この……南部の辺境都市であるグレンダランなどに攻めてくるわけがないではないか」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「確かに、戦争とは敵の首都を目指して進軍し、敵国の指導者を倒すか、降伏させることが勝利条件……だと思われています。しかし、誰がそれを決めたのですか？　それは、単に我々が今までやってきたチェスなどのボードゲームや、演習というシミュレーションにおける常識を現実にあてはめているだけではないのですか？　今回の戦争の原因を考えて下さい。それは鉄です！　東とう域いき国は、このグレンダランに産する鉄を求めて戦争を起こしました。だとしたら、目標にすべきはどちらですか？　防ぼう御ぎよの堅い首都を陥かん落らくさせ、西せい域いき王に譲じよう歩ほを求めて鉄を手に入れるのと、たった二百人しか守備隊のいないこのグレンダランを攻略して、直接鉄を手に入れるのと、どっちが簡単だと思いますか？」

　セレスの顔に冷や汗が滲にじみ始めた。

「だが、君の言っているのはあくまでも推論でしかない！　確定している事実ではないだろう！」

　小さくうなずいた後でＤ・Ｄは、総督室の窓の外を指さした。

「確かに私の述べているのは推論です、だからこそ今のうちに動かねばならないのです！　事実が確定したときでは遅いのです！　この窓の外に東域国の軍隊が勢ぞろいして大砲をこちらに向けてから、何かができるとお考えですか？」

　セレスは生なま唾つばを呑のみ込んだあとで静かに聞いた。

「……私は、何をすればいいのかね？」

「このグレンダランにも、都市非常事態宣言を出して下さい。これはあのスタンピードの再来にも等しい危機的な状況です！」

「スタンピードに等しい？」

「ええ、戦争状態に入ったということは、国際法で定められている禁止事項以外のあらゆる法的道徳的制限が消滅した、ということです。戦争ではあらゆることが許されます。人を殺すことも、傷つけることも敵国の財産を破壊することも接収という名目で盗ぬすむことも、すべてのことが認められているのです！　戦争状態に入ったとき、そこにいるのは人ではありません。もはや言葉を持たぬエズオルと同じものに変わるのです！　わかりませんか？　我々は大砲と銃じゆうを持った何千というエズオルと戦わねばならないのですよ！」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたセレスの顔に、パニックにも似た表情が浮かんだ。

「わ、わかった、すぐに関係各局に連絡し、対策本部を作り、対処を考えよう……」

「よろしくお願いします！」

　頭を下げて総そう督とくの執しつ務む室から出たＤデイー・Ｄデイーは、小さく首を振ってつぶやいた。

「セレス総督は、戦争というものがどういうものか、知らなさ過ぎる……」

　そして、そう口に出したあとで、Ｄ・Ｄは自じ嘲ちようするような微笑を唇くちびるの端に浮かべた。

　……もっとも、そう言っている俺おれだって、戦争を経験したわけじゃない。

　俺がアカデミーで読んだ本の中には、大粛しゆく清せいでこの世界から消されてしまった戦争に関する様々な本もあった。

　俺は、戦争というものを、他ほかの連中よりほんの少し知っているだけの人間でしかない。だけど……だからこそわかるんだ。戦争というものの恐ろしさや、それがどれほど人々に深い傷を負わせるものなのか。

　本で読んだ、ほんの少しの知識ですら理解できる、できてしまうということが、どういうことなのか……本に書かれていることは、現実の中から抽ちゆう出しゆつされた一部分、ひとかけらでしかない。確かに、本というのは、それを書いた人の視点と価値観で誇張されたり、わざと捻ねじ曲げて書かれている部分もあるだろう、でも、たとえどんなに誇張されようとも捻じ曲げられようとも、その中には、書かれているものの本質が隠れている。

　本に書かれた一部分、ひとかけら。それだけで理解できる恐ろしさが……今、一部分でもひとかけらでもなく、そのすべてが俺たちの上に現実のものとして降りかかって来ようとしているんだ。

　総督の執務室から別棟にある会議室へと向かう回廊の窓から、グレンダランの官庁街の建物が見えた。

　二百年の時を刻む石造りのその荘そう厳ごんな建物を見てＤ・Ｄは思った。

　……スタンピードのとき、エズオルはこの街を荒らしまわった。でも、やつらは人間が築き上げてきた二百年の歴史と文化を意味するこの建物の群れを壊すことはできなかった。

　しかし、人間は、一瞬のうちにこの街を跡形もなく破壊し瓦が礫れきの山にすることができるだろう。

　長い時間をかけて築き上げてきた文化や歴史や、そういったすべてのものを、焼き払い粉々に打ち砕くことができるだろう。

　人間の敵は……結局人間なんだ。

　Ｄ・Ｄがそう考えたそのとき。

　回廊の窓の外から、遠雷のようなどろどろという轟とどろきが聞こえてきた。

　思わず窓に駆かけ寄って空を見上げたＤ・Ｄの頭上には、うす雲が広がる初夏の青空だけが広がっていた。

　窓から首をひっこめたＤ・Ｄの顔から血の気が引いた。

　……今の音はカミナリなんかじゃない！

　と、いうことは……あれは……砲声だ！

　Ｄデイー・Ｄデイーは、しばらく黙ったまま立ち尽くしていたが、やがて自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、小声でつぶやいた。

「……長い塹ざん壕ごうを掘る時間は無いが、歩兵一人が潜むことができる壺つぼのような塹壕なら簡単だな……総そう督とく府の土木部に行って人を出してもらうとするか」

　そして、Ｄ・Ｄはくるりと振り返ると、再び総督府の建物の中に向かって走り出した。




　この日の朝、バンドール河の中なか州すで行われた東とう域いき国の砲ほう撃げきの砲声が、グレンダランにも届きはじめた。

　東の地平から、どろどろという遠えん雷らいのような低い響きが聞こえてくるたびに、街を行き交う人は、東の方角に不安げな視線を走らせていた。

　戦争が起こるかもしれないというウワサはずっと流れていた。特に一ヶ月前あたりからは、頻ひん繁ぱんに人々の会話の端々に「戦争」という単語と、そして士族に対する不平のようなものが出るようになっていた。

　この士族に対する不平は常に戦争と対ついになっていた、つまり戦争は士族が、つまり軍隊や国家指導者たちが、勝手に起こすものであり、平民はその戦争に巻き込まれる被害者だ、という論調である。

　こういった会話は、今まで場末の居酒屋などで、労働者たちの間で酒を飲みながら行われてきたものと同じだった。

　つまり、下積みの人間が上じよう司しの無能さをあげつらって、憂さ晴らしをする内容と変わらないものであり、上役に対する幾分かのやっかみと、下働きの無責任さが入り混じった、酒の上でのたわ言の延長線である。

　しかし、いつの間にかこの論調は、酒場から市場へ、そして市場から人々の家庭へとその位置を移し始めていた。

　そして、今日の朝早くから聞こえ始めた砲声が、このウワサと論調に一気に火をつけた。




　グレンダランの下町に並ぶ、独身の鉄鋼労働者向けの賃貸集合住宅の一室で、三十代に差し掛かったくらいの年齢の痩やせた男が、ダイニングのイスに座って、静かに香茶を飲んでいた。

　開け放たれた窓から聞こえてくるのは、遠い砲声だった。

　その遠雷のような轟とどろきを聞きながら、その男は満足そうな微笑を浮かべて香茶のカップを口に運んだ。

　……三ヶ月か……長いようで短かったな。

　俺おれと、シルトン曹そう長ちようの広めたウワサと煽あおり立てた不平……このグレンダランの街に埋め込んだ火ひ種だねに送る風が、あの砲声だ。

　士族に対する不満。それが、単なる酒場の憂さ晴らしではなくて、人々の欲求になるには、あの砲声が必要なのだ。

　戦争が、架か空くうの話でも、昔話でもない現実の話になったとき。

　それに巻き込まれることが、空想でも酒の上の妄もう想そうでもなくなり、皮ひ膚ふや耳に直じかに感じ取られるようになったとき、人々の不安は、そのまま不満へと、いとも簡単に変わるのだ。

　満ち足りた今日と同じ日が、明日も続くと信じているうちは、人は動かない。人が動くのはその明日が信じられなくなったときなのだ。

　痩やせた男は、視線を窓の外に投げた。

　西に傾いた日差しが、グレンダランの街並みの陰いん影えいを際立たせている。

　深く掘り込んだレリーフのように見えるその建物の群れを眺めて、男はつぶやいた。

「思えば、この三ヶ月、俺おれも曹そう長ちようも、苦労したものだ……」

　男は、この街にやって来た頃のことを思い浮かべていた。




　鉄の街グレンダランは、鉄の採鉱とそして精錬に、多くの人手を必要とするために、西せい域いき国のあらゆるところから人々が集まって働いていた。

　特にスタンピードのあと、失われた労働力を回復し、製鉄業を復興させるために、西域国がこのグレンダランへの移住を推すい奨しようし、各種の優遇措置を取ったため、北部州や東部州などの遠方から数多くの人々が家族を連れて移住して来ていた。

　その人々は、復興したグレンダランの旧市街地や新市街地に住居を定め、新しいグレンダラン市民として、街の中で暮らし始めていた。

　しばらく前から、このグレンダランの旧市街地にある、鉄鋼労働者が集まる居酒屋では、人々の間に東とう域いき国と西域国が戦争になるかもしれないというウワサが飛び交っていた。

　誰もが戦争を恐れ、そして、その戦せん禍かが自分たちの上に降りかかってこないことを祈っていたが、そんな中で、人々に向けて不平をこぼす一人の中年男がいた。

　東部州から出稼ぎに来た、と名乗ったその男は、横にいる労働者のジョッキに酒を注ぎながら言った。

「このまま戦争になれば、俺おれたちはひどい目に遭あうんじゃねえかと思うんだが？　あんたはどう思う？」

「ひどい目って……どんな目だ？」

「だからさ、戦争ってのは、士族どものケンカみたいなものだろう？　兵隊ってのはみんな士族だ。軍隊がいれば、そこが戦場になる、この街も攻撃を受けることになる。そんなのはまっぴらごめんだ。士族どもの戦いに、なぜ俺たち平民が巻き込まれて犠牲にならなくちゃいけないんだ？」

　ジョッキに酒を注がれた労働者は、首をひねった。

「お前の言ってる意味がよくわかんねえんだけどよ、士族の連中は、俺おれたちを守るために兵隊になってるんだろ？　だとしたら、感謝こそすれ憎む理由はねえんじゃねえか？」

　男は、労働者の言葉を鼻で笑った。

「士族の連中の言う事を信じるとはね。あいつらが俺たちを守るわけねえだろう、口じゃあ格好のいいことを言っているけど、本音は俺たちを体ていのいい弾たま除よけ代わりの盾たて、ぐらいにしか思っちゃいないんだ」

　労働者は不機嫌そうな顔になった。

「確かにお前の言うような士族連中がいるのは確かだ……でも、そういった連中ばかりじゃない。世の中には、ちゃんとした士族だっているんだぞ」

「この街の守備隊のケリンとかいう若わか僧ぞうのことか？　あいつだって部下とか街の人が死んでるのに、自分だけのうのうと生き延びて、勲くん章しようなんかもらってるじゃねえか。騙だまされてんだよお前ら……」

　労働者は、表情も変えずに男に聞いた。

「おい、お前、さっき俺のジョッキに酒注いでくれたよな」

「ああ、俺のおごりだ、気にしないで飲んでくれ」

「いや、お前に酒をおごってもらう理由がねえから……お前に返すわ」

　労働者は、そう言うなりジョッキを持ち上げて、中年男の頭の上に中身をぶちまけた。

「うわ！　てめえ！　なにしやがる！」

　頭から酒を浴びせられた中年男が、はじかれるように立ち上がると、労働者は、その男の胸むな倉ぐらをつかんで言った。

「ケリンが勲章のために戦っただと？　ふざけんな！　だったらどうしてケリンは、もらったその勲章を、あの墓地に置いたままにしているんだ！　あいつはな、死んでった人間の代わりにあれを受け取っただけだ！　それを……勲章欲しさに戦ったなんて言いやがって！　てめえは……あのスタンピードのことを知らねえからそういうたわ言が言えるんだ！　てめえがよそ者でなけりゃ、俺は殴なぐり殺してるところだぞ！　もし、こんど俺の見ているところでケリンの悪口を言ったら許さねえからな！　覚えとけ！」

　そして、胸倉をつかんでいた手を離した労働者は、足音も荒く居酒屋を出て行った。

　びしょぬれになった中年男は、助けを求めるような目で居酒屋を見回したが、返ってくるのは嘲ちよう笑しようするような視線だけだった。

　やがて、カウンターの奥にいた一人の痩やせた男が肩をすくめると、ポケットからコインを取り出して、それをカウンターの奥にいたバーテンに投げて、カウンターから立ち上がった。

「今日はこれくらいにしておくわ……明日も早いんでね」

「またどうぞ、クイラムさん」

　そう言って小さく頭を下げたバーテンに小さく左手を上げて挨あい拶さつしたその男は、上着を肩にひっかけて店の出口に向って歩き出した。そして酒まみれになっている中年男の脇を通り抜けたときに、誰にも聞こえないような声で言った。

「先に部屋に戻ってるからな……五分後に来い」

　中年男は、情けなさそうな顔のまま痩やせた男を見送った。




　三十分後、新市街の片隅にある独身者用の集合住宅の一室で、シャワーを浴び終わった中年男が、タオルで髪の毛を拭ふきながらぼやいていた。

「くそ……どうも勝手が違うな……シンルー様の言うとおりに煽あおってはみたものの、あのケリンとかいう隊長の人望を崩すのは容易なことじゃなさそうだ」

　奥の部屋に置かれた机の上で、読み終わった手紙を細かく裂さいて灰皿の中で燃やしていた痩せた男……酒場でクイラムと呼ばれていた男が、小さくうなずいた。

「確かに、思ったよりはるかに難しい。だが、やらねばなるまい。今日のところは失敗したがな……」

「何がいけなかったのでしょうか？」

　クイラムは、灰皿の中で燃えていく紙切れを見つめながら答えた。

「誰かれかまわず、煽り立てても効果は無い、ということだな。特にあのケリンという名前の若い守備隊長については、直接攻撃は避けたほうが良さそうだ」

「しかし、あの男が、このグレンダランの守備の要かなめです。あの男に対する反感を煽らねば、我々の目的は達成されないのではありませんか？」

「いきなり本丸を攻めても勝ち目が無いなら、まわりの外堀を埋めていくしかない、ということだ。ここしばらくいろいろな人の話を聞いて思ったんだが、このグレンダランの中にも、あのケリンという若者に対する温度差の違う人間は結構いる。一番温度が高いのは、例のスタンピードをケリンと共に生き延びた、このグレンダランの生え抜きの市民たちだ。この連中のケリンに対する態度は熱狂的なものがある……まあ、無理も無いがな。そして次は西せい域いき国の南部州にいた連中だ。ケリンと共にスタンピードを生き延びたわけではないが、スタンピードというものがどういうものか知っている人間だ。こいつらも、ケリンには一いち目もく置いている。そして、一番低いのが、北部州とか他ほかの地方から集まって来た連中だ。こいつらは、なんというかみんながすごいというからすごいんだろう、くらいにしか思っていない……そして最後にケリンを憎にくんでる連中だな」

　バスタオルで髪の毛を拭ふいていた中年男が顔を上げた。

「そんな連中がいるんですか？」

　灰皿の中の炎ほのおを見つめているクイラムの顔に微笑が浮かんだ。

　下からの炎に照らされて、出来の悪い三流の宗教画に描かれた悪魔の絵のように見える微笑を浮かべてクイラムは答えた。

「ああ、いるさ……まず上級士族の学歴と家柄『だけ』が人間の価値であると信ずる連中だ。ケリンというあの若者は、下級士族のそれも不良少年の親玉だった男だ。ちゃんとした教育も受けていないし、血筋だってどこの馬の骨かわからぬいわゆる下げ賤せんの者に過ぎん……彼らにとって、そういう人間が、賞賛を受ける。それが許せないのだな。

　そして次に区別の付かぬ馬鹿どもだ。ケリンは不良じゃないか。俺おれも不良なのに、なんで俺は馬鹿にされて、あいつは褒ほめられるんだ、納得いかねえ！　というレベルの人間だ。

　実を言うと、この馬鹿も上級士族も根っこは同じなのだよ。人間の価値とは、所属する階級とか、分類とかで決まると思っているんだ。

　人間の価値は、その人間が何をしてきたのか、何をしようとしているのか、その二つで決まるということがわかっていない……我々が相手にすべきは、こういった連中だ」

　髪の毛を拭ふき終わった中年男は、バスタオルを首に掛けて肩をすくめた。

「妬ねたみ、嫉そねみで凝こり固まった連中の、そのドロドロしたどす黒いものに火をつければいいというわけですね……なんとなく気が滅め入いりそうですが、まあ仕方ないっすね、それが仕事なんですから」

　クイラムはうなずいた。

「そういった感情は、多かれ少なかれ、誰だって持っているものさ。ただ、それを表に出すことを恥ずかしいと思っている。俺たちは、その恥ずかしさを乗り越える理由を考えてやるだけでいい。この意見は個人の嫉しつ妬と心しんから出たのではない、公の目的を達成するためのものだ。という理由をな……他人を叩たたくそれらしい理由さえつけてやれば、みんな喜んでそれに乗ってくるはずだ。

『あいつは悪い！』と大声で言えば、自分が正しくなるわけでもないし『こいつは馬鹿だ！』と言えば自分が利口になるわけでもないが、人間というのはそうやって自分が優位に立っていると思いたがる生き物なんだ」

　中年男は、小さくため息をつくと、つぶやくように言った。

「一人の人間が『人じん狼ろうだ！』と叫んで人間を指差しても、その人間を人狼にすることはできない。しかし、百人千人の人間が『人狼だ！』と叫べば、虫を殺したことすらない善良な人間を人狼に仕立て上げて、村の広場で吊つるし首にできる……というわけですね」

「そうだ、どんな嘘うそだって何度も何度も繰り返せば真実味を帯びてくるものだ。この街に住んでいるのが高潔な人間ばかりとは限るまい。自分では何もしていないくせに、他人を批判する言葉だけはいくらでも出てくるような、義務より先に権利を振りかざして当然だと思っている連中だっているはずだ。俺たちが相手にするのは、そういうやつらだ……そういう連中の身勝手な価値観を理論武装して、問題をすり替えてやるのさ……悪いのは士族だ、平民は被害者だ……とな」

　その言葉を聞いた中年男がうなずいた。

「そうやって、士族と平民の間に亀き裂れつを作れば、あのケリンがこの街に立て籠こもっても、誰も手助けをしようとは思わない……スタンピードのときのように市民の協力を得ることはできない……それがシンルー殿どのの思惑なのですね」

「スタンピードを経験しているこの街に、そういった工作を仕掛けることの難しさは、シンルー殿もよくおわかりだ……だからこそ、我々の責任は重いのだよ」

「確かにそうですね、中ちゆう尉い殿の言うとおりです……」

　灰皿に残っている灰をさらに細かく突き崩していた痩やせた男が小声でたしなめるように言った。

「中尉は無しだ……俺は水力技師のクイラムで、お前は精錬工場の労働者のシルトン。俺たちは東部州から出稼ぎに来ている年の離れた従兄弟いとこだ。それ以外の何者でもない」

　タオルで濡ぬれた髪を拭ふき終わった中年男は、小さく頭を下げた。

「そうでした……あ、それと、シャワー、どうもすみませんでした」

「シャワーって？」

「あ、いえ、わざわざ私のために温水器に火を入れていただいて……」

　クイラムは、ああ、それか、という顔をしてこともなげに答えた。

「なに、礼には及ばない、シャワーを浴びてもらわなくては酒臭くさくて一緒にいる私がたまらないと考えただけのことだ」

　濡れたバスタオルを、浴室のハンガーに掛けながらシルトンはクイラムに見えないようにそっと首を振った。

　……いいえ、違いますよクイラム中尉。

　部下に風呂を沸かせと命じる上官はいくらでもいますが、部下のために風呂を沸かして待ってるような上官はめったにいません。

　あなたとなら、この任務、やり遂げられそうな気がします。

　東とう域いき国軍の軍師シンルーの密命を帯びたクイラムとシルトンの二人は、この日から、グレンダランの中に消えた。

　そして、少しずつ少しずつ、士族と、そしてケリンたちに対する不満の声を広めていった。

　その声は、最初、グレンダランにやって来た新しい住民たちの間に広がっていった。

　昔からグレンダランに住んでいた人々は、自分たちのコミュニティとは違うコミュニティで広がっている、この風評と価値観に、長い間気付かなかった。

　そして、この日、砲声を聞いた新しい市民の間に、その動きが一気に広がっていった。

　その動きに、最初に気付いたのは、グレンダランの警備隊長であるタラモアだった。

　グレンダランにおける犯罪捜そう査さや、取締りを任務とする警備隊に反感を持つものは確かに存在する。決して愛される存在ではない。正直なところ嫌われ半分頼られ半分というのが、普通の市民が警備隊に抱くイメージだろう。犯罪者でもない普通の市民から罵ば声せいを浴びせかけられることは、まず無いと言って良かった。

　しかし、総そう督とく府の対策本部の指示を受けた警備隊の隊員たちが新市街地の中にある公告板に、避ひ難なん勧告を行う通達命令文書を掲げたとき、そこにいた警備隊の隊員に向かって、集まっていた市民から罵ば声せいが浴びせかけられたのだ。

「おい！　避難しろってのはどういう意味だ！」

「なんで逃げなくちゃならないんだよ！」

　警備隊の隊員は一瞬驚いたように目を見開いたあとで言い返した。

「戦争だからだよ、東とう域いき国の軍隊が攻めて来るからだ！　朝から聞こえているあの音は、敵の東域国の大砲の音だ。このグレンダランが戦場になる前に、逃げられるものは逃げろと言っているんだ」

　居並ぶ市民の中から声が飛んだ。

「補ほ償しようはどうなるんだ！」

「補償だと？」

　市民の中にいた中年の男が声を上げた。

「そうだ！　避難するってことは、その間仕事につけないってことだ！　店を開いてる者は店を閉じなきゃならないってことだ！　その補償だよ！」

　警備隊員は驚いたように言った。

「戦争なんだぞ！　非常事態なんだ！　補償なんかできるわけがないだろう！」

　中年男は、鬼おにの首でも取ったかのように声を上げた。

「その戦争を起こしたのは誰だ！　お前ら士族じゃないか！　なんで士族の戦争に俺おれたちが巻き込まれて損をしなくちゃならないんだ！　戦争するならお前らだけで勝手にやればいいだろう！」

　その中年男から、少し離れたところにいる痩やせた男がその言葉に呼応するように叫んだ。

「そうだ！　俺たちと戦争は関係ない！　街を出て勝手にどっかでやればいいんだ！　俺たちが街を出て行く理由は無い！」

　公告板に掲げられた通達命令文書を読むために集まり始めていた人々は、困惑したような顔で互いの顔を見ていたが、やがて、その中にいた何人かが、同じようなことを言い出した。

「そうだ！　俺たちは関係ない！」

「俺たちは被害者だ！」

　しかし、そこに集まっている市民の中からは、それとは反対の声を上げる者もいた。

「士族も被害者もないだろう！　俺たちは同じ街に住む同じ仲間じゃないか！　スタンピードのときのように協力して力を合わせて乗り切ろうじゃないか！」

「そうだ！　ここで反はん目もくしあっても何の得にもならない！」

「戦争を起こしたのは東域国じゃないか！　怒りをぶつける相手が違うぞ！　今はそんなことを言っている場合じゃないだろう！」

　しかし、そういった声が上がるたびに、群集の中にいる男たちは大声を張り上げた。

「責任は士族にあるんだ！　俺おれたちには責任が無い！」

「俺たちは税金を納めてるんだ！　俺たちは責任を果たしてるぞ！　俺たちには文句を言う権利があるんだ！」

「そうだそうだ！」

　最初は戸惑っていた人々も、男たちの張り上げる景気のいい掛け声と、熱気の籠こもった煽あおり文句に圧倒され始め、中には同じように文句を言い始める者も出始めた。

　その様子を見ていたクイラムは、群集の中で大声で煽り立てていたシルトンに手を振って合図をした。

　シルトンは、その合図に気が付くと、騒ぐのをやめて、群集の中からそっと抜け出した。

　クイラムとシルトンによって煽り立てられてた群衆が、口々に、公告板の横に立っている警備隊員に詰め寄っているのを見たシルトンは、にやっと笑った。

「うまくいきましたね……クイラム中……じゃなかった。クイラムさん」

　クイラムはうなずいた。

「ああ、三ヶ月にわたってずっと火ひ種だねを埋め込んできた成果だな。あの砲声で不安感が煽られれば誰だって冷静さを失うさ。大衆にはわかりやすい敵を一つだけ与えればいいってのに、西せい域いき国の連中は甘いな。戦争になったってのに、東とう域いき国を敵視する宣伝一つやってない。おかげで気味が悪いくらい仕事がやりやすい」

　そして、クイラムは旧市街地にそびえ立つ総そう督とく府の建物を見上げた。

　……この騒ぎに対して総督府が強圧的な態度に出れば、こっちのものだ。そいつをきっかけにして、街を大混乱にしてやるんだが……まあ出方を見るとするか。




　部下の隊員からその知らせを聞いたタラモアは困惑したように聞き返した。

「市民が騒いでいるだと？　どういうわけだ？」

「それが……口々に、今回の避ひ難なんや、戦争による損害補ほ償しようと、そして士族に対する不満を申し立てておりまして……」

「損害補償だと？　何を馬鹿なことを！　敵の砲ほう撃げきを受けて家が壊こわれたら、それを我々が補償しなくてはならないというのか！　そんな規定はどこにもないのだぞ！」

　隊員は、困惑したように両手を広げた。

「規定が無ければ作るべきだ、国は国民に文化的で快適な生活を保証する義務があるはずだ、と言いまして……」

　タラモアは何かを言いかけて、そして口を閉じ、そのまま考え込んだ。

　……まるで子供の理屈だ。自分は何もせず、他人にすべてを要求する……自分を被害者にしてしまえば自分に責任はこない、全部他人のせいにできる、というわけだ。

　だが、屁へ理屈とはいえ理屈に違いは無い。

　普通の暴動や騒動では、群集は単に不満をぶつけるだけで、こういった理論武装まではしないものだ。

　……ということは。

　タラモアは考え込んだままつぶやいた。

「誰か背後に糸を引いているヤツがいるのかもしれんな……」

　その言葉を聞きつけた部下は目を見開いた。

「扇せん動どう者がいるということですか？」

　部下に向かって、タラモアは慌あわてて首を振った。

「あ、いや……そういう可能性がある。ということだ、そうと決まったわけではない……隊員に伝えてくれ、市民は砲声を聞いて冷静さを失い、不安感を我々にぶつけてきているだけだ。しばらくは不満と文句の聞き役に徹しろ、とな……」

「了解しました！」

　敬礼して去って行く部下を見送って、タラモアは再び考え込んだ。

　……扇動者か。

　おそらく東とう域いき国の手の者が、このグレンダランに紛まぎれ込んでいるのだろう。

　スタンピードの損害から復興するために、この街には国中から人々が集まって来たからな。その中に姿を潜めていれば、気付かれることはない。この街は昔のように隣近所がみな知り合いという街ではなくなっている。

　街の中で騒動を起こして、街の団結を阻止し、統制が取れないようにしようというわけか。

　弱体化させてから攻略をする……戦術の基本だが……一朝一夕にできることではない、きっと長い時間をかけて市民たちの不安感や不満を煽あおり続けてきたに違いない。

　タラモアは大きくうなずいた。

　……間違いない。Ｄデイー・Ｄデイーの言うとおりだ。東域国の主目標はこのグレンダランだ！

　これだけ用意周到に準備を進めていたのだとしたら、導かれる結論はそれしかない！

　何一つ証拠があるわけではなかった。それはすべてタラモアの推理であり推論でしかなかった。しかしタラモアは自分のたどりついた結論を信じていた。

　それは、タラモアの長い警備隊員としての経験からくる一種のカンだった。

　タラモアは、立ち上がると、横にある机で事務処理をしている秘書官の女の子に告げた。

「対策本部に行って来る！　セレス総そう督とくと、Ｄ・Ｄに報告をしなければならん！」




　その頃、総督府の建物の中にある会議室には、総督と、そして各部局の副局長や、次長といった部局のトップではない、いわば実務レベルの最高責任者たちが集められていた。

　東とう域いき国の攻撃が差し迫っている中で、総そう督とく府の組織を有機的に動かすには、トップダウンの指揮命令系統では時間がかかりすぎると判断したＤデイー・Ｄデイーが実務レベルの最高責任者を集めるように進言したためである。

　彼らの顔に浮かんでいる不安感は、自分たちが何をしていいのかわからない、という不安だった。なぜなら戦争とはどんなものなのか、それを知っている人間は総督府の中にはほとんどいなかったからだ。

　その、不安げな顔をする総督府の副局長たちを見回して、Ｄ・Ｄは説明を行っていた。

「この世界の歴史において、今まで、戦争と名がつく大規模な紛争は起きたことがありません。過去において領土や国家主権のからむ地域的な紛争は何度か発生したことがありますが、そういった紛争はすべて地方の守備隊レベルの小規模な戦闘で決着がつき、国家レベルの紛争に拡大することは無かったのです。

　なぜ、今までの紛争が全面戦争に発展しなかったのか、その理由の最も大きなものは教団の禁きん忌きと、士族のみを兵士にする。という身分上の規制により兵士の数に制限がかけられていたためです」

　Ｄ・Ｄは、手に持った数字の書かれた書類を持ち上げて、それを会議室にいる者たちに見せた。

「皆さんのお手元にあるのは、我が西せい域いき国の統計表です。それを見ていただければおわかりになると思いますが、この世界における身分上の人口比率は、平民が八十パーセント、士族が二十パーセントであり、その二十パーセントの士族が国や地方機関の行政一切を扱う、いわゆる役人や、そして兵士となる。すべてが兵士となるわけではない。つまり、東域国も西域国も全人口の中で兵士にすることができる士族の数は、五パーセントに満たないのです。

　戦争とは、兵力の消しよう耗もう戦です。手持ちの兵力を失ってしまえば、その時点で敗北が決定します。双方共に一万人の兵士しか持っていないとなれば、簡単に戦争を起こすわけにはいかないのです」

　そのとき、一人の男が書類から顔を上げて発言した。

「しかし、今回の戦争は、紛争から発展したのではなく、いきなり全面戦争になったではないか！　それはいったいどういうわけだね？」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「ええ、確かに戦争を起こすだけなら、兵力は関係ありません。命知らずの兵士が十数名いれば、国家間の紛争など簡単に引き起こせます。しかし、戦争を継続しそれに勝つとなればこれは簡単には済みません。そこに国家指導者の強い意志と、そして、膨ぼう大だいな国家財政の余よ裕ゆうが必要になります。

　戦争は兵士の衣食住を維持する物資、戦闘に消費する弾薬、それを調達し輸送する手段。このすべてに莫ばく大だいな金とそして労働力を継続的に必要とする、想像を絶する膨大なる浪費なのです。百年前、東とう域いき国と西せい域いき国が全面戦争になりかけた理由は、長い平和の中でインフラの充実が進み、双方の国が豊かになったためだという説は、あながち間違いではありません……」

　そしてＤデイー・Ｄデイーはそこで言葉を切ると会議室に居並ぶ人々を見回して言葉を続けた。

「つまり、東域国は、この戦争を起こすだけの余よ裕ゆうと、そして指導者……東域王の強い意志の下に戦争を起こした、ということです」

　会議室に、不安げなざわめきが満ちた。

　やがて、一人の初老の男が手を上げた。

　男の座っている席の前には『総務局次長』という肩書きの書かれた札が置かれている。

「東域国が本気だということはわかった、戦いは避けられんのだろう。だが、我々は何をすれば良いのだ？　我々の下にある細則やマニュアルには戦争時の対応が何一つ無いのだ」

　会議室の中にいる男たちから同意するような声が上がった。

「我が法制局では、過去の記録や文書などから、戦争に関するものを確認しようとしたのだが……教団が百年前に行った大粛しゆく清せいにより、戦争に関する一切の書籍や文書が廃棄されてしまっているのだ。この国の行政機関の内部には、戦争に関する知識は、全く伝えられていないのだ」

　総務局次長はうなずいた。

「スタンピードなどに対処する緊急時のマニュアルなどの基本的な部分は共通だろうと思い、そのマニュアルに従って、この対策本部を立ち上げたのだが、敵の軍隊とエズオルとでは、違う部分も多いだろう。戦争時に、我々がやるべきことの優先順位や、法的な制限や介入の度合い……それらの実務的な具体的方策については、何一つ決められてはいない。戦争時における最低限のルールである国際法すら知らん人間ばかりなのだ」

　Ｄ・Ｄは眉まゆをひそめてうなずいた。

「それは無理もありません。行政機関だけではなく人々の間でも『戦争』とは物語の中で語られる虚構や、祖父の世代からの言い伝えられた伝説でしかなかったのです。

　教団は、歴史や、書籍や文章から『戦争』に関する記述を消し『戦争』を扱う物語が書かれた本を燃やせばこの世から『戦争』が消えると信じていました。

　先人の残したデータだけを守り、それに異議を唱えることは罪と信じ、すべてを前例が書かれた文書に書かれたとおりに進めることを是とする教団の教条派にとって、この世のすべての根本にあるのは本であり文書です。ですから戦争に関する本や文書を消せば、戦争も消えると信じていたのでしょう……しかし、実際にこうやって戦争は起きました。教団の人々は、人間は本に従うのではなく、本を創り出す生き物だということに気付かなかったのでしょう……」

　そしてＤ・Ｄは会議室の中を見回して言葉を継いだ。

「この戦争には、前例がありません。過去の事例を踏とう襲しゆうし、それに合わせて動く、という今までの行政のやり方では通用しません。そして、敵の攻撃は目前に迫っている今、上に問い合わせてその指示を仰ぐ、というやり方も通用しません！　誰かに責任を取ってもらう、なんて考えは捨てましょう！　我々は、この街に住む人々のためにするべきことをしなくてはならないのです！　すべて自分の判断で、自分の責任で！」

　総務局次長が、懐ふところからハンカチを出して額ひたいににじむ汗をぬぐってから言った。

「我々の前任者が、スタンピードのときに見せたような、不ぶ様ざまな真ま似ねはしないつもりです……我々は、その義務を果たします、御安心下さい」

「よろしくお願いします」

　Ｄデイー・Ｄデイーが小さく頭を下げたとき。会議室のドアがノックされ、警備隊長のタラモアの声がした。

「会議中失礼する！　諸君らに報告しておきたいことが起こった」

　警備隊の代表として会議に参加していた警備隊の副隊長が、あわてて立ち上がってドアを開けた。

「何かあったのですか？」

　タラモアは深刻な顔つきのまま、会議室に入って来ると、そこで小さく一礼してからおもむろに話し始めた。

「さきほど警備隊の隊員が緊急事態宣言に基づく避ひ難なん勧告の通達を公示したところ、市民がそれに異議を唱えて騒ぎ始めたという報告を受けたのだ」

「異議を？　それはどういう意味ですか？」

　訝いぶかしげな顔をするセレス総そう督とくに向かって、タラモアは、騒ぎの状況をかいつまんで報告したあとで、さらに、この騒ぎを背後から扇せん動どうしている者がいる可能性がある、と付け足した。

「扇動者がいるだと？　それは、もしかして今回のこの戦争と関係しているのではないか？」

　セレス総督が目を見開くのを見て、Ｄ・Ｄは苦笑するような微笑を浮かべた。

「もしかして関係しているのではなく、間違いなく、関係しているのだと思いますよ」

　セレス総督は、信じられない、という顔のまま小さく首を振った。

「では、この騒ぎを引き起こしたのは東とう域いき国軍の軍関係者ということか？　軍人がそんなことをするとは考えられんのだが……」

「軍人とは、銃じゆうや剣を持って敵と戦うもの、というイメージしかない方には、考えつかないのも無理もありません。しかし銃や剣で戦う姿は軍というものの、ほんの一部分に過ぎないのです。軍隊の、そして軍人の目的は何か。それは戦争に勝つことです。

　攻撃して勝つ、そして守って勝つ。そのために、ありとあらゆる手段を講じるのが真の軍人というものです。先ほど私がお話したとおり、東域国も西域国も、兵士になれるのは士族だけ、という身分の鎖くさりにより兵力……つまり戦うことのできる人数は限られております。しかし、あのスタンピードのときのことを思い出して下さい。あのとき、このグレンダランでは、兵士だけでなく市民も共に戦いました。自分の命や生活を守るための戦いに、身分の差は意味を持ちません……」

　Ｄデイー・Ｄデイーは、そこで言葉を切ると、セレス総そう督とくだけでなく、会議室にいる役人たちに言い聞かせるように言葉を続けた。

「東とう域いき国軍は、それを恐れたのです。このグレンダランを攻撃するときに、スタンピードのときのように市民たちが立ち上がり、抵抗することを……そうなれば我々六三三銃じゆう士し隊だけでなく、その十倍以上の数の戦力と戦わねばならなくなる。だとしたら、どうすればいいのか。その答えがこれです。平民の間にある士族との身分格差への不満を煽あおり立て、士族との間に溝みぞを作り、士族、つまりは軍への協力を行えないようにすればいい……というわけです」

　総務局次長が、困惑したような声で聞いた。

「士族と平民との身分差などというものは、我々のような末端にいるものに、どうにかできるものではない。不満をぶつけられても、どうしようもない……どうすればいいのだ？」

　Ｄ・Ｄは、少し考え込むような素振りをしたあとで答えた。

「士族に対する不平不満の根本には、肝心なことを何一つ知らされていない、というものがあると思うのです。今、自分たちがどんな状況に置かれているのか、この先どんなことが待っているのか、そして、どうすればいいのか、そういったことを教えてもらっていない。何も知らされていないのに、頭ごなしに、協力しろ、従え、と言われても納得できない……という部分があるのではないかと思うのです」

　Ｄ・Ｄの言葉を横で聞いていたセレス総督は、不満げな顔をした。

「しかし、国家の重要事案などを平民に知らせても、どうにもなるまい。それは、我々士族のするべきことであって、彼らには関係無いことではないか」

「関係無い、と言い切っていいものでしょうか？　この街が戦火に巻き込まれたときに、命や資産を失うのは士族だけではありません。私たちには彼らに説明する責任があると思うのです。

　情報を与えられていないがゆえに、人々は不安をつのらせ、そしてその不安が悪質なデマを呼びます。デマや騒動を鎮しずめる特効薬は正しい情報を行き渡らせ、不安を解消させることです。我々は情報を開示しなくてはなりません」

「情報公開だと？　そんなことをしたら、かえって混乱を招くのではないかね？」

「多少の混乱は覚かく悟ごのうえです、たとえ、我々に不利な情報であっても正しい情報ならば、人はそれを受け入れてくれます……。

　Ｄ・Ｄは、にやっと笑って言葉を付け足した。

「そして、その正しい情報の中に、いくつか宣伝を混ぜて提供すればいいのです。なぜ東域国と戦争になったのか、その理由は東域国にある。国土と主権を守るのは、我々の義務であり、そして、この戦争に関するすべての責任は侵略行動に出た東域国にあるのだということを、我々にとって不利な情報と一緒に混ぜて提示するのです。自分たちに都合の良いことだけを並べても人は信じませんが、その中に不利なことがあれば、その情報の信用度は高いと感じるでしょう」

　Ｄデイー・Ｄデイーの話を聞いていたタラモアは、唇くちびるの端に皮肉な笑いを浮かべてうなずいた。

「確かにそれは効果的かもしれん……時間が無いが、やれるかぎりのことはやってみよう……人々の不安を解消するのもまた警備隊の職務の一つだからな」

「情報公開か……前代未聞だが、まあそれしかないというのならやるしかあるまい……西せい域いき国の将来にとって良いことなのか悪いことなのかわからぬが……時代はそう動きつつあるのかもしれん……」

　タラモアの顔色を見ていたセレス総そう督とくは、仕方が無い、という顔をしてうなずいた、そのとき、窓から、再び遠雷のような、どろどろ、という響きが聞こえてきた。

　会議室にいる役人たちは顔を見合わせた。

「また、撃っていますな」

「ケリン殿どのが戦っているターマレインの中なか州すで撃った大砲の音が、ここまで響くとは……」

「あの音で、馬車を引く馬が怯おびえて落ち着かないそうですよ」

「馬だけではないらしい。うちのメイドが、犬がやけに吠ほえたり猫が高いところに上って下りて来ない、とか言っておった……動物にはわかるのかもしれんな、この先のことが」

「そういうことは言わないでくれんかね……縁えん起ぎでもない……」

　総務局次長が、露ろ骨こつに嫌いやな顔をしてそう言った、その頃。

　グレンダランの南に広がる森林地帯の伐ばつ採さい地にある小屋の周りでは、森林作業員たちが、不安げな表情であたりの森を見回していた。

　エズオルのスタンピードにより、グレンダランの周辺における林業は壊かい滅めつ的な被害を受けてしまったが、破壊された都市の復興のために大量の木材が必要となったために、スタンピードが終息したあと、時間をあまり置くことなく材木の伐採が再開されていた。

　エズオルの襲撃に備えて、銃じゆうで武装した警備要員に守られた伐採作業であったが、スタンピードのときに、軍の手によって何万という数の頭数が倒されたため、エズオルの群れのほとんどが森の南部に広がる海岸沿いの湿地帯に移り住み、めったにその姿を見せることは無く、作業員たちは、誰もがエズオルの脅きよう威いは去ったのではないかと考えていた。

　しかし、昨日あたりから、森のあちこちで、再びエズオルの吼ほえる声が聞こえはじめていた。

　森を切り開き、周囲を高い木の柵で囲った作業場の周囲に広がる森の中に、不気味に響くエズオルの吼える声を聞いていた若い作業員が、森の中に開いた青空を怯おびえような目で見上げて言った。

「また鳴いていやがる……まさかもう一度スタンピードがあるんじゃないだろうな……」

　その言葉を聞きつけた、年配の監督らしい男が首を振った。

「いや、スタンピードじゃねえな、あの時の鳴き声とは違う。こいつは……どっちかというと怯えているときの声に近い」

「怯おびえるって……何に怯えてるっていうんですか？　あのエズオルが怯えるものって……」

　監督は考え込んだ。

「それが何なのかわからん……だが、大嵐の来る前とかに、よく、ああいった声で鳴いていたことがある……何か天変地異でも起こる前触れかもしれんな」

「天変地異って……そういえば、三日ぐらい前にグレンダランに買い物に行ったときに、街の人が、戦争が始まるかもしれない、とか言っていましたけど、戦争も天変地異なんでしょうかね？」

　監督は肩をすくめた。

「さあな、それは俺おれにもわからんよ……とにかく南の海岸沿いの湿地帯に逃げていたエズオルどもが、この丘陵地帯に戻って来た事は間違いない。用心に越したことは無いな」

「ええ、森に入るときは、銃じゆうを忘れないようにします」

　若い作業員がそう言ってうなずいたとき、森の奥から、何十頭というエズオルが一いつ斉せいに吼ほえ立てる声が響いてきた。

　監督の言うとおり、そのエズオルたちの声は、戦いを挑むというよりも、どこか悲鳴じみたもの悲しい響きを含んでいた。







　第五章　「イレギュラー」







　西せい域いき国の首都デメララにある王宮の脇に並ぶ官庁街はいつものとおり静かだった。

　人が集まるこのデメララの街の中で最も静かな一角。それが、この様々な国家機関の建物が並ぶ官庁街だろう。しかし、その静かな官庁街の中で、喧けん騒そう状態とも思えるほどの騒がしさに包まれている建物があった。

　ひっきりなしに馬車や早馬が乗りつけ、早足の人々があわただしく出入りしているその建物は、軍務局の建物である。

　建物の中に一歩足を踏み入れると建物全体が、うわぁん！　という共鳴するような音を立てているのが聞こえてくる。それは、この建物の中にいる人々の話し声や、廊下を走る足音や、報告書を書くペンの音などが、入り混じって聞こえてくる一種の騒音のようなものである。そして、この騒音に満ちた軍務局の建物の中で、最も騒がしいのは、一階の奥にある広い総合指揮室だった。

　その中からは、何人もの男が怒ど鳴なりあう声がドア越しに廊下にまで聞こえてきており、その声が聞こえるたびに書類の束を持って行き来する事務員たちは、不安げな視線をドアに投げかけていた。

「レゲマン鉄橋こそが敵の主目標である！　補給路の確保という戦線維持に必要不可欠な要素を考慮すれば、あの鉄橋以外に目標は無いことは明白だ！」

「確かに戦線を維持するだけなら、鉄橋は主目的だろう、しかし、この戦争の理由を考えてみるがいい。そもそも東とう域いき国側が国に宣戦布告したその理由は何だ？　鉄ではないか！　だとすればこの戦争の目的は、グレンダランに産する鉄だとするこの報告に矛盾は無い！」

「そう思わせるのが、敵の目的なのだ！　グレンダランに対する渡河攻撃はあくまでも陽動にすぎん！　敵主力はレゲマン鉄橋にある！　現に敵は鉄橋守備隊に対し激しい砲ほう撃げきを加えているではないか！」

「砲撃の数だけで敵の真意が判明するわけではなかろう！　陽動ならばこそ熾し烈れつな砲撃を加えているのかもしれん！　その証拠に敵軍は砲撃を加えるばかりで、レゲマン鉄橋周辺における渡河作戦を行う様子が見られないではないか！　それに引き換えグレンダラン方面の敵は渡船を押し立てて渡河作戦を敢かん行こうしているのだ！」

　総合指揮室の中央に広げられた、パレオ大陸の大きな地図を囲んで、十数人の参さん謀ぼうたちが、半ばケンカ腰の口調で、互いの読みを言い合っていた。

　事の起こりは、グレンダランから電鈴通信で送られてきたＤデイー・Ｄデイーの報告だった。

　今朝早く届いた通信の続報として、敵の渡河作戦が大規模であり、主要目的はデメララではない、ということを報告してきたのだが。この報告によって、半日以上前に送られた情報が、雑情報に分類されていたことが明らかになったのだ。

　報告を分類していた参謀は、自分の判断をミスであると認めるわけにはいかなかったのだろう。Ｄ・Ｄの報告を『己の主観によって陽動を主力と判断した誤報告であり、敵の主力はあくまでもレゲマン鉄橋である』と主張した。

　この主張は、参謀本部が事前に立てていた作戦計画の内容と一致しており、計画を策定した年配の参謀たちと、その計画案を承認した上司たちは、この主張を否定することは、自分自身の能力を否定することにつながると考え、この参謀の主張を受け入れた。

　しかし、次々に明らかになる情報によって作戦に臨機応変に修正を加え、事案に対処すべきだと考えているキナリレー参謀長をはじめとする若手の参謀たちはＤ・Ｄの主張を支持した。そして、この対立する二つの主張に対する裁定は、西せい域いき国軍の最高責任者であるコルドン将しよう軍ぐんに任された。

　参謀の仕事は、目の前にある事実から、いかに正しい未来図を予想するか、という仕事であり、そして参謀たちが並べたどの未来図に従うべきかを選択することが将軍の仕事なのだ。

　コルドン将軍は西域国の地図を見下ろして考え込んでいた。

　……この決断は、敵に勝つためではなく、いかに我が国の損害を最小限に抑えるかということを目標にして行わねばならない。

　敵は、手持ちの戦力をどう配分しているのだろう……参さん謀ぼうたちはレゲマン鉄橋を八割、デメララを二割と読み、キナリレーたちはその逆と読んでいる。この読みを間違えれば、この戦いは敗北する……。

　もし、Ｄデイー・Ｄデイーの報告のとおり敵の目標がグレンダランであった場合、今すぐ応援の兵力を送らねばグレンダランは持ちこたえらない。鉄の産地は東とう域いき国の手に落ちるだろう。そして、参謀たちの主張のとおり、レゲマン鉄橋こそが目標であった場合。レゲマン鉄橋とその周辺で敵を撃滅できなかった場合、敵はこの首都デメララを目指すに違いない。

　そして、コルドン将しよう軍ぐんは苦く渋じゆうの決断を行った。

「我が軍は当初の計画どおり兵力の配置を行う！　レゲマン鉄橋及びその周辺の敵の攻撃を迎撃することをその主目的とした戦線を展開し、グレンダランは陽動であると判断する！」

　その言葉を聞いたキナリレー参謀長は叫んだ。

「では、もし、敵の主目的がグレンダランだった場合はどうなるのですか？　たった二百人の守備隊でグレンダランが守れるとお考えですか！　将軍閣かつ下かはグレンダランを東域国に差し出すおつもりですか？」

　コルドン将軍は首を振った。

「差し出すつもりなどあるわけがない……しかし、兵力は限られている。これは賭かけなのだ！　そして私は、いかなる場合でも首都デメララを危機に晒さらすことはできないと判断し、現状の配置を選択した！　兵力は集中してこそ意味がある！　応援を差し向けることは兵力の分散に通じるのだ！」

　そのとき、一人の若い参謀が手を上げた。

「質問があります！」

　それは、この部屋で最も階級の低い、いわば下したっ端ぱ参謀であるカルタだった。

　コルドン将軍は、一瞬面食らったような顔をしたあとで小さくうなずいた。

「ふむ……何かね？」

　下っ端の参謀が、将軍に直接質問するという序列や立場の違いを無視したその行いに、居並ぶ古こ参さんの参謀たちが一いつ斉せいに非難めいた視線を浴びせかけたが、カルタは、その視線に怯ひるむことなく胸を張って聞いた。

「将軍閣下は、ただいま、兵力の分散は愚ぐ作さくであると申されました。まさしくそのとおりであります！　敵を迎え撃ち、これを打ち砕くことができるのは、集中された兵力のみ。だとするとレゲマン鉄橋に配置した現在の戦力をグレンダランのために割さくことは、愚策中の愚策でありましょう……では、現在レゲマン鉄橋に配置されていない戦力ならば、それをグレンダラン応援に差し向けても、兵力の分散にならないと解釈してよろしいのでしょうか？」

　コルドン将軍は、一瞬あっけに取られたあとで、うなずいた。

「う、うむ、配置してある兵力を割さくのでなければ、それは兵力の分散ではない……しかし、我が軍の兵士はすべてあそこに集中させておる。他ほかに戦力と呼べる程の兵士はいないはずだが……」

　そのとき、一人の古こ参さんの参さん謀ぼうが何かに気付いたように声を上げた。

「まさか……貴様、近衛このえ連隊の話をしているのではないだろうな！」

　居並ぶ参謀たちの間から、驚きの声が上がった。

　確かに、このデメララには、首都と王宮を守るための軍隊である近衛連隊が配属されていた。近衛連隊はスタンピードの際も、教団の懲ちよう罰ばつ部隊との戦いの際も、最前線で活躍した西せい域いき国随一の精鋭であり、今回の東とう域いき国との戦争においても、首都を守る最後の砦とりでとして臨戦態勢のままデメララの警備の任についており、レゲマン鉄橋の防衛軍には編入されていなかった。

　参謀たちは、カルタの前任地が近衛連隊の隊長だったことと、そして、アニゼットがスタンピードの時に近衛連隊を威力偵てい察さつの名目でグレンダランに差し向けたことを思い出していた。

　カルタは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「そうです、近衛連隊です。今回の戦争において前線配置されていない最強の兵力です。彼らを投入することは、配備された戦力を割くことにはなりません。兵力の集中を欠くことのない正しい解決策です！」

　作戦指揮室の中に、古参の参謀たちのどなり声が飛んだ。

「ふざけるな！　近衛連隊は王家の警護を旨むねとする連隊だぞ！　西域国始まって以来の未み曽ぞ有うの危機にさらされている王城と首都を放り出して、他に行かせることなどできるわけが無い！」

　カルタは焦じれたような口調で言い返した。

「では、お聞きしますが、近衛連隊が、このデメララを守るために実際に戦うとしたら、その戦いはどういう戦いですか？　デメララを守る城壁のすぐ下にまで敵が押し寄せて来ているとしたら、レゲマン鉄橋の防衛陣は潰かい滅めつし、もはや組織的な抵抗は不可能になっているということです。それほどの戦力を持っている敵に対し、二個連隊四百人しかいない近衛連隊が効果的な首都防衛戦を展開できるとお考えですか？　もしものために……最後の砦として……言い方は様々ですが、ようは参謀本部の方々が安心したいがために、その保険のためだけに近衛連隊は、このデメララに縛しばり付けられているのではないのですか？」

　古参の参謀は、カルタを見み据すえて言った。

「近衛連隊は普通の軍隊ではない。西域国の、いわば象徴なのだ。知ってのとおり、東域国との戦争が始まって以来、国民の不安感は高まりつつある。この状態で近衛連隊を動かせば、このデメララに住む人々の不安感は頂点に達するだろう。戦況は、近衛連隊まで投入しなければならないほど不利なのか！　とな……貴様の言った、安心のための保険という言葉は否定しない。いや、それどころかそれこそが近衛連隊の存在理由の一つなのだ！」

　コルドン将軍が、その古参の参謀の言葉のあとを継いだ。

「貴官も近衛このえ連隊の隊長をやっていた人間だ。彼の言っている意味はわかるだろう。近衛連隊は、このデメララにいることにより、最大の効果を発揮する軍隊なのだ……友の窮地をなんとしてでも助けたいという貴官の気持ちは痛いほどわかる。だが、私は近衛連隊を動かす王家の印章を戴いただいた命令書にサインするつもりはない」

　カルタはしばらく黙ったままコルドン将しよう軍ぐんを見つめていたが、やがて、静かに頭を下げた。「わかりました……数々のご無礼。おわび申し上げます」

　コルドンは首を振った。

「貴官があやまることではない。グレンダランにおける敵の攻撃行動を陽動として判断した今回の作戦策定に関する一切の責任はこの私にあるのだ」

　そして、コルドン将軍は、居並ぶ参さん謀ぼうたちを見回すと、力強い口調で言った。

「しかし……事態は流動的であることは間違いない！　参謀本部は、現行の作戦遂行にこだわることなく、もし、敵の攻撃の主眼がグレンダランであることが明白になった場合、直ただちに兵力の配置転換を行えるような輸送補給計画を大至急立てておくように！　……以上だ！」

　指揮室にいる全員がコルドン将軍に向かって敬礼した。




　西せい域いき国軍の総合作戦会議のあと、カルタはキナリレー参謀長の部屋を訪れていた。

　戦争が始まり、軍務局全体が興奮した空気に包まれているのに対し、キナリレー参謀長の執務室の中にはいつもと変わらぬ雰囲気が漂ただよっていた。

　……現場は熱気で動かせ、参謀は冷たく考えろ……か。

　カルタは、士官学校でキナリレーに教わった、参謀の心得を思い出していた。

　テーブルの上に置かれて、香りの良い湯気を立てているのは、見るからに上品なカップに入れられた香茶だった。

　ソファに座ったカルタが緊張しているのを見て、参謀長のキナリレーは笑って見せた。

「そう考え込むな……香茶が冷めるぞ」

「あ、はい、恐縮です」

　カルタは小さく頭を下げると、カップを口につけた。

　薄い磁器で作られたそのカップは、実用一点張りの官給品のカップとは違って、軽くそして歯に当たると、小さな鈴のような音を立てた。

　カルタがカップをテーブルの上に置くのと同時にキナリレー参謀長が言った。

「貴様……これから近衛連隊の本部に行って……アニゼット様に会うつもりだろう」

　カルタが目を見開くのを見て、キナリレー参謀長は、大きくため息をついた。

「やはり、図ず星ぼしだったか……お前のことだ、アニゼット様をたきつけて、近衛連隊を動かすぐらいのことはやりかねないと思っていたがな。もっとも、いくらアニゼット様をたきつけても、あのスタンピードの時のようにコルドン将軍は命令書に承しよう諾だくのサインはしないだろう。命令書がなくては部隊は動かぬよ、勝手に動かせば命令違反で銃じゆう殺さつ刑けいだ」

　カルタは首を振った。

「通常の軍隊ならば、命令書に将しよう軍ぐんのサインを必要とします。しかし、近衛このえ連隊は軍の組織の一員であると同時に王の親衛隊としての立場も併せ持っております。王の印章を押した王の命令書があれば、そちらが優先します。決して命令違反ではありません」

　キナリレーは目を見開いたあとで、ああ、そうか、という風にうなずいた。

「なぜそれを知って……そうか、お前は近衛連隊の隊長をやっていたのだったな……確かにお前の言うとおりだ、近衛連隊は王の命に従い、王を守る最後の砦とりでなり……たとえクーデターや反乱などが起きて、軍が王の敵に回ったとしても、近衛連隊は最後まで王を守る。そのために作られた特例の規則があるのは事実だ。しかし、王の印章は王がお持ちになっているのだ、いかにアニゼット様が王家の血を引く御方だとしても、王の承諾は得られないにちがいない。どちらにしろお前のやろうとしていることは無む駄だ足あしだ」

　キナリレーの言葉は厳しかった。それは、カルタの身を案じているがゆえの厳しさだった。

　コルドン将軍が、東とう域いき国のグレンダラン攻略が陽動であると断じた以上、いかなる理由があるにせよ、それに逆らう独断の行動は、軍法会議の対象である。

　参さん謀ぼうに許されているのは作戦計画の立案であり、行動ではないのだ。

　カルタはしばらく黙ったまま考え込んでいたが、やがて、顔を上げると、静かに言った。

「では……近衛連隊をはじめとする、西せい域いき国軍の部隊を使わぬ方法ならば、よろしいのですね？」

　キナリレーは、狐きつねにつままれたような顔になった。

「軍の部隊を使わずにグレンダランを防衛する方法だと？　そんなことは不可能だ」

　カルタは静かな口調のまま答えた。

「考えてみると、今の状況は、あのスタンピードの時に実によく似ています。ケリンたちがあの何万という数のエズオルが襲い来るグレンダランで生き延びた理由は何でしょう？　軍の連中は、それを連発銃のおかげだと信じています。だが、本当の理由は違います……いくら連発銃があったとしても、戦ったのが六三三銃じゆう士し隊の隊員だけだったとしたら、果たしてグレンダランの人々は生き残ることができたでしょうか？」

　キナリレーの目がまん丸になった。

「まさか……貴様は……」

　カルタはうなずいた。

「市民に協力を求めるのです。それしか方法はありません！　我々は禁きん忌きを捨て去り銃を改良し蒸気車を蘇らせた。しかし、禁忌とは技術だけに科せられたものではありません。この社会の中にある士族と平民という身分に関する禁忌もまた捨て去るべき禁忌だと私は思うのです。押し寄せるエズオルを前にしたとき、グレンダランの街の人々の間に士族だ平民だという枠わくは無かったのです。それと同じことが今再び起こっていいます。こんどは一地方都市ではない、この西せい域いき国全体が脅威に晒さらされているのです！　私が言っていることを聞いた軍関係者は、おそらく私のことを危険思想の持ち主だと捉えるでしょう。しかし、誰かがこの身分の枠わくを壊こわし、禁きん忌きを捨て去らねば、本当の自由な未来は訪れないと私は思います」

　その言葉を聞いたキナリレーは、青ざめた顔で答えた。

「しかし……人を集めても東とう域いき国の正規軍に勝てるとは思えん、彼らは兵士ではない！　戦い方も銃じゆうの使い方すら知らん……そんな者たちを集めても戦力とは呼べない！」

「確かに正規軍を相手に戦えるとは私も考えてはいません。しかし、正規軍でない相手なら、戦えるのではないでしょうか？　後方の補給路の橋を落としたり、渡船を沈めたり、という後方の攪かく乱らんなら、充分にやれるはずだと私は考えます……地図を見て下さい」

　ケリンは、そう言うとテーブルの上に広げた地図を指差した。

「ここが、攻略されているグレダラン、そしてここがＤデイー・Ｄデイーが知らせてきた渡河地点の中なか洲すです。敵はここを渡ってグレンダランを攻め落とすつもりでいるのでしょうが、見てのとおりかなりの距離があります、敵の補給物資は河を渡ったあと、馬車で半日の距離を運ばねばならないのです。この長い補給路のどこかには待ち伏せをかけることのできる場所がいくつもあるのではないでしょうか？　そうやって補給を断つことにより、敵を弱体化させていくことができると思います」

　地図を覗のぞき込んだキナリレーは、難しそうな顔をした。

「その方法は、確かに効果的かもしれん、しかし、即効性が無い。グレンダランが攻略されれば、六三三銃じゆう士し隊は目の前の敵と戦うことになるのだ。その敵をなんとかしなくては、応援の意味がない。それに、こことグレンダランとの距離をどうするのだ？　今、この瞬間にデメララを発ち、ぶっとおしで馬車を走らせたとしても、グレンダランに着くのは明日の夜半を過ぎた頃だ。もし、Ｄ・Ｄの報告のとおり、グレンダランに向かっている敵が本格的な攻略部隊ならば、敵は渡河を終え、グレンダランに砲ほう撃げきを加えているか、もしくはグレンダランが陥かん落らくしているか、そのどちらかだろう……」

　カルタは唇くちびるを噛かんでうつむいた。

　目の前に西域国の南部州の地図が広がっていた。

　……くそ、俺おれは、ここでこうしているだけで、何もできないっていうのか。

　確かに、人を集めることはできる。そして補給路の寸断や後方攪かく乱らんならやれるだろう……しかしそれには即効性は無い。ここからグレンダランは、あまりにも遠すぎる。

　地図に注がれたカルタの視線は、バンドール河沿いにグレンダランから北上しはじめた。

　……東域国には、河沿いに小さな街がいくつもあるんだな……陸路を主体にして交通網を発達させた西域国と違い、バンドール河の支流がいくつも流れている東域国は、それを使って水路を主体として交通網を発達させたからだろう。

　支流がバンドール河と合流するその合流点に小さな街がいくつもできたのは、そのためなんだろうな。

　そして、そのとき、カルタの頭に何かがひらめいた。

　……そうか！　攻撃を仕掛け、後方攪かく乱らんをするのは、グレンダランの近くでなくともいいんだ！　東とう域いき国全体が後方のようなものなんだ！

　カルタは顔を上げた。

「我々は、グレンダランには行きません。河を渡り、敵地に攻め込みます。東域国も西せい域いき国も、兵力は限られています。グレンダランに東域国の侵攻部隊の本隊が行っているとすれば、国境地帯はおそらく手薄です。そこをついて我々は今夜船に乗ってバンドール河をくだり、対岸の街を占領し、さらに移動しつつ東域国内に混乱を引き起こします！

　自分の家が火事になっていると聞けば、よその国までふらふら出歩いている連中も慌あわてて戻って来るはずです！」

　キナリレーは、一瞬あっけに取られたような顔をしたあとで首を振った。

「いや、それは無理だ。確かに緒戦は上う手まくいくかもしれないが、敵地の中での行動は制約が大きすぎる、包囲されて全滅するのが落ちだぞ」

　カルタは、にやっと笑って言った。

「そういうときのための電撃戦です」

　キナリレーは再び目を見開いた。

「あれをやるつもりか！」

「ええ、東域国には西域国のような電鈴通信の設備がありません。その通信の遅れを逆さか手てにとって包囲される前に動き、常に動き続けることで敵を翻ほん弄ろうし、虚像を膨ふくれ上がらせます。そうすれば二百人の寄せ集めでも、敵には千人の部隊のように見えるでしょう」

　カルタの言葉を聞いたキナリレーは小さくうなずいたあとで、眉まゆをひそめた。

「確かにそれが成功すれば効果的だろう……だが、一つだけ問題がある」

「問題……と、言いますと？」

「君の率いるその市民義勇兵は、西域国が公式に認めた兵士ではない。武器も補給も一切受けることができない。編成できたとしても、その部隊はあくまでもイレギュラーであり、軍の公式ルートに乗せることはできないのだ。私にできるのは、君に平民を軍属として使用する許可を与えることぐらいのものだ……君たちは軍と国家から一切のバックアップを受けることのできない存在として戦わねばならない」

　カルタは笑った。

「構いません、損得とか、利害とか、そんなものとは無縁でケリンたちを助けたいって連中はきっといます。助けが必要な人間がいれば、まず最初にするべきことは行動することです。手を差し伸べ、何とかすることです。なぜ、それが必要なのか、どうしてそれが必要なのか、誰がやるべきか、そんな理屈とか論議なんてのは椅い子すに座って動かない連中に任せておけばいいんですよ。何もやらないで、何かをやった人間にケチをつけることが仕事だと思い込んでる人間なんか放っておけばいいんです。まず大切なのは何かをすることです！」

　キナリレーはうなずいた。

「確かに……君の言うとおりだ。今はまず行動を起こすことが大切だ。私の知り合いやら何やらとことん手を回して、できる限りのことはやっておこう。こう見えても私は結構顔が広いのだよ」

　カルタは立ち上がると敬礼した。

「では、私はこれより市民義勇兵を募つのり、グレンダランで防衛戦を展開中の六三三銃じゆう士し隊の支援行動を起こします！」

「よろしく頼む！」

　キナリレーが立ち上がって答礼した。




　デメララの街を、夕日と呼ばれる寸前にまで西に傾いた太陽が照らしていた。

　デメララの市街を同心円状に何本も走る広い大通りの最も外側。

　下級士族の家族などが住むその区域には平屋の集合住宅……いわゆる長屋と呼ばれる建物がいくつも立ち並んでいる。

　その一番奥にある長屋の広い板の間の中で、一人の大男が床に敷かれた、薄い敷物の上で腕を組み、あぐらをかいて座っていた。

　そこは長屋の二軒ぶんの部屋の壁をすべてぶちぬいて作られた体術の道場の一角だった。

　大男の名前は、クローブ・ミルダモン。この体術道場の道場主にして、グレンダランで戦っている六三三銃士隊の隊長、ケリン・ミルダモンの父親である。

　その父親が座っている広い板の間には、もう一人。西せい域いき国正規軍の軍服を着た若い男が座っていた。

　その若い軍人の言葉を聞いたとたん、今まで泰たい然ぜん自じ若じやくとしていたクローブの顔つきが変わった。

「グレンダランだと？　なぜだ？　東とう域いき国はレゲマン鉄橋を攻めているって話だぞ！　お前さんの言ってることはまちがいないのか？　カルタ！」

　軍服姿の若者……カルタは、大きくうなずいた。

「私はＤデイー・Ｄデイーの言っていることを信じます。今回の戦争の原因は鉄です。つまり東域国の目的は鉄なのです。東域国も西域国も、どちらも相手の国を完全に制圧できるほどの戦力はありません。確かに全兵力を投入すれば相手の国の首都を攻め落とすことはできるかもしれませんが、戦争は首都が陥かん落らくすれば戦争が終わるというルールが定められたゲームではないのです。

　しかし、参さん謀ぼう本部の連中の頭の中には、今まで延々とやってきた、図上演習や攻略シミュレーションのルールが染み付いてしまっており、敵の目標は首都であると信じて疑っていません。東とう域いき国はその固定観念を突いたのだと思います」

　クローブは、その分厚い胸板の前で太い腕を組んだ。

　腕に、赤松の幹のように筋肉の盛り上がりが見えた。

「そうか、そう言われてみればお前さんの言っている方が正しいようだな……だが、だからと言っていきなり平民をかき集めるというのも無む茶ちやな話だぞ」

「無理な話でしょうか？」

　カルタの顔が曇った。

「いや、無理だとは言ってねえ、無茶だ、と言っている。てめえのガキが命がけで戦おうっていうときに、親がのほほんとしているわけにはいかねえし。俺おれが一声かけりゃ命知らずの腕っ節ぷしの強ええ連中が、わさわさ集まって来やがる。ケリンの昔の仲間や、お前さんの昔の仲間……要するにパッサーズだのマイヤーズとか名乗ってる連中も声をかけりゃ、集まって来るだろう……人数にはこと欠かねえと思う。人を集めるのは構わねえが……問題が一つあるな……」

「問題と言いますと？」

「生きのいい腕っ節の強い連中をかき集めるのはいい、問題はそいつらを率いて東域国に攻め込んだときの話だ。俺たちは正規軍じゃねえ。それどころか軍人ですらねえ、ただの平民だ。軍人が集団で補給の馬車や渡船を襲撃するのは戦争だけどよ、平民がそれをやったら、盗とう賊ぞく団と変わんねえってことだぞ」

　カルタは、クローブのような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男たちが、喚かん声せいを上げながら集団で馬車を襲っている光景を思い浮かべた。

「……たしかに、それはどう見ても山さん賊ぞくですね」

「だろ？　軍隊ってのは、一応は国の意志を受けて戦ってるわけだ。だから降伏とか、捕ほ虜りよとかの手続きや、取り扱いについてのいろいろなルールが国同士で決められている。でもよ、俺たちにはそのルールが適用されねえとなれば、俺たちは単なる犯罪者になっちまうんじゃねえかと思うんだ……何というか、こう、偉い人のお墨すみ付きと制服みてえなものがあれば、一応は軍隊としての格好はつくと思うんだが、なんとかならねえかな」

「お墨付きと、制服ですか……」

　カルタは考え込んだ。

　……参謀長のキナリレー殿どのからは、正式の命令書や任命書、そして装備を出すことはできないと言われたが……ここは一つ、臨機応変事後承しよう諾だくといくしかないか。

　何かを決断したように、小さくうなずいたカルタは、顔を上げてクローブに聞いた。

「クローブ殿どの、あなたの兵士としての経験から見て、これから集まってくる人間は、兵士として使い物になると思いますか？」

　クローブは眉まゆをひそめた。

「一人前の兵士ってのはとてもじゃないが無理ってものだ。ちゃんとした指導役の兵士がついているなら、見よう見まねで見習い新兵なみに使えるかもしれねえが、指導者も何もついていなけりゃ……まあ、いい大人おとなが戦争ごっこやってるようなものだろうよ」

「やはりそうでしょうね……だとすると、市民義勇兵を戦いに用いるには、お墨すみ付き、制服、そして指導役の兵士、この三つが必要になるというわけですね」

　何かを思いついたようなカルタの顔を見ていたクローブが、にやっと笑って言った。

「そう言やあ、近衛このえ連隊には必要なものが全部揃ってるよなあ……アニゼット様の王族としてのお墨付き、装備の予備、んでもって良く訓練された指導役の兵士……」

　クローブの顔を見たカルタは同じように、にやっと笑った。

「お考えになることは同じですね……」

　クローブは大きくうなずくと、立ち上がった。

「そうと決まれば、時間がもったいねえ。若い衆とケリンやお前さんの昔の仲間を集めるのは、俺おれの門下生にやらせよう。俺はお前さんと一緒に近衛連隊の兵舎に行って、そこで話を通してみよう……近衛連隊には生き真ま面じ目めなヤツが多いが、中には融通の効く顔なじみも何人かいるからな」

「わかりました、よろしくお願いします！」

　カルタとクローブが道場を出たとき、すでに日は傾き、地平へと沈もうとしていた。

　そのとき、道場の入り口の戸から誰かが揺すっているような小さなカタカタという音が聞こえて来た。

「ん？　なんだ？」

　怪け訝げんな顔をするクローブに、カルタが玄関脇に掛けてある絵を指さして言った。

「地震のようですね、絵が揺れています」

　カルタの言うとおりだった。紐ひもでぶら下げたその小さな絵の額がく縁ぶちが、左右に揺れていた。

「たいしたことはねえようだが……最近小さな地震が多いな」

「ええ、そのうち大きなヤツが来るんじゃないかとウワサもありましたけど……今は戦争でそんなウワサをする人もいませんね」

　クローブはうなずいた。

「いつ起こるかわかんねえ地震より、目の前の戦争のほうが気になるのは当たり前だな……さて、俺と一緒に近衛連隊の下か士し官かん連中のところに行こうぜ！」

「はい、よろしくお願いします！」

　カルタとクローブの二人は、夕暮れのデメララの街の中に小走りに消えて行った。




　近衛連隊の連隊長の制服を脱ぎ、ゆったりとした部屋着に着替えたアニゼットが、王宮の中にある私室で、本を読み始めたのは午後十時近かった。

　指揮官であるアニゼットは、当直の日には近衛このえ連隊本部の建物にある仮眠室で部下と共に仮眠を取ることもあるが、それ以外の日は居宅である王宮の方で寝るのが慣習となっていた。

　東とう域いき国との戦争が始まってからは、各部隊の指揮官は、自宅に帰ることは許されず、駐ちゆう屯とん地などに泊り込みになっていたが、近衛連隊の場合は本部の建物が王宮の敷地内にあることから、アニゼットが居室で寝ることは特例として認められていた。

　アニゼット自身は他ほかの指揮官と同等に仮眠室での寝泊りを主張したのだが、軍の上層部と、そして重臣たちが王家の血を引くアニゼットに何かあってはならないとして、半ば命令の形を取ってアニゼットを自室に帰らせていたのだ。

　本を読み終わったアニゼットは、ベッドサイドにある有機交流照明の灯あかりを消した。

　窓の外から差し込むぼんやりとした光が寝室の一部を浮かび上がらせたそのとき、アニゼットは、隣にある控え室のさらに奥にある執務室で、何かが動くような音を聞いた。

　……執事のセバスチャンが、何か片付け物でもしているのか？

　アニゼットは、視線を窓の外に投げた。

　窓の外には、王宮の塔の円筒形の外壁が見えた。しかし、その壁は夜の闇やみに沈んでいた。

　その暗闇を見たとき、アニゼットの心の中に疑ぎ心しんが湧わいた。

　……執務室に灯りがついていないのか？　もし、人がいるならば当然灯りをつける。そうすれば窓から漏もれた光で、あの塔の外壁はもっと明るくなるはずだ。

　ベッドから起き上がったアニゼットは足音を忍ばせて、窓に近づくと、ガラスに頬ほおを寄せて執務室の方角を見た。

　執務室の窓は闇の中に沈んでいた。

　アニゼットは窓際から、隣にある居間に通じるドアの前に移動し、そこに片膝ひざをついて身体からだを安定させると、目を閉じ息を殺して執務室の気配をうかがった。

　こうして身体を安定させると、体の余分な力が抜け、その分気配を感じやすくなることを、アニゼットは知っていた。

　二呼吸、三呼吸。

　息を吸って吐はくたびに感覚が研とぎ澄まされていくのがわかる。

　そして神経が、ぴんと張り詰められたそのとき。

　アニゼットは、執務室の中で明らかに何かが動く気配を感じ取った。

　……間違いない……人だ！

　すっと音も無く立ち上がったアニゼットは、そのまま足音を殺して寝室の壁に立てかけられていた細身の剣に近づき、それを鞘さやから抜いた。

　研とぎ上げられた細身の剣の表面に映ったアニゼットの顔は、唇くちびるの端に、凄すごみのある微笑を浮かベていた。

　……王宮に賊ぞくとはな……何者かは知らぬが、その大だい胆たんさ、誉ほめてやろう……生きていればの話だが。

　アニゼットは、ベッドサイドの明かりを消すと居間に通じるドアのノブにそっと手を伸ばし、細心の注意を込めてそれを回した。

　人の気配を消すように一歩一歩少しずつ居間を横断して執務室に近づくアニゼットの脳のう裏りには、自分で危険を冒さずとも、人を呼べばそれで済むのに……という、合理的で賢い考えも浮かんでいた。しかし、その考えよりも何よりも、好奇心とプライドの方が勝まさっていた。

　女のくせに、剣を振り回し兵士の真ま似ね事ごとをして、いい気になっている、だの何だの影で言っている女官どもや、嫁よめの貰もらい手が無くなるだの何だのうるさい王家の親族どもに、私の実力を見せてやるのだ！　……盗とう賊ぞくか、東とう域いき国の間かん者じやかわからぬが、この私が一撃で仕留めて見せる！　こんなことで人を呼んだのでは私の沽こ券けんにかかわる！

　アニゼットは頭の中に浮かんだ『合理的で賢い考え』を振り払うように小さく首を振ると、細身の剣の柄つかを握り直した。

　執務室は、闇やみの中に沈んでいた。




　二十センテほどドアを開け、その隙すき間まから部屋の中をうかがったアニゼットは、一瞬戸惑った。

　さっきまで部屋の中にあった人の気配が完全に消えていたのだ。

　アニゼットは、そのままの姿勢で、室内に視線を走らせた。

　机、椅い子す、書類キャビネットなどの執務室の中にある調度品が、ぼんやりと闇の中に沈んでいるが、さっきまで感じていたはずの人の気配が無い。

　ドアをさらに開けて、そっと右上半身を執務室の中に入れたアニゼットは右手に持っていた細身の剣を身体からだの右前に構えた。

　ドアを開けて室内に入ったことで視界がさらに広がり、執務室の中が見渡せた。

　室内に視線を走らせるが、これといって荒らされた様子も無いように見える。しかし、視線を戻したとき、アニゼットは公文書用の書類が入っているレターケースと、その脇にある公印が納められている引き出しが、わずかに開いているのに気が付いた。

　……命令書と公印を入れた引出しは鍵をかけておいたはずだ！　あれを使えば偽にせの命令書を作ることができる……近衛このえ連隊の中でしか効力は無いが、悪用されれば大変なことになるぞ！

　アニゼットが思わず一歩踏み出したそのとき、誰かの手が　剣を持った右手をつかんだ。

　思わず手を引いて身構えるより早く、その誰かが、あとから手を回し口を塞ふさいだ。

　太い男の手だった。

　アニゼットは全身の力を込めてその手を振り解ほどこうとしたが、その男はアニゼットの身体の動きをいなすように身体をそらすと、右手の手首の関節を順手に固めて、くるりと内側に回した。

　……こいつ……ただ者ではない！

　アニゼットは必死に刀を握っていたが、腕と手首を回されたため、どうしても力が入らない。そして、男が手を振ると、握っていた力が抜け、アニゼットの手から刀が落ちた。

　……くそ！　こうなれば死に物狂いで暴れ、人を呼ぶしかない！

　思い切り身体からだをそらして男の鼻はな面づらに頭ず突つきを食らわせようとしたアニゼットの目に、後ろから口を押さえている男の横顔が飛び込んできた。

「……!!」
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　その驚きが男にも伝わったのだろう、男はアニゼットの耳にささやいた。

「申し訳ありません、アニゼット様……ちゃんと事情をご説明します……人を呼ぶのだけはごかんべん願えませんか」

　アニゼットは目を見開いたままうなずいた。

　その身体から力が抜けたのを確認した男は、小さく息を吐はくと、アニゼットの口を押さえていた左手と、手首をつかんでいた右手を外し、一歩飛び下がって、その場に片かた膝ひざをついた。

　振り向いたアニゼットは思わず叫んでしまった。

「カルタ！　貴様！」

　片膝をついていたカルタが顔を上げた。

「アニゼット様！　約束が違います！」




　王宮の廊下の突き当たりにある控え室で、机の上に頬ほお杖づえをついて、居い眠ねむりをしていた衛えい視しは、アニゼットの声を聞いて、我に返った。

　あわてて身体からだを起こし、左右を見回した衛視は、机の上に置いてあるヘルメットをかぶって、奥で休きゆう憩けいしていた同どう僚りように一声かけた。

「おい！　アニゼット様の部屋で何かあったみたいだぞ！　俺おれは先に行く！」

　そして、控え室の出入り口の脇に立てかけてあった、長い樫かしの棒に鉄の鋲びようを打った警けい杖じようを小脇に抱え込むと、そのまま廊下へと飛び出した。

　そのまま長い廊下を走って、執務室の前まで来た衛視は、そこで腰に下げた鍵束を取り出して、執務室のドアの鍵を開けて、室内に入った。

　執務室は、いわば公務所であり、衛視の管かん轄かつになるが、隣接している控え室から先はアニゼットの私室となり、衛視が立ち入ることはない。そこは侍じ女じよと執事の管理する区域である。

　衛視は、壁伝いに歩いて右手を伸ばし、執務室の照明のスイッチを入れた。

　警杖を構え直し、電気照明に照らし出された執務室の中を油断の無い目で見回していると、奥の控え室に通じるドアが開いた。

　そこに立っていたのは、部屋着姿のアニゼットだった。

　衛視が何かを言う前にアニゼットが頭を下げた。

「すまん、騒がせてしまったようだな……」

　衛視はあわてて背筋を伸ばすと敬礼して言った、

「あ、いえ、アニゼット様の声が聞こえたようでしたので、やって来たのですが、何かあったのでしょうか？」

　アニゼットは少し上気したような赤い顔で下を向いた。

「あ、ああ。ちょっとな……なんというか、変な夢を見たらしい。あれは……その……寝言だ、気にしなくてもいい」

「寝言……で、ございますか？」

　目を丸くする衛視に向かって、アニゼットはうなずいた。

「東とう域いき国との戦端が開かれてから、いろいろ忙しくて、どうも眠りが浅いようだ……騒がせて申し訳なかった。警戒心を怠らぬその忠勤ぶり、しかと見せてもらった、礼を言うぞ」

　衛視はあわてて首を振った。

「あ、いえ、礼などとんでもございません！　職務ですので……何事も無ければ、私は控え室に戻らせていただきます！」

　そして、衛視は振り向くと、執務室の入り口に集まっていた仲間の衛視や執事、そして寝巻き姿の侍じ女じよたちに向かって首を振った。

「なんでもないそうだ、騒がせて悪かった。みんな、自分の部屋に戻ってくれ」

　執務室の入り口に集まっていた人々が、ほっとしたような顔を見合わせて、がやがやと言いながら自分の部屋に戻って行くのを見送った衛視は、アニゼットの方に向かって軽く一礼すると、壁のスイッチを操作して執務室の明かりを消した。

　私室に戻って来たアニゼットは、後ろ手でドアを閉めると、寝室に向かって小さな声で呼びかけた。

「もう大丈夫だ、出て来い」

　そして、寝室からばつの悪そうな顔つきで出てきたカルタを見み据すえたアニゼットは、胸の前で腕を組んだまま静かに言った。

「さて……説明してもらおうか、貴様が夜中に王宮に忍び込んだその理由とやらを……」







　第六章　「侵攻開始」







　西せい域いき国の南部州の州都グレンダランの周囲は、石を積んで造られた堅固な城壁によって囲われている。

　西域国にある都市の中で、このようなしっかりとした造りの城壁を持っている都市は、このグレンダランと、そして首都のデメララだけである。

　その昔、この地は鬱うつ蒼そうとした森林に覆おおわれ、エズオルの跳ちよう梁りようする未開の土地であった。

　この地を訪れた先人は、近くにあるグレン台地が、巨大な鉄鉱石の塊かたまりであることを知り、この地に製鉄所を建設することを決めた。

　すぐ近くを流れるグレン川の水力と、そして周辺の木々を材料とした木炭が手に入ることがその理由だった。

　そして、森林の伐採が始まるのとエズオルの襲撃が始まるのは同時だった。

　この地の開拓を始めた人々は、襲い来るエズオルの群れから自分たちの家族を守るために、村を高い塀へいで囲った。

　そして製鉄の燃料となる木炭を生産するために、この地にあった森林は姿を消し、大きく生態系が変えられ、森林の中で最強の生物だったエズオルは森と共に南の丘陵地帯に消えた。そして、小型の足の速い夜行性の肉食獣じゆうが、この草原に繁殖することとなった。

　グレンダランでは、城壁はエズオルから身を守るものではなく、この夜行獣ナイトウオーカーの城内への侵入を防止するためのものとしてその役割を変えていった。

　街は大きくなり時代は変わっても、街を守る城壁は、引き継がれ補強され、堅固になっていった。そして、この先祖から引き継がれた知恵の結晶である城壁が、この街をスタンピードから救ったのだ。

　そして今、グレンダランの城壁は、今まで一度も経験したことのない相手を迎え撃つこととなった。それはエズオルでも夜行獣でもない、人間の軍隊という敵である。

　いつもなら日が落ちるのと同時に閉ざされる城門は、この日、大きく開かれ、城門の前には、夜行獣を寄せ付けないために、大きなかがり火がいくつも掲げられていた。

　門の外を照らすその、かがり火の下には、六三三銃じゆう士し隊の事務官や、留守番の兵士たちに、てきぱきと指示命令を下すＤデイー・Ｄデイーの姿があった。

「もうじき撤てつ収しゆう部隊を乗せた馬車が到着する！　重傷者はすでにこのグレンダランに搬はん送そうされているが、軽傷者は一緒に撤てつ退たいしてくるはずだ。馬車から降りたら、直ただちに負傷の有無を確認して、負傷のあるものは直ちに病院へ向かわせろ！　それ以外の連中は、とりあえず温かい飲み物を渡して、一休みさせてから隊の駐ちゆう屯とん地へ収容する。銃じゆう器き研究所の所員たちも同じように……いや、もっと丁てい重ちように扱え！　全員を士官待遇で扱うんだ！」

　部下に指示を与えたあとで、Ｄデイー・Ｄデイーは、後ろを振り返った。

　城壁の向こうに、グレンダランの街並みが見えた。

　夜の闇やみの中にそびえたつ総そう督とく府の建物や、大きなギルドの建物の窓からは、有機交流照明の青い光が。そして、その下に広がる旧市街地の家々の窓からは、ランプの橙だいだい色の明かりが漏もれていた。

　Ｄ・Ｄには、街が、よそよそしく顔をそむけているように見えた。

　……バンドール河の中なか州すで必死に防戦していたケリンたちが、闇にまぎれて脱出し、帰って来るというのに、誰一人迎えに出て来ない。

　あいつらから見れば、ケリンたちは、頼みもしない戦争という名前の疫やく病びよう神がみを引き連れて帰って来る、伝染病の患者にしか見えないのかもしれない。

　でも、世の中には、嫌いやだから、そんな目に遭あいたくないから、と言って拒否できるものと、できないものがある。

　あそこにいる連中にはそれがわかっていない。いや、わかっているけど、わかりたくないんだ。まるで悪い知らせは聞きたくないと言って両耳を塞ふさぎ、駄だ々だをこねて背中を向けてうずくまる子供のようだ。

　そのとき、部下の一人が声を上げた。

「灯あかりが見えました！　馬車の側そく灯とうです！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは振り返ると、目を凝こらした。

「あそこです！　街道の先！　一キロテほど先の丘の上です」

　部下の指差した方角に、遠く瞬またたく小さな橙だいだい色の光が見えた。

　その灯りの後方から、いくつも同じような小さな灯りが見え始めた。

「間違いない、あれは馬車の列だ！」

　その一列になった小さな灯りは、ゆっくりと下がり闇やみの中へ消えていき、またゆっくりと姿を現した。

　丘陵に沿って近づいてくるために、丘を下ると灯りが消え、丘を登ってくるとまた見えるのだ。その消えたり見えたりを繰り返しながら、灯りは少しずつ大きくなってきた。

　そして十五分ほど過ぎた頃、馬車の車輪の音が聞こえ始め、灯りは炎ほのおの形を取り始めた。

　Ｄ・Ｄは、近くにあったかがり火に近づくと、そこにあった一本の燃える薪まきをつかんだ。

　舞い上がる火の粉が目に入らぬように目を細めてその薪を引っ張り出したＤ・Ｄは、燃え上がる薪を掲げたまま五、六歩前に出ると、それを大きく左右に振った。

　その合図がわかったのだろう、しばらくすると、馬車の方でもランプを振り返してきた。

　Ｄ・Ｄは、小さくうなずくと、薪をかがり火の鉄てつ籠かごの中に戻して、部下に言った。

「追撃は受けていないようだな。馬車が城内に入ったらすぐに門を閉めろ。あとの見張りは警備隊に任せるんだ」

　やがて、かがり火の光の中に、馬車がゆっくりと姿を現した。

　先頭の馬車が速度を緩ゆるめると、御ぎよ者しや席の脇に座っていた人間が立ち上がってそのまま馬車から飛び降りて、走って来た。

　それはケリンだった。

　ケリンはＤ・Ｄに駆かけ寄ると、いきなり聞いた。

「よう、Ｄ・Ｄ！　どうだ？　応援は来るのか？」

　Ｄ・Ｄは深刻な顔で首を振った。

「参さん謀ぼう本部からは、何も言ってこない。おそらくこっちに来ているのは陽動部隊だと思い込んでいるんだろう」

　ケリンは眉まゆを寄せた。

「そうか……くそ、なんとか一日稼かせいだんだが。それでもダメだったか」

「どうする？　敵の大砲の砲ほう撃げきを食らったら、このグレンダランの城壁でも持ちこたえることはできないぞ」

　真剣な目で聞いたＤ・Ｄに、ケリンは肩をすくめてから答えた。

「どうすりゃいいのか……まあそれはメシ食って風呂入って、それから考えることとしようぜ、連中も俺おれも硝しよう煙えんと土つち埃ぼこりで真っ黒だからよ」

　ケリンの言葉を聞いたＤデイー・Ｄデイーは、はっとしたようにうなずいた。

「あ、ああそうだ、そうだった。うちの隊員を収容するのが先だった。駐ちゆう屯とん地に食事とシャワーの用意をさせてある。負傷者はどこにいる？」

「負傷者はまとめて三台目の大型馬車に乗せておいたぞ」

「よし、その馬車はそのまま病院に向かわせよう。とりあえずお前は、俺おれと一緒に来い、総そう督とくに報告だ」

「わかった……」

　ケリンはうなずくと、後ろの馬車から降り立った隊員たちに、指示しているハンキーに向かって言った。

「おい、ハンキー！　負傷者の馬車はそのまま病院に直行させろ！　話はついているそうだ。俺はＤ・Ｄと総督の所に報告に行かなくちゃならねえ、悪いがあとのことは頼んだぞ！」

　ハンキーはうなずいた。

「わかりやした！　こいつらにメシ食わせて、風呂入れて、んでもって武器の手入れと明日の準備、しっかりやらせときやす！」

「頼んだぜ！」

　笑って敬礼を返したハンキーに、軽く敬礼を返したあとで、ケリンはＤ・Ｄに向き直った。

「これでいい、さあ、総督の爺じいさんの所に行こうぜ」

　気が付くと、馬車から降り立つ兵士たちの声や、身につけた装備がぶつかり合うガチャガチャという金属音で、急ににぎやかになった城門の周りに、街の人々が集まっていた。

　人々は、安あん堵どというより不安に満ちた顔で、兵士たちを見つめていた。




　ミントが宿屋に帰って来たのは、午前三時を回っていた。

　宿屋では、女将おかみさんが寝ずにミントの帰りを待っていた。

　驚くミントに向かって、女将さんは笑って言った。

「温かい食事と、お風呂の用意もできてるよ、夕方、Ｄ・Ｄさんが来て、帰りが遅くなるけど世話を頼むって言いに来たんだよ……もっとも、そんなこと言われなくたって、ちゃんとミントちゃんが帰って来たときの用意はしておいたけどね」

「すみません……こんな夜遅くまで……」

　ミントは恐きよう縮しゆくしながら頭を下げた。

　この宿屋は、ミントが家代わりに使っている宿屋だった。

　軍務局の要請で大砲の研究を始めたミントは、最初、このグレンダランにある自分の家で暮らすつもりだった。しかし軍務局は一人暮らしのミントが研究に専念できるように、という理由で、食事の世話などに気を使わないで済むように、長期宿泊が可能な宿屋を予約してしまっていた。

　グレンダランに来て、そのことを知ったミントは、最初、宿屋を断ろうかと考えたが、宿屋の女将おかみさんが死んだ母の古い友人であることを知って、この宿屋に世話になることに決めた。

　温め直したスープの皿をテーブルに並べながら女将さんが言った。

「ケリン隊長さんと一緒に、戦って来たんだって？　女の子が、あんまり危ないことをするもんじゃないとあたしは思うけどねえ……」

「うん、おばさんの言うことはもっともなんだけど……ケリンを助けることができるのは、私の作った大砲だけで、私しか扱うことができなかったから、仕方ないんだよ」

「そりゃあそうかもしれないけど、あんたは兵隊さんじゃないんだよ。戦争なんて危ないことは兵隊さんに任せておけばいいんだよ。あんたにもしものことがあったら、死んだ母さんがどんなに悲しむか……」

　ミントは素直に頭を下げた。

「ありがとうございます、心配していただいて……」

　女将さんは腰に手を当ててため息をついた。

「それはそうと、夕べ街で変なウワサを聞いたんだけどね……ケリン隊長がこの街に戻って来たのは、このグレンダランに籠ろう城じようして、街の住民を弾除けの盾たての代わりに使うつもりに違いない……って言うんだよ」

　スープを飲んでいたミントは思わず顔を上げた。

「ケリンが、そんなことするわけない！」

　女将さんはうなずいた。

「そうそう、だからね、あたしも言ってやったんだ。そんなことあるわけない！　ってね。けどね。あのスタンピードのときに、ケリン隊長がどんだけがんばったか知らない連中は、結構このウワサを信じちゃってるみたいなんだよ……なんか、街の空気がトゲトゲしくてさ。なんか嫌いやだねこういうのって……」

　ミントは目の前のスープ皿に目を落として考え込んだ。

　……ケリンがそんなことするわけがない。それはわかってる。

　でも、あの東とう域いき国の大砲の砲ほう撃げきから身を守るには、この街の城壁の中に立て籠こもるしかないというのは事実だ。

　この街が砲撃にさらされれば、当然街の人々の中に犠牲者が出る。住民を避ひ難なんさせたとしても、街は破壊され、廃はい墟きよになってしまうだろう。

　家や財産を失った、この街の人々は、きっとケリンを憎み、恨うらむだろう……。

　それは仕方が無いことなのかもしれない。でも、ケリンはそれを仕方が無いことだと言って切って捨てることができるだろうか？

　ミントは手に持ったスプーンをテーブルに置いた。

「おや、どうしたんだい？　口に合わなかったかねえ？」

　驚いたように目を見開いた女将おかみさんに向かってミントは微笑ほほえみながら首を振った。

「いいえ、すごくおいしかったんだけど……なんか食欲が……きっと疲れすぎちゃったんだと思うの……」

　女将さんは、ほっとしたような顔になったあとでうなずいた。

「そりゃあ疲れもするだろうよ、食事はこのくらいにして寝たほうがいいかもしれないね。おなかがすいたらいつでも言っておくれ、すぐに食べられるようなものを用意しておくから」

「はい、すみません……」

　ミントは、頭を下げると食堂の椅い子すから立ち上がった。

　二階にある自分の部屋に向かって階段を登りながらミントは、考えていた。

　……ケリンは、一体どうするつもりなんだろう。

　部屋の窓から見上げた夜空には、朝の気配が忍び寄っていた。

　ベッドにもぐりこんだミントを、糊のりの利いた清潔なシーツの匂いが包み込む。

　疲れきった手足がゆっくりとベッドに沈んでいくような感触を感じながら、消えてゆくミントの意識が考えたのはこの一言だった。

　……きっと……短い眠ねむりになるだろうな。




　夜が明けようとしていた。

　バンドール河の東岸にある東とう域いき国軍の前線指揮所の前に立って、青い色が混じり始めた空を見上げていたシンルーは、視線を空から地面に移すと、目の前に立つ伝令員に向かって静かに言った。

「物体の輪りん郭かくが見える程度の明るさになったな。手はずどおり、偵てい察さつ要員を乗せた小船を中なか州すに向けて出発させろ」

「了解しました！」

　シンルーの横に立って、敬礼して走り去って行く伝令を見送った参さん謀ぼうが、バンドール河を見て聞いた。

「この視界では、ほとんど判別はつかないのではありませんか？」

　河の上に見えるのは、ただ一面の白い靄もやに閉ざされた空間だった

　気温と水温との差によって生じる霧きりは、時おり濃くなったり薄くなったりしながら河の上を流れていく。

　シンルーはうなずいた。

「確かに視界はほとんど無い。しかし、偵察とは単に目に見えるものだけを見て報告することではない。音を聞き、気配を察し、五感の作用をフルに使って、姿無きを見て音無きを聞く。それが偵察員の任務だ。あの狭い中州の中に二百人からの人間がいれば、そこに必ずなんらかの兆ちよう候こうが見えたり聞こえたりするはずだ。それがわかる人間を偵てい察さつ員にするように指示してある。まあ、確かに軽けい率そつな人間の中には別の意味で姿無きを見て音無きを聞く人間もいるが、それはこちらで人選するときに気を付ければいいだけのことだ……」

　そして、シンルーは笑って付け足した。

「おそらく、あの中なか州すに陣じん取どっていた敵は、夕べのうちに闇やみにまぎれて撤てつ収しゆうしている……あの中州は無人だろう」

　その自信ありげな態度を見て、参さん謀ぼうは驚いたように聞いた。

「なぜ、おわかりになるのですか？」

「決まっている、援軍が来ないからだ。グレンダランの防衛戦力は、当初のまま、おそらく六三三銃じゆう士し隊二百人だな……」

　そしてシンルーは、周りにいる参謀たちを見下したような目で見回して、言葉を続けた。

「昨日の、あの大型ロケット弾の反撃を見て、諸君らは何も気付かなかったのかね？　あの攻撃の意図を……目に見えるものしか見ていないのでは、諸君らは参謀ではない、偵察員以下だ……あのロケット弾を今日の渡河の本番にではなく、昨日のあの場面で使用した理由を考えてみてはどうかね？」

　若い作戦参謀が、おずおずと言った。

「あの攻撃の目的は、明らかに中州の部隊を援護するために行われたものです……もし、敵の戦力に余よ裕ゆうがあるならば、あの場面で使うわけがありません。中州に陣じん取どる連中など捨て駒ごまに過ぎないわけですから、あのまま放置しておけばいいのです、そして、我々渡河部隊の本隊が渡河を始め、あちら側に渡ったそのときに、その集団に向かってあのロケット弾を打ち込めば、我々の損害はかなりのものになったでしょう。しかし、敵はその切り札を中州の部隊を救うために打ち込んだ……つまり、敵にとって、あの中州の部隊は失うわけにいかない貴重な戦力だということになります……」

　その若い参謀を見てシンルーは笑いながらうなずいた。

「そのとおりだ。頭は生きているうちに使った方が人生を楽しく生きることができる……見ていろ、もうすぐ明らかになる、あの中州が空っぽだということがな……」

　やがて、偵てい察さつ員を乗せていた小船が戻って来た。

　霧きりの中を動き回って来たために、びしょ濡ぬれになった偵察員は、指先からぬれた雫しずくを垂らしながらシンルーに敬礼すると、はっきりと言い切った。

「中洲の波打ち際近くまで近づきましたが、話し声一つしませんでした。完全に静まり返っております。中州は無人であると思われます」

　シンルーはうなずいた。

「予想通りだな。では、日の出と同時に予定通り全部隊の渡河を開始！　渡河終了後は、部隊を集結し、補給物資の集積を待ってから、目標であるグレンダランに向かって進撃する！」

　朝焼けの始まった空の下に、進撃開始を告げる東とう域いき国軍の進軍ラッパの音が響き渡り始めた。




　その頃、グレンダランの下町の一角にある集合住宅の一室でも、朝焼けの始まった空を窓から見上げている二人の男がいた。

　東域国軍の総軍ぐん監かんであるシンルー・チュィの密命を受けてグレンダランに潜入していたクイラム中ちゆう尉いとシルトン曹そう長ちようの二人である。

　ずんぐりとした体型のシルトンが、横にいた痩やせた若い男……クイラムに言った。

「いよいよですね。この街の守備隊の連中が朝方に撤てつ収しゆうして来たってことは、我が軍は渡河を始めたってことですよね」

「ああ、守備隊の連中は、さすがに持ちこたえられないと判断して、夜間に撤収したんだろうな。たった二百人の守備隊では防ぎきれるわけがない。一日でも持ちこたえられただけ、たいしたものだ。しかし、その頑がん張ばりも今日で終わりだ。俺おれたちの仕事が一番忙しいのは、今日これからだ、気を緩ゆるめるなよ」

　シルトンはうなずいた。

「わかっています、我が軍の砲ほう弾だんが、この街の中で炸さく裂れつしたその瞬間が、私たちの仕事の成果が問われる時なのですからね……」

　ゆっくりと明るさを増してゆく空から視線をそらさぬまま、クイラムは答えた。

「ああ、シンルー様が立てた計画が成功するかどうかを決めるのは、兵士の銃じゆうでも剣でも、そして、あの大砲でもない。この俺たちだ……撃ち合って殺した人間の数を競うだけが戦争じゃない。戦争ってのは、結局はソロバンで決まるんだ。いかに少ない労力と犠牲で目標を達成することができるか……シンルー様は、そのことだけを考えている。あの方は、できることなら一発も撃たずに、この街を占せん領りようしようと考えているに違いない……」

　そして、クイラムは皮肉な微笑を唇くちびるの端に浮かべると、つぶやくように付け足した。

「この街の守備隊の連中に同情したくなる……自分たちが命がけでやってきたことが、何一つ報われないと知ったら、どんな気分になるか、それを考えるとな……」




　グレンダランに潜入したクイラムたちが、夜明けの空を見上げていたその頃。

　東域国軍の渡河地点の東岸にある物資集積所には、これから始まるグレンダラン侵攻作戦のための物資が大量に積み上げられていた。

　軍隊とは、つまるところ人の集団であり、軍隊を維持していくためには、まず人を維持しなくてはならない。

　一万人の兵力、と一言で言うのは簡単だが、その一万の兵士を養うということはすなわち一万人の衣食住を確保しなければならないということである。そして通常、この兵力一万などというときにはその数字に、戦闘部隊以外の補給輸送部隊の人数を含まない場合が多い。

　つまり、実戦部隊員一万人が動くということは、その一万人の兵士の生活を維持するために、さらに数千人の人間が動くということを意味している。

　これは、ちょっとした地方都市の総人口並みの数字である。つまり軍隊の移動とは、地方都市一つが移動するのに等しいのだ。

　バンドール河の東岸にある物資集積所には、その地方都市一つ分の人間が、五日間にわたって消費するすべての物資が運び込まれていた。

　これらの物資を東とう域いき国内から運んで来るのは、すべて船であった。

　大型の運うん貨か船せんは、荷馬車などの数倍の物資を一回で運ぶことができるため、東域国軍の物資補給は実にスムーズに進んでいた。この、船を使った水運によって、東域国軍のグレンダラン遠征は支えられていたと言っても過言ではない。

　朝靄もやの中から現れた、東域国軍の輸送部隊の運貨船が、ゆっくりと接岸するのを東岸の桟さん橋ばしで見ていた、補給部隊の制服を着た若い兵士が、船を見上げると驚いたように言った。

「すげえ、米が山積みですね、よく沈まないもんだ」

　脇に立って送り状の束を確認していた先せん輩ぱいらしい兵士がうなずいた。

「運貨船ってのは、これくらい積んでも沈まないように造ってあるのさ……」

「この米は何キロテぐらいあるんですか？」

　先輩は送り状を見て答えた。

「お前も輸送部隊の隊員なら、この船くらいの単位になったらキロテじゃなくてトンテを使え。こいつは都合十二トンテ積んであるそうだ」

「へえ、十二トンテって想像もつかないけど……それ、握りメシにしたら何人分くらいあるんでしょう？」

　先輩は呆あきれたような顔になった。

「知るかよそんなこと！　どうやったらそんな馬鹿な質問が湧わいてくるんだ？　一度お前の頭の中を見てみたいもんだ」

　若い兵士は口を尖とがらせて答えた。

「だって、腹が減って仕方ないんですよ、朝メシだってろくに食ってないんだし」

「あれはお前が勝手に食わなかっただけのことだ」

「俺おれ、ニンジンまるっきりダメな人間なんですよ、なのに朝からいきなりキャロットスープなんてもんが出てくるなんて……」

「軍隊がお前に合わせるわけにはいかないんだ、お前が軍隊に合わせるしかねえだろうが！　恨うらむなら、お前の好き嫌いを直さなかったお袋を恨むんだな」

「そういえば、ガキの頃お袋に『ニンジンを食べないと鬼おにが来ますよ』って脅おどかされたんですけど、鬼なんか見たことないなあ」

　先輩は、その若い兵士を睨にらみつけた。

「本物の鬼おにじゃないが、鬼軍ぐん曹そうってヤツならもうじき会えるな。分隊長がそろそろ回ってくる頃だ。地じ獄ごくに連れて行ってくれるかもしれんぞ」

「うへ！」

　若い兵士は肩をすくめると、あわてて物資集積倉庫の方に向かって走り出した。

　その後ろ姿を見送って、先せん輩ぱいの兵士は思った。

　……まったくとぼけた野や郎ろうだぜ。あいつの脳ミソは普通の人間とは違う波長で動いていやがるみたいだな。最前線部隊に配置されなかったのは、軍の人事部にも見る目があったってことかな？

　そして、その先輩の兵士は、荷降ろしを始めた船の山積みの米袋を見上げた。

　……それにしても、これだけある山積みの米も、あっというまに兵隊の胃袋の中に消えてしまうわけか……昔、どっかの偉い将しよう軍ぐんだかが『軍隊というのは巨大な胃袋と便所だ』って言ったそうだけど、本当にそのとおりだな。

　兵士は視線を川面かわもに投げた。

　そこには、兵士や馬車を満載した何十隻せきという数の渡船が、列を成して河を渡ってゆく光景があった。

　……兵士の次は、補給物資か……俺おれたちの出番だな。

　兵士を運ぶのは一回限りだが、補給物資の運搬はずっと続けなくちゃならない。単純だが気の抜けない仕事だな。




　東とう域いき国軍の全部隊。つまり国王軍四千人、諸しよ侯こう軍四千人、そして正規兵ではない蒼そう天てん隊などその他の兵力二千人からなる一万人の兵力は、午前十時前に渡河を完了していた。

　兵士を運んだ渡船の列は次に補給物資を運び始めた。

　バンドール河の上を行きかう渡船の列は、まるでベルトで繋つながっているかのように河を往復し、西岸に物資を送り続けていた。

　西岸の河川敷かせんじきには、前線物資集積所として急造りの小屋や、テントが立てられ、そこにおびただしい量の補給物資が運び込まれつつあった。

　岸辺に造られた何本もの桟さん橋ばしに渡船が着くたびに、物資の輸送を専門に行う輜重兵しちようへいたちが積んである荷物を桟さん橋ばしの上に止められた荷車に積み込んでいる。

　荷車を牽ひく牛の声や、荷物を運ぶ人々の声、そして空からになった荷車が河沿いの自然堤防の坂道を下るガラガラという車輪の音などが入り混じり、バンドール河の西岸は、まるで大きな露店市場でもできたかのような活気に満ちたざわめきに満ちていた。

　東域国軍の渡河地点の西せい域いき国側の河川敷にある前線物資集積所の周囲には、約二千名の護衛部隊が配置され、塹ざん壕ごうを掘って陣じん地ちを構築しており、河を横断する渡船の周囲にも灰色に塗られ舷げん側そくに装そう甲こう板ばんを立てた東域国水軍の軍船が何隻せきも配置され、敵の襲撃に備えていた。

　グレンダラン攻略にとって、最も問題となるのは補給路の確保だった。東とう域いき国側の河川敷かせんじきに設けられた物資集積所に集められた補給物資は、大河バンドールを越えて西せい域いき国側に渡さねばならない。そして西域国側に渡ってからも、馬車で約半日の距離を運ばねばならないのだ。

　この長い補給路が今回の作戦における最大の弱点であることを考慮したシンルーは、総兵力の二割をこの補給路の確保のために割り当てていたのだ。

　西岸の前線物資集積所に、物資が次々と運び込まれていたその頃、同じ西岸の河川敷に立てられた急ごしらえの板作りの小屋の中では、シンルーが輸送担当参さん謀ぼうから、物資の運搬状況を聞いていた。

「現在までの前線物資集積場に運び込まれた物資の総量は、予定の二割となっております。運搬と渡船の運用は順調に進んでおりますので、本日日没までには予定数全量の輸送が完了するものと思われます」

　参謀の報告を聞いたシンルーは聞き返した。

「……総量の二割ということは、部隊全体の二日分の消費物資が、今ここにあるということか？」

「はい、事前の指示通り、緊急展開用に、あらかじめ各種の消費物資をユニットにして一日ごとにまとめておきましたが、そのユニットが二日分こちら側にあるということです」

　シンルーは一瞬考えたあとで小さくうなずくと、部隊参謀の方に視線を移し、実にあっさりと言った。

「少し早いが……進撃を開始しよう」

　部隊参謀たちは目を見開いた。

「しかし、補給物資のストックが二日しかない状況では、何かアクシデントが発生した場合、補給切れを起こします！　最低でも三日分のストックを用意するというのがセオリーです！」

　折りたたみ式のテーブルの上に広げられた西域国南部の地図の上に書かれた、グレンダランの文字を指差してシンルーは言った。

「実を言うと、諸君らにすら秘密で進められていた極秘の作戦があったのだよ。この作戦は、私とパイ・ランティ大たい将しよう、そして東域国軍ぐん監かん部の将しよう校こう数名だけで立案され、特殊任務に適した人材を選抜して、実行に移されたのだ。

　我が国が宣戦布告するその数ヶ月前から、このグレンダランには工作員が潜入している。今、あのグレンダランには、避ひ難なんするタイミングを失った市民たちがあふれ、迫り来る戦乱への恐怖におののいている。自分たちを戦争に巻き込んだ士族と軍の行動に対し反抗の声が上がり、一致団結して抵抗しようとする空気はほとんど無くなっていることだろう」

　そして、驚きのあまり口をぽかんと半分あけたままの参謀たちを見回したシンルーの顔に皮肉な笑いが浮かんだ。

「あの街から人々が逃げ出す前に、あの街を攻略しなくてはならない。市民の上に砲ほう弾だんを降らせるか、それとも降伏するか、その二つの選択肢しを守備隊に突きつけるのだ。

　砲ほう弾だんの破壊力を目の当たりにした市民は、恐怖におびえ、あの街には恐ろしい戦争から逃がれるためには、降伏するのが一番合理的で賢い選択肢だ、という意見が充満することだろう……そのために工作員は送り込まれたのだ。

　そして、守備隊はその意見を無視することはできない。あの街と市民を守るのが彼らの仕事だ。しかし、その仕事……つまり、戦うことを選択すれば、彼らの守るべき街は灰かい燼じんに帰し、守るべき市民の多くは死傷する。もしかしたら、守備隊は、我々が近づいただけで降伏するかもしれん」

　参謀の一人が、信じられないという風に首を振った。

「まさか、そんなことは無いでしょう。誰だって尊厳というものがあります。自分たちの生まれ育った故郷を外国の軍隊が占領し、そこで外国の軍隊の言うことを聞かねばならないとしたら、それに反感を持つのが当然です！」

　シンルーの顔に浮かんだ皮肉な微笑は変わらなかった。

「まあ、中にはそういう人もいるかもしれん。だが、そんな人間は、自分の心の中にある本音を無理して抑え込んでいる人間だ、いたとしても無視できるほどの少数に過ぎん。

　私たちの工作員は、あの街の人々の本音に訴えかけてきた。危ないことや嫌いやなことはやりたくない。損はしたくない。という本音だ。

　本音で生きるほうが得をする。国家の尊厳、文化、そして他人。そんなものを守るために戦うなんてのは、タテマエでしかない、そんなことに命をかけるなんてのはくだらないことだ。抵抗なんかしないで、あっさり占領されてしまえば、無む駄だな死者も負傷者も都市の破壊も避けられる。それが誰も損をしない最良の選択肢だ……という、人間の本音だよ。

　この呼びかけに異議を申し立てることのできる人間はいない。なぜならこれは、どんな人間の心の中にもあるものであり、それを否定することのできる人間は存在しないからだ」

　シンルーの言葉に異議を申し立てたその参さん謀ぼうは食い下がった。

「しかし、その工作が成功しているという証拠はどこにもありません！　もしかしたらとうに捕まってしまっているかもしれません！　成功しているという仮定の下に作戦を進めるのは危険ではないかと思われますが？」

　シンルーは、その参謀を小馬鹿にしたような口調で答えた。

「この私が、そんな無む謀ぼうなことをすると思うかね？　あの街に送り込んだ工作員は、人々を扇せん動どうするアクティブ班と、何もせず、ただ見守るだけが仕事のパッシヴ班の二つの班に分けられている。そしてこの二つの班員は、お互いの顔を知らない。

　パッシヴ班は、もしアクティブ班が失敗したときに街を抜け出して報告するのが仕事なのだ……そして、今現在、その報告はきていない、すなわち作戦は成功したということだ。グレンダランは今、意志の統一もできぬまま、大騒ぎになっていることだろう」

　最後まで食い下がっていた参さん謀ぼうが、目を見開いた。

「では、この戦いで、我々が相手にするのは、六三三銃じゆう士し隊二百人のみということですか？　それでは、この戦いは勝ったも同然ではありませんか！」

　シンルーはたいしたことではない、という風にあっさりと首を振った。

「いえ、勝ったと思い込むのは早そう計けいに過ぎる。敵は、あの河の中なか洲すに陣じん取どるような、我々の予想を超えた戦法を取ってくる横紙破りの連中だ。この先にどんな罠わなや奇襲が待っているかわかからん。だからこそ、私は、敵に罠や奇襲の準備のための時間的余よ裕ゆうを与えたくないのだ」

　参謀たちは、納得したようにうなずいた。

「確かに、このグレンダランの守備隊である六三三銃士隊というのは、西せい域いき国軍の中でも横紙破りとして有名な部隊らしいですからな」

「隊長からして、街の不良上がりの二は十た歳ち前の若者という、異例中の異例のような部隊だ。何をやってくるかわからん不気味さがある」

　シンルーは、参謀たちの言葉にうなずくと、地図を指差した。

「敵は少数で、こちらが多数の場合、最も気を付けねばならないのは、多数であることからくる気の緩ゆるみと、そして部隊の移動時だ。たとえ万を越える大軍であっても、列を作って街道上を移動する場合は、一本の長い紐ひものように引き伸ばされた状態だ。部隊行動ができない状態では、小隊単位で動くことしかできん。小規模の機動力に富む小部隊に移動中の大軍が襲撃を受けて大損害を受けることは充分予想できる。

　まず歩兵三個小隊と、騎き兵へい二個小隊を偵てい察さつに出し、この先の街道にある橋や、見通しの悪い場所などに罠わなや伏ふく兵へいがいないか確認させる。部隊移動開始後は本隊の進む街道の左右に遊撃部隊を二つ先行させ、奇襲攻撃に備える……我々の第一目標は、このグレンダランから三キロテのところにある丘だ」

　地図を見ていた砲兵参謀がうなずいた。

「ここならば、グレンダランを充分に射程内におさめることができ、なおかつ敵の小しよう銃じゆうからは充分射しや程てい外です。攻略のための陣じん地ちを構築するにはもってこいですな」

　シンルーは参謀たちを見回した。

「私が出発を命じた理由が理解できたかね？　理解できたのなら、準備できしだい、部隊を進発させるように」

「了解しました！」

　居並ぶ参謀全員が敬礼した。




　三十分後。バンドール河西岸に、進軍ラッパが高らかに鳴り響き、西岸にずらりと並んだ東とう域いき国軍の部隊の中から、シンルーの命めいを受けた先発偵察隊の歩兵と騎き兵へいが動き出した。

　一万人に及ぶグレンダラン攻略軍の兵士が見つめる中で、三十騎きの騎兵は、早足に移ると土手を登り始めた。

　そのあとに三個小隊の歩兵が続いて土手を登り始めたとき、先頭を走っていた馬が二頭、何かに足を取られたかのように、いきなり転倒した。

　そして、それと同時に歩兵の中にも足を何かに引っ掛けたように転倒する者が現れた。

　先発隊を見送っていた兵士たちの間に、ざわめきが上がった。

　前線司令部のテントの中でも、参さん謀ぼうたちの不安げな声が上がった。

「どうしたんだ？　なぜ転倒したのだ？」

「偶然にしては妙だな……まさか、トラップのようなものが仕掛けてあったのか？」

「いや、トラップにしてはおかしい……転倒しただけで負傷者はいないようだ……」

「騒ぐな、我々が不安な顔をすれば、兵が動揺するではないか！」

　ざわつく参謀たちを見て、低い声で叱しかるように言ったシンルーもまた、不安な表情を浮かべていた。

　やがて、先発隊の伝令が、司令部にやって来て報告した。

「先行偵てい察さつ部隊指揮官よりの報告であります！　敵の仕掛けたと思われるトラップようのもの多数あり！　後続部隊の進軍の際は特に足元に注意せよ！　とのことです」

　シンルーは苛いらついたように答えた。

「トラップようのもの、とはどのようなものだ？　正確に報告しろ！　トラバサミか？」

　伝令は首を振ったあとで、困惑したように答えた。

「あ、いえ、トラバサミとかそういうしっかりしたものではありません……トラップとも呼べないようなものでして……土手や荒地に生えている長い草を結んでループのようにしてあるのです……気付かずに足を引っ掛けると転倒してしまうわけでして……」

「草だとぉ？」

　目を見開いて、口をあんぐりと開けたシンルーに向かって、伝令はうなずいた。

「そうです、草です。あちこちにありますので、気が抜けません」

　シンルーの肩から力が抜けた。

「わかった……ご苦労だった、指揮官殿に注意を怠おこたらぬように伝えてくれ」

　そして、敬礼して去って行く伝令の背中を見送って、シンルーはつぶやいた。

「六三三銃じゆう士し隊の指揮官は馬鹿以下かもしれんな……」







　第七章　「無防備都市」







　東とう域いき国軍が進軍を開始した、という一報は、配置してあった偵てい察さつ隊員によって、すぐにグレンダランのケリンたちの下にもたらされた。

「なんだって？　もう動き出したのか！　先発隊とか、偵察部隊じゃないんだな？」

　驚いて聞き返したＤデイー・Ｄデイーに、偵察隊員は、首を振って答えた。

「いえ、歩兵全部隊と共に砲兵部隊も移動を開始しているところから見て、偵察部隊ではなく、本隊の移動が開始されたのだと思われます！」

　Ｄ・Ｄは、目の前にある机を拳こぶしで押し付けるように叩たたいた。

「くそ！　早すぎる！　遅延作戦の準備もまだ終わっていないってのに！」

　横にいたケリンが、怪け訝げんな顔をして答えた。

「遅延作戦って……お前に言われたとおりに、夕べ撤てつ収しゆうしてくるときに、小川にかかっている橋の橋げたに切れ目を入れたり、街道の道標の向きを変えたり、草を結んだりしてきたけど、あれのことじゃないのか？」

「確かにそれも、れっきとした遅延作戦だが……俺おれが考えていたのは、巨大煙幕を使った待ち伏せ攻撃だ。たとえどんなに隠れて待ち伏せをかけても、銃じゆうを使えば硝しよう煙えんの白煙が出るから最初の一発で、こっちの所在が明らかになっちまう。だから煙隠しのために巨大煙幕を炊たいて、あたりを真っ白にしてから撃つ作戦。それと、あとは夜襲だ」

　ケリンは、もっと怪け訝げんな顔をした。

「夜襲？　確かに夜になりゃあ煙は見えにくい。でも、その代わりに銃じゆう炎えんが目に付いちまうんじゃないのか？」

「そうさ、銃の炎ほのおは目に付く。炎だけはな……だから、俺は装備係に言って雷らい管かんと発射薬を使った爆ばく竹ちくみたいなものを用意させていた。夜の闇やみの中でそいつを爆発させて銃炎にみせかけて敵の注意を引いて、本隊は闇やみにまぎれて敵に接近して、河岸の橋きよう頭とう堡ほに夜襲をかけるという作戦を考えていたんだ……でも、こんなに早く敵が動いたんじゃ、日が落ちる前に、このグレンダランが敵の大砲の射程に入ってしまうだろう……」

　Ｄ・Ｄは、そう言ったあとで、ケリンの顔を見た。

「たった一日では本格的な防ぼう御ぎよ陣じん地ちを造ることなんか無理だ。このグレンダランを守るために俺が造ることができたのは、周囲の丘に広がる畑の中に、歩兵一人がもぐりこめる程度の竪たて穴あな塹ざん壕ごうを掘ることだけだった……俺たちに残された対抗手段は、このグレンダランの中に籠ろう城じようして、砲ほう撃げきをやり過ごし、敵の歩兵部隊が突入して来るのを待って、建物の影を利用して狙そ撃げきするという市街戦しかない。敵の狙ねらいが俺おれたちだけを狙ってくるならいいが、飛んでくる大砲の弾たまは相手を選別することができない……最悪の場合……いや、十じゆつ中ちゆう八はつ九くこのグレンダランの街は廃はい墟きよに変わるだろう。俺たちは街を守るために戦い、そしてその結果、街を滅ぼしてしまうかもしれない」

　ケリンは、何かに気が付いたように顔を上げた。

「そういえば……街はそのまんまみたいだな。街に住んでる人は、なるべく避ひ難なんさせるって話じゃなかったのか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは困惑したように答えた。

「ああ、最初はそのつもりだった。だが、住民の間に避難するなら補償を寄こせ、という連中が現れたり、避難すると補償が受けられないから避難しない方がいい、というウワサが流れたせいで、ほとんど避難していないんだ……このままだと俺たちは、市民を抱え込んだままこの街で戦うことになる……」

「おい、それって……」

　Ｄ・Ｄは、難しそうな顔でうなずいた。

「俺たちは進しん退たい窮きわまったってことだ……もしかしたら、これは全部仕組まれたことなのかもしれない」

「仕組まれたって……東とう域いき国にか？」

「ああ、東域国は、最初からこのグレンダランとそして製鉄工場が欲しかったんだ。

　だからそのために、ずっと準備を重ねてきたんだろう……士族のやり方を批判して、混乱を起こし、この街から市民を避ひ難なんさせないようにしたのも、きっと東域国の連中だ。俺たちに市民を抱え込ませるためにな……」

　そして、Ｄ・Ｄはもう一度机を拳こぶしで叩たたいた。

「くそ！　戦力が欲しい！　あと千……いや、五百人でいい！　自由に使える戦力があれば、機動防ぼう御ぎよで、持ちこたえてみせるのに！」

　ケリンは、真剣な目でＤ・Ｄに聞いた。

「デメララから増援についての回答は無いのか？」

「あった……」

「なんだって？　何と言ってきた？」

　Ｄ・Ｄは、机の上にあった通信文の書かれた通信用紙を取り上げた。

「渡河して来た敵の規模や、兵種について、今朝からずっとデメララの作戦本部に通信を送り続けていたんだが、ついさっきやっと返信が届いた……西せい域いき国軍最高司令官のコルドン将しよう軍ぐんからの通信だ。読むぞ……」

　そして、Ｄ・Ｄは通信文を読み始めた。

『総司令部ハ敵目標ヲ「グレンダラン」ト判断セリ。正面戦力ヲ再編成シ「グレンダラン」に向ケ進発セシムルモ、現地到着ハ四日ナイシハ五日後ナリ。

「グレンダラン」失しつ陥かんセシ責ハ守備隊長ノ責ニ非あらズ、ヨッテ部隊進退一切ノ権ヲ一任セシモノナリ』

　通信文を聞いていたケリンが眉まゆをひそめた。

「えーと、俺おれは馬鹿だから、こういった難しい言い回しはよくわかんないんだけどさ、要するに……どういうことだ？」

「要するにだ、総司令部は、やっと今になってからこのグレンダランが敵の目標で、レゲマン鉄橋は陽動だって気が付いた。急いで応援を差し向けることにしたけど、それが到着するには、あと四日か五日かかる……んでもってここからが重要なところだ。グレンダラン失陥、つまりグレンダランが敵の手に落ちたとしても、その責任は守備隊長、つまりお前には無い。それどころか進退、この場合は戦うか降伏するかって事だと思うけど、その権限をお前に与えるってことだ。戦う余力があるのに降伏したりすれば指揮官は軍法会議にかけられて、大抵は有罪になる。下へ手たすりゃ銃じゆう殺さつだ。でも、この電文を読む限り銃殺にする気は無さそうだな」

「簡単に言ってしまえば、ごめんなさい、私が間違ってました、責任は認めるから、お前ら好きにしていいよ、ってことか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは肩をすくめた。

「まあ、ミもフタも無いが、ぶっちゃけて言ってしまえばそういうことだ……あ、そうそう、この電文とは別便で、キナリレー参さん謀ぼう長からも電文が届いている……こっちは短いな。読むぞ『友、遠方ヨリ至ル。健闘ヲ心ヨリ祈ル』」

　そしてＤ・Ｄは考え込んだ。

「……どういう意味だろう？」

「さあ……？」

　同じように首をひねって考え込んでいたケリンが、やがて何かに気が付いたように笑った。

「そうか……カルタが来るんだ」

　Ｄ・Ｄは首を振った。

「カルタ？　まさか、だってカルタは今は参さん謀ぼうだぞ。自分で指揮できる実戦部隊を持っていないぜ」

「そうだけどよ……俺おれにとって友、って呼べるのはあいつだけだぞ。そしてあいつは、この電文を寄こしたキナリレー参謀長に可愛かわいがられているって話だ。きっと何かたくらんでいやがるんだぜ、参謀長とカルタは……表に出せないような事をな……こいつは要するに『カルタが、何とかするつもりでそっちに向かっている、降伏するのはちょっと待て』って意味じゃないかな？」

　Ｄ・Ｄは考え込んだ。

「確かに、そういう意味にも取れる。うまくいくかどうかわからないけど、カルタが一か八ばちかの勝負に出ている。外れたら仕方ないけど、うまくいく可能性もある。戦わずして降伏すれば、銃じゆう殺さつにこそならないものの、処分は確実だ。だから、粘ねばれるだけ粘ってくれ……って意味にも取れるな」

　ケリンはうなずいた。

「ああ、だから健闘を祈るって言葉になったんだと思うぜ」

　Ｄデイー・Ｄデイーは腕を組んでつぶやいた。

「戦うのも、粘るのも、俺おれたちだけで何とかなるなら、簡単なんだがな……」




　バンドール河の河岸を出発した東とう域いき国軍グレンダラン攻略部隊は、グレンダランから四キロテほどのところにある、丘と丘の間にある窪くぼ地ちにさしかかっていた。

　指揮官用の馬車の中でずっと地図を見て考え込んでいたシンルーは、馬車の窓から外を見回すと小さくうなずいて言った。

「ここで小休止する」

　参さん謀ぼうたちは驚いたように言った。

「見通しの利かない場所で小休止ですか？」

「低地で小休止するのは危険ではありませんか？　敵の急襲を受けた場合、下って来る敵は速度が増し、迎え撃つこちらは速度が遅くなります！」

　シンルーは笑いながらうなずいた。

「諸君らの疑問はもっともだ。このような場所で部隊を停止させるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。騎き兵へいに突入されれば、大侵害を受けるだろう、しかし敵には騎兵は無い。周囲は偵てい察さつを兼ねた遊撃部隊が固めている。私はここで小休止しても、攻撃を受けるおそれはないと判断した……そして、本当の理由は、ここが見通しの悪い場所だからだ」

　シンルーはそこで言葉を切ると、目の前にある、なだらかな丘の頂上を指差した。

「ここはグレンダランからは見えない。私はここに砲兵部隊を展開し、砲ほう弾だんをグレンダランに撃ちこもうと思う」

　参謀たちは、さらに驚いたような顔になった。

「ここはグレンダランから四キロテほど離れております。大砲の射程距離ギリギリですので、命中させるのは至し難なんの技かと……」

　砲兵隊担当の参謀も怪け訝げんな顔で聞いた。

「まして、見通しの利かない場所では、弾だん着ちやく修正も容易ではありません、無む駄だ弾だまを撃つことになりませんか？」

　シンルーは微笑ほほえんだ。

「その、見通しが利かないというところにアドバンテージがあるのだ。我々が相手にしているのはグレンダランの守備隊と、そしてあの街に住む人々である」

　シンルーはそう言いながら、自分たちの立っている窪くぼ地ちを指差した。

「我々がここで発射した大砲の弾丸は、あの丘を越えてグレンダランに落下する。街の人々は、慌あわてふためいて、我々の姿を捜さがし求めるだろう、しかし、我々の姿はどこにも見えない。

　姿の見えぬ敵からの攻撃を受け、恐怖が高まったそのときに、我々はあの丘の上に姿を現すのだ……そうだな、三列横隊になって、丘の稜りよう線せんを埋め尽くすように左右に広がるのがいいだろう。こちらが圧倒的大軍であることを教えてやるのだ。抵抗が無意味であり、降伏以外に道は無いことを、どんな馬鹿な人間でもわかるように、しっかりと見せつけてやるのだ。そして、軍使を送り込み降伏を勧告する。そうすればこの戦いは終わりだ。時間も物資も人命も無駄に浪費することなく作戦は終了するだろう」

　参さん謀ぼうたちは、狐きつねにつままれたような顔で互いの顔を見合わせた。

　シンルーの言うことを信じないわけではない、しかし、それはいくらなんでもありえないだろう……というのが、参謀たちの本音だった。

　一人の参謀が、納得できないという風に首を振りながらシンルーに聞いた。

「銃じゆう撃げき戦も、歩兵の突撃も、肉弾戦も無い、ただの遠距離砲ほう撃げきだけで本当に、グレンダラン攻略の作戦が終わるとお考えなのですか？」

　シンルーは自信ありげにうなずいた。

「戦争とは、武力と武力のぶつかり合いだと信じる者には、想像もつかぬだろうがな……演出効果を考え、相手に心理的な圧迫を与え続けることにより、敵の戦意を挫くじくのも立派な作戦なのだ。

　軍隊というのは、抑止効果として使うのが、最も経済的で合理的で、賢い方法なのだ。東とう域いき王様が戦争に踏み切った最大の理由は、私の立てた、この実戦による抑止効果に最大の効力があると判断されたからだ。諸君らが考えているような、力押しで押しまくり互いに死人や怪け我が人を山のように積み上げるような作戦なら、おそらく東域王様は開戦に踏み切ることはしなかっただろうな……」

　そして、シンルーは砲兵隊担当参謀を見て言った。

「では、砲撃準備だ……今は初夏で一年のうち最も日が長い季節だ。日没の午後六時半までには決着をつけたい。急げ！」

「了解しました！」

　敬礼した砲兵隊担当参謀は心の中で舌したを巻いていた。

　……日没までに決着だって？　あと五時間半しかないじゃないか。

　たった半日で戦争を終わらせるなんてことが本当にできるのかよ……。

　シンルーの飄ひよう々ひようとした眠ねむそうな目は、いつものままだった。




　東域国軍の砲兵が放った最初の一弾は、グレンダランの城壁の二百メルテほど手前の荒地に落下した。

　その砲ほう弾だんの爆発は、城壁にも守備隊にも都市の建物にも何一つ影響を与えることは無かった。しかし、グレンダランに住む人々の心理には強烈な影響を与えた。

　漠ばく然ぜんとした、形を持たなかった戦争というものが、今、砲弾の炸さく裂れつという形を取って目の前に現れたのだ。

　そして、その砲弾は一発ではなかった。

　立て続けに落下した砲弾は、城壁のすぐ近くや、かなり遠くなど、バラバラに着弾し、爆煙と破片を撒まき散らした。

　その轟ごう音おんが街の建物を揺らしているその真っ最中に、一発の砲弾が城壁の内部に落下した。

　その一発が命中したのは、新市街地の中にある給水用の木造水路を支えている大きな木組みの塔とうだった。

　新市街地の中には、工房などにある動力用の水車を回すために上の方にある掘ほり割わり兼、貯水池から水を引いてくる木製の大きな樋といが何本も通っており、落差を維持するためにそれらの樋はみんな家の屋根の上に設けられている。

　砲弾は、その樋を支えている塔の頂上に命中し、そこで炸裂した。

　腹の底に響き渡るような轟音と共に、材木が粉々になって吹き飛び、破壊された樋から滝たきのように水が流れ落ち始めるのと同時に、その近くの家や道路に砲弾の破片と吹き飛んだ材木の破片などが水と一緒に降り注いだ。

　グレンダランの街に悲鳴と怒ど号ごうが飛び交っていた。

　生まれて初めて砲弾の炸裂を目の前にした人々は、恐怖に震え上がった。

　気の弱いものはその場にへたり込み、気のしっかりしている者は、家に飛び込んで、避ひ難なんの準備を始めた。

　避難すれば補ほ償しようがもらえないというウワサのためなのか、家を空けて逃げる家族は、ほとんどいなかった。逃げた方がいいかもしれないと、誰もが思っていた。しかし、群集心理がそれにブレーキをかけていた。

　誰もが『周りの人が逃げたら自分も逃げよう』と思っていたのだ。そしてそうやってお互いの顔色をうかがっているだけで、誰も動こうとはしなかったのだ。

　じりじりと逃げる機会をうかがっていた、その機会が一瞬にして訪れた。

　砲弾の炸裂は、その脱出パニックの号砲だった。

　それは、一年前のスタンピードの再演だった。スタンピードと違うのは、敵はもはや逃げることもできぬほどに目前に迫っているということだった。

　砲撃は最初の十数発で止やんでいたが、パニックを起こして街の中を走り回る人々の耳には、もはやぬぐうこともできぬほどに、砲弾の炸裂音が染み付いていた。

　そのとき、逃げ惑う市民の中に、悲鳴にも似た声が上がった。

「見ろ！　敵だぞ！　東とう域いき国軍だ！」

「すげえ数だ！　丘の上を埋め尽くしている！」

　城壁の上に駆かけ上がった新市街の住民たちが見たものは、その叫びの通り、丘の上にずらりと並ぶ東域国軍の兵士の群れだった。

　その光景は、総そう督とく府の建物の窓からも見ることができた。

　最上階にある総督の執務室の窓際に立ったセレス総督の顔色は蒼そう白はくだった。

　セレス総督は、目に見える光景を信じられないように小さく首を振った。

　……まさか、これほどまでに敵が迅じん速そくに行動するとは……。

　我が国が東域国と戦争状態に入って、まだ三日しか経たっていないのだぞ。

　あれだけの数の敵を相手にして……まして、あの大砲とやらを備えた敵に勝てるわけが無い　……では、どうするのだ？　降伏するのか？　あのケリンが、あっさりと敵の軍門に降くだるとは思えない。彼の性格からしておそらく徹底抗戦をするだろう。

　この街を廃はい墟きよにし、市民を犠牲にしてでも戦うだろう。それが軍隊というものだ。

　そのとき、遠く東域国軍が布陣している丘の上に何か白いものが見えた。

　ん……なんだ？

　セレス総督は、窓際のサイドテーブルの上に置いてあった双眼鏡を取り上げて目に当てた。

　……あれは白い布……いや、旗だ。白い大きな旗を掲げているのだ。

　やがて、双眼鏡の視界の中に、大きな白旗を掲げた二頭立ての馬車が姿を現した。

　ずらりと並んだ兵士の間から走り出した馬車は、そのまま白旗をなびかせて丘を降り始めた。

　……おそらく東域国は降伏勧告をするつもりなのだろう。できることなら停戦を申し込み非戦闘員である市民たちを避ひ難なんさせる時間的猶ゆう予よをもらいたいが……そんなことが言える立場ではないな。

　セレス総督は、双眼鏡を顔から降ろすと、側近に向かって言った。

「ケリン隊長に、あの軍使をこの部屋まで案内するように伝えろ。警備隊長のタラモア以下、総督府の主な役職のものを全員この部屋に集合させるのだ！」




　その頃、グレンダランの新市街地の中に、肩から大きな布製のバッグをかけた二人の男の姿があった。

　その二人の男は、路上を小走りに走りながら、砲ほう弾だんの炸さく裂れつを目の当たりにして右往左往する市民にすれ違うたびに、肩から提さげたバッグの中から何か書かれた宣伝ビラのようなものを取り出して、それを手渡していた。

　その宣伝ビラには、こんなことが書かれていた。

『無防備都市宣言だけが、あなたの生命と財産を守ることができます！

　恐ろしい戦争は、私たちの手で終わらせることができます。市民の力で、奢おごり高ぶった士族たちに無防備都市宣言をさせるのです。

　無防備都市宣言とは、国際法という法律で決められている、攻撃してはならない都市のことです。国際法は戦争のときでも守らねばならない法律で、これに反する行為はれっきとした戦争犯罪となります。ですから東とう域いき国もこの法律を守らねばなりません。

　無防備都市宣言をするには、一切の抵抗をしないという約束が必要です。抵抗しない代わりに私たちの安全を保障してくれるのです。絶対に抵抗してはいけません。

　そして、一切の軍備を持たないことも条件になります。守備隊を武装解除するか、もしくはこのグレンダランから追い出さなくては、無防備都市宣言はできないのです。

　市民の皆さんが声を上げ、行動を起こし、軍隊をグレンダランから追い出し、武器も抵抗も無い平和な都市にすれば、このグレンダランは、戦争の恐怖から救われるのです。

　武器に武器で立ち向かうからこそ戦争になるのです。武器を笑顔と拍手で迎えれば、そこに血が流れることはありません。

　無防備都市宣言こそが、もっとも賢明で、正しい選択です。

　あなたと、そして家族の生命を守り、財産を救う唯一の手段です。

　あなたの行動が、すべてを決めるのです。

　死と破壊に満ちた戦争か、昨日と同じ平和な明日が続く平和か。

　それを決めるのはあなたです。総そう督とく府に行き、市民の声を総督にぶつけましょう。

「無防備都市宣言を！」と！』

　路地から路地に走りまわりながらビラを配っていたクイラムは、自じ嘲ちようするような微笑を唇くちびるに浮かべていた。

　……シンルー様の作ったこのビラが、ついに役に立つときがきたか。

　しかし……自分で配っていてなんだが……これほど見事な論理のすり替えは無いな。

　前後の関係は無視して、単に戦争さえ無ければいい、ということだけを取り上げてそれだけを書いているから、一見もっともなことを言っているように見える。

　でも、そもそも誰が戦争を起こしたのか、ということまでさかのぼって考えればこいつはとんでもない理屈だ。他国を侵略しておいて「お前らが抵抗するから戦争になるんだ、戦争が嫌いやなら抵抗するな笑って迎えろ」と言っているんだからな。押し込み強ごう盗とうが「抵抗すれば殺す、殺されたくなければ、にっこり笑って金を出せ」と言っているのと変わらない理屈だ。

　まあ、人間なんてのは誰だって自分が可愛かわいい生き物だ。痛い目を見るより、頭を下げて、強いものに逆らわず、長いものに巻かれて生きたほうが賢くて、正しいのかもしれない。シンルー様は人間の心の中にある、そういった部分に訴えかけているんだろう。

　このビラの影響は、瞬またたく間にグレンダランに住む人々の間に広がっていった。

　誰もが、砲ほう弾だんの炸さく裂れつという戦争の恐怖を目の当たりにしたのだ。

　……あの砲弾が自分の上に降り注いだら、自分や家族はどうなるのだ！　あれから逃れる術はないのか！

　その恐怖と、どうしていいかわからない、という不安が、頭の中でごっちゃになり、パニックを起こしかけた市民の前に、シンルーの部下が配った「無防備都市宣言をすれば、あの砲ほう弾だんは降ってこない、戦争に巻き込まれることも無い」そう訴えかけるビラが現れたのだ。

　パニック寸前の市民に、ビラに書かれた内容の論理的な矛盾など理解できなかった。ビラを読んだ市民は、反射的にそれを信じ込んだのだ。

　表通りで誰かが叫んでいた。

「総そう督とく府に行け！　総督に談だん判ぱんだ！」

「無防備都市宣言をさせるんだ！　そうすれば俺おれたちは助かる！」

　その声を聞いた市民が、続々と総督府の前の広場に集まり始めた。

　最初数十人だった市民の集団は、あっというまに数百人に膨ふくれ上がった。

　そして、その数百人の市民の集団は総督府の入り口を固めていた警備隊の隊員たちに向かって口々に叫び始めた。

「総督に会わせろ！」

「俺たちを砲弾から守るのは総督の義務だ！」

「無防備都市宣言をしろ！」

　その騒ぎは、総督府の建物の中にも聞こえていた。

　執務室の窓から眼下に集まった数百人の市民の群れを見おろしていたセレス総督は、静かにつぶやいた。

「……無防備都市宣言か……聞こえのいい言葉だな。しかし言葉が違うだけで、その内容は無条件降伏となんら変わりが無いということを、あそこにいる市民の中の何人が知っているのだろう……無防備都市宣言をすれば、確かに攻撃は受けない。しかし我々はその代わりに占領軍を無条件で受け入れることになる。銃じゆう撃げき戦、砲ほう撃げき戦こそ無いものの、戦争状態にあることに変わりは無いのだ。司法、立法、行政、その一切を放ほう棄きすることの意味を、あの市民たちは理解しているのだろうか？」

　執務室のドアがノックされ、タラモアの声がした。

「私だ！　入るぞ！」

「ああ、どうぞ」

　ドアが開いて、姿を現したのは、このグレンダランの治安維持にあたっている警備隊の隊長、タラモアだった。

　タラモアは、額ひたいに汗をにじませたまま、早口で言った。

「正面玄関の前は、なんとか固めて、市民たちがなだれ込まないようにしてはいるが、これ以上増えると押さえきれるかどうかわからん……実力行使に出るわけにもいかないし、あなたの名前で何かメッセージを出して、なだめるしかあるまい」

「私のメッセージくらいで、あの騒ぎが収まるとは思えんが……」

　困惑したような顔で答えたセレス総そう督とくに、タラモアは皮肉な微笑を浮かべて答えた。

「あの市民たちに、こうメッセージを出すのだよ……諸君らがそこで騒いでいたのでは、東とう域いき国軍の軍使を迎えることができない。無防備都市宣言どころか、敵対宣言を行うのと同じことだ……とな」

　セレス総督は、悲観したように首を振った。

「それだけで、あの群集が収まるとは思えんが……」

「いや、収まるだろう。あなたのメッセージは、あの群集ではなく、あの群集を煽あおり立てている人間には劇的な効果があるからだよ」

　タラモアは、自信ありげに言い切った。

　そして、その言葉の通りだった。

　十五分後、白旗を掲げた東とう域いき国の軍用馬車が、総督府の建物の前にやってきたとき、そこに集まっていた数百人の群集は、その馬車を見つめて不安げに会話を交わすだけで、誰一人、声を上げようとはしなかった。

　東域国軍の軍使は、パイカル軍ぐん監かん補ほと名乗る、黒髪の若い男だった。

　総督以下、総督府の責任者と、そしてケリンとＤデイー・Ｄデイーたちが居並ぶ前で、そのパイカル軍監補はゆっくりと言った。

「南部方ほう面めん軍ぐん総司令官であるシンルー軍監から、私に申し付けられた事柄は一つだけです……これは、軍関係者ではなく、このグレンダランを統とう括かつする総責任者であるセレス総督殿どのに対する申し入れです……」

　パイカル軍監補は、そこで言葉を切るとセレス総督を正面から見み据すえて言った。

「無防備都市宣言を行いますか？　答えは、イエスかノーか、簡潔にお願いします」

　居並ぶ責任者たちがざわめいた。

　無防備都市宣言という言葉は、総督府を取り巻いている群集たちが、口々に叫んでいた言葉だったからだ。

　そのとき、タラモアが、つぶやくように言った。

「やはり……これはすべて東域国の仕組んだことだったのだな」

　パイカルは表情も変えずに微笑ほほえんだ。

「何のことでしょうか？　単なる偶然の一致でしょう。一＋一の答えが誰でも二になるように、正しい答えは一つしかないのと同じことだと思いますよ」

　タラモアは顔をしかめた。

「正しい答え……か。その言葉には、一体誰にとって正しいのか、という部分が抜けているような気がするのは私だけか？」

　パイカルの微笑みは変わらなかった。

「すべての人にとって正しい答えですよ。時間も物資も人命も無む駄だに浪費することなく、すべてが丸く収まる、合理的な実に賢明な解決策だと思います……さて、答えをお伺いしましょう。どうしますか？　セレス総そう督とく」

　総督の執務室が静まり返った。

　そこにいる人々の視線は、部屋の奥に立つ白髪の老人に注がれていた。

　セレス総督の頭の中には様々な想いが渦うず巻まいていた。

　……ここで無防備都市宣言を行えば、確かにこのグレンダランは戦火から救われるだろう。東とう域いき国軍がそれを言い出した理由は簡単だ。彼らはこの街を無傷で手に入れたいだけなのだ。

　彼らの頭の中には、この街の市民を戦火から守ろうなどという意識は無い。この街にある物資と、インフラと、そして自分たちのために働く人間を、そっくりそのまま手中に収めたいだけの話なのだ。彼らにとって市民は愛すべき存在でない。単なる戦利品だ。

　本当にこの街の市民を愛し、その生活を、安全を、命がけで守ろうと思っているのは、東域国軍ではない。市民たちが平和の敵だとののしり、自分たちの安全のために街から追い出そうとしているケリンたちなのだ。

　そう……無防備都市宣言を行うためには、一切の防衛的手段を放ほう棄きしなくてはならない。

　ケリンたちは武装解除するか、もしくはこのグレンダランから出て行かねばならない。

　……あの、スタンピードのとき、彼らが命がけで守ったこの街が、その守ってくれた彼らを追い出すのか。

　セレス総督の心は激しく揺れた。

　一切の社会的立場を捨てたセレスの私人としての意識のなかでは、激しい怒りが渦うず巻いていた。その個人の意識は、たとえ、このグレンダランが滅びても、最後の最後まで戦うことを欲していた。しかし、社会的な立場を重んじる公人としての意識は、市民を守ることを求め、無防備都市宣言を行うしかないことを認めていた。

　……ここで、無防備都市宣言を行えば、私の社会的生命は終わるだろう、しかし、それによって助かる人間の数を考えれば、それは誤った選択ではない。

　今、この場所にいない人々や、責任を負わぬ人々は、私を臆おく病びよう者と断じ、罵ば声せいを浴びせるだろう。しかし、そのことに異議を申し立ててもそれは仕方の無いことなのだ。

　額ひたいに深い皺しわを刻み込んだセレスは静かに口を開いた。

「無防備都市宣言か……私には、この街と市民を守る義務があり、そしてそれはすべてに優先する……他ほかに選択の余地は無い。無防備都市を宣言しよう……答えはイエスだ」

　セレスはそこで言葉を切るとパイカル軍ぐん監かん補ほをにらみつけて言葉を継いだ。

「しかし、いいか、これはあくまでも市民の安全を優先した上での結論だ！　侵略者に正義があるがごとき宣伝に惑わされたのではないぞ！」

　パイカル軍監補は、眉まゆ一つ動かさずに小さく一礼した。

「賢明な選択をされました……では、これより無防備都市宣言に伴う条約の調印と、軍の武装解除について、話を進めましょう」

　そのとき、ケリンが言った。

「ちょっと待ってくれ、俺おれたち六三三銃じゆう士し隊は武装解除に応じるつもりは無いぞ！」

　執務室にいた全員が目を見開いてケリンを見た。

　セレス総そう督とくが、なだめるような口調で言った。

「ケリン隊長。君の気持ちもわかる。確かにこの結論は、納得がいくものではないだろう。まして、この決定に関して君には責任が無いのだからな。しかし今は君の意地や、面子メンツにこだわっている場合では無いのだ」

　ケリンは首を振った。

「意地や面子にこだわってるわけじゃありません。俺は筋を通したいだけのことです。俺たちの仕事は、この町の住民を守ることであって、侵略してきた敵の軍に降参することでも、ましてやそいつらを笑顔と拍手で迎えることじゃありませんからね」

「しかし、君たちが武装解除に応じなければ、東とう域いき国軍は砲ほう撃げきを開始するだろう。この街に砲弾が降り注ぎ、何の罪も無い非戦闘員たちが、死んでゆくことになるのだ……私はそれを認めるわけにはいかない」

　ケリンは目の前にいるパイカル軍ぐん監かん補ほを見み据すえて聞いた。

「我々は武装解除に応じない。しかしその代わりに、この街を出る……市内に軍隊がいなくなれば、無防備都市宣言は成立する。お前らはこの街に砲撃する理由は無い……そうだな？」

　パイカル軍監補はうなずいた。

「本来ならば軍がこの街から五十キロテ以上離れることが条件ですが……まあ時間もないことですし、街を出ることで、武装解除と同じとみなしましょう。さっさと退却していただければ、こちらとしても無駄な戦闘をせずに済みますからね」

　そのパイカル軍監補の言葉を聞いたケリンは、うなずいた。

「よし、俺たちが街を出ることで、無防備都市は成立する……その条件を忘れるなよ、ちゃんと条約に書いて調印してくれよ、反ほ故ごにされたんじゃたまらないからな」

　やがて、その場に書記官が呼ばれ、無防備都市に関する条約が文章に起こされ、セレス総督と、パイカル軍監補が、互いの名前をサインして、公印が押され、条約が成立した。

　すべての手続きを確認したあとで、パイカル軍監補はうなずいた。

「これで、もはやこの都市の司法、行政、立法、一切の権限は西せい域いき国ではなく我が東域国のものとなった。正確には我が東域国軍の軍政下に入ったことになる……」

　そしてパイカル軍監補は、勝ち誇ったように笑うと、懐ふところから白い封筒を取り出し、セレス総督に差し出した。

「シンルー殿どのから、これを預かって参りました……シンルー殿は、以後軍政官としてこのグレンダランにおける最高権者となります。この命令書の内容に対する一切の異議申し立ては認められません……よろしいですね」

　封筒を受け取って、その内容を読んだセレス総そう督とくの顔色が変わった。

「……これは……こんなことができるわけがない。犯罪捜そう査さ権、逮たい捕ほ権、裁判権、人事権などの専有はまあ仕方ないとして、この外出禁止令は無む茶ちやだ！　夜間の外出禁止ならいざしらず、日中でも自己の居住区画外への外出を禁ずるなど……それでは市民は買い物すら行けぬではないか！」

　パイカルは首を振った。

「買い物など行く必要はありません……というよりこの街においては商店は認められません。一切の物資は我が東とう域いき国軍の管理下に置かれ、私有財産というものは存在しなくなるからです。すべての物資は軍が接収し、必要に応じて市民に平等に配給されることになります、貧富の差をはじめとする一切の差別の無い社会が実現されるわけです」

　その言葉を聞いていたケリンが笑った。

「必要に応じて配給されるって言うけどよ、その必要かどうかは誰が決めるんだ？　欲しいものを欲しいだけくれるという意味じゃないよな、どう考えても。ようするに、自分たちの都合で決めるから文句を言うな、ということだろ？　まあ、文句を言うヤツはいねえだろうなあ、東域国軍は、この街の中では神様と同じだもんな。文句言うやつはとっ捕まえて、死刑にすることだってできるし、逆に東域国の兵士がどんな犯罪を犯しても、無罪放免にできる。大たい義ぎ名めい分ぶんが立てばいくらでも好きなことができるこの世の天国というわけだな」

　パイカルは、一瞬むっとしたような顔をしたあとで、顔に嘲あざけりの色を浮かべて言った。

「負け犬にどうのこうの言われたくは無いものだな。この街は諸君らのいるべき場所ではない。敗軍は、とっとと旗を巻いて出て行くがいい」

　ケリンは表情も変えずに聞いた。

「今すぐと言われても、こっちにも準備がある、俺たちが荷物をまとめて出て行くための時間をくれないか？」

　パイカル軍ぐん監かん補ほは勝利者の余よ裕ゆうを顔に浮かべてうなずいた。

「うむ、確かに時間も必要だろう。そうだな、一時間の猶ゆう予よを与えよう。一時間以内に全部隊をこの街の外に退去させたまえ、もし、一時間経たっても撤てつ収しゆうしなければ、このグレンダランは、我が軍の砲ほう弾だんにより灰かい燼じんに帰すだろう」

　ケリンはにやっと笑って言い返した。

「いまさらそんな脅おどし文句ならべんじゃねえよ、お前だって、しょせんはシンルーとやらの使いだろ？　虎とらの威いを借かる狐きつねみたいに見えるぜ……まあいいや、一時間だな、それだけあれば充分だ。シンルーとやらによろしく言っておいてくれよ」

　敗軍の将しようとはとても思えないケリンの態度を見て、パイカルは怒ることも忘れて絶句した。

　……一体何を考えているのだ、この若者は……西せい域いき国の連中はわけがわからんな。




　総そう督とくの執務室の前にある廊下には、総督府の次長クラスの幹部職員たちが不安な顔で執務室のドアを見つめていた。

　表面に彫刻が施されたどっしりとしたそのオーク材の大扉の向こう側では、東とう域いき国軍の軍使であるパイカル軍ぐん監かん補ほと総督府の各部署の責任者が集まって、無防備都市宣言に関する取り決めを行っているのだ。

　彼らは、この部屋で決定されたことを、直ちに部署に持って帰り、部下に通達しなければならない。なぜなら、調印されたその瞬間に、このグレンダランの主権者の名前が変わるからである。

　国家主権が変わるということが、どういうことなのか、まだ、誰も経験したことは無い。しかし、それが、とんでもないことであるということだけは予想がついていた。

　その、不安そうな顔をした次長たちの中には、Ｄデイー・Ｄデイーの顔もあった。

　Ｄ・Ｄは『ケリンを一人にすれば、何をしでかすか、何を言い出すかわかりません！』と言って同席を主張したが、特例は認められなかった。

　しかし、Ｄ・Ｄが危き惧ぐしたような騒ぎの気配が部屋の中から伝わってくることもないまま時間が過ぎ、やがて、ゆっくりと執務室の扉が開いた。

　部屋の中から最初に出て来たのは、書記官と侍じ従じゆう。そして警備隊の隊員に前後を守られた東域国の軍使、パイカル軍監補だった。

　パイカルの顔に浮かぶ達成感を漂ただよわせる微笑を見て、Ｄ・Ｄは小さく舌打ちをした。

　……くそ、満足そうに笑いやがって。そりゃあ確かに戦闘らしい戦闘をやらないで、このグレンダランがまるまる手に入るとなれば、笑いたくなるのも無理は無い。

　それにしても、東域国のシンルーってヤツは頭が切れるというか回るというか、こんな風に二重三重の仕掛けを用意していやがるとは思ってもいなかった。

　結果がすべてで、こんなことを言ったら負け犬の遠吠えになっちまうけど……シンルーとかいうヤツの立てる作戦は、いまいち気に入らないな。心の底で人間を見下してるような……人間なんて、そんなものだ、と馬鹿にしているような……そんな気になる。

　廊下を歩み去ってゆくパイカルを見送っていたＤ・Ｄは、後ろから肩を叩たたかれてあわてて振り向いた。

「よう、Ｄ・Ｄ、お待たせ」

　そこには、白い歯を見せていつものように笑うケリンの顔があった。

　Ｄ・Ｄは驚いた。

　無防備都市を宣言したならば、守備隊は全員降伏して武装解除を受けなくてはならないはずだ。ケリンがそれに納得するとは、到底思えなかったからだ。

「一体どうなったんだ？　グレンダランは無防備都市宣言をすることになったんだろう？　俺おれたちは降伏して武装解除されるのか？」

　急せき込むように聞いたＤデイー・Ｄデイーに向かって、ケリンは首を振って見せた。

「いや、降伏はしねえ、武装解除も無しだ。その代わりにグレンダランから退却することになった」

「退却？」

　怪け訝げんそうな顔をするＤ・Ｄに、ケリンは、にやっと笑って見せた。

「ああ、そうだ。敵は勝ったと思い込んでやがる。勝利者の余よ裕ゆうか何か知らねえが、俺たちが街から出るだけで、無防備都市宣言を認めるそうだぜ……ちょいと面白いことができそうだ……」

　Ｄ・Ｄが何かを言おうとしたそのとき、ケリンの後ろから、セレス総そう督とくが声をかけた。

「ケリン殿どの！」

　セレス総督は、そのまま進み出ると、振り返ったケリンの手を両手で握った。

「私は……何と言っていいのかわからぬが……君の思慮ある行動に心から感謝する。戦闘可能な戦力がある限り、決して降伏してはならない、というのが軍人としての義務であることは理解している。徹底抗戦しなかった、ということで、君は軍法会議にかけられるだろう。しかし、私はその法廷で君の弁護をするつもりだ！　君の勇気ある決断によって、グレンダランの市民と財産は守られたのだ、と！」

　ケリンは首を振った。

「そんなことにはなりません。俺たちは軍人としての義務を果たしますから」

「しかし、戦わずして退却するということは……」

　意味がわからないという顔をするセレス総督を見て、ケリンはイタズラ小僧のような笑顔を浮かべて答えた。

「ええ、確かに退却します。東とう域いき国軍と定めた協定書にはそう書かれています……でも、その協定書には、どこに向かって退却するか、ということまでは書いてないでしょう？」

　セレス総督をはじめとする、その場にいた全員が目を見開いた。

「ま、まさか君は……」

　ケリンは、小さくうなずくと胸を張って言った。

「西せい域いき国南なん部ぶ州しゆう方面軍第六三三銃じゆう士し隊は、これより敵正面に向けて退却いたします！」




　十五分後、ケリンは、六三三銃士隊の駐ちゆう屯とん地で、三列横隊に整列した隊員たちに、事のいきさつを説明していた。

「……と、いうわけだ。俺たちの仕事は、この街を外敵から守ることだ。だから、俺たちは俺たちに与えられた義務を果たす！　このグレンダランが東域国軍のものになるということは、今までこの街を動かしていたルールが、すべて東とう域いき国軍の連中に都合のいいものに書き換えられるということだ！　街の人間の中には、それがどういうことを意味するのかわからねえ連中もたくさんいて、そいつらは、これで戦争が無くなったと、無む邪じや気きに喜んでいやがる。この街にやって来る東域国軍の連中は、全部神様か天使だと考えていやがるんだろうが、そんなわけがねえ。

　自分たちに都合の悪いことを言ったりやったりする人間を、いろんな理由をつけて取り締まるかもしれねえし、鉄を作ってる労働者を、休み無しで働かせるかもしれねえ。そして何が悪いってそれに文句をつけることができねえということだ。

　それがわかってる連中は、今、続々とこのグレンダランから逃げ出している。俺おれたちが今、するべきことは、そうやって、東域国の支配を望まずにこの街から逃げようとする人たちが、無事に逃げるために時間を稼かせぐことだ！」

　そして、そこで言葉を切ったケリンは、隊員たちを見回して、にやっと笑ってから言葉を続けた。

「……とかなんとか、いろんな理由を並べたけどよ、要するに俺は、あの東域国軍の連中の言いなりになるのは、まっぴらごめんだ、ってことだ！

　そりゃあ、誰がどう見たって多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ、どんなに頑がん張ばっても、この戦力差はひっくり返せるようなモンじゃねえ、こんな戦い方するヤツは馬鹿だ！　大馬鹿だ！　かなわねえと思えば、さっさと手を上げて、降こう参さんするのが賢いやり方だってことは、百も承知だ。そうすりゃあ怪け我がはしねえ、死ぬこともねえ。

　賢い生き方、損をしねえ生き方、計算づくで生きる生き方が好きなヤツ。俺の言ってることが馬鹿に見えて仕方がねえヤツは、来なくていい！

　でも、俺の馬鹿さかげんに付き合ってもいい、と思うなら俺と一緒に来い！

　これから俺が東域国に吹っかけるのは、俺のケンカだ！　嫌いやなら来なくていい！　誰にも強制しねえ！」

　そして、ケリンは叫ぶように言った。

「俺と一緒に来るヤツは一歩前に出ろ！」

　その言葉が終わるのと同時に、六三三銃じゆう士し隊の駐ちゆう屯とん地に、ざっ！　という一歩分の足音が響いた。

　三列横隊の隊列は、まったく崩れていなかった。ただ、横隊全体が少しだけ前に出ていた。

　そう……一歩ぶんだけ。

　ケリンは隊員たちを見回してうなずいた。

「よし！　てめえらの心意気、しかと受け取った！　これは気休めに聞こえるかもしれねえが、俺は死ぬつもりはねえ！　なぜなら、今、デメララからカルタが応援に向かっているという知らせがあったからだ！　デメララからここまでの距離を考えれば、間に合うかどうかわかんねえ。でも、望みが全くねえわけじゃねえんだ！　いいか、だからお前ら無む駄だに死ぬんじゃねえぞ！　最後の最後まで生き抜いて時間を稼かせげ！」

　そしてケリンが訓くん示じ台を降りると、入れ替わりにＤデイー・Ｄデイーが訓示台に上がって隊員たちを見回して言った。

「じゃあ、これで解散する！　十五分後に倉庫の前に再集合しろ！　装備弾薬を配布する！　今、この場のノリで志願しちまったヤツもいるだろう。考え直して、嫌いやだと思うなら、倉庫の前に来なくていい、そのまま軍服を脱いでこの街を出ろ！　一緒に来ても後悔しない、という覚かく悟ごがあるなら倉庫の前に集まってくれ！　以上だ！」

　Ｄ・Ｄの言葉が終わるのと同時にハンキーの怒ど鳴なり声が響いた。

「ようし、お前ら好きにしろ！　手紙を書きたいヤツは急いで書いて、正門のところに止まっている輸送用の荷馬車に持っていけ！　家に帰りたいヤツは荷物をまとめたら、その荷馬車に乗るんだ！　時間が無いぞ、ぐずぐずするな！　解散！」

　二百人の隊員たちは、バラバラになって一いつ斉せいに走り出した。

　執務室に向かって歩いていくケリンの背中に、Ｄ・Ｄが声をかけた。

「ミント嬢じようと銃じゆう器き研究所の所員には、大至急脱出するように伝えておいたぞ」

　ケリンは歩きながら答えた。

「悪いな、忙しいのにいろんなことさせちまって」

　ケリンに追いついたＤ・Ｄは肩を並べると、小さく首を振った。

「いや、いいってことよ。グレンダランが東とう域いき国軍の手に落ちたら、ミント嬢や銃器研究所の連中は戦利品扱いだ。ひどい扱いは受けないにしろ、自由の身でいられるはずもない。逃がして……いや、時間を稼いで正解だよ」

「俺たちが退たい却きやくするまでに一時間……んでもってそのあとは、俺たち次第ってわけだな。俺たちが頑がん張ばって生き延びれば生き延びた分、東域国軍がこの街に入るのは遅くなる」

　Ｄ・Ｄがうなずいた。

「そう、そしてそれだけ遠くに逃げることができるってことだ」

　ケリンは笑って言った。

「生きなきゃな」

　Ｄ・Ｄも笑って答えた。

「ああ、生き伸びなきゃな」




　セレス総そう督とくが、無防備都市宣言を行い、グレンダランに東域国軍の軍政が施行され、一切の私企業と私有財産を東域国軍が接せつ収しゆうすることと、そして立法、逮たい捕ほ、裁判権などの司法権すべてが東域国軍の手に握られるということが市民の間に伝わったとき、市民の反応は大きく二つに分かれた。

　これで砲ほう弾だんが降り注ぐことは無い、戦争は回避されたと、無む邪じや気きに喜ぶ者と、占領軍である東とう域いき国軍の圧政が始まるのではないか、と怖れる者の二つである。

　そして、後者の者たちは、一いつ斉せいにグレンダランから脱出しはじめた。

　グレンダランの街の中から外に出る門は南と北にあった。しかし、南門は東域国の軍隊に面しているために、そこから出ようとする人はほとんど無く、家財道具などを満載した馬車や、荷物を背負った人々は、みんな北門をめざしていた。

　グレンダランの北門の前は、大渋じゆう滞たいを起こしていた。北門は鉄道馬車の出入りする南門とは違い、馬車が並んで走り抜けることができるくらいの幅しかないため、いわゆるボトルネック状態になってしまっていたのだ。

　のろのろと進む避ひ難なん民の群れの中に、銃じゆう器き研究所の所員を率いて脱出を図るミントたちの乗った馬車の姿もあった。

　東域国軍がグレンダランを占領すれば、兵器開発に従事していたミントをはじめとする銃器研究所の軍属職員を、自由にするはずが無かった。

　自分たちに抵抗し、反抗する手段となるおそれのある銃器を作る能力がある人間を野放しにする馬鹿はいない。間違いなくミント達は身み柄がらを拘束されてしまうだろう。

　脱出する五台の馬車隊の先頭の荷馬車の荷台に乗った研究所の職員が、周りの混雑を見てイライラしたようにつぶやいた。

「これじゃあ、やっとのことでグレンダランを出ても、東域国軍が追いかけて来たら捕まってしまいますね……もっと早く出てくれば良かった」

　そのつぶやきを聞いていたミントは、小さく首を振った。

「処分に時間がかかりましたが、仕方がありません、残しておくわけにはいきませんから」

　ミント達は、荷馬車に試作品の大砲やロケット弾などを積み込んでいたが、それは制作したもののほんの一部だった。持っていけないものや、量産見本などはすべて錬れん鉄てつの溶よう鉱こう炉ろに投げ込んで、正体がわからないようにしてから研究所を出発したために、脱出が遅れたのだ。

　北門を目指して、ゆっくりと動いていく人と馬車の群れの中には、馬車が手に入らなかったのだろう、背中に荷物を背負い、子供の手を引いて歩いている家族の姿もあった。

　その家族連れを見たミントは、自分の乗っている荷馬車を見回した。

　試作品の大砲の砲ほう身しんや、弾丸の入っている木箱などが積まれているが、人を乗せる余よ裕ゆうはありそうだった。

　……隣町まで、大人おとなは歩けるかもしれないけど、子供には無理かもしれない。全員を乗せることはできないけど、子供くらいなら乗せることはできるはずよ。

　ミントは小さくうなずくと、馬車の横を歩いている家族に声をかけた。

「この馬車にはまだ余裕があります！　お子さんを乗せてあげますよ！」

　家族連れの避ひ難なん民は、驚いたように顔を上げてミントを見た。そして目を見開いたあとで、微笑ほほえんだ。

「ああ、ミント様ですか！　どうもありがとうございます！」

　その言葉を聞いたミントの顔が真まっ赤かになった。

「さま、なんてつけないで下さい！　私はそんな偉い人じゃありません！」

　父親が首を振った。

「いえいえ、私たちは、あのスタンピードの時に、命を救われた者です！　女め神がみ様のモデルになったお方を、なんで呼び捨てにできますか！」

「その話は、もういいです！　早くお子さんをこの馬車に！」

　ミントは怒ったように言うと、両手をさし伸ばした。

　荷馬車に乗った五歳さいぐらいの男の子がミントのところにやって来ると、ぴょこんとお辞じ儀ぎをした。

「おねーちゃん！　ありがとう！」

　ミントは微笑ほほえんだ。

「いいのよ、大変なときは助け合わなくちゃね」

「うん、ほんとうは、うちの父ちゃんも馬車持ってたんだよ。でも、すたんぴーどのときに売っちゃったんだって」

「へえ、そうなんだ」

　男の子はうなずいた。

「そのお金で宿屋なんか買わないで、馬車買っておけばよかった、って父ちゃん言ってたよ」

「馬車の値段で宿屋が買えたの？」

　目を丸くするミントに、男の子は、うなずいて見せた。

「うん、すっごい値段で売れたんだって、すたんぴーどのとき」

「そっか、あの時の騒ぎはすごかったものね」

　ミントはそう答えると、視線をグレンダランの街に投げた。

　……あの時もこんな感じだった。

　エズオルの群れから逃げようとする人々で、グレンダランの街は大騒ぎだった。

　でも、ケリンはあの時逃げようとはせずに、エズオルの群れに立ち向かった。それが自分の仕事だから、と言って……。

　その時、ミントは急に不安に駆かられた。

　……そういえば、ケリンたちはどうなったんだろう！　軍隊は、このグレンダランから退却するって話だったけど……。

　ミントは顔を上げると、横にいた研究所の所員に聞いた。

「そういえば……六三三銃じゆう士し隊の人たちの姿が見えませんが……どうしたのでしょう？」

　所員は首を振った。

「さあ、この状態ですからよくわかりませんが、軍隊の退たい却きやくが無防備都市宣言の条件だったそうですから、もうとっくに退却してしまったのかもしれませんよ」

　ミントと所員の会話を聞いていた家族連れの父親が驚いたように言った。

「なんだって？　あんたらは聞いていなかったのか？　ケリン隊長とこの街の守備隊は、街から出るが退却はしないそうだぞ」

　その言葉を聞いたミントが悲鳴のような声を上げた。

「退却しないって！　……それって、どういう意味なんですか？」

　父親は、ミントの剣けん幕まくに少し驚いたように首を振った。

「いや、私も詳くわしいことは知らないけど……守備隊は、敵のいる方角に向かって退却する、最後の最後まで意地を見せるんだ、とかいうウワサが広まってるんですよ……」

　その父親の言葉を聞いたとき、ミントの膝ひざの力がすうっと抜けた。

　ミントはふらつくように、膝を崩すと、そのまま脇にある荷物箱にしがみついた。

「大丈夫ですか！」

　あわてて声をかけた所員にミントはうなずいて見せた。

「え、ええ、大丈夫です……」

「でも……顔色が真まっ青さおですよ」

　ミントの耳に所員の言葉がどこか遠くの方で聞こえていた。

　……なんで？　なんでケリンは逃げないのよ！　退却していいって言われたんでしょ？　責任は無いんでしょ？　なのに、なぜ、誰が見たって勝ち目のない戦いを挑むのよ！

　そして、ミントは何かに思い当たったかのように顔を上げた。

　ミントの目には、北門の前にぎっしりと集まっている避ひ難なん民の群れが映っていた。

　……もしかしてケリンは……この人たちが逃げるための時間を……違う！　この人たちのためだけじゃない！　その中には私も含まれているんだ！

　ミントは何かを決意したかのように振り返ると、横にいた研究所の所員に言った。

「私のことは気にせずに、先に脱出して下さい！」

　所員は目を見開いた。

「そんな！　ミント所長こそが最重要人物なんですよ！　絶対にグレンダランに残すなと、Ｄデイー・Ｄデイーさんからもきつく念を押されているんです！」

　その言葉を聞いたときに、ミントは確信した。

　……間違いない！　ケリンは時間を稼かせぐつもりなんだ！

　ミントは自分に言い聞かせるように力強くうなずくと、そのまま立ち上がって、荷馬車の荷台から石畳だたみの上に飛び降りた。

「ミント所長！　どこに行くつもりですか！」

　ミントは、振り返ると、一言叫んだ。

「ケリンに会って来ます！　皆さんは先に脱出を！」

　後ろに連なっている馬車に乗っていた研究所の職員たちが、口々に呼び立てる声を無視して、ミントは人込みを掻かき分けて走った。




　グレンダランの南門の内側には、山のような人が群がっていた。

　二重三重に囲まれたその人ひと垣がきの中には、完全武装し、西せい域いき国の国旗と隊旗を立てて整列している六三三銃じゆう士し隊の姿があった。

　そこに集まった人々は皆、無言だった。

　ケリンたちに声援を送ったり、拍手をしたりすれば、顔を覚えられて、このあとやってくる東とう域いき国軍に捕まる、というウワサが市民の間に流れていたからだ。

　人々の顔に浮かぶ表情は様々だった。

　歯噛がみをし、涙ぐんでいる者もいた。しかし、ケリンたちのやることに冷笑を浮かべて見ている者もいた。

　やがて、整列を終えた銃士隊の隊列の前にケリンが進み出た。

　一呼吸ほどの間をおいて、銃士隊の列の一番右側の列外に立っていたハンキーが、腰に手を構えて小走りに前へ出た。

　ハンキーは、ケリンの前、六歩ほどの所で立ち止まると、そこでケリンに正対すると、敬礼した。

　ケリンが答礼をすると、ハンキーは直立不動の姿勢になって大声で申告した。

「西せい域いき国南なん部ぶ州しゆう方面軍、グレンダラン守備部隊第六三三銃士隊、総員二百十六名、現在員百九十七名、事故十九名！　事故の十九名にあっては、負傷十一名、自己都合八名であります！」

　ケリンが小さくうなずいて敬礼を返すと、ハンキーは回れ右をして隊員に向かって号令をかけた。

「休め！」

　ざっ！　という足音と共に、隊員たちが肩幅に足を開いて腰の後ろに手を組んだ。

　ケリンは、居並ぶ隊員たちを見渡したあとで声を上げた。

「六三三銃士隊の諸君！　東域国軍が我々に与えた猶ゆう予よも、あと十五分となった！　我々は、これより東域国との協定に基づきこのグレンダランより退たい却きやくする！　我々がこの街から出ることで、協定は成立し、グレンダランは東域国軍の攻撃目標ではなくなるのだ！　だが、我々は尻尾しつぽを巻いてこそこそと逃げるわけではない！　我々には逃げる理由など無いからだ！」

　そして、白い歯を見せると、一気に砕くだけた口調になった。

「このままじゃあ、どうにも筋が通らねえと思うのは、俺おれだけか？　勝手にこの西域国に入って来て、大砲打ち込んでるあいつらが正しくて、それに逆らった俺たちが悪いのか？　俺たちがいるから戦争になったのか？　そんなこたぁねえ、誰がどう見たってこいつはさかさまだ！　だから、俺おれたちはこれから筋を通しに行く！」

　ケリンは、視線を静まり返った群集に投げて言葉を続けた。

「強いものに逆らわず、長いものには巻かれて、どんな悪いことでも見て見ないふりしていれば、波なみ風かぜ立たずに長生きできるだろうよ。でもな、そんな生き方が賢い生き方だっていうなら、まっぴらごめんだ！　俺たちは馬鹿で結構だ！　馬鹿には馬鹿の生き方がある！　俺の言ってることが、くだらないガキの意気がりだと言いたいヤツは言え！　馬鹿なことだと笑いたけりゃ笑え！　その、くだらない、意気がった、馬鹿なガキの戦いがこれから始まる！　賢くて、何から何まで計算づくで生きてる人間には絶対真ま似ねできねえ戦いだ！」

　ケリンは視線を隊員たちに戻した。

「よし！　てめえら、行くぞ！　六三三銃じゆう士し隊、前へ！　敵正面に向けて退却開始！」

「おう！」

　六三三銃士隊全員が雄叫おたけびを上げるようにケリンに答えた。

　ケリンの斜め前に立っていたハンキーが野の太ぶとい声で命令を下した。

「ぜぇんたああぃ、前へーっ進めぇえ！」

　グレンダランの市民たちが見守る中で、軍楽分隊が行進用の小こ太だい鼓このドラムロールと大太鼓を叩たたき始めた。

　ミントは、南門の少し手前で、そのドラムロールの音を聞いた。

　群集を掻かき分けながら前に進もうとするのだが、人ひと垣がきは密集しており、非力なミントは、なかなか前に進めなかった。

　やがて、聞こえていたドラムロールの音が動き出すのがわかった。

　……ああ、行っちゃう！

　ケリンが戦いに行っちゃうんだ！

　このままじゃ間に合わない！　顔を見ることもできない！

　ミントは、思い切ったように叫んだ。

「お願いです！　通してください！　ケリンに会わせてください！」

　その声を聞いた周りの人は、声を上げたのがミントであることを知って、驚いたように目を開くと、互いに声を掛け合って、少し道を開けた。

「すみません！」

　小さく頭を下げながら進んでいくミントに、回りから声が飛んだ。

「早く行っておあげ！　隊長さんはそこにいるよ！」

「前にいるそこのあんた！　ぼけっとしてないで道を開けておやり！」

「ちっとは気を利かせなよ、このトウヘンボク！」

　それは、みんな中年の女性の声だった。

「すみません！　ありがとうございます！」

　ミントは何度も頭を下げながら、人を掻かき分けて前に進んだ。

　軍楽分隊のドラムの音が、動いていくのがわかる。

　……なんで？　なんで戦うの？

　ここにいる人たちは、誰一人としてあなたに感謝していないんだよ！

　拍手一つ、声援一つ送らない。

　それどころか、石を投げるようにして、あなたたちを追い出して、自分たちだけ助かろうとしているんだよ！

　これが……この人たちが、あなたが守ろうとしていた……そして今、あなたが命をかけて守ろうとしている「市民」なんだよ！

　なんで？　私、わかんない、なんであなたが戦おうとしているのか……私、わかんない！

　ミントの目から、涙があふれた。

　その涙をぬぐおうともせずに、ミントは目の前にいる人々を掻き分けた。

　悔しかった、憎らしかった。

　自分の前に立つ、この場所にいるすべての人が憎たらしかった。

　半分かんしゃくを起こしたように、ミントは力を込めて人々を掻き分けた。しかし、気ばかりあせって身体からだが前に進んでいかない。

　……だめだ！

　間に合わない！

　ミントの胸に絶望感が浮かんだ。そのとき、ぽっかりと人ひと垣がきが開いた。

　気が付くと、ミントは人垣の一番前に立っていた。

　目の前を行進して行くのは、見覚えのある銃じゆう士し隊の面々だった

　誰もが、口元を引き締めて真まっ直すぐに前を向き、無言のまま歩いていた。

　その顔には悲壮感も、気負いも、自己陶とう酔すいすら浮いていなかった。銃士隊の隊員たちは、飄ひよう々ひようとしたいつもの顔つきのままだった。

　その顔は、どこかケリンと似ていた。

　太たい鼓このリズムに合わせて、後ろに数両の補給用馬車を従えた六三三銃士隊の隊列が、ゆっくりと南門を出て行く。

　ミントは伸び上がるようにしてケリンの姿を捜さがした。

　見覚えのある紅あかい髪が、銃士隊の列と共に、南門を出て行くところだった。

　銃士隊の歩調に合わせて少しずつ遠ざかってゆくその紅い髪に向かってミントは、思い切り叫んだ！

「ケリィイイイン！」

　群集の沈黙を切り裂さくようなその声が、南門のアーチに残響を残して消えていった。

　ケリンは、振り返らなかった。

　その代わりに、ひょい、と右手を上げた。

　それは、まるで、ちょっとそこまで行ってくる、というような、実に軽い挨あい拶さつにしか見えなかった。

　しかし、その挨拶は、他ほかの誰に返したのでもない、ミントただ一人に向けて返された挨拶だった。




　南門の前には、白い旗を立てた東とう域いき国軍の馬車が止まっており、その脇に軍使であるパイカル軍ぐん監かん補ほと、数人の護衛の兵士たちが立っていた。

　パイカルは軍服のポケットから懐中時計を取り出すと、気き障ざっぽい手つきでその蓋ふたを開けて文字盤ばんを見て言った。

「ふむ、確かに一時間以内ですな」

　整列した銃じゆう士し隊の前に立ったケリンは胸を張って言った。

「見ての通り、俺おれたちはグレンダランを出た。この時点で、グレンダランに対する攻撃は行わないとするお前らの条件を満たしたことになる！　そうだろう？」

　パイカルはうなずいた。

「確かに、それが条件でした……さあ、こんどはあなた方が退たい却きやくする番です、とっとと尻尾しつぽを巻いて逃げ出さないと、攻撃対象とみなしますよ。我々はグレンダランには攻撃を加えないと約束しましたが、グレンダランから出たあなた方はれっきとした攻撃対象なのですからね」

　ケリンは、にやっと笑った。

「一時間の猶ゆう予よはいわば停戦時間だ。あと八分くらい残ってるだろ？」

　パイカルは、勝利者の余よ裕ゆうを漂ただよわせて答えた。

「え、ええまあ。でも、八分じゃあそんなに遠くまで逃げられませんよ。どうですか？　いさぎよく我々の軍門に降くだるというのは……我が軍は降こう軍ぐんの将は丁てい重ちようにもてなします」

「いや、降伏はしねえ。八分で、どれだけ逃げられるかわかんねえけど、俺たちはできるかぎり逃げるつもりだからよ」

　小さく首を振ったケリンは、そこで言葉を切ったあとで、叫んだ。

「全軍！　敵正面に向かって退却開始！　走れ！　少しでも遠くに逃げるんだ！」

　その声を合図に、六三三銃士隊は、左右二ふた手てに分かれて全速力で敵陣の方に向けて走り出した。

　あとに取り残されたパイカルは自分の目を疑った。

　退たい却きやくという言葉と、逃げろ、というケリンの言葉とは裏うら腹はらに、部隊員の行動はどう見ても突撃以外の何ものでもなかったからだ。

「話が違うぞ！　退却ではないのか！」

　パイカルの上げた叫び声に向かって、ケリンも同じように叫び返した。

「ああ、退たい却きやくだ！　地球をぐるっと反対側から回ってデメララに退却中だ！」

　パイカルは、一瞬あっけにとられたあとでわめいた。

「馬鹿か！　そんな退却があるもんか！」

「一つ賢くなったな！」

　ケリンはそう言い捨てると、前を向いて走り続けた。




　グレンダランから三キロテほど離れた所にある丘きゆう陵りようの上で陣じんを張っていた東とう域いき国軍の間に、驚きの声が上がった。

「見ろ！　突っ込んで来るぞ！」

「何をする気だ？　この状況下で、たった二百人で、真正面から突撃するつもりなのか？」

　驚き騒ぐ参さん謀ぼうたちの中で、ただ一人だけ、この光景を見て静かに笑った男がいた。

「なるほどね……」

　双眼鏡を降ろしたシンルーは、笑いを顔に浮かべたまま言った。

「双方の小しよう銃じゆうの射程距離内に入るまで、特に気にすることも無い。砲兵隊に伝令を出し、射程を二千メルテに固定し、こちらの合図で一いつ斉せい射撃するように伝えろ」

　シンルーの言葉を聞いた参謀たちは、落ち着きを取り戻すと、地図を覗のぞき込んだ。

「確かに敵の主武装は小銃だ。射程距離に入るまでは何の影響も無いだろう」

「最大射程は千メルテ。しかし、敵はそこに近づく前に我々の砲兵の弾幕によって粉ふん砕さいされるということか」

　シンルーはうなずいた。

「本来ならば砲をここに並べ、直接照準にして撃つ方が効率は良いが、まあ仕方がない。歩兵部隊に戦闘準備命令を出して、散開させ、塹ざん壕ごうを掘るように指示しろ。砲兵の撃ち漏もらした敵兵は、歩兵に片付けてもらわねばならんからな」

「了解しました！」

　歩兵部隊担当の参さん謀ぼうはそう答えると敬礼した。

　そのとき、参謀の一人が、シンルーに聞いた。

「あいつらは、絶対勝ち目が無いとわかっていながら、なぜあんな無む茶ちやな攻撃を仕掛けてくるのでしょう？」

　シンルーは、しばらく無言だったが、やがて笑いながら首を振った。

「きっと……英雄的な最後を遂げたいのだろうな。私には馬鹿の考えることは理解できん。確かに、ああいった自殺的行動は英雄として名が残るかもしれん。しかし、名が残るのは勝ったときだけだ、負けてしまえばただの馬鹿げた行動として嘲ちよう笑しようの対象にしかならん。

　あっさりと降伏するか、退たい却きやくするかと思っていたが……思ったとおり馬鹿な連中のようだな、あの守備隊は……」

　シンルーはそこで言葉を切ると、ケリンたちが向かってくる方向を見て言葉を継いだ。

「立派で、義務に正直な人間……言い換えれば単純で馬鹿な人間が真っ先に死ぬ……それが戦争の法則だよ」







　第八章　「鬼」







　日は、ゆっくりと西に傾きつつあった。

　一年の中で、日照が最も長いこの時期とはいえ、午後三時ともなると、あたりに夕方の気配が漂ただよいはじめる。

　バンドール河の東側にある東とう域いき国軍の物資集積所の桟さん橋はしの上で、若い補給部隊の兵士が、西日をさえぎるように目の上に手をかざして、ぼんやりと上流を見ていた。

　横に立っていた先せん輩ぱいの兵士は、それに気が付くと、またか、という顔になって怒ど鳴なった。

「おい、何をぼんやり見てやがる！　また軍ぐん曹そうにどやしつけられるぞ！」

　若い兵士は河を指差して答えた。

「あ、いや、あの船なんですけど……」

　若い兵士の指差したのは、上流から近づいてくる、灰色に塗られ、舷げん側そくに装そう甲こう板ばんを立てた東域国水軍の警備船だった。

「なんだ？　あれがどうかしたか？　運うん貨か船せんの警備をしている水軍の船だ、別に目新しいモンでもないだろうが」

「いや、そうなんですけどね。なんかあとに、別の船を引っ張ってるみたいなんですよ」

「別の船？」

　先せん輩ぱいの兵士は、眉まゆをひそめて後こう輩はいの兵士が指さしている方向を見た。

　確かに、その後輩の言うとおり、灰色の水軍の船のあとに真っ黒な大型の船が続いていた。よく見ると、水軍の警備船からは何本ものオールが突き出され、それが弧こを描くように回っているのが見える。

「河下りで、さらにオールで漕こぐとは、ずいぶんと急いでいやがる……何かあったのかな？」

　そのとき、後輩の兵士が、驚いたように言った。

「警備船がひいてる船は、あれですよ、西せい域いき国の石炭運搬船です！　きっとこの先で拿だ捕ほしたんですよ」

　真っ黒に汚れた無ぶ骨こつなその船を見み間ま違ちがえるはずも無かった。

　後輩の兵士の言うとおり、警備船が曳えい船せんしているのは、西域国が錬れん鉄てつの製造のために上流にある炭鉱からグレンダランへと石炭を運ぶ、石炭運搬船だった。

　先輩の兵士はうなずいた。

「確かにお前の言うとおりかもしれないな。西域国にも水軍はあるが、船の数も錬度もこっちの比じゃない。きっと石炭運搬船に護衛をつけることも、ままならなかったんだろう」

「あの石炭運搬船に積んである石炭は、こっちのものになるんですよね？」

「ああ、今は戦時中だからな。敵の物資は分ぶん捕どった側のものになるはずだ。あの警備船の乗組員には褒ほう賞しようが出るはずだ」

　後輩の兵士はうなずいた。

「そうか、警備船のやつら、嬉うれしくて仕方ねえんだな。凄すごい勢いで船を漕いでいやがる」

　その言葉のとおり、石炭運搬船を曳えい航こうした警備船は、舳へ先さきに白波を立てて真まっ直すぐ桟さん橋ばしへと突き進んで来る。

　先輩の兵士は、その動きに妙な胸騒ぎを感じた。

　……妙だな。喜び勇んで帰って来る、という雰囲気じゃないぞ。

　その疑問と同じものを感じたのだろう。桟橋の沖合いに浮かんでいた水軍の警備船が、突き進んでくる船に向かって一時停船を命じる信号旗を上げた。

　しかし、石炭運搬船を曳えい航こうしている警備船は止まる気配を見せない。それどころか、オールの動きが早くなったように見える。

「おい、あの船、ちょっと変だぞ？」

　先輩の兵士がそう言った次の瞬間。

　石炭運搬船を曳航していた警備船の帆柱にするすると旗が揚がった。

　その旗は、西域国の国旗だった。

　一時停止信号を挙げていた警備船の甲かん板ぱんの上では、乗組員たちがあわてて走り回っているのが見えたが、河の流れの中に錨いかりを打ち、帆ほを畳たたんだままの状態から、帆はん走そう可能になるには時間がかかりそうだった。

　石炭運搬船を曳えい航こうした警備船は、東とう域いき国の警備船の脇をすり抜けると、速度を保ったまま、真まっ直すぐに補給物資陸揚げ用の桟さん橋ばしに突っ込んできた。

「うわわわわ！」

「逃げろ！　あれは敵軍だ！」

　桟橋の上に立っていた二人の兵士が、転がるように岸辺に向かって走り出したそのあとに、桟橋にのし上げるような形で警備船が突っ込んだ。

　がしゃぐしゃめりぽきがりがり！

　衝しよう突とつ音と材木が折れる音が入り混じった轟ごう音おんが、陸揚げ桟橋の周辺に響き渡った。

　警備船は、前半分を桟橋にのし上げ、斜めに傾いたまま止まっていた。

　そして、一瞬の静寂のあと、警備船と、そして後ろに繋つながれた石炭運搬船の中から百人以上の男たちが上げる野太い雄叫おたけびが上がった。

「うぉおおおおおおお！」

　声と共に船べりを越えて姿を現したのは、想像を絶するいでたちをした大男たちだった。

　男たちは皆、黒地に絢けん爛らん豪ごう華かな金きん糸しの刺し繍しゆうを施した制服のようなものを着込んでいた。

　しかし、服のサイズが合わないのだろう、中には前をはだけて分厚い筋肉質の胸をむき出しにした者や、服を着るのをあきらめたのだろう、上半身裸はだかで、頭に灰色の羽飾りのついたど派手な金色の帽ぼう子しだけをかぶっている者もいる。

　それだけでも、想像を絶するのだが、さらに想像を絶するのは、男たちの肌の色だった。

　そこに現れた男たちは全員、顔も身体からだも墨すみを塗ったかのような真っ黒な肌をしていた。

　その全身真っ黒で、それでいて金ぴかの、わけのわからない大男たちは、手に手に刃物や棍こん棒ぼうを持ち、それを振りかざして口々に「おうおう」と叫びながら、船を飛び降りると、一団となって、東域国の物資集積所に向かって突進し始めた。

　刃物や棍棒を持った真っ黒な男たちが迫ってくるのを見た輸送部隊の若い兵士は、その光景を見るなり、目をまん丸にしてくるりと振り返ると、そのまま悲鳴を上げて逃げ出した。

「鬼おにだぁ！　鬼が来たぁ！」

　その声を聞いた、黒尽くめの大男の集団の中ほどにいた男が憤ふん慨がいしたように言った。

「失礼な、栄はえある西せい域いき国近衛このえ連隊の兵士を鬼呼ばわりするとは！」

　その男の脇にいた真っ黒な顔をした若い男が、にやっと笑った。

「敵が来た！　と言われたのでは、すぐに応戦体制が取られてしまいますが、鬼が来た！　という声を聞いた人間は、何のことだかわからないでしょう、こっちにとっては好都合です！」

　そして、その若い男はカルタの声で叫んだ。

「俺おれたちは鬼おにだ！　言葉を喋しやべるな！　咆ほえろ！　歯をむき出せ！　だが殺すな！　俺たちの目的は補給物資の破壊だ！　物資に火を放ち、敵陣じんを混乱の中に叩たたき込め！　第三分隊と第四分隊は馬車の確保だ！　東とう域いき国内を暴れまわる足を確保しろ！」

　黒い鬼の集団は、雄叫おたけびを上げて、物資集積所に突入して行った。




　東域国軍の守備隊の詰め所にいた指揮官の所に第一報が入ったのは、カルタたちが上陸して三分もしないうちだった。しかし、情報は混乱していた。

　実戦用の装備を身につけながら、指揮官は、詰め所に飛び込んで来た当番兵に聞いた。

「一体何事が起きているのだ！　わあわあ騒ぐばかりで事態の掌しよう握あくができておらんではないか！」

「それが、第一報の内容が支し離り滅めつ裂れつでして……桟さん橋ばしで事故が起きた、というのが第一報ですがそれと同時に、輸送部隊の兵士が飛び込んで来まして、鬼が出た、と申し立てまして……」

　肩から回した弾帯のバックルを止めていた手を休めて指揮官は顔を上げた。

「鬼だと？　なんだそりゃ？」

　当番兵は途方に暮れたような顔をした。

「それが、要領を得ないのです、何を聞いても、俺がニンジンを食わなかったからだ……などとわけのわからないことを申し立てまして……」

　守備隊の指揮官は考えた。

　……補給部隊の警護に当たる守備隊の主戦力は河の向こう側に配置されており、こっちは手薄だ。少ない戦力で状況がわからぬまま動いても意味が無い。命令を下すには情報が少なすぎる。まず状況を判断し、何が起こっているのかを確認したのちに部隊行動に出るべきだろう。

　下へ手たに動いて、責任を取らされるわけにはいかない……。

　事態の全ぜん貌ぼうが明らかになり、すべての情報が提示されてから正しい判断を下すという彼の考えは間違ってはいない。しかし、ここは実戦に直面している軍隊だった。

　平時の事態収拾と、突発時の事態収拾方法は根底から違うのだ。

　突発事案の時の対応は「やるべきこと」を全部同時に進行させねばならないのだ。

　事態の全貌や詳細が明らかになるときは、すでに事態が終了しているときである。すべてが終わるその前に、部下に対処方法を命令しなくてはならない。

　与えられたデータがほとんど無く、何が正しいのかもわからない中で、決断し、指示命令を下さねばならないのだ。

　これはいわば一種のバクチである。

　指揮官に求められているのは、この、バクチとも呼べる決断力である。

　間違った決断を下せば、当然責任を取らされることになる。しかし、そのことを怖れて、何もしないことを選択するような人間には指揮官の資格は無い。責任をとらされるのを覚かく悟ごの上で、決断し、行動する能力こそが指揮官の条件なのだ。

　こうして、東とう域いき国軍の守備隊の対応が遅れている中で、カルタたちは分隊ごとに分かれて、事前の打ち合わせに従って行動を起こした。

　補給物資の詰まっているテントの入り口から、油を染み込ませた布に火をつけて放り込んで回る「焼き討ち班」

　逃走と進撃用の馬車を確保する「調達班」

　巨大なハンマーを持ち、手当たり次第に何でも破壊して回る「打ち壊こわし班」

　同じく大きな棍こん棒ぼうを持ち、出会った人間を手当たり次第に殴なぐり倒す「戦闘班」

　刃物を持った敵に立ち向かうための「剣士班」

　敵の反撃に備え、銃じゆうで武装した「銃じゆう撃げき班」

　それぞれの班を指揮しているのは、すべて西せい域いき国の近衛このえ連隊の兵士たちだった。

　物資集積所を走り回る市民義勇兵たちを見ていたカルタは、すぐ横で大きな西域国の旗を持ち、仁に王おう立だちしているクローブに言った。

「クローブ殿どのの門弟百人の破壊力は物もの凄すごいものがありますね」

　真っ黒な顔のクローブが、白い歯を見せてにやっと笑った。

「まあな、腕っ節ぷしだけには自信がある連中ばかりだからな……だが、お前さんが引っ張って来た近衛連隊の二十五人の下士官たちがいなけりゃ、あんなのは烏う合ごうの衆だ。リーダーがあっての破壊力だ」

　そして、クローブは旗を持っている真っ黒な自分の腕を見て、小さくため息をついた。

「それにしても、近衛連隊の装備係の係長がこれを見たら卒そつ倒とうするぜ。俺おれたちが着ているこの制服は、近衛連隊が国家行事のときなんかに着るいわば礼服だろう？　シミ一つつけただけで始末書何枚も書かなきゃならんと言われているあの服を、事もあろうにこんな石炭の粉で真っ黒にしちまって……」

　カルタは肩をすくめた。

「仕方ありませんよ、夕べの段階で、制服として人数分確保できたのは、この礼服だけだったわけですし、私たちが全員乗れる船といえば、あの石炭運搬船しか無かったんですから」

　クローブは大きく笑ったあとで言った。

「はははは、おかげで船に乗り込んで十五分しないうちに、みんな石炭の粉で真っ黒けになっちまって、誰が誰やら見分けもつかねえ……しかし、よくもまあアニゼット様の直じき筆ひつ命令書を手に入れることができたなあ。命令書を偽ぎ造ぞうしに行くから城の秘密の抜け道を教えろと言われた日には、どうしようかと思ったがな……それにしても、カルタは、なぜ俺が城の秘密の抜け道を知ってるって知っていたんだ？」

　カルタは笑った。

「ケリンの部下に、城に忍び込んだことのある元盗とう賊ぞくがいるでしょう？　彼から聞いたんです」

　クローブは顔をしかめた。

「ハンキーか？　くそ、あの野や郎ろう口が堅かたいと思ったらべらべらしゃべりやがって……なに、あいつは昔、俺おれと同じ道場に通ってた後こう輩はいなんだ。ところがある日、俺のとこにやって来て、自分は盗とう賊ぞくだって告白したあとで、ギルドの連中から馬鹿にされてるってぽろぽろ涙こぼして泣きやがった。大だいの大人おとながみっともねえ、って怒ったら、こんどはギルドの連中の鼻を開かしてやりたい、それができれば盗賊辞やめてもいい、って言うもんで……悪いと思ったが、人一人真人間に戻してやるんだからいいか、と思って手引きしてやったんだ……そのあと、恩に着て兵士になったんだが、まさかケリンの手下になるとは思ってもみなかった」

　カルタはうなずいた。

「人の縁というものは面白いものですよ、私だってこんな風にケリンの父上と共に戦うときがくるなんて思ったこともありませんでしたから」

　クローブはもう一度声を上げて笑ったあとでうなずいた。

「違げえねえ、人の縁ってのは突拍子も無いところで繋つながってやがるんだなあ」

　その、実に飄ひよう々ひようとしたクローブの横顔を眺めながら、カルタは、夕べの……正確には今日に日付が変わった頃の王宮の一室での出来事を思い出していた。




「よし、できたぞ。私の署名と公印入りの命令書だ。これがあれば、我が近衛このえ連隊の装備と人材は貴様の好きにできる」

　部屋着姿のアニゼットは、そう言うと、目の前で床に片かた膝ひじをついているカルタの前に一枚の書類を差し出した。

「ありがとうございます！」

　そう言って両手を差し出したカルタの手が書類に届く前に、アニゼットはその書類をすっと引いた。

　自分の両手が空をつかんだのを見て怪け訝げんな顔をするカルタを、アニゼットは真剣な目で見て言った。

「お前にこの命令書を渡す前に、貴様に約束させておきたいことがある」

「約束……と言いますと？」

「貴様は、自分が何をやったのかわかるか？」

　カルタは、何かに気付いたように目を見開くと、下を向いた。

「……死罪に値する罪を犯しております」

　部屋着のままのアニゼットは、自分が立っている寝室を見回して、あきれたようにつぶやいた。

「そうだな、それも一回や二回死刑になってもまだお釣りがくるような大罪だ。

　夜間、王宮のそれも近衛連隊の執務室に忍び込み、公文書を偽ぎ造ぞうし公印を勝手に使おうとした。あまつさえ婦女子の寝室に忍び込んだとなると、これはもう言い逃れはできまい」

　カルタは顔を上げた。

「お言葉を返すようですが、この寝室に隠れろとおっしゃったのはアニゼット様で……」

　少し赤い顔になったアニゼットは、目をそらして言った。

「細かいことはどうでも良い。問題は貴様が夜中に私の部屋にいるとか、そういうことではなくてだ、貴様はこの責任をどう取るのか？　ということだ」

　カルタはアニゼットを正面から見てきっぱりと言った。

「そのことなら、不ふ肖しようこのカルタ・ピルスナー、命を投げ出すつもりであります！　生きて再びこの西せい域いき国の地を踏むつもりはございません！」

　その言葉を聞いたアニゼットの形の良い眉まゆの間に、すっと縦たてに線が入った。

　アニゼットは不機嫌な声で言った。

「そうか、貴様がそういう心構えなら、この書類は渡せぬな、このまま火にくべてしまった方がましだ」

　怪け訝げんな顔をするカルタを見み据すえてアニゼットは言った。

「貴様の取るべき責任は死ぬことではない！　私は死ぬことを求める指揮官に、可愛かわいい部下を預けるような馬鹿ではない！　いいか、貴様の責任とは、生きて戻って来ることだ！　部下と共に死地に赴おもむき、そこで戦い、戦果を挙げ、そして部下を連れて死地から生せい還かんすることが貴様に課せられた責任だ！　それを果たすつもりがないのなら、貴様に言うべきことは無い、帰れ！」

「申し訳ありません……アニゼット様」

　そう言って下を向いたカルタを見ていたアニゼットの表情が緩ゆるんだ。

「貴様がどう考えているか知らぬが……あとのことなら気にするな。私がなんとかする、いや、してみせる！　この西域国の未み曽ぞ有うの危機の前で、身分だのしきたりだのを振り回す愚おろか者の言うことなど聞くつもりは無い。だから……帰って来い」

　カルタは顔を上げた。

　そこに、少し上気したような顔でカルタを見つめるアニゼットの目があった。

　アニゼットは少しどぎまぎしたような口調で言った。

「貴様……いや。お前……じゃなかった、あなたに言いたいことがあります……どうも、その、こういった口調は言いなれないから、妙に聞こえるかもしれないけど……まあ許せ……じゃなかった、許してください」

　そして、小さく咳せき払ばらいすると、アニゼットは小さな声で話し始めた。

「あなたは私の命の恩人です。あなたはあの教団との戦いのときにガス攻撃を受けて倒れた私を助けて味方の陣まで連れ帰ってくれました。それは一生かかっても返せないほどの恩です。もしかしたら、あなたが助けたのは、王家の血筋を引いたアニゼットであり、一人の人間としてのアニゼットを助けたのではないのかもしれない。しかし、たとえそうだとしても、あなたに助けられたことに変わりはありません……私は一人のアニゼットとしてあなたに礼が言いたかった……そして、今、一人のアニゼットとしてあなたに言いたいことがあります……私はあなたに死んで欲しくない……絶対に……」

　そして、両目に涙を浮かべたアニゼットは、両手を広げると叫ぶように言った。

「近衛このえ連隊の隊長としてのアニゼットも、王家の血筋を引くアニゼットも、一人の女としてのアニゼットも、みんな、あなたに死んで欲しくない！　だから……これは命令であり、そしてそれと同時にお願いです！　生きて帰れ！」

　……まさか、あのアニゼット様が泣く姿を見るとは思わなかった。

　あの泣き顔を見たのは、きっと西せい域いき国広しといえども俺おれぐらいのものだろうな。

　そのとき、立て続けに聞こえた銃じゆう声せいによって、カルタはいきなり回想から現実に引き戻された。

　頭上でひるがえっている西域国の旗を狙ねらっているのだろう、いくつかの銃じゆう弾だんが、チュンチュンと音を立ててカルタの頭の上を通り抜けていった。

「敵の反撃か！　どこから撃ってきている！」

　カルタとクローブの周りにいた、直衛班の兵士が叫ぶと、後衛を担当していた班員から答えが帰ってきた。

「河の方角から！　船です！　敵の水軍の警備船の上から撃っています！」

　見ると、さっき横を通り抜けて来た水軍の警備船が、河岸に近づいて来ていた。甲板に並べた灰色の装そう甲こう板ばんの間からオレンジ色の銃じゆう炎えんがきらめき、白い硝しよう煙えんが立ち昇っている。

　あたりを見回したクローブが、のんびりと聞こえるような口調で言った。

「この旗はちょいと目立ちすぎだな、隊長さんは少し離れていた方がいいんじゃないか？」

　カルタは事もなげに答えた。

「いや、弾たまが当たるときは、たとえ隠れていても当たるものだそうだ……とはいえ、じっとしているのもなんだな、移動しながら指揮を取るとしますか、動けば少しは狙いもつけにくくなるでしょう」

「そうだな、動き回るのも手だな、味方もこの旗見れば、本ほん陣じんがどこにあるのか一発でわかるだろうしな」

　そう返事をしたクローブは、前進する合図として、手に持った旗を二、三回振り回してから歩き出した。

　そして、自分の斜め前を歩いているカルタの背中を見て思った。

　……たいした大たい将しようだ。この若さでこれだけ肝きもっ玉たまのでっけえヤツは、そういねえ。敵の弾が飛んでくるからって、指揮官がおたおたしたとこ見せたんじゃ、兵士は信用しなくなる。ましてやこの部隊のほとんどはシロウトだ。

　シロウトってのは、その場のノリで動く。こっちが勝ってると思ってりゃいくらでも行けるだろうが、一転こっちが負けてると思ったらからっきし意気地のねえ集団になっちまう。

　クローブの唇くちびるの端に微笑ほほえみが浮かんだ。

　……ガキの時分から不良どもの親玉やってただけのことはある。うちの馬鹿息子むすことは違うタイプの親玉だが、人を使うカンどころってのがわかるのは、まあ同じようなモンだろう。

　もしかしたら、そのカンどころのことを、人の器って言うのかも知れねえな。

　動き出した旗を狙ねらう警備船からの銃じゆう弾だんは、激しさを増していた。

　カルタが半分笑いながら言った。

「仲間の水軍が俺おれたちにやられたと知って、弔とむらい合かつ戦せんに燃えてるようだな」

　クローブも半分笑って答えた。

「ああ、俺たちが分捕った桟さん橋ばしにのし上げた警備船は、きっとあいつらの仲間の船だったんだな……それにしても、夕べの乗っ取り戦は面白かったなあ。あの石炭運搬船を見つけて停船させ、拿だ捕ほして石炭を戦利品にしようと意気揚々と乗り込んで来た敵の水軍の連中が、船倉にかけてあった防水布をめくったときの顔は忘れられねえや。ぎっしり詰まった石炭じゃなくて、ぎっしり詰まった格闘戦専門の男どもと出くわしたときの顔は傑作だったぜ……おかげで一人のケガ人も出さずに無傷で敵の警備船を分捕れたが……その代わり今になってから敵てき愾がい心しん煽あおっちまってるみたいだな」

　カルタは黙ってうなずくと、物資集積所の中を見回した。

　物資集積所のあちらこちらから上がり始めた白い煙のいくつかは、大きな炎ほのおとそしてもうもうと立ち昇る黒煙に変わりつつあった。

　遠くのほうからも「火事だ！」という叫び声がいくつも上がるのを聞いていたカルタは考えた。

　……さすがにあの炎と煙を見れば、東とう域いき国軍の連中も、ただ事じゃないと気付くだろう。反撃を受ける前に、できる限り混乱させてやる！　混乱は混乱を生む。そしてその混乱こそが俺たちの生き残るための方策だ！

　カルタは、斜め後ろにいるクローブに言った。

「走りましょう、本陣も一緒に動き回り、混乱を広げるのです！　動き回って我々の総数を把握できなくすれば、敵はさらに混乱します！」

　クローブは、大きくうなずくと、周りにいた直衛班と、後方を守っていた後衛班に向かって怒ど鳴なった。

「ようし！　俺たち本陣はこれからこの集積所の中を走り回る！　敵に出会ったら有無を言わさず片っ端から殴なぐり倒せ！　行くぞ！」

「おう！」

　男たちは一声吼ほえると、旗のあとを追って走り始めた。

　その頃、大混乱を起こしている物資集積所の中を、同じように走り回る一団があった。

　その一団は、着ている服と、真っ黒な顔は同じだが、闘っている連中とは明らかに体型が違っている。小柄、というよりもどちらかというと貧弱な体型の持ち主たちだった。

　走っているその一団の中にいた一人の男が、あきらかに若者とわかる声と口調で先頭を走る背の高い男に呼びかけた。

「兄貴ぃ、俺おれたちも闘わなくていいんですかい？」

　兄貴と呼ばれた男は振り返りもせずに答えた。

「いいんだよ、殴なぐり合いはあいつらに任せとけ、それがあいつらの戦争だ。俺たちは俺たちの戦争をすりゃあいい！」

「俺たちの戦争って……俺たちは、しがない街の辻つじ馬車の御ぎよ者しやとか馬ば丁ていですぜ」

　兄貴分の背の高い若者は振り返った。

「そうだ、確かに俺たちはデメララの辻馬車の御者や馬丁だ。どこにでもいるような下したっ端ぱだ！　でもな、下っ端だって自分で決めて自分で動けば自分が自分の主人になるんだ！　誰に使われているわけでもねえ、誰の下っ端でもねえ自分になれる！

　俺はそれをケリンの兄貴に教わったんだ！　だから俺はここにいる！　誰に言われたわけでもねえ、俺が俺で決めたんだ！　ケリン兄貴の加勢をするんだと！

　馬車を動かすことと馬の調子を見ることは俺たちにしかできねえ特技だ、だから俺たちはこうやって馬車と馬を探して走り回っているんだ、これは俺たちにしかできねえ戦争だろ？　違うか？」

　弟分の男は、合点がいったという風にうなずいた。

「そう言えば昔、パッサーズとマイヤーズがデメララでケンカしたときにＤデイー・Ｄデイーの兄貴が『これは総力戦だ！』って言ってましたけど、こういうのが総力戦ってヤツなんですね」

　兄貴分はうなずいた。

「おうよ、士族の兵隊も平民の辻馬車の御者も一緒になって戦うこういうのが総力戦って言うんだ」

　そのとき、後ろを走っていた弟分の若者が声を上げた。

「兄貴！　右手のテントの裏！　あそこに積んであるのは馬の干ほし草ぐさと、水飲み桶おけじゃねえですかい？」

「なんだと？」

　立ち止まった兄貴分は、弟分の若者が指差す方向を見た。

　そこには、おびただしい量の干草と、そして数十個の水飲み桶が並んでいた。

　馬の食料である干草と、水を飲ませる桶があるということは、間違いなくその近くに馬を飼育する場所があるということである。

「間違いねえ！　あのテントに馬がいる！　行くぜ！」

　その一団は、方向を変えて走り出した。

　その頃、別の一団が、物資集積所の外周部をぐるりと回るように走っていた。

　その集団の中ほどにいた男が、先頭を走っていた中年に差し掛かったくらいの年ねん齢れいの男に声をかけた。

「班長！　本当にこっちの方に火薬庫があるのでしょうか？」

　班長と呼ばれた男は、振り返りもせずに答えた。

「知るものか！　ここに来るのは初めてだ！」

「あても無く走り回って見つかるようなものではないと思いますが……」

　立ち止まった班長は、息を切らせながら、途切れ途切れに答えた。

「あてが……ねえわけじゃねえよ……お前だって近衛このえ連隊の火か攻こう兵へいだ……火薬のプロなら、火薬ってのはどんな場所に……貯蔵するのか……知ってるだろう？　人込みとか、モノがいっぱい置いてあるところに……火薬を貯蔵するか？」

「いいえ、火薬の貯蔵庫は、普通ほかとは離れた場所に作られます」

「だろ？　だから俺おれたちはこうやって、東とう域いき国軍の物資集積所の一番外れのところを走り回っているってわけだ。敵の火薬庫を見つけ出し、そいつに火をつけてぶっ飛ばすのが俺たちの仕事だ！　わかったか、わかったら捜さがせ！　目を皿のようにして、土ど嚢のうとか土ど盛もりで周囲を囲った施設を見つけ出すんだ！　行くぞ！」

　近衛連隊の火攻兵で編成されたその一団は、再び走り始めた。

　一方、東域国軍の守備隊の詰め所では、指揮官が半分パニック状態に陥っていた。

「火だ！　まず火を消せ！　物資の焼失を防ぐのが先決だ！」

　その命令を聞いた副官は首を振った。

「しかし、物資集積所の中に破壊活動を専門とする特殊部隊が入り込んでいるのは間違いありません！　火災の対応は輸送部隊の隊員に任せ、我々戦闘部隊は、その特殊部隊の排除に動くべきではありませんか？」

　指揮官は怒ど鳴なった。

「敵がいるというのなら、どこにいるというのだ！　その場所を指示してみるがいい！　場所もわからぬ、敵の規模も戦力もわからぬ。そんな不確実な情報だけで部隊を動かすことができるわけがない！　火災を消し止めるのが先決だ！」

　……この大馬鹿野や郎ろうめ！　目先のことにだけしか目が行ってないんだ！

　副官は、胸の中で目の前にいる守備隊の指揮官をののしったあとで、内心の怒りを抑えつけるような口調で言った。

「では、部隊の半分を私にお預け下さい！　捜そう索さく部隊を編成し特殊部隊の迎撃にあたります！　我々がするべきことは火消しではありません！　その火をつけた連中を退治することです！」

　指揮官はわめいた。

「貴様！　差し出がましい口をきくんじゃない！　部隊の指揮権はこの私にあるのだ！　そして責任もな！　私にはこの物資集積所の物資を守る責任がある！　だから火を消せと……」

　副官は目の前の指揮官の言葉をさえぎるように、冷たく言い放った。

「いい加減に気付いて下さい！　いまさらあの燃えている物資の火を消したところで、責任は免れません。ならばせめて敵を倒して、失った点数をリカバリーすることのほうを優先すべきだと愚考いたします……物資を燃やされました、燃やした敵には逃げられました。と報告する方がお好みなら別に止めはしません！　その代わり私の進言を指揮官権限で退けたとちゃんと報告書に書いていただきます！」

　指揮官が真まっ赤かな顔になって何かを言おうとしたそのとき、詰め所のドアが開いて、参さん謀ぼう章しようをつけた、見るからに軍の上級幹部という風ふう貌ぼうの男が飛び込んで来た。

　その男は、指揮官を見るなり怒ど鳴なった。

「一体何事だ！　なぜ補給物資が燃えているのだ！　これは事故か？　それとも破壊工作か？　どっちだ！」

　指揮官はあわてて敬礼すると言い訳を始めた。

「ここは後方ですので、配備されている戦力が少ないため、より効果的に部下を配置運用する必要があります！　私は今、そのための情報を集めておりまして……」

　参謀は再び怒鳴りつけた。

「座り込んで、情報が上がってくるのを待ってますだと？　情報を集めたければ、その目で見ろ！　最前線で何が起こってるのか、それをその目で確認し、断片的な情報でも逐一報告するのが現場指揮官の仕事だ！　貴様は部下にどんな命令を出しているのだ？　守備隊の兵士は右往左往しているばかりで、何もしておらんではないか！」

「あ、いえ、何もわからないうちから命令を下すわけには……」

　指揮官の答えを聞いた参謀は、何かを言おうとしたが、あきらめたように首を振った。

　……怒鳴ってどうなるものでもない。この男が常に後方の守備隊の指揮官というポストにいる理由は、この決断力の無さだ。

　情報が少ないという理由で決断を下さず、何もしないことを最良の解決法と考えるようなこんな男を最前線の指揮官にするわけにはいかない。敵に対たい峙じすることのない、後方の物資集積所警備のような、二線級部隊の指揮官に据すえておくのが正解だ。しかし、今はこの物資集積所が最前線になってしまったのだ。

　参謀は、指揮官の横に立っていた副官を見た。

　……確か、この副官は、この無能指揮官の補佐のために配置になった男だったな……この副官に指揮を任せた方がまだマシかもしれんな。

　小さくなずいた参謀は、副官に向き直って告げた。

「異例のことだが、君に第六守備連隊の指揮権を与える！　君は連隊長代理として部下を指揮したまえ！」

　副官と指揮官は同時に目を見開いて叫んだ。

「なぜですか?!」

　参さん謀ぼうは、指揮官を指差して言った。

「連隊長殿どのは、急病だ……パニック症候群という持病が出たために指揮続行が不能となった。だから君が指揮することになった、それだけのことだ」

「そんなことはありません！　私はパニック症候群などという持病は……」

　真まっ青さおな顔になって抗議しようとする指揮官に向かって、参謀は言い放った。

「パニック症候群というのは、大量の情報を一度に受け取ったときに、それを処理できずに、判断停止に陥り、明確な指示や命令が出せなくなる病気だ！　今の貴様はその状態になっていると私は判断した！　異議申し立てをするならあとで参謀本部に訴え出るがいい！　今は貴様の処遇などをどうこう言っている場合では無いのだ！」

　参謀はそこで言葉を切ると、副官に向き直った。

「貴様は、部下に指示命令を行い事態の収拾にあたれ！　大至急だ！」

「了解しました！」

　副官は胸を張ると敬礼した。




　敵の守備隊が組織的な行動をとり始めたという一報はすぐにカルタのところにも寄せられた。

　その一報を横で聞いていたクローブが眉まゆを寄せて言った。

「敵が混乱から立ち直ってきたとすると、ちょっとマズい状況だな……さっさと移動しないと包囲攻撃を食らうぞ」

「確かにそのとおりだ、混乱の渦うずの中にいるうちは我々にも分ぶがあるが、渦が消えてしまえば形勢は逆転する……馬車の調達班だけが頼りだが……だれか赤い信号弾を見た者はいるか？」

　本陣の周りにいる直衛班の隊員が、互いの顔を見会わせて首を振ったそのとき、一人の隊員が北側を指差して叫んだ。

「信号弾です！　赤一発！　間違いありません！」

　その指差すところには、赤い煙を引いて空に駆かけ登っていくロケット弾の姿があった。

　カルタは叫んだ。

「あそこに馬車がある！　笛ふえを吹け！　戦っている連中の中には、信号弾に気付かない者もいるはずだ！　笛を吹いて知らせるんだ！　あの信号弾の場所で集合だ！」

「おう！」

　本ほん陣じんの周りにいた直衛班の隊員たちの吹く笛の音が戦場に響き始めた。

　その笛の音は、物資集積場の外れにある火薬貯蔵庫の外にいた近この衛え連隊の火か攻こう兵へいたちの耳にも届いていた。

　火攻兵の一人が、貯蔵庫の中に向かって叫んだ。

「班長！　集合信号です！　急いで下さい！」

　火薬の詰まっている樽たるの口を開けて、中の黒色火薬を地面に撒まいていた班長が、怒ど鳴なった。

「ああ、わかってる！　もうすぐ終わるから待ってろ！　俺おれたちが逃げるための時間稼かせぎをやらなきゃならんのだ！」

　積み上げられた火薬の詰まった大樽の間に、いくつもの小樽を差し込んで、その口に導火線を差し込んでいたほかの火か攻こう兵へいたちが振り返って言った。

「こっちは終わりました！　点火用の小樽には、すべて導火線をセットしてあります」

　小樽の配置状況を見た班長はうなずいた。

「よし、こいつに火がつけば、小樽が爆発して、まわりにある大樽に引火する。そうすればこの貯蔵庫は木こっ端ぱ微み塵じんだ。ここにある大樽を転がして外に出ろ！　穴を開けてあるから一列に火薬が落ちていくようになっている。そいつを導火線代わりにするんだ！」

「わかりました！」

　火攻兵たちはそう言うと、目の前で横倒しになっている大きな火薬樽を転がして貯蔵庫の出口に向かった。

　ごろごろと転がっていくその火薬樽の後ろには、黒い火薬の粉が一列に帯のようになって続いている。

　火攻兵たちは、そのまま火薬樽を転がして、貯蔵庫から二百メルテほど離れたところまで来ると、その場に樽を立てた。

「班長！　火薬が尽きました、ここで終わりです」

　班長はその樽の前に立つと、部下を見回して叫んだ。

「よし！　点火は俺がやる！　お前らは集合場所に急げ！　笛ふえの音のする方角に向かって走るんだ！」

　走り始めた部下を見送った班長は、その場に片かた膝ひざをつくと、ポケットから点火器を取り出して、ローラーを指先で回した。

　その点火器は火打石をローラー型のヤスリで削けずって火花を出すもので、この火花を油を染み込ませたボロ布などに引火させて火をおこす仕組みになっている。

　三回目の火花を出したとき、目の前の火薬の中で何かがしゅっと音を立てて光った。

　そして、その光は瞬またたく間に炎ほのおと煙を上げて燃え広がっていった。

　……よし！　なるべく遠くまで逃げねえとこっちが危ない！

　班長は、くるりと振り返ると、わき目も振らずに一いち目もく散さんに走り出した。




　そして、三分ほど過ぎたとき。

　大地を揺るがすような大音響と共に、火柱とそして巨大な白い雲が立ち昇った。

　上空で丸くなったその白い雲のシルエットは、キノコに似ていた。







　第九章　「市民」







　バンドール河の東岸にある物資集積所の火薬貯蔵庫が爆破され、あたりの空気を震えさせるような轟ごう音おんが鳴り響き、巨大な白煙が立ち昇るその少し前。

　グレンダランの南に広がる丘きゆう陵りようでは、別の音が鳴り響いていた。

　ひゅるるるるる

　それは、バンドール河の中なか洲すで何度も聞いた、落下してくる砲ほう弾だんが空気を引き裂さく音だった。

「撃ってきたぞ！　散開しろ！」

　ケリンが叫ぶのと、突撃を続ける六三三銃じゆう士し隊のすぐ後方で砲弾が炸さく裂れつするのは同時だった。

「外れた！」

　振り返って着弾を確認したケリンに向かってＤデイー・Ｄデイーが首を振った。

「今のは距離測定のために撃った試射弾だ！　次は修正して撃ってくるぞ！」

　ケリンは目の前にある丘陵の上に陣じん取どる東とう域いき国軍の兵士の列を見て、悔しそうに言った。

「くそ、距離は約二千ってとこか……ここからじゃ小しよう銃じゆうじゃあ撃っても届かないな」

「そうさ、だから敵は撃ってきたわけだ。こっちの弾たまが届かないうちに大砲でふっ飛ばせばいいと考えたんだろう……だが、俺おれたちの姿が見えなきゃ弾着修正したくてもできない。目で見て弾を当てることについては、小銃も大砲も同じだ」

　Ｄ・Ｄはそう言うと、ポケットから赤い旗を取り出して頭の上で振った。

　銃士隊の登っている丘は、二段になっている。

　その段になっている中腹の平らな場所には、補給用の荷馬車が二台停まっていた。

　その荷台に立っていた装備係の兵士は、Ｄ・Ｄの旗を見ると、大きく手を振って了解の合図を返し、荷馬車に積んであった大きな樽たるの蓋ふたを開け、そこにボロ布を突っ込んで点火器で火をつけた。

　油が染み込ませてあったのだろう、ボロ布は一気に燃え上がり、そして樽の中に落ちた。

　次の瞬間。

　シュウシュウという火薬が燃焼するときのような音とともに樽の口からものすごい量の白煙が噴ふき出し始めた。

　装備係は、その隣にある樽の蓋を開けると、それにも火を投げ込んだ。

　補給用の二台の荷馬車の荷台から噴出した白い濃密な煙は、そのまま白い帯となって丘を這はい昇り始めた。

　煙があとから近づいてくるのを見たケリンが叫んだ。

「煙にまぎれて前進だ！　敵の大砲の弾たまが降ってくるけど気にするな！　一か八ばちかだ！　自分の運を信じて進め！」

　丘の裾すそに広がる白い煙の帯を見た東とう域いき国軍の陣じん地ちに驚きの声が上がった。

「なんだあれは！」

「煙幕だ！　煙幕を展てん帳ちようしているんだ！」

「あれじゃあ敵の位置がつかめない！　着弾観測ができないぞ！」

　作戦本部のテントの下で、ケリンたちが展開した白い煙が広がりながら這はい昇ってくるのを見ていた参さん謀ぼうたちの間でも同じように驚きの声が上がった。

「敵は後方に配置した二台の馬車より煙幕を展帳しました！」

「目標の位置が不明確になりますと、砲兵隊に着弾修正が送れません！　いかがいたしますか？」

　双眼鏡で丘の裾すそを見ていたシンルーは、興味深そうな顔をして答えた。

「なるほど、地の利を得ている………この時間になると河に向かって風が吹くことを知った上での行動か。あの連中は、ただの馬鹿ではないということだな……しかし大砲は狙そ撃げき銃じゆうではない。大砲の着弾修正とは距離のみで行うものだ。散布界を設定し、多数の砲ほう弾だんを面単位で撃ち込み広範囲に制圧するのが大砲の役目だ。砲兵隊に連続射撃開始の命令を出せ」

「了解しました！」

　砲兵参謀が、テントの後ろにいる信号兵に合図すると、その信号兵が砲兵に向かって旗を降り始めた。

　そして、信号が伝わったのとほぼ同時に砲兵隊の方角から、大砲が発射される腹に響くような太い「どどん！」という音が連続して聞こえてきた。

　大砲の弾丸は、シンルーたちの頭上を飛び越え、そのまま白い煙の中で炸さく裂れつした。

　その数は一発や二発ではなかった。

　丘の裾に、渦うず巻いていた白い煙の中に、何十というオレンジ色の閃せん光こうがきらめき、それと同時にいくつもの灰色の煙が噴ふき上がった。

　一呼吸ほど置いて、連続して鳴り響く雷鳴のような轟ごう音おんがあたりの空気を震わせた。

　砲弾の爆風により、たなびいていた白い煙が渦を巻き、空中に吹き散らされ薄くなった煙の隙すき間まに、ゴマ粒のような人影が見える。

　丘の上の指揮所に、双眼鏡を覗のぞいていた砲兵参謀の声が響いた。

「弾着修正マイナス三十！」

「弾着修正マイナス三十了解！」

　指示を復唱した信号兵が旗を振ると、砲撃が一瞬やんだ。

　砲の仰ぎよう角かくの修正が終わったのだろう、しばらくすると、再び砲撃が始まった。

　丘の裾に落下し炸裂する砲弾の着弾位置が、さらに丘の上に近づいていた。

　荷馬車の荷台から吐はき出される煙幕は、まだ続いていたが、煙の密度はさらに薄くなり、銃じゆう士し隊の姿を完全に隠すことはできない。

　そして、三回目の一いつ斉せい射撃の砲ほう弾だんの着弾地点が、ついに銃士隊を捉えた。

　炸さく裂れつする砲弾のまわりにいた銃士たちがばたばたっと倒れた。

「衛生兵！　こっちだ！　第三分隊がやられた！」

「立ち止まるな！　やられた連中は、衛生兵に任せろ！　立ち止まったら集中砲火を浴びるぞ！　走れ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーの声が響いた。

「あと五百メルテで竪たて穴あな塹ざん壕ごうを掘ったところまで行ける！　あっちの小しよう銃じゆう弾だんは届かない！　がんばれ！　あと五百、何が何でも走りぬけ！」

　ケリンの言葉を聞いた銃士隊は走り続けた。

　彼らが持っている銃は、中なか州すでハンキーが大砲を載のせた船に向けて撃った強装銃に、改良を加えたものだった。

　通常の倍の発射薬を装そう填てんして撃つこの銃は、新型の連発銃ではなく旧式の先込め式の雷らい管かん銃じゆうであり、発射速度は遅いがその分射程が長い。

　丘の上に並んで布陣している東とう域いき国軍の歩兵たちの持つ小銃と同程度の銃で撃ちあいをすれば、人数の少ない六三三銃士隊は、あっという間に全滅するだろう。しかし、東域国軍の小銃の射程距離外から撃てば、敵の弾は届かずに、こっちの弾は届く。

　ケリンたちの目的は、勝つことではない。敵陣じんに混乱を引き起こし、一分一秒でも長く時間を稼かせぐことだった。

　必死に走るケリンたちをあざわらうかのように、砲弾は落下し続けた。

　爆発と閃せん光こうと、そして飛び散る土と破片により、銃士隊の隊員たちは次々に傷つき倒れていく。

「くそ！　最初から戦うつもりだったら、あの竪穴塹壕に入って待ち伏せかけていたんだがな！」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたケリンは爆風に乱れた髪を振った。

「仕方ねえよ、敵に俺おれたちが退却すると信じ込ませていたから、無防備都市の協定が成立したんだ。あっちもこっちも両方うまくやれるわけがねえ！　貧乏くじ引くのは覚かく悟ごの上だ！」

　そして、前を見たケリンは叫んだ。

「あと二百！　生きてたどり着け！」

　爆煙と土埃ぼこりと、白い煙幕の名残がたなびく戦場の中に銃士隊の上げる喊かん声せいが響いた。




　その光景は、グレンダランの南門と城壁の上からも見ることができた。

　東域国軍の砲弾が落下するたびに、門の下と、城壁にひしめき合っている群衆の中から悲鳴にも似た声が上がった。

「勝てっこねえよ！　たどり着く前に全滅しちまうぞ！」

「そんなこたあねえ！　あと少しじゃねえか！」

「突撃したって、数が違いすぎるじゃねえか！　無理だ！」

　横にいた初老の男が、搾しぼり出すような口調で言った。

「あいつらは……勝てるなんて最初から思っちゃいない……あいつらは、このグレンダランの占領を一分でも遅くするためにあそこで戦っているんだ！」

　初老の男の言葉を聞いていたミントは、胸が締め付けられるような気がした。

　そのミントの見ている前で、砲ほう弾だんが炸さく裂れつし、銃じゆう士し隊の一人が吹き飛ばされた。

「ああ、見ろ！　また一人倒れたぞ！」

「くそ！　走れ！　がんばれ！」

　声援を送る作業服姿の大男の横にいた、仕立ての良いスーツを着た中年の男が、嘲あざ笑わらうような声で言った。

「無む駄だだよ、かなうわけがない、あいつら無駄死にさ、ただの馬鹿だよ、くだらん」

「てめえ！　何てことを言いやがる！」

　掴つかみかかろうとした作業員風の男に、スーツ姿の男は言い返した。

「何で怒るんだ？　あいつらは兵隊だ、兵隊なんてのは死んだっていいんだ、そのために俺たちが税金払って飼かってるんだからな」

　その男の連れらしい、身なりの良い中年の女が加勢した。

「そうだわ、私たちは平和を愛しているのよ！　せっかく軍隊を追い出して戦争がなくなったと思ったのに、あんなところで戦ったりして、東とう域いき国の人たちが気を悪くしたらどうするのよ！」

　最初に食ってかかった作業服姿の男はその中年女を指差した。

「東域国の人が気を悪くするだと？　なんで俺たちが侵略してきた連中のご機嫌を取らなくちゃいけないんだ？　押し込み強ごう盗とうのご機嫌とって、どうぞ何でもお持ち下さい、私らが悪うございましたと頭を下げろって言うのか！」

　中年女は胸を張った。

「そうよ、正義の戦争なんかより、不正義の平和の方がずっとマシだわ！　死人も怪け我が人も出さないならその方がずっと賢いに決まってるじゃない！　そもそもこの戦争だって、私たちの方が悪いのよ、東域国の言うことを聞いていれば戦争なんかにならなかったんだわ！」

　中年女の連れのスーツ姿の男が、口論に割って入った。

「まあまあ、お前も、こんな教養の無い男を相手にしていてもはじまらない、そのへんでやめなさい。戦争はすぐ終わる、あそこにいる馬鹿な兵隊が死んで、それで終わりだ。俺たちのような利口な人間は、馬鹿のやることを笑って見ていればいい、最後に生き残って笑った者の勝ちだ」

　作業服姿の男は、そのスーツ姿の男を睨にらみつけた。

「角の酒屋に買い物に行くにも許可がいる！　それどころか酒屋だってなくなっちまう！　食いものも飲み物も、トイレットペーパーですら配給になっても、文句一つ言うことができねえ！　何をされてもにこにこ笑って頭を下げて、ただ生きていることに感謝しなきゃならねえ生活が、あんたの言っている賢くて平和な生き方だって言うのか？」

　スーツ姿の中年男はその言葉を鼻で笑った。

「誰もそんなことは言っていない……それに、そんな悲惨な生活になるわけが無い、そんなのは悪意に満ちた宣伝だよ」

　作業服姿の労働者は、何かに気が付いたような顔をした。

「そうか……わかった、あんたの言うところの賢い生き方ってのは、強いものに取り入って、甘い汁を吸うことなんだな、常に自分を支配する側に置く、密告でもなんでもやって、東とう域いき国軍に取り入る。そうすれば絶対に損はしない、楽して他人よりいい生活ができるって寸法だ！　違うか？」

　中年男は笑った。

「そうだ、それが賢い生き方というものさ。正しいかどうか、なんてのはそのときの力関係で決まるものだ。世の中なんてのは、計算して生きたものの勝ちさ。ええかっこしいの馬鹿は損をして早死にする、それを笑いながら見ている賢い人間は得をして長生きする。それがこの世の真実というものさ」

　男の言葉を聞いていたミントの両手が怒りに震えた。

　ケリンたちが、なぜあそこで戦っているのか、戦わなくてはならなかったのか。

　ケリンのやってきたこと、ケリンの生き方も存在も。そのすべてを嘲あざ笑わらい、踏みつけにされたような気がした。

　ミントは南門に群がっている人々の間から外に走り出すと、くるりと振り返って、そこにいる人々に向かって泣きながら叫んだ。

「そうよ！　死んだっていいのよ！　それが銃じゆう士し隊の仕事だわ！　スタンピードのときもそうだった！　誰かを守るために命がけで戦って……そして死んでいったわ！　何人も何人も！　銃士隊ってそういう仕事よ！　でもね、だから今、私はここにいるのよ！　死んでいった銃士隊の人たちのおかげで、こうやって生きてるのよ！　この街の人は、そうやって助けられたのよ！

　それに感謝しちゃいけないの？　それは悪いことなの？　そういう人たちを応援するのは馬鹿なの？

　俺おれたちは守られて当然だ。あいつらは死んで当然だ。そんなことをするのは馬鹿だと罵ののしるのが当たり前のことなの？　ねえ！　答えてよ！　私、間違ってる？」

　群集は無言だった。そして、誰一人としてミントと目を合わさなかった。

　ミントは両目に涙を溜めて群集を睨にらみつけると、そのままくるりと背を向けて、砲ほう弾だんの炸さく裂れつする丘に向けて歩き始めた。

　群集がざわめきはじめ、やがて中から聞き覚えのあるおばさんの声が飛んだ。

　それは、あの日、ケリンと一緒に入った広場に面した小さな喫茶店のおばさんの声に似ていた。

「ミントちゃん！　どうするつもりだい？」

　ミントは足を止めると振り返って微笑ほほえんで見せた。

「あそこに倒れている人の手当てをしに行くんです……私は戦えない……でも人を助けることぐらいはできます」

　群衆を掻かき分けて前に出て来たのは、あのとき、ミントを応援すると言ってくれた喫茶店のおばさんだった。

　そのおばさんは真まっ青さおな顔で言った。

「あんた！　何を馬鹿なことを言っているんだい？　あの大砲の爆発を見てごらん！　あんたなんか簡単に吹っ飛ばされちまうよ！　無む茶ちやだ！　お止やめ！」

　静かに微笑んだままミントは小さく首を振った。

「止めても無駄よ、おばさん……私、決めたんだ……後悔したくないって。おばさんはあのとき私に言ってくれたよね、私のこと応援するって……だったら止めないで」

「でも……あんた……死んでしまうよ！」

　ミントの微笑みは変わらなかった。

「うん、そうだよね。でも、ケリンがあそこにいるの。ケリンの仲間の人たちもあそこにいるの、だから、私もあそこに行くの……それだけのことよ、おばさん」

　そして、ミントは小さく手を振ると、くるりと背を向けて、砲弾が炸裂する丘に向かって再び歩き始めた。

　そのとき、群集の中から雄叫おたけびのような声が聞こえた。

　それは、鉄鋼作業員の制服を着たがっしりとした体格の男だった。

　男は両手を前に突き出して大声で叫んでいた。

「くそぉ！　待ってろ！　俺も行く！　見てられねえ！　俺はスタンピードのときにハンキーの野や郎ろうに助けられた！　二度も助けられたとあっちゃ、恥ずかしくて顔が上げられえねえ！　銃じゆうは撃てねえけど、怪け我が人を担かついで帰ってくることぐらいはできる！」

　そしてその男は後ろを振り返って叫んだ。

「この中に錬れん鉄てつ作業班のヤツはいるか？　作業場に行って担たん架かと、応急手当セットを持って来い！　急げ！」

　群集の中から一人の初老の男が進み出た。

「私は医者だ……私にも手伝わせてくれ……私もあのスタンピードを生き抜いた人間の一人だ、私も何か恩返しがしたい」

　また一人、男が進み出た。

「俺おれも行く、ここで見ているだけなんてのはもう耐えられない……なにか手伝わせてくれ！」

　群集の間から声が飛んだ。

「行こう！　あいつらを見捨てるな！」

「俺たちは兵隊じゃない！　だけどそれは何もしなくていいって意味じゃない！」

「馬車だ！　担たん架かじゃない！　馬車を持ってこい！　ケガ人を運ぶ馬車だ！」

　丘に向かって歩き続けるミントの後ろにある南門から、人々が走り出して、ミントのあとを追い始めた。




　城門から、何百人という市民が走り出て来る光景は、丘の上にある東とう域いき国の前線司令部からも見ることができた。

「なんだあれは？」

「なぜ市民が出て来たのだ？」

「武装は？」

　参さん謀ぼうたちの質問を受けて、倍率の高い三脚式の双眼鏡を覗のぞいていた偵てい察さつ員が首を振った。

「武器は持っていないようです！　手にしているのは……あれは、担たん架かと医薬品のようです」

「担架と医薬品だと？」

「はい！　医師と看護師の姿も見えます！」

　参謀たちは顔を見合わせた。

「救護隊ということか？」

「そうとしか考えられんな……」

　砲兵参謀がシンルーに聞いた。

「砲撃は、いかがいたしましょうか？」

　シンルーは表情も変えずに答えた。

「私に聞くまでもない、続行だ。戦場に入って来るのは彼らの勝手だ、それに我々が配慮する義務は無い」

　砲兵参謀は目を見開いた。

「しかし、あれは市民です！　兵士ではありません！　市民の上に砲弾を降らせたとあっては、占領後の市民に遺い恨こんを残すのではありませんか？」

　シンルーはうなずいた。

「確かに我々に恨うらみを抱く者も出る、しかし、それと同時に、我々はあのグレンダランの市民の心に強い恐怖を植えつけることができる。東域国軍は、戦場に立ち入った者には、たとえ無抵抗の者であっても容よう赦しやなく砲ほう弾だんの雨を降らせるのだ、ましてや抵抗する者にはさらに容よう赦しやすることは無いだろう、という恐怖に基づいた認識をな」

　砲兵参さん謀ぼうは食い下がった。

「しかし、そのような恐怖による占領方策は、長期的に見た場合、決して上う手まくいかないと思われますが？」

「確かにそのとおり。しかし、徳を持って民を治めるのには時間がかかる。我々はあの都市を恒こう久きゆう的に占領するつもりはない。だとすれば即効性のある方法を選択するしかない。それだけのことだ」

　砲兵参謀は目を見開いた。

「それが恐怖だとおっしゃるのですか？」

　シンルーは淡々と、実に淡々と答えた。

「人間の心理の中でもっとも強い力を持つのは恐怖だ。この社会は恐怖によって支えられている。人が法律に従う理由は何だと考える？　モラルか秩序か？　隣人愛か？　いや違う。

　それは恐怖だ。人は罰を恐れるがゆえに法に従う。もし法律に罰則規定が無かったら……法を犯してもなんら罰が与えられないとしたら、人は法律に従うと思うか？」

　絶句した砲兵参謀を見て、シンルーは微笑ほほえんだ。

「そういうわけだ、砲ほう撃げきを続行しろ……あそこにいる敵兵も市民もすべて粉々に吹き飛ばすのだ、それが我々の戦争であり、我々の仕事だ」

　砲兵担当参謀は、内心の畏い怖ふを隠せないような目でシンルーを見た。

　……この人の頭の中に、人はいない。

　いるのは、人の形をした数値だ。

　利害という方程式によってはじき出された人の価値を表示した数値だけなのだ。

　……そして、私もまた、その数値の一つにすぎないのだ。

「……了解しました」

　砲兵参謀が、そう言って頭を下げたその時。

　周囲の空気を大きく揺すって何かが頭上を通り抜けて行った。

　それは、大きな衝しよう撃げき波はのようなものだった。

　そしてそれと同時に、南東の方角から大きな雷のような、どろどろという地響きを伴う轟ごう音おんが響いてきた。

「なんだ？　何の音だ？」

　作戦司令部の中にいた参謀たちが、あたりを見回したその時、後方にいた見張り員が叫んだ。

「南西方向に、白煙！　あれはバンドール河の物資集積所の方角です！」

　テントの下にいた参謀たちは、あわててテントから飛び出すと、双眼鏡を顔に当てて見張り員の指し示す方角を見た。

　遠く、日が傾き黄色っぽくなった南東の地平線のあたりに、白いキノコ状の煙が立ち昇っているのが見えた。

　よく見ると、その下あたりにいくつもの黒煙らしいものが立ち昇っているのも見えた。

「何事でしょうか？」

「さっきの音は……あれは爆発音だと思われます。あれほどの爆発を引き起こすものとなれば……」

「まさか、東岸の物資集積所の火薬庫が爆発したのではないだろうな？」

「そんなことがあるわけがないが……確かに方角は合っている」

　参さん謀ぼうたちの視線はシンルーに集中した。

　シンルーの顔には、めずらしく真剣な表情が浮かんでいた。

　参謀の中には、シンルーのそういった顔を生まれて初めて見た者もいた。

　シンルーの頭の中は、ものすごい勢いで回転していた。

　……あの爆発は、間違いなく東岸の物資集積所にある火薬庫の爆発だ。それが事故なのか攻撃なのか判明しないが、いずれにしろ、今後使用できる火薬の総量は著しく減少するに違いない。グレンダランを占せん拠きよしても、爆発した火薬庫と同量の火薬が調達できる可能性は低い。

　それに、もし、あれが敵の破壊工作だとすると、我が軍の後方補給路が脅かされていることになる。

　このまま予定通りにグレンダランに侵攻し占拠するのが得策か、それとも一いつ旦たん引くべきか。

　グレンダランを占拠したおそらく四日か五日のうちに、西せい域いき国の反撃部隊が来るだろう。しかし、西域国がグレンダラン奪回のための戦力を差し向ける前に、我々は備蓄した物資を一気に運び込む予定だった。

　その総量は、たとえグレンダランが敵に包囲されてもゆうに三ヶ月は戦えるだけの食料と弾薬だ。そうやってあのグレンダランを難攻不落の要よう塞さいにする。

　そして市民と街を盾たてにして西域国と交渉するのが今回の作戦の目的だった。

　しかし、その、運び込むべき物資が途切れたとすると、我々は予定していた数量より遙はるかに少ない弾薬や食料であの街に立て籠こもらねばならなくなるということだ。

　少ない物資で大量の兵員と市民を抱え込めば、破滅は目に見えている。そうなればグレンダランを占拠することは得とく策さくではない、愚ぐ策さくだ。

　今、目の前の銃じゆう士し隊を蹂じゆう躙りんしてそのままグレンダランになだれ込むのは簡単だ。あそこには、温かい風呂も食事もベッドもある。しかし、その誘惑に駆かられてあの街を占拠しても……それからどうなる？　弾薬と物資が届かねばあの街を捨てて撤てつ退たいしなければならない。あの街に居座ることができるのはせいぜい三日だろう。

　戦争とは起こす前に落としどころを考えてから始めるものだ。もし、物資集積所の破壊により、籠ろう城じようができないとなれば、この作戦は失敗だ。おそらく本国は停戦交渉に踏み切るだろう。停戦交渉の場で最も威力を発するカードは継戦能力という正のカードと、自軍の損害という負のカードだ。

　負が大きければいかに正のカードが大きくても、譲歩せねばならぬ項目は増えるだろう。

　目の前にあるグレンダランを占領しても、たった三日ほどで撤てつ収しゆうするとなれば、収支は負の方がはるかに大きくなる。それに敵の数は二百人に満たないとはいえ、戦闘を行えばそれ相当の弾薬を消費することになる。

　どうする？

　どれ一つとして確実な情報は無い。物資集積所の物資がどれほどの損失を受けているのかそれもわからない。

　しかし、決断はしなくてはならない。

　進むか、引くか。

　シンルーは、大きく息を吐はくと、顔を上げてきっぱりと言った。

「砲ほう撃げき中止！　火薬庫の爆発の状況が判明するまで弾薬消費量を抑制せよ！」

　居並ぶ参さん謀ぼうの中の最年長者である参謀主任が聞いた。

「それは……作戦中止という意味ですか？」

　シンルーは首を振った。

「いや、中止ではない。作戦は続行するが、グレンダラン入城は延期する」

「しかし、グレンダランは目前です！　日も傾いて来ておりますし、夜になる前に占領してしまった方がよろしいのではありませんか？」

「占領するのは容易たやすい、しかし維持するのは容易ではない」

　参謀主任の疑問に短く答えたシンルーは参謀たちに向き直ると、指示を出し始めた。

「工兵部隊はここに野戦陣地を構築せよ。歩兵部隊は陣地前方と左右に警戒線を引き、それぞれに防ぼう衛えい拠きよ点てんを設置しろ！　砲兵隊は現在地から陣じん地ち内に移動！　待機とする！　通信参謀は大至急物資集積場に向けて斥せつ候こう伝令を出し、補給物資の状況を確認しろ！」

　今までの冷笑的な口調を捨てて、積極的に指示を下し始めたシンルーを見て、参謀たちは半分驚くのと同時に、この戦いが予断を許さぬ状況になったことを感じ取っていた。




　砲撃中止命令が出るまでの間、丘の斜面に砲弾は降り注ぎ続けた。

　グレンダランから走り出たミントたちが丘に近づくに連れて、あたりに漂ただよう鼻を突くような硝しよう煙えんの匂いは強くなり、砲弾の落下する不気味な音と炸さく裂れつする轟ごう音おんが近づいてくる。

　そして、ミントが最初の負傷者の近くまでやって来たとき、そこから百メルテも離れていない場所に、砲弾が落下した。

「きゃ！」

　ミントは、身体からだを巨大な棒で突き飛ばされたかのように、その場にしりもちをついた。

　身体の周りに、ざざっと音を立てて降ってくるのは、炸さく裂れつした砲ほう弾だんが噴ふき上げた土と、そして砲弾の破片だろう。

　ミントは顔にかかった泥どろを軽く払うと、上半身を起こした。

　怖かった。

　心の底から怖かった。

　立ち上がろうとした足に力が入らない。地面についた両手が震えているのがわかる。

　……あの砲弾が近くで炸裂したら、私は間違いなく死ぬだろう。

　でも……ケリンは、今、あの砲弾の降り注ぐ、その真下にいるんだ。

　ミントが顔を上げて、前を見たそのとき、後ろから声がした。

「大丈夫か？　ミントさん、怪け我がはねえかい？」

　振り向いたミントは、息を呑のんだ。

　そこには、背中に担たん架かをかついだ五、六人の鉄鋼作業員の作業服を着た大男たちがいた。

「……あなたたちは？」

　土を頭からかぶったままの大男は、白い歯を見せて笑った。

「あんたと同じだよ、ミントさん……俺おれたちは兵隊じゃねえから、銃じゆう士し隊の手伝いはできねえ。でも、怪我人を助けることくらいはできる……だから、こうやって、担架かついであんたのあとを追っかけて来たってわけさ……」

　そして、その大男は後ろを指差した。

「見ろよ、助けに出て来たのは俺おれたちだけじゃねえ。医者の先生や看護師さん、負傷者を運ぶ荷馬車……あんたと同じ思いだった連中が、続々とやって来ている……」

　大男は倒れているミントに右手を差し出した。

「立てるかい？」

「はい、立てます！」

　ミントはその手をつかんだ。

　震えは止まっていた。

　ミントを立たせた大男は大声で叫んだ。

「さあ行くぞ！　砲弾の中で倒れてるあいつらを助けるんだ！　士族も平民も、兵隊も市民もねえ！　俺たちは仲間だ！」

　丘のふもとの方から、何十人という人々の声が応こたえた。




　気が付くと……。

　砲撃が止やんでいた。

　雨のように降り注ぎ炸裂していた砲弾の轟ごう音おんが止んだ丘の中腹には、奇妙な静けさが漂ただよっていた。

　怪け訝げんな顔であたりを見回したケリンに、すぐ後ろにいたＤデイー・Ｄデイー声をかけた。

「後ろを見てみろ、きっとあれのせいだ」

「え？」

　振り向いたケリンが見たものは、グレンダランの南門から走り出て、こっちに向かって走って来る何百人という人々の姿だった。

「なんだありゃ？」

「さあな。なんでかわからないけど、グレンダランの人たちは俺おれたちの応援をすることに決めたらしいぜ……どうする？　砲ほう撃げきが止やんでいる今のうちに突撃して、あの竪たて穴あな塹ざん壕ごうに飛び込むか？」

　ケリンは首を振った。

「いや、俺たちが動けば砲撃が再開されるかもしれない。グレンダランの市民を巻き込むわけにはいかない。俺たちはこのままここで待機しよう」

「わかった、俺もそう思う……」

　Ｄデイー・Ｄデイーが、そう答えたとき、グレンダランの市民たちの声が近づいてきた。

　市民たちは、後方で衛生兵たちが応急手当をしていた負傷者のところに駆かけ寄ると、持っていた担たん架かに乗せたり、一緒にいた医師らしい初老の男と、そして白衣を着た看護師の指示を受けて応急手当を手伝い始めた。

　その市民の群れを見ていたケリンは、その中にミントの姿を見つけて、思わず叫んだ。

「馬鹿！　帰れ！　危ないぞ！」

　その声は、ミントの耳にも届いていた、しかしミントは聞こえない振りをして、目の前の負傷兵の傷口を、水で洗い流す手伝いをしていた。

「ミント……あの馬鹿！」

　ケリンは、そうつぶやくように言うと、そのままミントの所に向かって丘を駆け下りた。

　そして、負傷者の傷を洗い流すために、荷馬車に積んだ水桶おけの中から水差しで水を汲くんでいたミントの背中に向かってケリンは呼びかけた。

「おい、ミント！　お前、こんな所で何やってるんだよ！」

　ミントは怒ったように言い返した。

「見てわからない？　負傷したあなたの部下を助けているのよ！　邪じや魔ましないで！」

　その剣けん幕まくに、ケリンは驚いたように目を見開いた。
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「あ、いや、邪魔するつもりは無いんだけど……お前は先に避ひ難なんしたはずじゃなかったのか？」

　水の入った水差しを抱えて馬車から医者の所に戻りながらミントは答えた。

「そうよ、でも、気が変わったの……私だけ逃げるわけにはいかないもの」

　そのあとを追いながら、ケリンは両手を広げた。

「逃げるわけにはいかないって……お前なあ、俺おれたちがなんのためにこうやって戦っていると思ってるんだ？」

　ミントは水差しを抱えたままくるりと振り返った。

　その顔を見たとき、ケリンはどきっとした。

　ミントは目に一杯涙をためていた。

「わかってるよ！　私たちを逃がすために……一分一秒でも時間を稼かせぐためにケリンたちは戦ってる……でも、私はもう嫌いやなの！　私だけが守られてる……私だけがいつもケリンに守られてる……そんなの嫌なの！　私はケリンみたいに戦えない！　だけど、だからといって何もしないで、ただ、ケリンの背中だけを見てるなんてのは、もう耐えられないの！」

「だからってお前……こんな場所に来るヤツがいるかよ！　いつ東とう域いき国の連中が砲ほう撃げきを再開するかわかんねえんだ！　こんな危険な場所にのこのこ来るなんて大馬鹿だぞ！」

　ミントは胸を張った。

「そうよ、私、大馬鹿よ……」

　そして、目から涙をぽろぽろこぼしながらミントは続けた。

「私、わかったわ。大馬鹿な人の相手をするにはね、大馬鹿じゃないとつとまらないの……計算して上う手まく生きていこうとか、めんどくさいことや、嫌なことは他人に押し付けて、楽していい目を見ようとか思ってたら、絶対につとまらないの……だから……私も大馬鹿になるって決めたんだ……」

「ミント……お前……」

　何かを言おうとして言葉を捜さがすケリンを見て、ミントは涙をぬぐおうともせずに続けた。

「何言っても無む駄だよ！　私、大馬鹿だから……どっかの誰かさんが、何を言っても無駄のように、私にだって何を言っても無駄なの！　わかった？　じゃあ、私、先生のお手伝いがあるからこれで失礼するわ」

　ミントは水差しを抱えてくるりと背を向けると、そのまま医師の所に向かって歩いて行った。

　黙ったままその後ろ姿を見送っていたケリンの所に、Ｄデイー・Ｄデイーが走り寄って来た。

「ケリン！　敵てき陣じんから白旗持ったヤツが出て来たぞ！」

　Ｄ・Ｄの言葉のとおり、丘の上に布陣した東とう域いき国の兵士たちの間から、白い旗を持った二人の東域国の兵士と、参さん謀ぼうらしい男の三人組が姿を現した。

　ゆっくりとこちらに向かって丘を下り始めた三人組を見ながらケリンはＤ・Ｄに聞いた。

「何だと思う？」

　Ｄ・Ｄはちょっと首をひねってから答えた。

「おそらく停戦か、もしくは降伏勧告だな。グレンダランの市民が出て来るとはあいつらも予想していなかったんだろう。これから占領する街の市民を砲撃で吹っ飛ばすわけにはいかないと考えたのか……それとも他ほかに思惑があるのか……」

「交渉は、お前に任せるぜ……駆かけ引きってのはどうも苦手でよ」

「わかった、任せとけ」

　大きくうなずいたＤ・Ｄを見て、小さくため息をついたあとで、ケリンは大声で叫んだ。

「敵軍の軍使が来た！　停戦だ！　戦闘行動は取るな！　現在地点で待機しろ！　衛生兵分隊は今のうちに負傷者の救護に当たれ！」

　夕闇やみの近づく丘に、ほっとした空気が流れた。

　東域国軍の軍使とケリンたちは、互いに敬礼したあとで、官、姓名を名乗った。

　最初に口を開いたのはＤ・Ｄだった。

「我々は、この、東域国の協定違反に対し厳重に抗議します！」

「協定違反だと？」

　いきなりのカウンターパンチを食らった東域国の参謀が目を丸くしたところに向かってＤ・Ｄが畳たたみ掛けた。

「そうです、協定違反です。我々はあなた方との無防備都市宣言に伴い、グレンダランを退却したのだ。その退却中の無抵抗の我々に対し、砲撃を加えるというこの行為は、誰がどう見ても重大な協定違反です！」

　東域国の参謀はあわてて言い返した。

「協定違反はそちらではないか！　完全武装の兵士が突撃する行為のどこが無抵抗な退却なのだ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは涼しい顔で答えた。

「その件については、すでにグレンダランに待機しているパイカル軍ぐん監かん補ほ殿どのにお話してあるが、我々は少々遠回りして首都デメララに帰還するつもりなのです」

「遠回りだと？」

「ええ、地球を反対側からぐるりと回ってデメララに帰るつもりだったのです、あなた方の陣じんがその途中にあっただけのことですね」

「ふざけるな！　ならばなぜ走ったのだ！　それも全力疾走で！　あれは誰が見ても、突撃による肉薄攻撃以外の何ものでもあるまい！」

　怒り狂う東とう域いき国の参さん謀ぼうに対し、Ｄ・Ｄは表情も変えずに答えた。

「遠回りで帰るのですから、時間がかかります。つい急ぎ足になってしまっただけのことです。突撃などとんでもない」

　東域国軍の参謀は何かを言おうとして、そのままその言葉を呑のみ込んだ。そして自分に何かを言い聞かせるように口の中で何やらつぶやいたあとで、大きく深呼吸をした。

　Ｄ・Ｄが、しれっと聞いた。

「落ち着きましたか？　あまり興奮すると身体からだによくありませんよ」

　……貴様のせいだろうが！　という言葉を再び呑み込んでから、東域国の参謀は、あらかじめ用意してきた文章を取り出して読み上げ始めた。

「我々には諸君らの降伏を受け入れる用意がある……」




　焚たき火の炎ほのおの灯あかりに照らし出されたグレンダランの城壁が、夜の闇やみの中にぼうっと浮かび上がっている。

　ケリンたちは、停戦を受じゆ諾だくしグレンダランの城壁の外まで後退して、そこで一夜を明かすこととなった。無防備都市の協定はまだ生きているために、グレンダランの市内に入ることはできないのだ。

　この停戦時間は明朝の日の出まで。それまでは双方共に一切の戦闘行動を控えることで合意していた。

　焚き火の前に座り込んだケリンは、ぼやくように言った。

「あーくそ、あの城壁の中には温かい風呂もベッドもあるってのに、なんでこんな所で野宿しなくちゃならねえんだ？」

　膝ひざの上で焚き木を折って火の中に放り込みながらＤ・Ｄが言った。

「仕方ねえだろう。俺おれたちはグレンダランから撤てつ退たい中の身だ、いまさら戻るわけにはいかないんだ。本当なら夕方の停戦ラインで固定されるところを負傷者の救護という名目で、ここまで近づくことを認めさせたんだから、誉ほめてくれたっていいだろう」

　ケリンは肩をすくめた。

「なんかよくわかんねえけど、戦争ってのはこんなものなのか？　互いに駆かけ引きして相手にそれを認めさせて……って、それって外交とかそっちの方面でやることじゃねえのか？」

　Ｄデイー・Ｄデイーは焚たき火の炎ほのおを見ながら頬ほお杖づえをついて考え込んだ。

「いや、本当の戦争ってのは、こんな生なま易やさしいものじゃないと思う。もっと憎しみをむき出しにした本当の殺し合いなんだと思うな……こんな妙なことになったのは、あれだな……敵の総大たい将しようが頭が良すぎて……んでもってうちの総大将が馬鹿すぎるせいだな」

「どういう意味だよ」

　ふくれっつらをするケリンを見て、Ｄ・Ｄは半分笑いながら答えた。

「もし、敵の総大将が馬鹿なら、きっと今頃俺おれたちは全滅して、このグレンダランも瓦が礫れきの山になってるだろう。そして敵の総大将が中途半端に賢い人間なら、俺たちは全滅して、グレンダランは無傷で敵の手に落ちているだろうってことさ」

「頭が良すぎると、ああやってにらみ合いになるって言うのか？」

　ケリンは、南の丘の上を指差した。

　そこには、野戦陣じん地ちを構築して、野営している東とう域いき国軍の焚き火やかがり火の光がいくつも瞬またたいているのが見えた。

　Ｄ・Ｄは、その丘の上を見てうなずいた。

「敵の総大将は、パーフェクトゲームがやりたかったんだろうな……自分の手持ちの戦力には傷一つ付けずに、敵を降伏させて、このグレンダランを無傷で手に入れる。というゲームだ。でも、こっちの総大将……要するにお前が大馬鹿で、どうにも計算外なことばかりやるので、思ったように作戦が進まないってわけだ」

「要するにあれか？　ここらで一回仕切りなおしってわけか？」

　ケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄはちょっと首をかしげた。

「その件だが……妙な情報を聞いたんだ。総そう督とく府の建物の南塔のてっぺんで見張りをしていた警備隊の隊員の話だが、例のバンドール河の中なか洲すのあたりで、今日の夕方に何かが大爆発したような大きな白煙が立ち昇るのを見たって言うんだ」

　ケリンは怪け訝げんな顔をした。

「大爆発？　そんな音は聞こえなかったぞ」

「当たり前だ、その頃俺たちは砲ほう撃げき食らっていたんだ。周りで砲ほう弾だんが炸さく裂れつしてるそのど真ん中にいて音なんか聞こえるわけがない」

　ケリンは、あ、そうかという顔をした後で、Ｄ・Ｄに聞いた。

「その情報が正しいとしたら、あれだな、敵の渡河地点にある物資集積所の火薬庫か何かが爆発したんじゃねえのかな？　あの辺に大爆発するものがあるとしたら、それしか考えられねえ」

　Ｄ・Ｄはうなずいた。

「あの時、敵の砲ほう撃げきが突然止やんだだろう？　俺おれは救護のためにやって来た市民を見て砲撃を止めたんだと思っていたが、もしこの情報が確かだとすると、砲撃が中止になった理由はそうじゃない。火薬庫の爆発を見て、弾薬消費を節約するために砲撃を中止したってことになる。

　事故か何か知らねえけど、敵の目もく算さんが大きく狂ったってことは間違いない……急きゆう遽きよ停戦を申し込んできたのも、別に負傷者の救護にやって来た市民を考慮したわけじゃなくて、状況を確認するまでの時間稼かせぎの意味合いが強いような気がするな」

　そのＤデイー・Ｄデイーの言葉を聞いていたケリンは、急に顔を上げた。

「きっとそれ、事故じゃねえ。カルタがやったんだ」

　Ｄ・Ｄは目を見開いた。

「カルタが敵の火薬庫を攻撃したっていうのか？　どこにそんな根拠があるんだ？」

　ケリンは首を振った。

「根拠なんかねえよ、ただ、なんとなくそんな気がしたってだけのことだ」

　そのケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄは、腕を組んで考え込んだ。

「……もし、あれがカルタの率いる部隊がやったとしたら、カルタたちはここには来ないで、敵の手薄な後方で暴れまわっているってことになる……少人数で最大の戦果を上げるには、絶対に敵の正面部隊と当たらないってことが鉄則だ……」

「それってあれだろう？　百戦百勝のケンカ術ってヤツと同じだ」

　Ｄ・Ｄは怪け訝げんな顔をした。

「百戦百勝のケンカ術？　なんだそりゃ？」

「秘訣はたった一つ、絶対に自分より強いヤツとケンカしない……そうすりゃあ怪け我が一つ負わないで百回とも勝つ！　……ちっとも偉くねえし尊敬もされねえけどな」

　ケリンの言葉を聞いたＤ・Ｄは考えこんだ。

　……勝つことと、尊敬されることは別物ってことか……敵の総大たい将しようの考えていることが、わかってきたような気がする。

　なぜ、あいつが圧倒的多数の兵力を持っているのに、俺おれたちを揉もみ潰つぶして一気にグレンダランを占せん領りようをしないのか。

　俺たちを全滅させることもグレンダランを占領することも、やろうと思えば簡単にできるだろう。でも、占領してそれからどうするんだ？　このグレンダランを占領し続けて、東とう域いき国の一部にするのか？　西せい域いき国がそれを黙って見ているはずが無い。奪われた国土を回復するための戦いとして、激しい攻撃を仕掛けるだろう。

　戦いが長引けば、どっちが不利になるのか火を見るより明らかだ。

　きっと、あいつらは、グレンダランを恒こう久きゆう的に自分たちの領土とするつもりはないのだろう。あいつらにとって、グレンダランは西域国の譲じよう歩ほを引き出すための人質に過ぎないのかもしれない。

　半年……いや、せいぜい三ヶ月維持できればいい。東とう域いき国と西せい域いき国との間に交渉が成立し、停戦になるまでの間、占領できればいいと考えていたんだろう。

　そして、それを可能にするのは、戦力だ。東域国から遠く離れたこの地に、増援が来ることはまず無いだろう。グレンダラン占領軍はその現有戦力だけで、グレンダラン奪だつ還かんに燃える西域国軍と戦わなくてはならない。

　敵の城を乗っ取って、敵地のど真ん中で籠ろう城じよう戦を展開する……確かに充分な備蓄と戦力さえあれば可能な作戦かもしれないが、それを成功させるには、ものすごい緻ち密みつな計算と先を見通す洞察力が必要になる。

　丘の上に瞬またたく東域国軍の野戦陣じん地ちの灯あかりを見てＤデイー・Ｄデイーは思った。

　あいつらの本当の戦いは、グレンダランを占領して、そこに立て籠こもって、それから始まるというわけだ。

　……だから、それまでのこんな小こ競ぜり合いで無む駄だな損害を出したくない。俺おれたちと戦うことより街から追い出すことに関心があったのもそのせいだ。

　いわゆる卑ひ怯きよう者もののケンカを繰り返して体力を温存しなくちゃならないというわけだ。

　Ｄ・Ｄは小さく首を振って小声でつぶやいた。

「……俺なら、死んだってやりたくないな、そんな作戦」

　その言葉を聞きつけたのだろう、ケリンが顔を上げた。

「ん？　何か言ったか？」

　……まして、こんなヤツを相手にするなんて。想像すらしたくない。

「いや、なんでもない……お前を相手にする敵の総大たい将しように少し同情していただけだ……」

　そして、Ｄ・Ｄが小声で笑ったそのとき、グレンダランの城内から、異様な物音が聞こえてきた。

　それは、何十匹という犬が一いつ斉せいに咆ほえ立てる声だった。

「なんだ？　なんでいきなり犬が咆え始めたんだ？」

　城壁の外で焚たき火を囲んでいた銃じゆう士し隊の隊員たちも、夜空を見上げて立ち上がった。

　犬の咆え声は三分ほど続いて、ぴたっと静まった。

　しん……と静まり返ったグレンダランの街並みを見上げて、隊員たちが不安そうな顔を見合わせていたそのとき。一人の隊員が叫ぶように言った。

「見ろ、夜空が光ってるぞ、南の方角だ！」

　見ると、はるか南の空の下で何か緑色に光る帯のようなものがゆらゆらと揺れているのが見えた。

　目を凝こらしてやっと見えるような明るさのその光の帯は、ほんの一分ほどで消えていった。

「なんだろう、今の光は」

　つぶやくように聞いたケリンに、Ｄ・Ｄが答えた。

「まさかとは思うけど……ひょっとしたらオーロラってヤツかもしれない……」

「おーろらぁ？」

　ケリンはすっとんきょうな声を上げた。

「オーロラって、あれだろ？　もっと寒い地方じゃねえと見られねえってヤツだろ？　なんでそんなものが、こんな南の土地で見られるんだよ！」

　Ｄデイー・Ｄデイーは首を振った。

「俺おれにもわからん！　もしかしたらそうかもしれないって話をしただけだ。オーロラってのは、よく知らないけど、地面の磁じ気きの異常とかでも出るときがあるって話をどっかで読んだことがある……だからそうかもしれない、って言っただけさ」

「なんか、嫌いやな夜だな……何か起こりそうな予感がする……夜明けになればまた戦闘が始まっちまうけど……夜明けが待ち遠しいぜ……」

　夜空を見上げたケリンがそう言ったとき。

　どこか遠くの方で『ごうっ！』地鳴りのような音がした……と思った瞬間。

　ケリンたちを激しい揺れが襲った。

「おわ！　な、なんだ！」

「地震だ！　でかいぞ！」

　隊員たちの声と共に、グレンダランの城壁の中から、女性の悲鳴や、物が壊こわれる音などが聞こえてきた。

　揺れは、激しく、そして長かった。

　ケリンの目の前で、立っていた隊員が、思わずよろけてその場に座り込むほどの揺れが一分近く続き、やがて、収まっていった。

「凄すごい揺れだったな……」

「ああ、街の方は大丈夫かな？」

　ケリンがそう言ってグレンダランを見上げたとき、グレンダランの街の中から、カン！　カン！　という警備隊が叩たたく鐘の音が響き始めた。

「火災か？」

「いや、まだ今のところ煙とかは見えない……もっとも地震の直後だからな、きっとあれは警備隊員の召しよう集しゆうの鐘だ」

「くそ、城壁の中が気になるぜ」

　ケリンは、グレンダランの城壁を見上げたあとで、忌いま々いましげに南の丘の上に瞬またたく灯あかりをにらみつけた。







　第十章　「真の敵」







　夜が明けようとしていた。

　漆しつ黒こくの墨すみを流した中に、少しずつ青い絵の具を混ぜていくように空の色が青みを帯びてゆく。

　東の稜りよう線せんが白く見え始めていた。

　ケリンたちは、昨日の夕方停戦したときと同じ丘の中腹に来て、ゆっくりと明るくなっていく東の空を見ていた。

　初夏とはいえこの時間、平原の気温は十度近くまで下がる。

　空の明るさが増してきたのだろう、銃じゆう士し隊の隊員たちが吐はく息がうっすら白く見える。

　ケリンは振り返って、眼下に広がるグレンダランの街並みを見た。

　さっきまで闇やみに沈んでいた街並みの細かい部分まではっきりと見えてきたのがわかる。

　夕べの地震のために新市街と旧市街の数箇所から上がった火の手は、いずれも類焼せずに消し止められたが、その名残の白い煙がいくつか立ち昇っているのが見える。

　……あの街を守りきれるかどうか……どう考えても無理な戦いを、それでもなんとかこれで三日は稼かせいだわけだ。

　これで、遠くから応援部隊のラッパの音が聞こえてくれば、文句なしのエンディングなんだろうけど、そんな都合のいいことは、二度も三度も起こりっこないしな。

　……まあ、仕方ねえや、応援が来ることを信じてここまでやって来たんだ。だとしたら最後までそれを信じて、やるべきことをやるしか道はねえってことだな。

　ケリンは視線を周りにいる銃士隊の隊員に移した。

　銃士隊の隊員たちの顔に絶望の色は無かった。それどころか、どこか、りん、とした精気がみなぎっているように見えた。

　それは、昨日の出しゆつ陣じんのときにはない雰囲気だった。

　……こいつら、なんでこんなに張り切っていやがるんだ？　何かいい事でもあったのか？

　そして、ケリンは思い当たった。

　……そうか。こいつらは昨日、市民から力を貰もらったんだ。

　自分たちのやっていることは無む駄だじゃないってことを知ったんだ。

　人間が一番力を発揮するのは、誰かに頼られたときだ。誰かに必要とされたときだ。人間は、誰かのために戦うときに一番強くなれる。

　戦士にパワーをエンチャントできるのは、金でも名誉でもない。弱きもの、名も無きものの信頼と愛こそが、本当のパワーをエンチャントできる。魂たましいに火をつけることができる。

　ケリンは視線を丘の稜りよう線せんに投げて、不敵に笑った。

　……見ていろよ、今日の俺おれたちは昨日とはちょっと違うぞ。




　戦闘は、日の出と同時に開始された。

　最初に撃ってきたのは東とう域いき国軍の大砲だった。

　砲声を聞いたケリンたちが、目の前にある一人用の竪たて穴あな式の塹ざん壕ごうに飛び込むのと同時に。

　ひゅるるるるる！

　という空気を切り裂さく音とともに砲ほう弾だんが落下し、地面で炸さく裂れつした。

　砲弾は立て続けに落下したが、ケリンは、その密度が、昨日に比べると明らかに下がっていることに気が付いていた。

　……間違いない、敵は弾薬の節約に入っている。昨日の爆発の話は本当だったんだ。

　ケリンは抱えていた強きよう装そう弾だん発射用の長ちよう銃じゆうを構えると、叫んだ。

「六三三銃じゆう士し隊！　射撃開始！」

　竪穴式の塹壕に一人ずつもぐり込んだ六三三銃士隊の隊員は、それぞれに強装弾を発射し始めた。

　どっこぉおおおん！

　どっこぉおおおん！

　その銃じゆうは、明らかに長銃とは違う野の太ぶとい轟ごう音おんと倍以上の量の白煙を吐はき出した。

　銃士隊と東域軍の野戦陣じん地ちとの距離は約千メルテ。

　通常の小しよう銃じゆうの弾丸が届くかどうかというギリギリの距離である。

　この距離まで飛んでくると、弾丸速度は著しく落ちるため殺傷能力下がる。装そう甲こう板ばんはもちろん、普通の木の板でさえ貫通できないことがあるのだ。

　東域国軍の兵士たちは、この距離の遠さを知って、遮しや蔽へいを甘く見ていた者が多かった。つまり『そんなに本気になって隠れなくてもどーせ敵の弾なんか届きゃしないさ』という感覚である。

　しかし、六三三銃士隊の撃った銃は通常の小銃ではない。口径も発射薬の量も通常の小銃の倍という化け物だったのだ。

　ひゅん！

　東域国軍の兵士たちは、何かが空気を切り裂いて自分の頭上を通り抜けたのを知って愕がく然ぜんとした。

　その飛ひし翔よう音は、誰がどう聞いても射程ギリギリのへろへろ弾の音ではない。やる気まんまん現役バリバリの力強い音だった。

　そして、顔を見合わせた兵士たちの見ている前で……。

　がん！

　陣じん地ちの周りに立ててある鉄製の装そう甲こう板ばんが大きくたわんだ。

　見ると、装甲板の中央に何かがめりこんでいた。よく見ると、それは直径約二センテはあろうかという鉛なまりのへしゃげた塊かたまりだった。

　もし、これが弾丸だとすると、それは通常の小しよう銃じゆうの倍近い大きさを持つことになる。こいつが当たれば、身体からだのどこに当たっても確実に死ぬだろう。

「敵の弾だ！」

「こっちの倍以上はある！　当たったらまず命は無いぞ！」

　その言葉は、東とう域いき国の兵士の間に瞬またたく間に広がり、半分パニックを引き起こした。

　驚き騒ぐ兵士を見て、士官たちはあわてて射撃命令を出した。

　パニックを鎮しずめる最良の方法は、自分たちにも反撃手段があるのを知らしめることである。銃じゆうで撃たれるというのは、実に怖いものである。飛んでくる弾丸は目には見えない、つまり、目の前にある空間の、どこを飛んでくるのかわからない。そしてそれに当たれば確実に死ぬ……そう考えてしまえば、遮しや蔽へい物の陰に固まって動けなくなるのも無理は無い。しかし、こっちも銃を持っているとなると話は別である。

　人間とは不思議なもので、自分が撃つ方にまわると恐怖が半減するのだ。銃を撃っているときは怖くないのである。

　やがて東域国の野戦陣地のあちらこちらから、応戦する銃声が響き始めた。

　こうして、戦いはのっけから激しい銃じゆう撃げき戦となった。

　この展開を見ていた、シンルーは、腕組みをして難しい顔をしていた。

　……個人用の塹ざん壕ごうに引っ込んだ敵を倒すには、敵が銃を撃つために顔を出したそのときに弾丸が当たるか、もしくは砲ほう弾だんの直撃を食らわすしか方法が無い。

　どちらも、目的を達成するまでには膨ぼう大だいな量の弾薬を消費することになる。

　……よりによってこういうときに、こういう戦いをしなければならないとは。

　シンルーが難しい顔をするのも無理は無い。

　夕べ、伝令が届けてきた報告によると、バンドール河の東域国側に設けられていた物資集積所が、西せい域いき国の特殊部隊によって壊かい滅めつ的な打撃を受け、そこに集積してあった補給物資はあてにできなくなったことが判明したからである。

　そして、バンドール河のこちら側に渡河し終えた物資の総量を確認したシンルーは苦笑いした。

　……これは神のイヤガラセだろうか？　これより物資が少なければ作戦は即時中止するだろう、そしてこれより物資の量が多ければ作戦は続行されただろう。よりによって、そのギリギリの微妙なラインの量だけ残るとは……。

　そのとき、東域国軍の前線司令部に、大声が響いた。

「このような戦い方ではらちがあきません！　我々に突撃命令を！」

　そこに立っていたのは、鮮やかな水色の制服を着たハー・カイだった。

　ハー・カイは、シンルーに詰め寄ると、両手を広げた。

「塹ざん壕ごうに籠こもって戦う歩兵を排除できるのは、同じ歩兵の肉弾突撃だけであります！　我が蒼そう天てん隊は、そのための訓練を積んでまいりました！　いかなる犠牲を払おうとも、敵を殲せん滅めつさせてご覧に入れましょうぞ！」

　その、真剣な顔を見て、シンルーは、自分の心のどこかでその真剣さをうらやましいと思っている自分に気付いていた。

　……この局面を打開する方法としては、肉弾突撃しかないことはわかっていたが……兵力の損しよう耗もうを考えると、やはり踏み切れなかった。

　……この戦いのあとに行われるであろう停戦交渉の時のこと、そしてそのあとで東とう域いき国に戻った時のこと……私はどうも先回りをしすぎるようだな。

　今は目の前の戦いを勝つことを考えねばなるまい。

　シンルーは大きくうなずくと立ち上がってハー・カイに右手を差し出した。

「やってくれますか？」

「喜んで！」

　ハーカイは、シンルーの差し出した右手を両手で握った。




　東域国の野戦陣じん地ちの正面に、人目を引く青色の制服を着た歩兵が集まり始めたのを見たＤデイー・Ｄデイーが、塹壕の中から叫んだ。

「敵は突撃してくるぞ！　この砲ほう撃げきが終わった時だ！」

「なぜわかるんだよ！」

　ケリンが大声で叫び返すと、Ｄ・Ｄも叫び返してきた。

「ああいった派手な目立つ制服着てるのは、乱戦になっても味方から撃たれないようにするためだ！　つまりは接近戦、肉弾戦専門の部隊だってことだ！」

　Ｄ・Ｄの言葉を聞いたケリンは、周りに向かって叫んだ。

「今の話を聞いていたな！　敵は銃じゆう剣けん突撃をかけてくるらしい！　この砲撃が終わったら、タイミングを見て塹壕から出ろ！　中でじっとしていたら、串くし刺ざしにされちまうぞ！　周りの連中にも命令を伝えろ！」

　ケリンは、一人用の塹壕の中で、強きよう装そう弾だん銃じゆうを手に持ってバランスを確かめた。

　……連発銃より重いが、補強用の鉄バンドがついてる分、こっちの方が振り回したとき、バランスが良さそうだ……こいつで一いつ丁ちよう暴れてみせるか！

　ケリンが小さくうなずいて、にやっと笑ったその時。

　前のほうにある塹壕に入っていた兵士が声を上げた。

「前方！　敵！　突撃開始しました！」

　その言葉のとおり、丘の上にある野戦陣じん地ちの間から、青色の制服を着た歩兵が、わらわらと姿を見せはじめていた。

　総数は五、六百人はいるだろうか？　皆それぞれに構える銃じゆうの先には銃剣がきらめいている。

　ほぼ中央にいた一人の男が、手に持った剣を差し上げそれを振り下ろすのと、その青色の兵士が一気に丘を駆かけ下り始めるのは同時だった。

　兵士の群れが動き出して、一呼吸置いてから、わーわーという突撃する兵士の喊かん声せいが聞こえてきた。

「ようし！　六三三銃じゆう士し隊！　塹ざん壕ごうを出ろ！　回れ右だ！　丘を駆け下れ！」

　ケリンはそう言うなりくるりと背を向けて一目散に走り出した。

　塹壕から這はい出した隊員たちは、一瞬あっけに取られたあとで、あわててケリンのあとを追い始めた。

　Ｄ・Ｄは、ケリンの予想外の動きを見て目を丸くしたが、周りの隊員たちが走り出したのを見て、同じようにあとを追った。

「おい！　ケリン！　お前、何を考えてるんだ！」

　ケリンは走りながら答えた。

「あれだけの数で、一気に坂道を下って来られたら、その勢いには勝てねえ！　だから坂道じゃねえところまで引っ張って、そこで迎え撃つ！」

　そしてケリンは目の前を指差した。

　そこは丘の中腹にある、少し広くなった平らな場所で、昨日煙幕を炊たいた荷馬車が止めてあった場所だった。

「あそこまで引っ張っていけば、敵にも足の遅いヤツ速いヤツがいるから、バラバラになる！　そうすれば数の上では互角だ！」

　ケリンたちが背を向けて丘を下り始めたのを見た、蒼そう天てん隊の隊員は勢いづいた。

「見ろ！　敵が逃げるぞ！」

「逃がすな！　追いかけて全滅させるんだ！」

　蒼天隊の隊員たちの速度が上がった。銃を持ち、重い弾だん薬やく盒ごうを身につけた完全武装の兵士が、下り坂を全速力で走り下りるのだ。

　その速度はもはや短距離走に匹敵するほどの速さとなった。

　身体からだについた勢いに足がついていかずに転倒する兵士が出始めたのを見たハー・カイの意識に注意信号が点灯した。

　……あれほど粘ねばり強く戦っていたあの連中が、こんなに簡単に背を向けて逃げるわけがないと思っていたが……もしかすると、これが狙ねらいか？

　ハー・カイは叫んだ。

「蒼天隊！　速度を落とせ！　隊形を確認し、歩調を合わせろ！」

　しかし、このハー・カイの命令の効果はほとんど無かった。

　それは、部隊全体に勢いがついていたのと、功名心のせいだった。

　蒼そう天てん隊の隊員たちは厳密に言えば兵士ではない。金で雇われた傭よう兵へいであり、この戦いで功績が認められれば、士族は任官でき、平民は士分に取り立てられる、といういわば条件付き採用の兵士なのだ。

　勇いさみたって戦争に来たものの、緒しよ戦せんの渡河戦では中なか洲すで待ち伏せていたケリンたちに散さん々ざんな目に遭あわされ、功績どころか侮ぶ蔑べつの視線を浴びせられる存在となってしまった蒼天隊の隊員にしてみれば、今、この戦場で功績を挙げなければ、すべてが絵に描いた餅もちになってしまうのだ。

　そもそもこの肉弾突撃も、部下の心情を慮おもんぱかったハー・カイが、シンルーに直じき訴そしたものであり、部隊全体で盛り上がってしまった勢いは、もはやハー・カイの命令などでコントロールできるものではなかったのだ。

　ケリンたちは、二段になった丘の中腹の所まで来ると、そこで止まって向きを変えた。

「いいか！　敵は多い！　油断するな！　常に仲間の背中に目を配れ！　日頃俺おれが教えていた銃じゆう格闘の腕前、見せてやれ！」

「おう！」

　六三三銃じゆう士し隊は、声を揃えてそう答えると、手に持った銃を逆さに構えた。

　目の前に、青色の怒ど濤とうが押し寄せて来た。

　そして。

　平地に差し掛かったとたん、その青色の人波の先頭が、いきなりその場に崩れ落ちて転がった。

　……撃たれたのか！

　後ろを走っていたハー・カイは思わずそう考えた。

　しかし、銃じゆう声せいは聞こえなかった。それどころか、目の前に並んで迎え撃とうしている敵兵は銃を逆さに構えているではないか。

　……一体どうしたんだ？　なぜあいつらは倒されたんだ？

　この光景は、丘の上にある指揮所や周りにいる兵士たちも目撃した。

「どうした！　なぜ崩れたのだ！」

「銃じゆう撃げきか！」

「しかしどこにも硝しよう煙えんは見えんぞ！　銃声もしなかった！」

「敵の秘密兵器ではないのか？」

「まさか！」

「音も立てずに弾丸を飛ばす銃など聞いたことも無い！」

　双眼鏡の中では、勢いがつきすぎて止まりきれなかった隊員が、倒れた仲間につまづいて、次々に折り重なるように転倒する光景が映っていた。

　目の前で折り重なるように転ぶ敵兵の姿を見ていたケリンが叫んだ。

「今だ！　ぶっとばせ！」

　団だん子ごのようになった蒼そう天てん隊の兵士の所に、銃じゆうをふりかぶった六三三銃じゆう士し隊が喊かん声せいを上げて突進した。

　かくして、陸の中腹では、七百人以上の人間が入り乱れた大乱闘が始まった。

　なぜ、蒼天隊の先頭を走って来た連中があの場所で揃って転倒したのか。それは秘密兵器でもなんでもない、物体の重量の二乗に比例する、という単なる慣性の法則のためだった。

　重い装備を背負い、丘を全速力で下って来た蒼天隊の兵士の身体からだに加わったエネルギーは慣性の法則により、身体を支える足の限界を越えていたのだ。

　本来ならば、前のめりに倒れるところを、下り坂の重力によっていわば補助を受けて前に進んでいた足が、いきなり平へい坦たんな場所にさしかかり、その重力の補助を失ったわけである。自分の身体にかかった慣性によるエネルギーを膝ひざが支えきれなかったために、彼らはその場に崩れ落ちたのだ。

「うぉおおおおおお！」

　丘の中腹では、ハンキーが咆ほえていた。

　クソ重い強きよう装そう弾だん用の小銃を両手に持ち、その台だい尻じりを棍こん棒ぼうのようにして。ぶんぶんと振り回すたびに、青色の制服を着た蒼天隊の隊員が吹っ飛ばされて地面に転がって行く。

　一方、ケリンも負けてはいなかった。

　右わきの下に挟はさんだ銃をぶんと上に振り上げざまに兵士の顎あごに一撃を加え、そして振り下ろすときにはその隣の兵士の肩を砕くだく。

　そのまま右に払った銃の台尻は、さらにその隣にいる兵士の腕を一撃し、持っていた銃を跳はね上げる。

　ケリンの動きには無む駄だというものが無かった。ケリンの振るう銃の台尻の描く線の先には必ず目標があり、その目標を捕らえて一撃を加えたあとの線の上にも次の目標があった。

　銃を振り回しているとは思えない実に優雅な動きでケリンが足を進めるたびに、ケリンの周りにいる兵士たちが崩れ落ちてゆく。

　それは、ハンキーの暴れっぷりとは対照的な暴れ方だった。

　そのとき、ケリンの前に、長い指揮刀を持った一人の男が立った。

　がっちりとした、それでいて無駄の無い体格のその男は、手に持った指揮刀を両手で正面に構えると、ケリンに呼びかけた。

「なかなか見事な腕前だな……小こ僧ぞう、名前はなんと言う？」

　一歩引いて、銃を下した手てに構えたケリンはにやっと笑って答えた。

「小僧ってのは、挨あい拶さつだな……こう見えても六三三銃じゆう士し隊の隊長をやらせてもらってる人間でね、ケリン・ミルダモンと呼ばれてる男だ……あんたも見たところ、名のある剣士みたいじゃねえか、名前は何て言うんだ？」

　指揮刀を構えた男の目がすっと細くなった。

「ほう、貴様のような若者がこの部隊の隊長とはな、西せい域いき国とは斬ざん新しんな人事をする国だ……俺おれの名前はハー・カイ……この蒼そう天てん隊の隊長をやらせてもらっている男だよ」

　ケリンは目を見開いた。

「聞き覚えのある名前だな……たしか東とう域いき国の剣技大会のチャンピオンによく似た名前のヤツがいたっけな……」

　ハー・カイは指揮刀の握りに絞るように力を入れながら、すっと間合いを詰めて答えた。

「それはおそらく私のことだろう……この戦い、我々は負けるわけにはいかんのだよ、悪いが死んでもらうぞ！」

　ケリンは詰められた間合いを外すように半歩下がりながら銃じゆうをゆっくりと持ち上げた。

「おいおい、負けられねえのは自分だけだと思うなよ、その辺の事情はこっちだって同じなんだからな」

「問答無用！」

　ハー・カイは気合いを込めてそう叫ぶと、一気に突きを放った。

　しかし、ケリンは、その間合いを読んでいたのだろう、すっと身体からだを沈めて、持っていた銃を下から跳はね上げた。

　ハー・カイは下から飛び上がってきた銃の台だい尻じりを首だけを動かして避けると、突いた刀をそのまま振り下ろした。

　ハー・カイの切っ先が、ケリンの身体からだを切り裂さくその寸前に銃じゆう身しんに当たって火花を散らした。
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　金属音と共に二人は跳び下がるように離れた。

　ハー・カイの目に驚きの色が浮かんだ。

「貴様……妙な術を使うな」

　ケリンは不ふ敵てきに笑った。

「妙な術なんて言うんじゃねえよ、こいつはれっきとした格闘術だ……今度はこっちから行くぜ！」

　そう言うなりケリンは銃を背中に回した状態で一気に飛び込んだ。

　身体の前に銃を構えずに飛び込んでくるとは思っていなかったのだろう、ハー・カイの動きが一瞬遅れた。

　その遅れをケリンは見逃さなかった。逆手に持った銃身を伸ばしてそのまま銃を右から振り出した。

　ケリンの腕の長さとそして銃の長さぶんのリーチは、ハー・カイの予想を越えていた。

　大きく腰を引いて台尻の一撃は免れたものの、体勢が大きく崩れた。

　その崩れに付け込むようにケリンはすかさず前に出ると、大きく振った銃の中程を左手で持ち、その左手を中心にするように銃じゆうをくるりと回してハー・カイの頭上に振り下ろした。

　頭上に落ちてきた銃じゆう身しんを受け止めたハー・カイの指揮刀は、火花を散らし金属音と共に折れた。

　ハー・カイが身体からだを引くより早く、ケリンの回した銃は反対側の台だい尻じりからハー・カイの身体を捉えていた。

　台尻は、ハー・カイの右腕に命中した。

　鈍い音がした。

　そして、次の瞬間、蒼そう天てん隊の隊員が見たものは、右腕を押さえてその場に崩れるように膝ひざをつくハー・カイの姿だった。

「見ろ！　ハー・カイ様がやられたぞ！」

　誰かが上げたその叫びは、蒼天隊の隊員たちに電撃で打たれたようなショックと共に伝わった。

　蒼天隊は、いわゆる本物の兵士集団ではない。確かに訓練は受けているが、世襲制の士族たちによって構成された軍隊ではなく、平民や没落士族を集めて結成された、傭よう兵へい集団である。

　この出身階層も経歴もバラバラの存在を、一つにまとめていたのが、東とう域いき国随一と呼ばれる剣の腕を持つハー・カイであった。

　蒼天隊は、一言で言って、ハー・カイのその腕と、そして他人に厳しく、それ以上に自分に厳しいその性格と人格者としての個性を信奉する者の集団であった。

　その信奉していた存在が敵の怪しげな術に破れたのを見たとき、蒼そう天てん隊は完全に崩壊した。

　軍隊という組織は、たとえトップが倒れてもナンバーツー、ナンバースリーの位置にいる幹部が指揮権を受け継ぎ、任務を遂行するが、そういう意味において蒼天隊はやはり軍隊ではなかったのかもしれない。

　一人の兵士が銃じゆうを投げ出し、くるりと背を向けて逃げ始めた。そして、その光景を見た蒼天隊の兵士の全員にその行動が伝染するのに時間はかからなかった。

　青い制服を着た兵士の波は押し寄せたのと同じような速度で引き始めた。

　双眼鏡の視界の中でハー・カイが崩れ落ち、それと同時に蒼天隊がパニックを起こして引き始めるのを見たシンルーは、舌打ちをすると双眼鏡を降ろし、横にいた参さん謀ぼうに向かって言った。

「なんという不ぶ様ざまな姿だ！　退却ラッパを吹いて、蒼天隊を退却させろ。それと同時に再度砲ほう撃げきを開始だ！　ともあれ塹ざん壕ごうから追い出すことはできたのだ！　あとは砲撃で止とどめをさせ！　今度は煙幕も何も無い、それほど砲ほう弾だんも必要あるまい」

「了解しました！」

　横にいた参謀がそう言って敬礼したそのとき、前線指揮所のテントの中が急にざわめいた。

「どうしたのだ？　何を騒いでいる！」

　咎とがめるような口調でそう言って振り返った参謀主任が、そこに見たものは、全身ずぶぬれになり、息も絶え絶えの状態で立っている補給担当参謀の姿だった。

「どうした！　何があった！」

　走り寄った参謀主任に、補給参謀は、蚊かの鳴くような声で答えた。

「……本日未明……突然バンドール河が大波と共に逆流しました……波の高さは約十メルテ……このため河川敷かせんじきに集積してあった物資、装備、及び守備隊を含む人員すべてがあっという間に押し流されました……私はたまたま河川敷に生えていた灌かん木ぼくにつかまり九死に一生を得ましたが、補給部隊以下全部隊は潰かい滅めつです……」

「なんだと！　潰滅？　河が逆流？」

「地震のあとにか！」

　そして、一人の参謀が、ぽつりとつぶやくように言った。

「津波だ……」

　指揮所の中の空気が凍こおりついた。

　補給担当参謀のもたらした知らせは最悪のものだった。

　今、この丘の上にいるグレダラン攻略軍六千人は、孤軍と化したのだ。

　すべての補給物資、備蓄の弾薬、予備部隊、そして、東とう域いき国との交通手段まで失った完全な孤軍である。

　補給担当参謀の報告のとおり、昨夜遅く、このパレオ大陸の南側にある大海の沖合いで発生した地震は、その直後に巨大な津波を発生させた。

　波高十数メルテに達するその大津波は、大陸の南部に押し寄せ、そこにある広大な湿地帯を押し流した。

　この広大な湿地帯は無人地帯であり人的な被害はまったく無かった。しかし、バンドール河は別だった。

　バンドール河は、大きく海に向かって広がった形の河口を持っている。

　海から押し寄せた津波は、この広がった河口を逆流する際に、いわばホースの先にノズルをつけて水流を細くしたときと同じ状態となったのだ。

　一点に集中するような形になった津波のエネルギーは、衰えるどころか、さらに波の高さと速度を強め、それを保ったまま猛烈な勢いで河を登っていくこととなった。

　逆流の大波は、そのままターマレインの大おお曲まがりで河の土手につきあたり、一気に東とう域いき国の渡河地点を押し流したのだ。

　そして、この河の逆流は、バンドール河の支流へも広がっていった。

　逆流の波は、流木や建物の残ざん骸がいをともなう濁だく流りゆうとなって河沿いにある集落を次々に巻き込み、上流へ上流へと登って行った。

　米作が農業の中心であった東域国は、国土の農地の大半が低湿地を利用した水田であり、その農地の中には縦じゆう横おうに灌かん漑がい用の水路が流れていた。

　津波に伴う大逆流は、その水路に設けられた水門を破壊し、乗り越えた。

　夜が明けたとき、そこに人々が見たものは、緑の稲が並ぶ水田ではなく、流木の浮いた一面の泥の沼だった。

　支流をさかのぼった濁流が東域国の王宮に押し寄せたのは、夜明け前のことだった。

　床の上にまで達する水の中を逃げ惑う侍じ女じよや侍じ従じゆうたちの悲鳴が王宮に響き渡った。

　東宮の最上階にある寝所でその声を聞いた東域王マオ・タイクーが目を開くのと、寝しん所じよの入り口で不ふ寝しん番ばんをしていた女によ官かんが声をかけるのは同時だった。

「お目覚めでござますか？」

　寝具から上半身を起こした東域王は、怪け訝げんな顔で聞いた。

「何事だ、火事か？」

　女官は片かた膝ひざをついて答えた。

「いえ、水にございます」

　東域王は目を見開いた。

「水とな？　昨夜大雨が降った気配は無かったが、何な故ぜに水が出たのか」

　女官は下を向いたまま困惑したように答えた。

「この水は、大雨にあらず、河の逆流と思われます……天文の博士の言によりますと、昨夜の地震により、南海にて津波が起きたやも知れず。この逆波はそれがためなりとのことでございます……」

　東とう域いき王の顔つきが変わった。

「なんと！　津波となればその被害は留まるところを知らぬ、着替えを持て！　余はこれより政務室に向かう！」

「御ぎよ意い！」

　女によ官かんは一礼した。




　夜が明け始めたその頃、東域国南部にある地方都市で、壊こわれた家の下敷きになった人や、濁流の中に取り残された人々を必死に救い出している一団があった。

　浅黒い肌の色をした大男ぞろいのこの一団は、その持ち前の怪力で、つぎつぎに流木や壊れた家の柱などを持ち上げて、人々を助け出していた。

「おい！　そっちの材木を持ち上げろ！　この屋根の下にまだ人がいる！」

「怪け我が人は街の中央にある建物に連れて行け！　あそこで衛生兵分隊が応急手当をしているはずだ！」

　十人ほどの班に分かれて、てきぱきと指示を下すリーダーの下で動くこの一団が何者なのか誰も知らなかったが、その動きや命令の仕方から、軍隊の秘密部隊ではないかと人々はウワサしていた。

　確かに彼らは秘密部隊の隊員だった、しかしそれが敵国の軍隊だったと知ったら、この街の人々はどんな顔をしただろう。

　道路を塞ふさいでいた太い流木に取り付いて、持ち上げていた二人組の大男が会話をしていた。

「先せん輩ぱい、俺たち本当は、東域国の街を襲ってぶっ壊して回るのが仕事だったんですよね」

　前の方で流木を抱え込んでいた先輩はうなずいた。

「ああ、そうだ、クローブ先生は、そう言っていたな、破壊工作をするって……」

「じゃあ、どうして俺たち、こうやって逆のこと……つーか後片付けやってんですか？」

「そりゃあお前、決まってるじゃないか、早い者勝ちだからだよ」

　後こう輩はいは目を見開いた。

「早い者勝ちなんですか、こういうのって？」

「ああ、そうだ、俺たちより津波の方が先に仕事をしやがったんだ。出遅れたヤツは先にやったあとのあと片付けをしなくちゃならねえのさ……」

　そして、先輩の大男は笑って見せた。

「まあ、そりゃあ冗じよう談だんだが、要するに津波が相手にするのは東域国も西せい域いき国もねえ、ひっくるめて人間全部だ。だからやられたときも、東域国も西域国もねえ、人間全部で助け合うんだ。それだけのことよ」

　後輩は、納得がいった、という風にうなずいた。

「俺おれ……家や物ぶっ壊こわして、人の泣き顔見て、ざまあみろ、って思う楽しさより、こうやって人助けして、ありがとう、って言われたときの楽しさの方が好きですね」

　先せん輩ぱいはうなずいた。

「そりゃあそうだ。ざまあみろ、って楽しさは、そのときは楽しいけど、あとに何かわかんねえけど嫌いやな燃えカスが心の中に残りやがるんだ、この燃えカスが消えるには時間がかかる……だから、その燃えカスを消したくて、また、ざまあみろ、って楽しさに走る……いつまでたっても終わらねえ、どんどん燃えカスばっかりが溜まる。嫌な気分だけがいつまでも続く。でも、ありがとう、って言われたときの楽しさは、あとに嫌なものが残らない。逆にほんわかしたものが残る……人間ってのは、元々そっちの方を向くようにできてる証拠なのかもしれねえな……おい、もっと腰に力入れろ！　この流木をどかさなきゃ馬車が通れねえんだ！」

「あ、はい！」

　先輩に喝かつを入れられた後こう輩はいは、あわてて力を込めた。

　大きな流木がゆっくりと動き始めた。




　東とう域いき国王宮の西宮の奥に作られた対西せい域いき国戦争の作戦総司令部は、そのまま津波対策本部と化していた。

　バンドール河をさかのぼった大津波は、そのまま東域国に甚じん大だいな被害をもたらした。東域国にとって、最大の重要事は、遠い対岸で行われている戦争ではなく、目の前の国民の危機を救うことだった。

　対西域国戦争用に置かれた大地図に書かれた各都市の上には、被害状況と必要とする援助や物資の内容が書かれた紙が立てられ、被害の報告をする伝令が王宮にやって来るたびに、その内容は書き換えられていく。

　その内容が、壁に貼られた紙の上に書き込まれ、それを見るだけで、どれほどの被害が生じているのか一目でわかるようになる、というシンルーが作った作戦状況の表示システムがそのまま使われていた。

　そして、日が高く昇るころには、少しずつ被害の全体像が見えてきていた。

　玉ぎよく座ざに座って、目の前の地図と、被害の総計を記した壁を見ていた東域王は、思わず小さくうめいた。

　東域国のこうむった被害は甚大だった。

　バンドール河の河沿いにある都市は、ほぼ潰かい滅めつし、広大な水田が泥の中に沈んでいた。

　そして、都市や水田というインフラ以外の被害は想像もつかなかった。

　水運が発達している東域国の物流の手段は船であり、人も物も情報もあらゆるものが船によって運ばれている。

　夕べの津波によって破壊された船や桟さん橋ばしの数は計り知れない。たとえ救助の手を差し伸べたくとも、物資も人も送り込むことができないのだ。

　大地図の上をさまよっていた東とう域いき王の目が、南の西せい域いき国側に立てられた旗に止まった。

　その旗は、六千人の兵士と、膨ぼう大だいな物資がそこに置かれていることを意味していた。

　東域王は、自分がそこに兵士と物資を送り込んだことを忘れて、思わず声を上げるところだった。

　……人は先を見る目を持たぬ。これは、それがゆえの悲劇……いや喜劇だな。人材と物資を、他国の侵略のために投じたその直後に、自国が災害に襲われる……。

　事、ここに至っては、もはや戦争には、何の意味もない。かくなるうえは、西域国に休戦を申し入れるしかないだろう……こちらから仕掛けておいて、実に虫の良い話だと思われるだろうが、すべての責はこの私にある。いかなる条件も受諾し、隠いん忍にん自じ重ちようの上、国の復興に力を注ぐべきだ。

　東域王が心を固めようとしたそのとき、侍じ従じゆう長ちようが傍かたわらに立って一礼した。

「何事か？」

　侍従長は小声で告げた。

「知識アカデミーの東域国代表が参っております……なんでもメタクサ最高評議会議長からの緊急メッセージを携たずさえているとのことでして……控え室でお待ち戴いただいております」

　東域王は怪け訝げんな顔をした。

「知の教団の……メタクサ最高評議会議長からのメッセージだと？」

「はい、確かにそう申されました……異例のことではありますが……」

　確かにそれは異例のことだった。今まで知の教団はピープルに対して禁きん忌きという形で、与える知識をコントロールすることによって、影響力を保持してきた。

　ピープルの指導者である国家の指導者に直接メッセージを送ることは無かったからだ。

　東域王は思った。

　……知の教団ともなれば、この地震のことも津波のことも、とうにわかっているのだろう。このメッセージは、おそらく我が国と西域国との間に立ち、休戦について仲ちゆう介かいの労をとる用意があるという内容に違いない。

「わかった、では謁えつ見けん室に向かおう」

　東域王はうなずくと、玉ぎよく座ざから立ち上がった。




　謁見の間には、白髪の老人が待っていた。

　最高学位を意味する紫色の導師の長衣を着たその老人は、謁見室に入って来た東域王を見て、立ったまま、あっさりと頭を下げた。

　東域国の王宮内において、王に対し立って礼をすることが許されているのは、国こく賓ひんと軍の大たい将しようと、そしてこの知識アカデミーの長老だけである。

　知識アカデミーの長老は、一歩進み出ると、手に持った灰色の筒つつを差し出した。

「これは、先ほど知識アカデミーの通信塔と呼ばれる場所にある伝送機という機械から出て参った巻紙だ……アカデミーの者も、今までこの機械が動いたところを見たものは誰一人おらず、どうしていいかわからなかったが、記録を調べたところ、今からおよそ百年前にも同様のことがあったことがわかったのだ」

　東とう域いき王は目を見開いた。

「百年前にも？」

「うむ、あの大粛しゆく清せいの引き金となった東西大戦の時だな。本来ならば私が直じき々じきに参るような事柄ではないが、百年ぶりの特例ということで、わざわざこうしてこの手で届けに来た次第だ」

　そう言って胸を張った長老を見て、東域王は思った。

　……要するに、わざわざ届けに来てやったのだ、感謝しろ、帰りには手土産みやげの一つも持たせて帰せ、という意味だな。いつもながら傲ごう慢まんな男だ。

　東域王は内心のつぶやきをおくびにも出さずに微笑ほほえんで頭を下げた。

「ご足労……痛み入ります……で、文章の内容はどのようなことでございましょう？」

　長老は木で鼻をくくったような口調で答えた。

「読めばわかるであろう。アカデミーは世俗の事柄には興味は無い」

　東域王は、小さく肩をすくめると、文書筒の蓋ふたを開けた。

　……おそらく教団が西せい域いき国との関係改善を図るために仲ちゆう介かいの労をとるという申し入れの文書であろうな。

　メタクサ最高評議会議長は、我が東域国が未み曽ぞ有うの危機にさらされたことを知って、人に、よりよき道とそこに至る正しき知識を指し示すという知の教団本来の道に立ち返ったに違いない。

　そう考えながら灰色の筒の中に入っていた巻紙……便びん箋せん一枚ほどの長さしかないその紙を広げて目を落とした東域王の顔色が変わった。

　信じられないかのように何度も続けてそこに書かれていた文章を読んだ東域王の顔は、みるみるうちに赤くなっていった。

「……戦争を続行しろだと？　教団の技術とワーカーを供与するだと？　この国難の中で、戦争を続ける意味がどこにある！　確かにこの災害で我が国は甚じん大だいな損害をこうむり、国力は低下した、しかし、なぜそれが、そこに西域国がつけこむ怖れがあるから攻勢に出るべきだという結論になる！　ふざけるな！　国は……国民は国王の玩具おもちやではない！　そして私は教団の下げ僕ぼくではない！」

　そして、東域王は、手に持った巻紙を一気に引き裂さいた。

　そして引き裂いた紙を持つ両手を長老に突きつけた。

「長老よ、アカデミーに帰るがよい。帰って教団に伝えよ。これが返事だと！　東域国は今後、知の教団及びアカデミーを運営する費用、献けん納のうの一切を断る！　西せい域いき国のように制裁を加えたければ加えれば良い！　我が東とう域いき国は決して教団に屈することは無い……とな！」

　長老は蒼そう白はくになった。

「し、しかし……アカデミーの運営に関する費用は国が持つという大協約が……」

　東域王はうなずいた。

「そうだ、確かに大協約にはそう書かれている。しかし、大協約にはこうも書かれていることを忘れたか？　……知の教団と知識アカデミーは、世の人々に正しき道を指し示し、幸福をもたらす知識を与えることをその目的とする……災害で苦しむ人々を救おうともせず、さらに戦いをけしかけるその姿勢のどこが正しき道だ！　どこに幸福をもたらす知識がある！　教団がやろうとしているのは、人が傷つき死ぬことを望む地獄への道ではないか！」

　顔面蒼そう白はくになったまま、ただ口を小さく開けたり閉じたりするだけだけの長老を見み据すえて東域王は決意を込めて静かに言った。

「余はこれより、西域国に対し休戦を申し込む。いかなる条件を出されてもそれを甘かん受じゆし、余の起こしたこの戦役の責任を取るつもりである……東域国は教団の言いなりにはならぬ……帰りたまえ」




　東域王が、教団の使者を追い返していたその頃。

　グレンダラン南方の丘の上にある東域国軍のテントの中は静まり返っていた。

　今日の朝、津波発生の一報を受けた司令部は、直ちにバンドール河に向けて幾組もの斥せつ候こうを放った。そして、今それらの斥候が続々と帰還して報告を行っていた。

「バンドール河西岸の橋きよう頭とう堡ほ及び物資集積所は完全に押し流されており、所在不明であります！　氾はん濫らんした水は引きつつあり、その水が守備隊の掘った塹ざん壕ごうに溜まっており、やっとのことで場所を特定できたような状態であります！」

「渡船、および警備船の姿は一隻せきもなく、河にはおびただしい量の流木が流れており、その流木のほとんどが上流域にある家などの建造物の破片でした。津波の逆流波による被害はかなりのものと思料されます！」

「ここと渡河地点との間に設けた中間物資集積所は、かろうじて氾濫からまぬがれておりますが、道路が完全に泥でい濘ねい化しており、馬車による輸送は困難を極めるものと思われます」

　斥候の報告のすべてが、この作戦が完全に潰ついえたことを示し唆さしていた。

「わかった……ご苦労だった」

　シンルーがそう答えると斥候に出ていた兵士は、敬礼して指揮所のテントを出て行った。

　指揮所の中にいる参謀たちの視線は、シンルーに集中していた

　津波の知らせはすでに一般の兵士にまで伝わっており、多くの兵士は自分の故郷の方角を不安げに見つめては、互いにひそひそと小声で会話を交わしていた。

　静まり返った東とう域いき国軍の前線指揮所のテントの中に、小さな笑い声が流れた。

　シンルーだった。

　折りたたみの椅い子すに座ったシンルーが、力なく笑っていた。

「……はは、は、なんて幕切れだ……一年、いや、すべての部隊の育成から考えれば三年以上かかってる……それだけの時間をかけて計画を練り上げ、物資を蓄え、そして国運をかけて勝負に出た作戦の……最後がこれか。

　兵も、銃じゆうも、大砲も、いくら育てようと金をつぎ込もうと、これらのものは、天災の前には何の力も持たないではないか。

　……我々は、何のために存在するのだ？」

　シンルーの言葉が終わったあとの前線指揮所の中には、ただ沈黙のみが満ちていた。

　やがて、参さん謀ぼう主任がゆっくりと口を開いた。

「ここに至って、もはや作戦続行は不可能でございます。この津波の被害は我が東域国の国土深くにまで及んでいるものと思われます。私は、西せい域いき国守備隊に対し休戦を申し入れ、一刻も早い本国への帰還を行うのが、最良の策であると愚ぐ考こういたします」

　何人もの参謀の口から賛同の声が漏もれたが、一人の参謀が手を上げた。それは砲兵担当参謀だった。

「撤てつ退たいし、本国に帰還することについては、異論はない。しかし、大砲をどうやって運ぶのだ？　渡船は一隻せきも残っていないという話ではないか！　人は筏いかだを組めば対岸まで行けるかもしれんが、大砲を載のせるだけの筏を組むのは容易ではないぞ」

　輸送担当参謀が眉み間けんに皺しわを寄せて、痛いものを見るような目で砲兵参謀を見て言った。

「おそらく歩兵を渡河させるだけで精一杯だろう……大砲を運ぶのは無理だ。この場に捨てていくしかあるまい……」

　砲兵参謀は目を見開いた。

「なんだと！　大砲は最高の国家機密だぞ！　いかなる場合でも戦場投とう棄きは認められていない！」

「認められていようがいまいが、物理的に不可能なことはどうしようもないではないか！」

　二人の参謀がにらみ合ったそのとき、シンルーがいきなり聞いた。

「大砲の弾薬は、あとどれくらい残っているのかね？」

　砲兵参謀は、怪け訝げんな顔で答えた。

「各門およそ三十発あるかないか、というところですが……それが何か？」

　シンルーは静かに答えた。

「残弾をすべて、あのグレンダランに叩たたき込め……」

　前線司令部の参謀たちは自分の耳を疑った。

「今、なんとおっしゃいました？」

　そう聞き返した砲兵参さん謀ぼうに向かってシンルーは表情も変えずに答えた。

「今の状態で撤てつ退たいすれば、追撃を受けるおそれがある……だからグレンダランに砲ほう撃げきを加え、我々が撤退する時間を稼かせぐのだ……」

「しかし！　グレンダランとの間には無防備都市に関する協定が……」

「そんなものは、ただの紙切れだ……無防備都市の協定は、あの都市が無傷で我々の手に入ることを前提に立てた作戦計画の一環に過ぎん。その作戦計画が消しよう滅めつした今、そのような協定を守る理由もまた消滅したのだ」

　参謀主任が首を振った。

「そのような命令は受領するわけにはいきません！　それは……東とう域いき国としての信義に関わる問題です」

　シンルーの唇くちびるに皮肉な笑みが浮かんだ。

「国としての信義か……そんなものは、我が部隊が安全に確実に撤てつ収しゆうできるための方法の前には何の意味も無いのだよ。私には東域王陛へい下かからお預かりしているこの軍ぐん勢ぜいを無事に帰す義務があるのだ……私の命令が受けられないというなら仕方が無い。抗こう命めい者として君を拘こう束そくするしかあるまい……」

　参謀主任は食い下がった。

「では、敵との和わ睦ぼくを！　休戦協定を結び、その上で撤収することで、追撃を受ける怖れはなくなります！」

　シンルーは首を振った。

「グレンダランの眼下にはグレン川が流れている……グレンダランの住民も、そして今頃はあの守備隊の連中も、バンドール河で何が起きたのかそれを知っているだろう……形勢が逆転したことも気付いているに違いない。今現在の兵力がはるかに少なくとも、西せい域いき国の援軍も今頃はここに向かっているだろう。ここで休戦を申し込むということがどういう意味を持つと思うかね？　それは敵に、あなた方が優勢に立っていますよ、と教えてやるようなものではないか。

　優位に立った敵が休戦など認めるわけが無い。敵は我々に対し降伏を求めるだろう。それも全面降伏だ。

　人間というのは、自分が優勢に立った、自分に利があると思えばいくらでも居い丈たけ高だかになることができる生き物だ。人が誰かを叩たたいているのを見て、その叩かれている相手が弱いと見れば、一緒になって徹底的に叩いて面白がる……それが人間の本性であり本音なのだ。

　君が持ち出した信義だの何だのという、いわばタテマエなんてものは、相手にはめ込んで、動けなくしておいて、自分が出し抜くときに使うツールの一つに過ぎない。それを守ることによって相手も同じものを守るだろうというのは、幻想だよ。

　我々は降伏するわけにはいかない……捕ほ虜りよ収容所で朽くち果てるわけにはいかないのだ！　何が何でも戦いぬき、そして自力で故こ国こくを目指すしかない！」

　参さん謀ぼう主任が何かを言おうとしたそのとき、風に乗って、妙な音が聞こえてきた。

　それは、鳥や動物の鳴き声とは明らかに違う人工的な音だった。

　参謀たちは互いの顔を見合わせた。

「何の音だ？」

「君も聞こえるのか……では空そら耳みみではないのだな」

　音は、グレンダランの方角から聞こえてくる。

　シンルーをはじめとする参謀たちは、全員指揮所のテントから飛び出して、音のする方角を双眼鏡で見た。

　それは一列に並んだ白い小さな点だった。

　グレンダランのはるか向こうにある大陸行路を白いゴマ粒のようなものが一列になって、近づいて来ているのだ。

　音は、その白いゴマ粒のようなものから発せられているようだ。

　風に乗って、途切れ途切れに聞こえるその音は、笛ふえのようなものを高低の音階で連続して吹いているような音だった。

　その音を文字であらわすと、こうなる

　ぴーぽーぴーぽー……

　シンルーが信じられない、という顔でつぶやいた。

「あれは……教団の医官が乗るメディックカーだ……どうやってこんな所まで……」

「メディックカーですと？」

　怪け訝げんな顔をする参謀主任に向かって、シンルーはうなずいた。

「知の教団の中にある医療部門の使う地上車だ。今までにも伝染病の発生した地区や、大規模な災害のときには出動したという記録が残っている……しかし、私も実物を見るのは初めてだ……」

「何の目的でこんな所に来たのでしょう？　津波の被害者を救済するためでしょうか？」

　シンルーは首を振った。

「いや、津波が起きたのは今日の未明だ、いくら知の教団が我々の知らぬ技術を持っていたとしても、地震や津波を事前に知ることはできないだろう。ここと、教団の本拠地であるロマ・コンティとの距離を考えれば、どう考えてもあのメディックカーは、四日ほど前にロマ・コンティを出たことになる……津波ではなく、この戦場が目的なのだろう……」

「戦場が目的？」

　意味がわからないという顔をする参謀主任に向かって、シンルーはうなずいて見せた。

「さっき言っただろう？　教団のメディックカーは、大規模な災害のときに出動すると……戦争というのは災害だ、人の手によって建物を破壊し人を殺傷する究極の人災だからな」




　教団のメディックカーがグレンダランに入るのと同時に、気の抜けたような、ぴーぽーという音が止まった。

　そして十五分ほど過ぎたとき、一台のメディックカーが、音を立てずに、ゆっくりと丘を登り始めた。

　そして、丘の裾すそで座り込んでいるケリンたちの所で、ものの三分ほど停止したあと、すぐに動き出した。

　メディックカーは、白く塗られた箱型の車体を持ち、その下に左右に三つずつ計六個の大きな柔らかい材質でできている車輪を持っていた。

　その車輪によって、不整地でも走ることができるような設計が行われているのだろう、メディックカーは車体をほとんど揺らさずに砲ほう撃げきによって生じた丘の中腹にいくつも並んでいるすり鉢状の穴を平気で乗り越え、丘を登って東とう域いき国の野戦陣じん地ちの前までやって来て、そこで停止した。

　野戦陣地に並べた装そう甲こう板ばんの隙すき間まには、東域国の兵士たちが、鈴なりになって生まれて初めて見る地上車を目をまん丸にして見ていた。

　中には興奮したように声高に会話をしている者もおり、あたりは騒そう然ぜんとしていた。

　そのとき、メディックカーから、電気的に増ぞう幅ふくされた大きな声が流れた。

『東域国軍の総責任者……軍ぐん監かんであるシンルー・チュイはいらっしゃいますか？』

　若い女性の声だったが、予想すらしていなかった東域国軍の兵士は、全員ずさっ！　とあとずさりした。

　自分の声に驚かれたのに、ちょっと気を悪くしたのだろう、不満そうな声が流れた。

『拡声器で話すのは礼儀に欠けた行為でした……車を降ります』

　そして、二呼吸ほどの時間のあとで、メディックカーの車体の左側がぱかっと扉のように開き、そこから若い女性が顔を出した。

　年ねん齢れいは二十代前半だろうか？　長い黒髪をざっくりと三つ編みにして背中に垂らし、丸いメガネをかけた色白の小柄な女性だった。

　白い教団の医療局のスタンドカラーの制服を着込んだその女性は、メディックカーからぴょんと地上に飛び降りると、あたりを見回した。

　居並ぶ兵士の間から、ため息ともつかないざわめきが起こったが、その女性は、気にも留めない様子ですたすたと野戦陣地に近づくと、そこに立っていた衛兵に胸を張って言った。

「私は教団医療局の、緊急医療派は遣けん隊、グレンダラン方面部長のミラベル・ラク・エルダーと申します！　この軍隊を指揮する東域国軍軍ぐん監かん、シンルー殿どのにお話があって参りました！　お取り次ぎ願います！」

　衛兵が何かを言う前に、野戦陣地の中から声がした。

「俺おれならここにいるよ。ミラベル委員長」

　やる気の無い声と共に姿を現したのはシンルーだった。
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　東とう域いき国軍の将しよう校こうの軍服を着込んでいるが、どことなく崩くずれたような着こなしをしているように見える。

　その姿を見たミラベルは、心の中でため息をついた。

　……全然変わって無いのね、この人。軍隊に入って、高官にまで出世したって聞いていたから、ちょっとは変わったかと思っていたのに……アカデミーのときのまんまだわ。

　ミラベルは怒ったようにつんと鼻を突き上げて言った。

「私はもうアカデミーの生徒ではありません！　委員長などと呼ぶのは止やめて頂きます！」

　シンルーは右手で後頭部を掻かきながら首を突き出すような形で頭を下げた。

「いやあ、悪い悪い、全然変わってないからさ……アカデミーの頃と顔も……体型も……とても同い年には見えないね」

　ミラベルの顔に赤みがさした。

「私の体型についてあなたの感慨を聞いている時間はありません……我々は、あなた方と、西せい域いき国との間に休戦協定を結ばせるためにやって来たのです」

　シンルーは目を見開いた。

「休戦協定？　おいおい、教団ってのは、ピープルの政治経済に対しては中立不可侵の存在だってのが大前提だろ？　いいのかよ、そんな干渉しちゃって」

　ミラベルは怒ったようにシンルーをにらんだ。

「そういう不ふ謹きん慎なものの言い方が、あなた流の照れ隠しだって事は、もう知っています。私には通用しません。あなた方も今、自分たちの祖国がどんな状況になっているのか、薄々感付いているはずです！　今日の未明に起こった津波により、東とう域いき国のバンドール河沿いの集落と都市はすべて壊かい滅めつ的な被害をこうむりました！　水田は泥の中に沈み、今年の米の収穫量がどれほど減るのか想像もつかないそうです！　死者、行方ゆくえ不明者の数は数万とも言われています！　この祖国の危機に、あなた方はこんな所で何をやっているんですか？」

　シンルーは静かに言った。

「確かに君の言うとおりだな……しかし、休戦協定など結んでも、それを西せい域いき国が守るという保証は無い……我々が背を見せたとたん攻撃を受ける可能性は消えない」

　ミラベルは、左手をその細い腰に当てると、右手の人差し指でシンルーを指差して言った。

「あなたはアカデミーの頃よりはるかに馬鹿になったわね。うん、もう最低の馬鹿よ……人間落ちるときは落ちるものね」

「なんだと？」

　兵士や参さん謀ぼうの見ている前で馬鹿呼ばわりされたシンルーの顔つきが変わったが、ミラベルの口調は変わらなかった。

「自分がそうだからって、他人もそうだと思い込まないで欲しいわね。すべてを疑ってかかるのは、確かに軍人のそれも指揮官としては正しいことかもしれない。でもね、疑うのと信じないってのは別物なのよ！　あんたは疑ってるんじゃないわ、信じてないの。他人を、人間を、人間の良心も人間の誇りも愛も、何一つ信じてない！　人間はすべて性しよう根ねが腐くさっていて、利益のためなら平気で裏切り、自分のためにしか生きていないと思ってる！」

　シンルーは静かに答えた。

「そうだ……それが人間の本性だからだ。人の本音だからだ。人の本音こそが人を動かす原動力だ。誰だって自分が可愛かわいいに決まっている。嫌いやなこと辛つらいことなんかやりたくない、そんなことはどこかの誰かに押し付けて、楽らくして儲もうける生き方を望んでいるんだ……そうやって偉そうな説教をする君の中にも同じような本音があるはずだ……人間はしょせん人間だ。神様や天使になんかなれっこない……」

　ミラベルはうなずいた。

「そうよ、そういった本音は私の中にだってあるわ、だって私は人間だもの。あなたは今、言ったわよね、人間は人間だ、天使にはなれっこない……って。

　そのとおりよ、人間は天使にはなれない……でもね、だからといって悪魔になっていい、なんて理由はどこにもないのよ！」

　ミラベルは両手を広げた。

「私たちはみんな愚かだわ！　馬鹿よ！　心の中に自分さえ良ければいいって利己的な馬鹿を抱え込んでるんだもの。でもね、シンルー。人間なんて、みんなどこか馬鹿じゃなきゃやってられないわ……お互いの中にある馬鹿を認めて、その上で馬鹿じゃない部分を信じなきゃ生きていけないのよ！」

　そして、ミラベルは再びシンルーを指差した。

「あなた……アカデミーの頃によく言っていたわよね……計算して生きてる人間は、計算しないで生きている人間より優位に立つことができる。先を読んで計算して生きたほうが勝つって……覚えてる？」

　シンルーは不機嫌そうにうなずいた。

「ああ、覚えている……それがどうかしたのか？」

　ミラベルはにっこり笑った。

「あなたはそうやって、しっかり計算して、そして西せい域いき国に攻め込んだ……その結果はどう？勝ったの？」

　シンルーは取り乱したように叫んだ。

「予定外のことが起こったんだ！　俺おれの計算が間違っていたわけじゃない！　この地震も津波も予定外だ！　誰もこんなことを予想していなかった！　いや、予想しろという方が無む茶ちやだ！そんなことは起きっこないという前提ですべての物事は進められているんだ！　俺のせいじゃない！　俺に責任は無い！　俺には運が無かっただけだ！」

　ミラベルは、右手の人差し指で大きな丸いメガネをくいっと持ち上げると、ちょっと首をかしげて、しみじみとした口調で言った。

「運も才能のうちよ。どんな理由をつけたにしろ、あなたの計算が外れたことに違いは無いわ、結果がすべてよ、目の前の現実を認めなさいよ。そして人を信じてみたらどう？　さっき、丘の下で西せい域いき国の軍隊の隊長さんと話をしてみたけど。あんたと正反対の性格の持ち主みたいだから、きっと信用できると思う……それでも信用できないっていうなら、私が人ひと質じちになってもいいわ……どうする？」

　シンルーはしばらく無言だったが、やがて大きく息を吐はいた。

「わかった……休戦協定を結ぼう。だが、あくまでも休戦だ、我々は降伏したわけではない」

　ミラベルはうなずくとにこっと笑った。

「よしよし、素直でよろしい。人間素直なのが一番だと思うよ」

　シンルーは少し赤くなると、ふてくされたように答えた。

「うるさい……ほっとけ！」




　休戦協定は、ミラベル立会いの下で、即座に結ばれた。

　丘の上の野戦陣じん地ちで握手を交わしたケリンは、屈くつ託たくの無い笑顔を見せて言った。

「じゃあ、気を付けて帰れよ！」

　シンルーは自分の耳を疑った。

　恨うらみ言の一つも言われるかと思っていたのに、帰ってきたのは、まるで遊びに来た友人を見送るようなあっさりとした挨あい拶さつだったからだ。

　そのとき、ケリンが何かに気付いたような顔になった。

「あ、そうそう、あんたに言うのを忘れていた……」

　……やはりな。恨み言の一言も言わねば気がすまないというのだろう。仕方が無い。我々はどんな罵ば声せいを浴びせかけられても仕方が無いことをしたのだからな。

　シンルーがそう思ったとき、ケリンが言った。

「……あんたの国は大変なことになってるらしいから、一刻も早く帰りたいだろう。グレンダランの街から馬車を調達してやるから、それに乗っていけよ。

　Ｄデイー・Ｄデイー……俺おれの副官だけどこいつが今、森林伐ばつ採さい場に行って、あんたらが河を渡る筏いかだを作る材木の手配をしている。手配が着き次第、河原まで届けてやるよ」

　シンルーは信じられない、という顔でケリンを見つめた。

「なぜ……そこまで我々のために……」

　ケリンは不思議そうな顔をして、あっさり答えた。

「だって、戦争は終わったんだろ？」

　シンルーは絶句した。

　……確かにそうだ。戦争は終わった。

　だからもう、戦う理由も憎みあう理由も無い……そのとおりだ。

　だが、そんなに簡単にすべてを忘れて、笑うことができるのか？

　いや、そんなことができるわけがない！　そんな人間がいるわけがない！

　しかし、シンルーの想いとは裏うら腹はらに、目の前のケリンは屈くつ託たくの無い笑いを浮かべたままだった。

　……なんでこいつは笑えるんだ？

　そして、シンルーは思い当たった。

　……そうか、この男は計算していないんだ。計算しないで生きることができるから、笑うことができるんだ。

　そのとき、シンルーは目の前のケリンのことを、心の底から羨うらやましく思った。




　夕闇やみの迫るバンドール河の河川敷かせんじきでは、Ｄ・Ｄが調達してきた材木をロープで結び大きな筏を作る作業が進んでいた。

　筏の数は十数個しか無かったが、この筏で何度も往復して人員を渡すことになっていた。

　作業をしている自分たちの部下を見ていたシンルーが、脇に立っていたケリンを見て小さく頭を下げた。

「あなたたちの行為に我々はお礼の言葉も無い……我々を許して欲しい」

　ケリンは笑った。

「東とう域いき国と西せい域いき国のケンカは、もう終わったんだ、頭なんか下げねえでもいいよ」

　ケリンの言葉を聞いたシンルーは笑った。

「そうか、どんな戦争も、矮わい小しよう化して単純化してしまえばただのケンカだ……結局はそれだけのことかもしれん。しかし、国と国とのケンカは、悪かった、ごめん、で済むものではない。侵略行為に対する賠ばい償しよう責任や、いろいろな問題がからむのだ……戦争が終わるには双方の納得する落としどころというものが必要になってくるのだよ」

　ケリンはうなずいた。

「ああ、わかってる。Ｄデイー・Ｄデイーから聞いた。だからその落としどころを俺おれが作ってやるよ……」

「落としどころを作る？」

　怪け訝げんな顔をするシンルーを見て、ケリンはにやっと笑った。そして、二、三歩遠ざかると、そこでくるりと振り向き、シンルーをはじめとする東域国軍の兵士に大声で呼びかけた。

「そこの集団不法入国者の諸君！　諸君らは国外追放処分だ！　今度西域国を訪れるときは、正式の手続きを取り、正々堂々と来るが良い！　以上だ！」

　シンルーはあっけに取られたあとで、身体からだを折って大声で笑い出した。

「むちゃくちゃだ！　これが、落としどころだというのか！　六千の兵士をすべて、不法入国者で片付けるというのか！　こんな話があるものか！」

　シンルーは笑った、半分涙を流しながらシンルーは笑い続けた。

　その高笑いは、しばらく続いた。




　東域国の首都ランダールの一角にある東域国軍の施設の中では、白い作業服を着た大男の一団が収容されていた。

　彼らは、カルタ率いる西域国の市民義勇兵の一団だった。

　東域国の物資集積所を破壊したあと、馬車で東域国の国内に逃走した彼らは、あの直後に津波に遭そう遇ぐうし被害を受けた都市に入った。

　その惨さん状じようぶりを見たカルタは、部下に対し、住民の救助活動を命じた。

　そして、多くの住民を助けたあとに、派は遣けんされた警備隊の一団に対し、自らの身分を明らかにして、投降したのだ。

　東域国軍作戦参さん謀ぼうカルタ・ピルスナーと名乗った指揮官は、投降の理由を聞かれて、こう答えた。

「我々には、もはやするべき仕事が無い」

　彼らはこの首都ランダールまで護送されることとなったのだが、彼らが敵兵であることを知った街の人々は、驚くのと共に、護送する警備隊員に寛かん大だいな取り扱いをするように懇こん願がんした。

　警備隊員もまた、それに応こたえ、手て錠じようも縄なわも打たれること無くランダールまで運ばれ、そして収容先でも施設から出ることはできないにしろ、施設内は自由に歩き回ることが許されていた。

　シャワーを浴びて、石炭の粉を落とし、支給された、こざっぱりとした作業服に着替えたクローブが、同じように白い顔に戻ったカルタに向かって聞いた。

「俺おれたちは、このあとどうなるんだ？」

　カルタは考え込んだ。

「捕ほ虜りよであることに変わりは無いわけだし……このままどこかの収容所に送られて、捕虜交換で国に戻る、というところかな……」

「結構時間がかかるかもしれねえってことか」

　クローブの言葉を聞いたカルタは、小さくうなずいた。

「確かにな……こればかりはこっちが決めることじゃないからな……」

「収容所に入ったら、時間つぶしに、体術でもご教授しますか？」

「ええ、頼みます。免許皆かい伝でんになるまで、時間をかけて、みっちりしごいてもらいますよ」

　クローブは顔をしかめた。

「そんなに長い間収容所にいなきゃならねえってのは願い下げだな、もっと簡単な技を一つか二つお教えしたところで、帰国、といきたいところだな」

「私もですよ」

　カルタとクローブが顔を見合わせて、声を上げて笑ったそのとき、収容施設の中に、東とう域いき国軍の高官らしい男が入って来た。

　その高官は、あたりを見回すと声を上げた。

「指揮官はいるかね？　カルタ・ピルスナー殿どのだ！」

　カルタは怪け訝げんな顔をすると、手を上げた。

「私がカルタですが……」

　高官は、あわてて駆かけ寄ってくると、カルタに向かって敬礼して言った。

「東域王マオ・タイクー陛へい下かが、あなたとお話がしたい、とのことでお迎えに上がりました。着替えを用意してあるので、それに着替えて私と共に来てもらいたい」

　カルタは目を見開いた。

「東域王陛下が、私を？」

　高官はうなずいた。

「そうだ、敵の身でありながら、我が国の国民を数多く救った諸君らの件を聞いて、ぜひに、とおっしゃってな……さあ、急いで着替えてくれ」

「わかりました、直ただちに」

　カルタはそう応えると敬礼を返した。




　その頃、東とう域いき国の王宮では、内務大臣をはじめとする国家の重臣と東域王が、会議を開いていた。

　様々な復興のための予算案や、法律の改正について会議が進められ、やがて会議の議題は、カルタたちの処分についての案件となった。

「さて、次は例の西せい域いき国の義ぎ勇ゆう兵へいたちの件ですが……処分はいかがいたしましょうか？」

　内務大臣が案件を振ると、法務大臣が、手に持った書類を読みながら答えた。

「彼らは確かに正規軍ではないが、さりとて犯罪者集団として扱うわけにもいかないし、困ったものですな」

　外務大臣が身を乗り出した。

「犯罪者扱いなどとんでもない！　シンルーたちが無罪放免されたのだ、こちらも同様にせねば、このあとの国交回復に関して問題が残る」

　会話を聞いていた東域王が静かに言った。

「いや、同様にする必要は無い。敵として我が国に入りながら、敵対行動を取らず、我が国民の危機に遭そう遇ぐうしこれを救いし者を、ただ帰したのでは東域国の威信に関わる。賓ひん客きやくとして丁てい重ちように扱いお帰りいただくが良かろう……異議は無いな？」

　居並ぶ重臣たちは無言で頭を下げた。







　終章







　東域国と西域国との間に、完全な停戦が発効して一週間が過ぎていた。

　バンドール河にかかる長大なレゲマン鉄橋の上を、様々な援助物資を積んだ馬車が東域国に向かって何台も走っていく。

　その鉄橋の上に、西域国の近衛このえ連隊の隊員と、そしてキナリレー参さん謀ぼう長以下の軍の高官が勢ぞろいしていた。

　今日は、カルタたちが帰還する日であり、そのために鉄橋の上で出迎えのセレモニーが行われるのだ。

　五月の陽光の中にゆらゆらと立つ陽炎かげろうの中に消えていく馬車の列を見送っていたアニゼットの視界に、逆に向こうから近づいて来る馬車の姿が飛び込んできた。

　その姿を見たとたん、アニゼットの脈みやく拍はく数が上がった。

　だんだんと近づいて来るに従って馬車の形がはっきりと見えるようになってきた。

　その馬車は、装飾が施されているのだろう、馬の足に合わせて揺れるたびに、車体の周りについている金の装飾が、陽光を浴びてきらきらと光る。

　アニゼットは目を見開いた。

　……国こく賓ひん扱いで帰国する、とは聞いていたが、これまた豪ごう華かな馬車だな。

　馬車の列は真まっ直すぐレゲマン鉄橋を渡ってくる。

　五月の風が、アニゼットの頬ほおを撫なでて通り過ぎてゆく。

　……風が心地よいのは、私が赤い顔をしているせいではないだろうな……。

　不安になったアニゼットは鏡を探そうとして、そして、あきらめた。

　……私は軍務のときは女ではないと自分に言い聞かせてきた。鏡などを持って歩くのはもってのほかだと考えていたが……こういうときは、少し後悔するな。

　やがて、四頭立ての豪華な馬車が、アニゼットたちの前に止まった。

　馬車の後ろに立っていた係員が飛び降りると、すぐに走り寄ってキャビンのドアを開いた。

　ドアの中から出て来たのは、カルタとクローブだった。

　東とう域いき国であつらえたのだろう、二人とも黒い近衛このえ連隊の制服を着ていた。

　馬車を降りたカルタは、あたりを見回してアニゼットの顔を見ると、小さく笑った。そしてそのまま真っ直ぐアニゼットの前に来ると、かかとを合わせて直立不動の姿勢になると、敬礼して言った。

「アニゼット様からお預かりした、近衛連隊の下か士し官かん二十五名をお返しします！」

　アニゼットは、答礼をすると、にやっと笑って言った。

「貴様はあのとき、責任は取る、と申したな」

　カルタは胸を張って答えた。

「はい、こうしてアニゼット様の部下を無事にお返しできました、何とか責任を果たせたと思っております！」

　アニゼットは少し赤い顔で言った。

「責任は……まだ残っておるぞ」

「まだ……ですか？」

　怪は訝げんな顔をするカルタに、アニゼットは上気した顔で、そのくせ、つんとした口調で言った。

「夜中に私の私室に忍び込んだ貴様の責任だ……誰かが父の耳にそれを吹き込んだらしい。嫁入り前の娘むすめが、部屋に男を引き入れた、などということが世間に知られてはえらいことになるだろうが！」

　カルタはあわてて頭を下げた。

「いや、その……その件につきましては……誠に申し訳ありません！」

　アニゼットは赤い顔のまま言葉を続けた。

「……だから、その……責任を貴様にとってもらわねばならんのだ……覚かく悟ごしておけ！」

「はい！　責任はしっかり取らせていただきます！」

　にっこり笑って答えたカルタをにらんでアニゼットは言った。

「笑うな……馬鹿」

　五月の川風が、熱くなったアニゼットの頬ほおを覚ますように、優しく撫なでて通り過ぎて行った。




　その頃、そこからはるか南にあるグレンダランの一角にある、小さな喫茶店の店先では、若い二人の男女が会話していた。

「お前……デメララに戻らなくてもいいのかよ、研究所の所員は、みんなデメララに戻っちまってるんだろ？」

「うん、そうなんだけどね……戦争がおわったら、急にやることもなくなっちゃった。あの東とう域いき国の軍隊が置いていった大砲があれば、私なんかいなくたって別に困らないみたい」

　帽ぼう子しをかぶった紅毛あかげの男が、半分呆あきれたように言った。

「……なんかやる気ねえなあお前……仕事ってのはもっと責任感持ってやるもんだぞ」

　水色のワンピースを着た少女が笑って言い返した

「その責任を一人で背負うな、って説教してた人は誰？」

　紅毛の男は、ちょっと驚いたように目を見開いた。

「なんか……お前、ちょっと雰囲気が変わったな」

「どんな風に？」

「なんというか、こう、急に自信に満ち溢あふれたみたいな……前はもっとおどおどしていたようなそんな感じがあったけど、それが無くなった」

　水色のワンピースの少女はイタズラっぽく笑って聞いた。

「こういう私って……嫌い？」

　真正面から聞かれた紅毛の男は、どぎまぎしたように首を振った。

「いや、別に嫌いも何も……お前はお前だろ？　自信を持つってのはいいことだと思うぜ」

　少女は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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「ありがとう……私ね、あのときに……ケリンたちが大砲の弾が炸さく裂れつしている中で丘を登り始めたのを見て、思ったんだ。もっともっとケリンと一緒にいれば良かったって……自分の気持ちに素直になって、ケリンのところに飛び込んでいけば良かったって……あのとき、私、本気で思った……後悔したくないって……だから、私、もう怖いものなんかないんだよ」

　ケリンは、黙ってミントの顔を見ていたが、やがて、小さく頭を下げた。

「ありがとう……ミント」

　ミントは目を見開いた。

「なんで？　私、ケリンにお礼を言われるようなことしたかな？」

　ケリンは笑ってうなずいた。

「俺おれ、いままでずっとお前を守ってるって思ってた。女の子は弱いから俺が守んなきゃって、そう思ってた……でも、違うんだな。俺おれが守ってるんじゃない、俺だって守られてるんだ……お前に……お前の想いがあるから、俺はやっていけるんだって、気が付いたんだ……」

　ケリンの言葉を聞いたミントの目から、いきなり涙がぽろぽろとこぼれた。

　その言葉は、ミントの想いがケリンに届いていたことの証明だった。

　ずっと、ずっと胸の中に抱えてきた想い。それがケリンに届いていることをミントは確信していた。しかし、不安だった。

　ケリンは、いつも優しかった……でも、その優しさが、ケリンの心のどの部分から自分に向けられているのか、それがわからなかった。

　でも、今、ケリンの言葉の中にあったのは、間違いようのない自分の想いへの返事だった。

「あ、ごめん！　俺、変なこと言っちゃったかな？」

　あわてるケリンに、ミントは顔を抑えたまま首を振って答えた。

「ううん、違うの……なんでかわかんないけど……急に涙が出ちゃったの……なんでだろう……変だな私……」

「あ、いや、別に変じゃない……えーと、あれだよ、きっと何かに気が付いたんだよ。なんだかわかんないけど、それはきっと、凄すごく嬉うれしいことなんだよ、だから嬉しくて涙が出たんだと思うぜ……」

　必死に力説するケリンを見て、ミントは笑った。

　笑いながら、泣いた。

　五月の風が、ミントの頬ほおに流れた涙を乾かわかすかのように、二人の間を吹き抜けていった。




　そして、その頃、ロマ・コンティの執務室で、一人の老人が咆ほえていた。

「馬鹿な！　意味が無い！　このような結末をわしは望んでおらぬぞ！　制裁だ！　東とう域いき国に対し制裁を発動するのだ！　禁断の技術を開封し一気にピープルの数を減らし、我が教団のコントロール下に置くのだ！　知識の力を見せ付けてやれ！」

　執務室の中では、新しい側近であるぺルノー・アブサントが、そんなメタクサを冷ややかな目で見ていた。

　……この人は我がが強すぎる。このままでは両国との関係は悪化するばかりだ。

　我が教団は、自給能力が無いということを忘れてしまっているのかもしれんな。

　教団は、衣食住のすべてを両国からの献納に頼っている……この傲ごう慢まんな態度は、それを忘れてしまっているとしか思えない。

　……今回の失策で、両国の献けん納のうが途絶えたことを知ったら、評議会は大騒ぎになるだろう。

　この男の天下は、もうすぐ終わるかもしれないな……私があの椅い子すに座る時までもう少し時間がかかるかもしれないが……それは夢ではないということだ。

　ぺルノーの目が光ったその頃。

　教団の建物のメインシステムの一部が動き始めていた。

　今まで一度として輝いたことのないモニタースクリーンが輝き、その上にいくつもの文字が走り始めたのだ。

「何事だ？　なぜ急に動き出したのだ！」

「わかりません！　今までこんなことは一度も……」

　教団の係員があわてるのも無理は無かった。

　このシステムにスイッチが入ったのは、実に千年ぶりのことだったからだ。




　教団の建物が並ぶロマ・コンティの北に位置する山岳地帯。

　標高三千メルテを越えるその山々の頂のさらに上。

　大気圏の彼方かなたにある惑星ドラングの衛星軌道を　今、一つの人工物が回り始めていた。

　それは、転移して来た無人探査船だった。

　探査船は、衛星軌道を回りながら、千年前に不時着した移民船のメインシステムとリンクして、そのデータを跳空間通信でどこかはるか遠くの世界に送り始めていた。




　この世界が、惑星ドラングと呼ばれる時代が再び始まろうとしていた。


ＥＮＤ









　あとがき




　どうも、鷹たか見み一かず幸ゆきです『ガンズ・ハート５　硝煙の鎮魂歌』いかがでしたでしょうか？

　これをもちまして、ガンズ・ハートシリーズは完結しました。足掛け二年に渡ってお付き合い戴いただいた読者の方に心よりお礼申し上げます。

　この『ガンズ・ハート』シリーズは、いわゆるＳＦの「ロストコロニーもの」と呼ばれるジャンルに分類できるお話です。

　ロストコロニーとは、直訳すれば「失われた植民地」ということになります。つまり、何らかの理由で本国との連絡が絶たれ、外部からの助けや交易が受けられないまま、自立した植民地が、独自の文化を築き上げていく、という物語構造を持つお話で、日に本ほんではあまり知られていませんが、アメリカやオーストラリアなどでは結構な数の小説が出版されています。

　それはやはり、この二つの国の成立の歴史によるものなのかもしれません。

　そして、この「ロストコロニー」の設定を使うと、いわゆる「異世界、異文化」の説明が実に簡単になります。たとえば宇宙船が飛び交う世界なのに「ローマ時代の剣闘士のような戦士がいる惑星」や「中世の身分制度のままの惑星」が存在するために、宇宙船に「騎士」や「剣闘士」が乗り込む、という実に楽しい設定を作り出すことができます。

　そしてまた、私たちが住んでいるこの地球こそが「ロストコロニー」だった、という設定のお話も数多く書かれています。

　想像力の翼つばさは無限に広がります、しかし、それは片方だけの翼に過ぎません。現実という名前の地上から飛び立つためには、もう片方に「説得力」という名前の翼が必要になります。

　私の場合、その説得力を工業技術の発達史に求めました。『ガンズ・ハート』世界における製鉄技術を十九世紀半ばと設定し、すべての技術レベルをそこで止めました。

　ですから、この世界に登場する鉄のほとんどは「錬れん鉄てつ」と呼ばれるもので、その名前のとおり、作るときに、溶鉱炉の中をパドルと呼ばれる攪かく拌はん棒ぼうで鉄を「練って」作り上げるもので、高炉や転炉が実用化され高品質の「鋼鉄」が大量生産されるようになるまでは、この錬鉄が様々な場所で使われておりました。

　特に明治の初期に日本に入ってきた鉄道のレールや、鉄橋などはこの「錬鉄」で作られたものが多く、現存するものとしては、埼さい玉たま県北部を走る秩父ちちぶ鉄道の羽はに生ゆう熊くま谷がや間の埼玉用水をまたぐ部分に架かけられている小さな鉄橋が、確かこの錬鉄で造られた鉄橋だったと思います。

　この百年、あの鉄橋が見てきたものは、恐ろしいほどに進化を続ける技術の移り変わりだったのではないかと思います。

　第二巻のあとがきにも書きましたが、人類は鉄や銃じゆうと同じように様々なコミュニケーションツールを開発してきました。インターネットを通じて個人が、世界中に向かって情報を発信できるようになるなど、百年前の誰が想像できたでしょうか。

　もしかすると、この百年間、人類を取り巻くすべてのものが変わりいく中で、最も変わっていないのはその中心にいる人間の意識なのかもしれません。




　さて、次のお話は、がらっと変わって「現代物」になりそうです。

　中央アジアあたりにある「セリカスタン」という国へ、自分探しの旅に出た高校休学中の主人公が、突然起こったクーデター騒ぎの中で有力部族族長の一人娘むすめをたまたま助けたことから、部族抗争に巻き込まれ……なんてお話を考えています。

　まだ、海の物とも山の物ともつかない脳内の混こん沌とんの渦うずの中で渦巻いているだけですが、形になれば、またもや電撃文庫の中では「変わり種」扱いされるお話になるのではないかと思います。変わり種が好きな読者の方に喜んでいただけるように努力いたしますので、期待していただければ、と思います。





（企業努力を続ける零細中高年物語製造業者の）　鷹たか見み一かず幸ゆき









鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県に本社、新潟県に支社を持つ物語製造業者。『ガンズ・ハート』は今回で終るが、次の電撃文庫のシリーズの取材のために、モンゴルに行くことを計画しているらしい。
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青あお色いろ古こ都と

岐阜県生まれの信号のない田舎育ち。仕事ではドットを描いてたりします。最近は暖かいので睡魔と格闘中な日々。








電撃文庫

ガンズ・ハート５　硝しょう煙えんの鎮魂歌レクイエム






鷹たか見み一かず幸ゆき






二〇十二年九月二十日　配信





発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二−八五八四　東京都千代田区富士見一−八−十九




(C)2005 KAZUYUKI TAKAMI／ASCII MEDIA WORKS










本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。








[image: ]




item/image/p280.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p310.jpg





item/image/p353.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/k004-k005.jpg
D&D%b&:Am%%t

ﬁﬂﬁ.ﬁﬁ:iaﬁlwﬁm
B O VIR 0SS 58w
R ©10 1RG40 HISTT 4 o
IERUSMRR O RN H#°
R WL WESHI 20
SOEEGI |
R [IE] V5ol
BRLUIF D NGRS O I
346 |
[OFA R |
[40:03° L WH BV LN
NLL RS £ Y\ —
O\ 50 lb el J RIS
N L R S R
e | ~






item/image/p067.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/k006-k007.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章



		第１章「伝令」



		第２章「愚者と賢者」



		第３章「秘密兵器」



		第４章「グレンダラン」



		第５章「イレギュラー」



		第６章「侵攻開始」



		第７章「無防備都市」



		第８章「鬼」



		第９章「市民」



		第10章「真の敵」



		終　章



		あとがき



		奥付











item/image/p335.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k008.jpg
aquiy] oyiqrqsof : uSisaq

B3E  [HERE
BAE [JL450]
SB5%  [f1L¥a5—]
E6E  [REBHAE]
78 [HRBhHER
sEeEm R

98 [MmR]
51058 [HOH ]
k=

178
229
256
294
347





item/image/photo.jpg





item/image/k002-k003.jpg
[0 EsiEwikO eI — |
ﬁ%ﬁu ...... N.LOM7 42108 108 LINS E O MR LIRIR Lo
[HRARER T — 1JRBi& BERCM [80RQ¢——] - iR






item/image/p009.jpg
RARK =

ﬁﬁﬁﬁﬁﬁ





